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70．


冒険者のものと比べ、軍の野営地の安心感は素晴らしい。


集団での自衛はそもそも魔物を寄りつかせず、更にリゼル達が同行しているのはアスタルニア魔鳥まちょう騎兵団。魔鳥という、他の魔物でも手を出し渋る存在を従えている集団だ。


人には無差別に襲いかかる魔物でも、自らより上位の魔物に牙をむく事は滅多にない。警戒の必要はほとんどなかった。勿論もちろん、皆無かいむではないが。


「（起きてなくていいと楽だなぁ）」


それはつまり、客扱いのリゼル達が見張りに立つ必要がないという事だ。堂々と寝られる。


「（ここにも居ない）」


そんな夜の野営地を、リゼルはゆったりと歩いていた。


騎兵団も、空間魔法付きの鞄か何かを持っていたのだろう。平原に乱立するテントの影を時折覗のぞき、目当ての姿を探す。特別大所帯でもない、少しブラつけば見つかる筈はずだ。


「御客人！　どうだ、一杯」


「お、一人か？」


「また魔鳥の話でも聞かせてやろうか」


焚たき火びを囲うように地面に座り、酒を嗜たしなむ騎兵達とすれ違う度に声をかけられる。彼らの褐色かっしょくの肌に炎の色が映り、夜の闇によく似合っていた。


そして自らのパートナーが此方こちらに声をかければ、背もたれになってやっている魔鳥も頭を持ち上げる。見上げてくる黒の瞳にリゼルは微笑ほほえみ、そして騎兵の誘いの言葉にもひらりと手を振って、通り過ぎた。


「（めげないなぁ）」


魔鳥車まちょうしゃに乗っておよそ丸三日。昼夜を問わず賑やかな彼らは、何度飲めないと伝えても酒を勧めてくる。


アスタルニアの人々は基本的にフレンドリーだ。突如現れたリゼル達にも友好的で、気さくに声をかける。王都では一線引かれがちだったリゼルに対してもそうなのは、恐らく上流階級の概念が王都とは違うからだろう。


アスタルニア国民にとっての王族は、雲の上の存在ではない。上ではなく前に立ち、自ら国民を引っ張る先導者。敬意は払うものの畏おそれはせず、よって貴人と誤解されがちなリゼルも遠巻きにはされない。


やや丁寧にはされるが。そして冒険者を名乗った時に驚かれるのも相変わらずだったが。


「（もうそろそろ、ノーリアクションが欲しい気が）」


うーん、と考えながら、野営地の外れまで来た時だ。


「あ」


また一つ、テントを通り過ぎてふと横を見れば、探していたジルの姿があった。騎兵数人と何やら話している。


一刀いっとうの名はアスタルニアでも有効のようで、度々手合わせを願われていた。また、それが駄目なら飲み比べだと差し出された地酒を〝美味うまい酒が飲めるなら良いか〟と飲み干して以降、飲み比べを挑いどまれる事もあるようだ。


当の本人は鬱陶うっとうしそうにしているが。そんなジル相手にひるまないのも、流石さすがはアスタルニア騎兵団だと言ったところか。


「（どうしよう）」


今も、そのどちらかのお誘いだろう。本人は毎度上手くかわしているようだが。


ジルも他人に興味がないだけで、忌避きひしている訳ではない。怯えもせず話しかけられれば一言二言は返す。騎兵団に関しては運んで貰もらっているというのもあるし、わざわざ不平を買う方が面倒臭いというのも大きいだろう。


あるいはリゼルが興味を持つ相手、というのもあるかもしれない。


「（話し中なら後で良いかな）」


出来れば早めが良かったが、どうせ後でテントに帰ってくるんだしと、リゼルはジルの横顔を眺めながら頷うなずく。


そして踵きびすを返そうとした、その直前。ジルが此方を向いた。


何でもない、と手を挙げようとするより先に、もう黒い姿は此方へと歩を進めている。良いのかと話していた騎兵達を見れば、やはり駄目かと肩を竦すくめながら軽く手を挙げられた。


「どうした」


当然、ジルが悪びれる事もない。


「すみません、邪魔しましたか？」


「別に良い」


平然と告げる姿に、リゼルもまぁ良いかと本題に入る。


「進路について相談したくて」


「今更サルスに行きてぇとか言うなよ」


「言いませんよ」


可笑おかしそうに笑い、立ち話も何だろうと魔鳥車へと向かう。


イレヴンによって行われるジャッジの間接的奉仕が火を吹くおかげで、テントは相変わらず寝心地が良い。しかし話し合うなら魔鳥車の方が良いだろう。


何せ改造を施された魔鳥車の座り心地は言うまでもなく、穏やかなティータイムを過ごせるようにと小さな机まで取り付けられ、更には本を読む為にと優しく明るい灯りも取り付けられている。ジャッジの尽くし方には妥協がない。


「着いてすぐやりたい事でもあんのか」


「いえ、その前です」


寄りたい所があるとは聞いていないがと言いたげなジルが、訝いぶかしげに顔を顰しかめた時だった。


「イレヴンが」


「リーダー呼んだァー？」


リゼルが名前を出せば、やや離れた場所で飲んでいた夜食グループから声が上がる。


二人が声の方向を見れば、鮮やかな赤い髪を蛇のように地面に垂らしたイレヴンを見つけた。酒を片手に胡坐あぐらをかき、背を反らせて此方を窺うかがう姿にリゼルはひらひらと手を振る。


〝呼んでいない〟と〝ごゆっくり〟の意味を持つそれに、彼は了解と片手を上げた。


「あいつ朝、飲み過ぎて頭痛いてぇっつってただろ」


「言ってましたね」


タダ酒だタダ酒だと、外面が良く、ノリが良いのも嫌いではないイレヴンは毎晩そこかしこで酒盛りの誘いに乗っている。アスタルニアの男達は一様に酒に強い。酔っ払いに鬱陶しく絡まれる事もないので、遠慮なく混ざっているようだ。


「昨日も何処どこからかお酒を貰ってきて飲んでました」


「お前止めねぇよな」


「イレヴン、なかなか酔わないですし」


ちなみに騎兵達は自腹で酒を持参しているので、イレヴンはそれをかっぱらってきている。


「アスタルニアの地酒は強いって聞きますけど、彼も相当強いですよね」


「あんだけ水みたいに飲んでりゃ二日酔いにもなんだろ」


「という事は、俺もあんな飲み方したんでしょうか」


水と変わらない薄さの酒、しかも一口で酔ったと誰が言えるだろうか。


酔ってからはそれなりの酒を飲んでいたし、まぁ嘘でもないだろうと頷くジルに、どうやら酒豪しゅごうにはなれなかったらしいとリゼルは悟った。少し残念だ。


「イレヴン、昨日も酔って俺の毛布に潜ろうとしてましたよ」


「俺は踏まれた」


二人は辿り着いた魔鳥車へと乗り込んだ。


ジルが灯りを付けている間に、リゼルは腰かけて地図を取り出す。壁に折りたたむように設置された机を広げ、そこへ広げた。


一般的に出回っている地図はというと、ないよりマシ程度の簡単なものだ。しかし、リゼルが持つのはレイから餞別せんべつで渡されたもの。尺度や方角、地形がかなり正確に描かれている。


「出回っちゃまずいんじゃねぇの」


「俺達が手放さなければ良いんですよ」


精密すぎる地図というのは出回らない。持つのは国の上層部ぐらいだろう。


それを簡単に提供したレイに対してか、呆れたような声にリゼルは可笑しそうに笑った。そしてジルが向かい側に座ったのを確認し、紙面に指を滑らせる。


「パルテダから来て、今が丁度この辺りです」


王都パルテダと記された丸い印、そこから今までの道程を辿る。たとえ険しい山があろうが、深き峡谷があろうが、一切蛇行だこうせずに真っ直ぐに。


それこそが魔鳥の強みだ。地形によっては、馬の倍近い速さで目的地まで辿り着ける。


「食事時以外は飛びっ放しですし、魔鳥はタフですね」


「だから討伐依頼では上位なんだろ。飛び回られると手が出せねぇ」


「君はすぐ物騒な話にしますね」


「何が」


純粋に魔鳥を褒めたつもりが、何故か討伐手段に話が飛んだ。


更に〝積極的に襲い掛かってくれれば楽〟などと宣のたまうジルに、リゼルは苦笑を零す。城壁など物ともしない魔鳥が、進んで人を襲うようになっては大変だ。


「それで、予定では後二日でアスタルニアには着くんですが」


さて、と話を戻すようにリゼルの指先が再び動く。平原を通り抜け、山や渓谷を越えて広大な森へ。そして辿り着くのが、海に面する豊かな国アスタルニアだ。


しかしリゼルの指は、その手前。広がる森の途中で止まる。アスタルニアまで後一歩、半日も歩けば到着するだろう位置だ。


「この辺りに、イレヴンの実家があるみたいで」


「あ？」


「実家です。ご両親がお住まいの」


予想外の言葉に聞き返したジルに、あっさりとリゼルも繰り返す。


蛇の獣人じゅうじんにとって過ごしやすい国だという。ならば、と何となく予想はしていたリゼルに驚きはなかったが、ジルにとっては大層意外なのだろう。イレヴン自身が、親の話題を出すような人間とは思えない所為せいもある。


「どうせ近くまで来たなら挨拶あいさつぐらい、ってイレヴンも言ってたので、此処ここで降ろして貰おうと思うんですけど」


「何今更良い子ぶってんだアイツ」


「ニィサンはすーぐ俺の事そうやって言う！」


バンッと魔鳥車の扉が開かれ、イレヴンが現れた。


「事実だろうが」


「すっげぇイイコじゃん」


「てめぇは自分を過大評価しすぎだろ」


イレヴンの手には二本の酒瓶、今日の戦利品だろう。軽口を叩きながら片方をジルに渡している辺り、最初から二人分のつもりで持ってきたのだろうとリゼルは立ち上がった。


途中下車の件もジルから否が出なかった事だ、頼むなら早めに伝えておいた方が良い。


「隊長さんの所に行ってきますね」


「リーダーも戻ってきたら飲も」


「おい」


「や、飲まなくても良いけど」


飲みの席に飲めないリゼルがいる事を、二人が気にした事はない。


狭い車内で、すれ違い様に誘ってくれたイレヴンの言葉に、嬉しいけれどとリゼルは首を振った。どうするのかと見上げてくるジルにも微笑ほほえみ、そしてトンッと馬車を降りて振り返る。


「ちょっとナハスさんに聞きたい事があるので」


それで全て伝わったのだろう。腰掛けたイレヴンがにこりと笑ってひらひらと手を振り、呆れ顔のジルが一度だけ頷いて送り出してくれた。


この道中、リゼルは隙さえあればナハスの魔鳥談義を聞いていた。魔鳥の飛行における魔力効率といった専門的な話から、個々のエサの好みまで。何を聞いても喜々として教えてくれるのだから、何とも理想的な話し相手だ。


「ほどほどにしとけよ」


「分かってます」


そしてリゼルは再び野営地を歩き出した。






早朝、朝焼けが覗き始めた頃。テントの中に届いた微かすかな騒ざわめきに、リゼルは毛布の中で身じろいだ。魔鳥騎兵団の面々は、軍人らしく朝が早い。


「ん……」


はふり、と息を吐いてゆっくりと上体を起こす。頬へと落ちた髪を耳にかけ、何となく見慣れたテントの中を見回した。


ジャッジから借りたテントは、不思議と外から見るより内部が広い。流石は迷宮品というべきか、大の男三人で寝ようとも余裕があった。


それにも拘らず、寄り添うように近くにある毛布の塊かたまりをリゼルは見下ろした。毛布からはみ出た赤い髪以外は寝姿を見せないイレヴンに、相変わらずだと微笑む。


「……もう起きんの」


ふいに、毛布の塊がもぞもぞと動いた。


現れた目元は、寝起きらしく目付きが悪い。まだ眠たいのだろうと、その瞳を優しく手で覆おおってやる。


「まだ寝てて良いですよ」


「んー……」


伝えれば、イレヴンは遠慮なく二度寝を始めた。もぞもぞと再び毛布へ顔を埋める姿を暫しばらく見下ろし、そして静かに立ち上がる。






上着と手袋以外の装備を身に着け、リゼルはテントを出た。


「お前にしちゃ早はえぇな」


「おはようございます」


「ああ」


焚き火の前に座り、剣の手入れをしているジルへと挨拶する。既に一通り体を動かした後なのだろう、焚き火の前で焼かれている肉の塊は、その戦利品のようだ。


その辺りで剣を振ると、手合わせを申し込まれるジルだ。適当な場所で適当に体を動かし、偶然魔物に襲われたか何かしたのだろう。


よく見ると、野営地の其処そこかしこに似たような光景がある。食べきれない分はお裾分けしたようで、どれ程の獲物を仕留めたのかとリゼルも焚き火へ近付いた。


「何の肉ですか？」


「でかい猪」


「この辺りに出るなら牙猪きばいのししでしょうか。美味しそうですね」


「ん」


腰掛け、差し出された肉の塊を受け取った。


流石に二度目ともなれば迷わず口を付けるリゼルに、それを目撃した騎兵が二度見している。違和感の塊のような光景だったようだ。


「筋っぽいけど美味しいです」


「そりゃ良かった」


リゼルは滴したたる肉汁を零さないよう注意しながら、ひたすら顎あごを動かし続けた。しかし全て食べきる事は出来ず、もう一度焼き直せば何とかなるだろうかと焚き火を眺める。


すると、寄越せとばかりにジルから手を伸ばされた。礼を告げ、遠慮なく食べて貰う。


「ああ、起きたか御客人」


ふと声がかかり、腰掛けたままリゼルは振り返った。


「ナハスさん」


「今日は早いな」


魔鳥を引き連れたナハスが、何やら複雑そうに焚き火の肉とリゼルを見比べていた。そんな彼はこの道中、テントの外で伸びをする寝起きのリゼルを初めて見て、何処ぞの御屋敷の庭を連想したという。


貴族かと突っ込むことさえ躊躇ためらう程の本物加減。ナハスは今もリゼルが冒険者だと信じていない。


「どうだ。これから最愛の相棒マイパートナーと朝の散歩に行くんだが、一緒に行くか？」


「良いんですか？」


「勿論だ！　相棒の乗り心地は最高だぞ」


その羽音は力強く、そして躍動する筋肉が云々。そう語り続けるナハスの隣では、魔鳥がひょこひょこと焚き火に近付いてふんふんと肉の匂いを嗅いでいる。食べたいのだろうかと、リゼルは下りてきた嘴くちばしをそっと撫なでた。


「慣れてんな」


「ナハスさんに何度か触らせて貰ったので。胸元の、もふもふ部分がおすすめです」


「そうか」


ジルが頷く。これで、じゃあ触ってみようとならない所が彼らしい。


「お前、乗りてぇ癖に言い出さなかったな」


「しばらく見てたんですけど、一匹の魔鳥に一人のパートナーっていうのが決まってるみたいだったので」


リゼルが見る限り、騎兵達は絶対に己の魔鳥以外には跨またがらなかった。


その必要がないというのもあるだろうが、魔鳥を移動させるのにわざわざそのパートナーを連れて来る場面もあった。ならば、パートナー以外の言う事は聞かないのだろう。


「ああ、ある意味正解だな」


パートナーの魅力を力説していたナハスが話を切り、自らの相棒を呼び寄せる。


肉に興味津々だった魔鳥は、すいっと顔を上げて彼の元へと戻った。その羽を優しく撫でながら、ナハスは何てことなさそうに告げる。


「ただ、パートナーと一緒なら大丈夫なんだ。アスタルニアでは子供を乗せての騎乗きじょう体験だってある。そんな健気な所も可愛いだろう！」


「大人二人でも大丈夫なんですか？」


「その程度、物ともしないぞ」


誇らしげに笑い、まぁスピードは落ちるが、と付け加えながら彼は魔鳥の手綱たづなを握った。そして馬とはまた違った形の鐙あぶみへと足を掛け、魔鳥へと跨ってみせる。


丁度、羽の付け根辺りに足が固定される作りだ。魔鳥が羽ばたくのを、少しも邪魔しないよう工夫されている。その分、乗りこなすには馬よりもよほどコツが必要だろうが。


リゼルも立ち上がり、そして高い位置にあるナハスの顔を見上げた。


「どうすれば良いですか？」


「まず手綱を握って、そこに足を……そう、そこだ」


ナハスに指示されながら、これは初見じゃ難しいなと一人納得する。跨るのさえ馬とは勝手が違い、つい手綱を引きすぎて魔鳥から抗議の声を貰ってしまった。


そして何とか鞍に腰を落ち着けた、その数秒後。リゼルはぽつりと呟く。


「これ、凄すごく腹筋が痛くなりそうです」


「慣れると力を然程さほど入れずとも体勢が整うんだがな。体を起こせない内は俺にもたれておくと良い」


地に立つ魔鳥の背は、地面と平行ではない。後ろに向かって傾いているので、腹筋で体を起こしていなければならないのだ。


軽装なアスタルニア魔鳥騎兵団から窺える立派な腹筋は、こうして形作られているのだろうか。リゼルは至極真面目にそう考えた。何故ならこの短時間で既に腹筋が痛い。


「色気のねぇタンデムだな」


「魔鳥に乗れるんだし我慢、という事で」


からかうようなジルの言葉に、可笑しそうに笑って返す。確かに、これでリゼルが淑女だったのならさぞ絵になる光景だっただろう。


「飛んでる時は平行でしたよね」


「ああ、一度飛んでしまえば楽だな。バランスを取るのにコツはいるが」


後ろからナハスの腕が伸びる。その手が手綱を持つのを眺め、離した方が良いだろうかとリゼルが握りを緩めた時だ。


「手綱はしっかり持っていろ」


「落ちんなよ」


「落ちたら頼みます」


ナハスの言葉に手綱を握り直し、焚き火の前から〝良くやる〟と言いたげな視線を送ってくるジルへ頷いてみせた。何処まで本気なのかと、呆れたように溜息を吐かれる。


そしてナハスが手綱を引いた。反するようにグゥッと魔鳥が頭を下げ、ばさりと大きく翼を広げる。そのまま数度羽ばたく内に、魔鳥の体が地面と平行になった。


翼が巻き上げる土の匂い、足に感じる魔鳥の体温と躍動。それらを興味深く思っていたリゼルは、楽になった体勢に自然と力を抜いた。


「飛ぶぞ！」


直後、それを非常に後悔する事となる。


魔鳥が体を沈めるのに合わせた、内臓が浮くような一瞬の落下の感覚。更にその数瞬後、急激な上昇に浮き上がった内臓が地面へ引っ張られる。ジルから貰った肉を完食しなくて良かったと、リゼルはしみじみと思った。


当然のようにバランスを崩した体は、腹に回されたナハスの腕によってしっかりと固定されている。


「手綱を掴んでいろと言わなかったか!?　あ、いや、掴んでいるな」


「こんなに揺れるとは思わなくて。手綱だけじゃどうにもなりませんでした」


「そういえば子供達を乗せた時は、最初から支えっぱなしだったな……言われてみれば最初は揺れるかもしれん」


前もって言っておいて欲しかった。


リゼルとて、魔鳥が飛び立つ瞬間はここ数日で何度も見ている。だがナハスら騎兵達があまりにも軽々と飛び立つので、反動など想像だにしなかった。むしろ、大きさの割にゆるやかに飛び立つなとすら思っていた程だ。


だが実際に乗ってみると違う。プロというのは素晴らしい。


「だ、だが、揺れるのは最初だけだ。見ろ、飛んでしまえば素晴らしい乗り心地だろう！」


魔鳥の印象回復に若干必死なナハスが、支える腕を広げてみせた。確かに支えがなくとも大丈夫そうだと、リゼルは促されるままに顔を上げる。


初めに目に飛び込んできたのは、視界を埋め尽くす美しい空だった。地平線から広がる黄金色の朝焼け。雲がまるで迫り来るかのように近く、光を映してグラデーションを作る。視線を下げれば、朝日に照らされた草原が風に揺れ、波のようだった。


遠くの山々まで、全てを見渡せる。リゼルの唇が自然と綻ほころんだ。


「気持ち良いですね」


「だろう！　俺の相棒は特に飛ぶのが上手いからな。抜群の乗り心地だと思うぞ」


ばさり、と魔鳥の羽音。風の音。正面から全身を打ち付けるそれは、少し肌寒い。


装備のお陰かげで大分マシだけど、とリゼルは少し身を乗り出して地上を見下ろした。野営地の上を、大きく円を描くように飛んでいる。地上で行き来する人々の姿が小さく見えた。







    
  
  




「高い所が苦手な人は無理そうですね」


「御客人は平気そうだな」


「大丈夫みたいです」


これほど高い所まで上がった事はなかったが、落ちないと知っていれば怖がる事もない。


そして、良かった良かったとリゼルが頷いていた時だ。その隣を、ふいに一騎の魔鳥が通り過ぎていった。他の騎兵達もパートナーとの空中散歩を楽しみ始めたようだ。


彼らは空中で並んで挨拶を寄越し、戯たわむれるように足元を通り抜ける。風の音に紛れて聞こえる魔鳥の声に耳を澄まし、リゼルはサービス精神あふれるパフォーマンスに微笑んだ。


「気さくな方が多いですよね」


「？　普通だろう」


副隊長であるナハスにも気負わず声をかける姿に、よく規律正しい王都の騎士団と連携がとれるものだと感心してしまう。


「急降下とか空中三回転とか出来るんですか？」


「したいのか!?」


「いえ、気になっただけです」


ほのほのと笑うリゼルに、ナハスの口元が引き攣つった。離陸の時の衝撃に落ちかけていた癖にと、そう思わずにはいられなかったからだ。


実は急降下も空中三回転も出来るが、言わない方が良いだろうと彼は結論付ける。穏やかな印象とは裏腹に、告げた途端に「じゃあ折角なので」と言いかねない感があった。


「ヒスイが気に入るのも分かるな」


「そうですか？」


「あいつは自分に振り回されない人間が好きだろう」


いつかリゼルが称した、〝テンポが独特な自己完結型〟はヒスイの本質を十分に捉えている。そんな彼に振り回される人間は確かに多く、本人も生来の性質を変えてまで周囲に合わせる気がない。上手く付き合える者は酷く限られた。


つまり、他者にテンポを乱されないマイペース加減。しかし相手のテンポに合わせられる社交性。加えて同年代。ヒスイがリゼルと仲良くなりたいと思ったのも自然な事だろう。


「副隊長さんも仲が良いみたいですが」


「俺はヒスイというより、あいつらのパーティに恩があるからな。恩を返させろとついて回ったら、話すようになっただけだ」


朝の澄んだ空気の中、ナハスが懐かしそうに語る。


その手は、愛しそうに自らの相棒を撫でていた。恐らく彼の言う恩は自分達を乗せてくれている魔鳥絡みなのだろうと、リゼルも艶つややかな毛並みを見下ろす。


「別に恩を売ろうとした訳じゃない、偶然だ、と礼は拒まれ続けたが」


だから王都で声をかけられた時は驚いた、と彼は笑った。


「恩を返したいならお前達を運べと言うから、俺にとっても渡りに船だ。喜んで了承したぞ」


「そう言って頂けると嬉しいです」


「何だ、遠慮なんてしてたのか？　俺個人に出来る事なら言うといい、ヒスイには客人として丁重に扱えと言われているから」


何故客人呼ばわりなのかと常々思っていたが、そういった事情があったようだ。


リゼルは成程と頷き、それにしてもと苦笑する。折角の魔鳥騎兵団副隊長への恩を、ここで使って良いのだろうか。


「（今度会ったら、お礼をしないと）」


随分気を回してくれたようだしと、そんな事を考えているリゼルは知らない。


ヒスイからしてみれば、これ以上ない程の恩の有効活用なのだと。リゼルに恩を売る以上に有益な使い方はないと、彼が心の底から思っている事を。


「ヒスイさんって何が好きですか？」


何か贈ろうか、とナハスに尋ねてみる。


「ん？　そうだな……恩返しの一環として、獲とれたてのカジキを一匹渡そうとした事がある。それは酷く嫌がられたな」


「ならカジキは止やめておきますね」


参考になりそうで全くならない意見を無難に返し、ふとリゼルはもぞりと姿勢を正した。そろそろ足腰が限界だ。これに一日中乗っているのだから、慣れというものは凄い。


「そろそろ下りるか？」


「お願いします」


それに気付いたナハスの言葉に、少し惜しいけどと思いながら頷く。


魔鳥はゆっくりと円を描きながら降下を始めた。見下ろした野営地では、ようやく全員の身支度が終わった頃なのだろう。あちこちで出発準備を始めているのが見える。


「あ、イレヴンも起きたみたいですね」


「蛇の獣人は酒に強い者が多いと聞くが、彼も相当だと騎兵達が言っていたぞ。アスタルニアの男が飲み比べに負けるとは情けない！」


テントから出て、眠そうに欠伸あくびを零すイレヴンにジルから声がかかった。彼は促されるまま空を見上げ、そしてリゼルの姿を見つけて固まる。ぽかりと空いた口に、リゼルは可笑しそうに笑った。


ぶんぶんと振られる手に、優雅に手を振り返す。すると違うとばかりに大きく手招かれた。どうやら下りてこいという意味だったようだ。


「意外と心配性なんですよね」


「あの手の男を、よく振り回せるものだ……」


数日しか共に過ごしていないナハスでも、イレヴンの性格が捻ひねくれまくっている事は分かる。


「下りる時って揺れますか？」


「飛ぶ時と同じぐらいはな」


その言葉にしっかり手綱を握り直すリゼルを見ながら、魔鳥の調教師とか天職なんじゃないかと至極真面目に考えるナハスであった。






王都を発って四日目。リゼル達は、特に気負う事なく魔鳥車で空の旅を楽しんでいた。


「イレヴンの実家は森の中なんですよね」


本を読んでいたリゼルが、ふと顔を上げる。


アスタルニアに近付くにつれ気候は温暖となり、今や窓は常に開け放たれていた。強い日差しが差し込む度、本の位置は微調整される。


「そッスよ」


「地図では川ぐらいしか目印がないですけど、場所は覚えてるんですか？」


膝に肘をつきながらジルとカードゲームに興じていたイレヴンが、考えるように背を伸ばした。


ゲームの賭け金は遊びというには酷く高レートだが、その移動は今のところ平等だ。互いに、やるからには手を抜いたりしない。負けず嫌いともいう。


「場所はもう忘れてっけど、まぁ近くまで行きゃ分かるハズ」


「目印とかですか？」


「魔物避けの香焚いてんスよ。あそこに住んでんの俺らだけだったし」


魔鳥は近付けるのだろうかと疑問を抱きつつ、リゼルは納得したように頷いた。


しかし蛇の獣人の集落か何かがあるのかと思ってたが、イレヴンの家族しか住んでいないというのは何故なのか。然程遠くない距離に国があるのだし、その中に住んでしまった方が便利だろうに。


イレヴンの言い方的に、聞いてはいけない事でもないのだろう。気になるし、とリゼルは本を畳む。


「アスタルニアにも同族の方が何人かいるんですよね」


「俺は会った事ねぇけど、多分」


数少ない蛇の獣人の特徴をナハスは知っていた。ならば、そういう事なのだろう。


「イレヴン達は国の中に住まなかったんですか？」


「あー……ガキん頃に一回聞いただけだからうろ覚えッスけど」


何だっけな、と唸うなりながら手札を捨てるイレヴンは、森暮らしに不満はなかったようだ。


それもそうだろう。安全が保障される国の中では、イレヴンの欲求は満たされない。彼の刺激への欲求は環境に左右されたものではなく、生来のものなのだから。


「なんかずっとあそこに住んでるし、特に不便とかねぇし、まぁいっかみてぇな感じ」


「軽ぃな」


「重いよか良いっしょ」


新しく引き直した手札を机の上に晒さらし、イレヴンが舌打ちを零す。


どうも引きが悪くなってきたようだ。ジルに奪われていく賭け金を見送り、拗すねたように肩へと凭もたれかかってくる赤い髪を、リゼルは慰なぐさめるように撫でてやった。


それですぐに尖らせていた唇の端を吊り上げるのだから、元より大して機嫌を損ねてなどいないのだろう。


「でもまぁ買い物とか避難とかあるし、全然国ん中行かねぇって訳じゃねぇけど」


「避難？」


「魔物が増える時期とか、魔力溜だまりが移動してくる時期とかあんスよ。何日かすれば通り過ぎるやつ」


魔力溜まり、通称〝スポット〟。魔力の異常発生で、人が立ち入れない場所の事をいう。


「今は大丈夫なんだろうな」


「見てみなきゃ分かんねぇけど、多分だいじょぶ」


イレヴンが離れようとするリゼルの手を捕まえ、得意げに宣言しながら擦すり寄った。


「なら、案内はお願いしますね」


「まーかせて」


掌てのひらに押しつけられる鱗うろこの感触に微笑み、リゼルはならば大丈夫かと片手で本を開き直す。


しかし魔物避けの香は気休めでしかない筈だが、森の中で平和に暮らしているなど随分と良いものを使用しているようだ。イレヴンが嗅ぎ分けられるというなら、手製のものなのかもしれない。


「（薬士くすりし、調香師、そういうのもやってるのかな）」


材料には事欠かないだろうしと、そんな事を思いながら本へと視線を落とした時だった。


ふいに、険しさを感じさせる魔鳥の鳴き声が響く。どうしたのかと開け放たれた窓の外を見れば、何騎かの魔鳥が前方へと飛び去っていった。


「前方から魔物五、此方に気付いているぞ！」


空で遭遇する魔物、それは魔鳥に限られる。


今日までの四日間は、何にも襲われる事なく順調な行程だった。とはいえ、そう都合良くはいかないものだ。リゼルは平然と、見物するかのように窓から顔を出す。


「いくら我関せずの魔鳥でも、空で鉢合えば向かってくるんですね」


「つか落ちたらどうすんの。ニィサン以外助からねぇんだけど」


「俺も助からねぇよ」


のんびりとした会話は、落ちないと確信しているからだ。


王都で見た公開訓練。その時の騎兵団の動きは酷く洗練されていて、飛竜ひりゅうにでも遭わない限り間違いなく勝利を収めるだろうと思わせるものだった。


今回鉢合わせたのは小型の魔鳥五体、ならば苦戦などしまい。


「御客人、危ないから顔を引っ込めていろ！」


「副隊長さんの魔鳥の雄姿が是非見たくて」


「ならば仕方無い!!」


窓の前を並走するナハスの魔鳥が羽を動かす度、ふわりとリゼルの顔を風が撫でる。


ナハスのパートナーが魔鳥車を牽ひいたのは初日だけだ。魔鳥への負担を考えてのローテーションらしく、誰が牽いても安定した飛行は流石としか言いようがない。


当の本日魔鳥車を担当している騎兵達からは、「えー……」という視線が向けられたが。リゼルは気にしない。


「第二小隊、行くぞ！」


そして、ナハスの号令に合わせて騎兵達が背負っていた槍やりを構える。


全体の速度が少し緩やかになると同時に、ナハスを先頭に数騎が一気に加速した。長い槍を構えようと、その飛行には一切の乱れがない。騎兵と魔鳥、両者のコンビネーションがいかに優れているのかが一目で分かる。


「お、すっげぇ速い」


「あれが最高速度なんでしょうか。俺だと飛んでいきそうですね」


「お前飛ぼうとしただけで落ちかけたしな」


「マジで!?」


縦横無尽じゅうおうむじんに空を駆け、優れた連携を以もって魔物を撃退していく姿。


それを確認し、やはり出番はないようだとジルとイレヴンは微かすかな警戒を散らした。たとえ空中だろうが何だろうが、やり様は幾らでもある。


「やっぱり人を率いるのが上手いですね」


「あ？」


「ナハスさん」


「まぁ、フクタイチョーっつうし」


「つうか隊長は何してんだよ」


「全体の指揮をするなら、軽々と飛び出す訳にもいかないでしょう」


三人で窓の外を見学しながら、思い思いに言葉を交わす。


そうしている間にも、五匹の魔鳥は全て地へと落ちて行った。当たり前だが、同じ魔鳥だからといって手心を加える事などないようだ。


「機動力は言うまでもないですけど、戦力としても非常に優秀ですね」


感心したようにそれらを眺めていたリゼルが、ぽつりと零す。


「ただ、ゼロから育てるにはかなりの時間がかかりそうです。量産も難しいし、けど……」


ううん、と考え込むリゼルの言葉の続きを、ジル達は聞かずとも悟った。


知れるなら知りたいと、そう言いたいのだろう。間違いなく国家機密だが、リゼルならばどうにでもなるんじゃないかと思ってしまったのも仕方のない事だった。


また変な事を考えていなければ良いがと、ジルが密かに溜息を吐く。


「御客人、見ていたか！」


その時、ふいにナハスが窓の向こうに姿を現した。


「俺の親愛なる相棒の勇姿は、正しく見惚れてしまう程のものだろう。普段はどちらかと言えば大人しく謙虚なコイツが、勇ましく敵を屠ほふる姿のギャップは酷く魅力的じゃないか！　ああ、やはり俺のパートナーは最高だ！」


物凄く力説された。


その言葉に、リゼルは微笑んで同意する。ナハスの言っている事の八割はよく分からなかったが、その戦いぶりが素晴らしかったのは確かだ。


その後、そうだろうそうだろうと大興奮のナハスが戦闘中の魔鳥の魅力を一から語り始めたのだが、それは予想の範囲内に過ぎなかった。戦う騎兵団が見られたのだからそれぐらいはと、リゼルは窓に凭れながら聞く体勢をとる。


「そう、重要なのは勇ましい鳴き声だ……！　普段は俺の心を癒す声が、一転して心を高揚させる素晴らしさが分かるだろう!!」


リゼルは微笑んで頷いた。


「そして目付きの鋭さにまさに心臓を打ち抜かれる心地になる!!　あの澄んだ夜空に浮かぶ星の輝きのような目が、強い光を宿して太陽へと変貌する瞬間の美しさといったら！」


リゼルは微笑んで頷いた。


「更には逆立つ羽だ！　流れる水のように慎ましい羽が、警戒と共に膨ふくれ上がる様子はまさに激流!!　内に宿した熱情がまるで」


「はいリーダー読書タイムだから終了ー」


「何故閉める！　まだ途中だぞ!!」


全てを受け入れる微笑みが遮断しゃだんされ、ナハスが悲痛な声を上げた。


何せ彼には、魔鳥トークをまともに聞いてくれる相手がいない。聞いてくれるのは「いや俺の相棒の方が可愛い」という同類や、誰の話でも聞いてくれる事に定評のあるバーのマスターくらいだ。


窓の向こう側から聞こえてくるナハスの声に苦笑し、リゼルは隣から身を乗り出すように窓を閉めたイレヴンを見た。


「イレヴン」


「いいんスよ、ああいうのはどんだけ喋っても話したりねぇんだから。それよかリーダーも、これ」


窓の向こうで、悔しそうなナハスが離れていく。その羽音を聞きながら、リゼルは「まぁ良いか」と差し出されたカードを受け取った。


目的の場所まではおよそ丸一日。リゼル達は空の旅を優雅に楽しんでいた。
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五日目。魔鳥騎兵団による空の旅も、最後の夜を迎えた。


翌朝の早い時間にはアスタルニアへと到着するだろう。無理をすれば今日中に辿り着けただろうが、天候が怪しいとの事で翌日へと持ち越された。


気温は王都と比べて明らかに暖かく、湿度も上がったように感じる。騎兵団の面々は慣れ親しんだ気候に気分を良くしているが、リゼルやジルにしてみれば違和感の方が先立った。恐らくすぐに慣れるだろうが。


「アスタルニアに来た、って感じがしますね」


「御客人達は明日、途中で降りるんだったな」


「俺んち寄るから」


「そっから歩きだろ」


「そうですね、国までは」


「森歩きは危険も多いからな。気を付けて来い」


リゼル達は、ナハスも交えて焚き火を囲んでいた。相変わらず賑やかな野営地、そこかしこから聞こえる笑い声に馴染むように雑談を交わす。


朽ちた丸太を椅子代わりにしているのは、地面に座ろうとしたリゼルにイレヴンがストップをかけたからだ。気にしないのにと言うリゼルと、自分が嫌だと言い張るイレヴンに、ジルが溜息交じりに何処からか持ってきた。


「そういえば」


アスタルニアの男に相応ふさわしく、当然のように酒に強いナハスが、酒瓶を片手にふと顔をリゼルへと向ける。


「御客人はどうしてヒスイを頼ったんだ？」


「今回のことですか？」


「ああ。お前達は確か、訓練の時に貴族と一緒に居ただろう。そこからうちの隊長へと話を通した方が確実だと思うが」


そういえば、とイレヴンも酒と肉を両手に構えながらリゼルを見た。


今回は騎士との合同訓練だったが、憲兵のトップであるレイが騎兵団との伝手つてを全く持たないという事はない筈だ。ならば、ヒスイの交換条件など受けずとも快く話を通して貰えただろう。


問いに対し、リゼルは何も答えずゆるりと首を傾けてみせる。


「城壁の上は人が多かったのに、よく俺達のことを覚えてましたね」


「あそこだけ空気が違ったからな」


周囲が好奇と高揚を浮かべる中、ただ冷静に騎兵団を見据えていた五人の姿をナハスは酷く鮮明に覚えていた。戦力として見定めていたのか、敵対した際の対抗手段を模索していたのか、はたまた利用価値を計っていたのか。


「あの暗い方の美中年がすっげぇ目立ってたからじゃねぇの？」


「伯爵はくしゃくは嫌そうでしたけど」


「引きこもりの癖に出てくるからだろ」


今となっては、結構普通に楽しんでいたんじゃないかとナハスとしては思っているが。


「随分と親しそうだったし、ただの護衛ごえいには見えなかったが」


「どうせ観戦するなら、とご厚意で誘って下さっただけですよ」


「それなら頼むのも簡単じゃないか？」


「そうですね」


ナハスの問いは何かを探っている訳でもない。純粋な疑問なのだろう。


さてどうしようか、とリゼルは視線を流した。確かにレイへと頼むという方法が一度も浮かばなかったと言えば嘘になるが、その考えは即座に却下している。その理由を、ナハスに話して良いものか。


「今回に限っては、レイ子爵へ頼むのは少し都合が悪くて」


まぁ良いか、とリゼルはあっさり口を開いた。


イレヴンも何で何でと聞きたがっているし、ジルも答えを促すように視線を寄こしている。基本的に効率重視で動くリゼルが、ヒスイとの交換条件の手間をとった事が気になるのだろう。


「都合が悪いって、リーダーが？」


「俺は別に困らないんですけど」


リゼルはすぐ横に置いたグラスを手に取る。勿論、中身はただの水だ。焚き火の近くは喉が渇く。


「サルスに変に勘ぐられないように、気を遣った方が良いかと思って」


「……ん？　話飛んだ？」


「飛んでませんよ」


あまりにも予想外の国名にイレヴンが眉を寄せた。何故リゼルの移動がサルスと関係があるのか。ナハスも同じことを思ったらしく、怪訝けげんそうな様子を隠さない。


しかし、ジルだけはしばらく考えた後に盛大に顔を顰めてみせた。思い当たる節があったのだろう。


「お前、それもう職業病だろ」


「ですよね」


苦笑したリゼルに、ジルは諦めたように酒を飲み干した。


たかが冒険者の拠点移動。そう言う割には、気の遣い方がもはや冒険者レベルではないのだから。しかし、その気遣いが全くの的外れかというと否定は出来ない。


「えー、何？　俺全然分かんねぇんスけど！」


「俺も全く分からん」


訳知り顔で話す二人に、イレヴンとナハスから声が上がる。


「副隊長さんは分からなくて当然ですけど、イレヴンは分かる筈ですよ」


そんな二人に可笑しそうに眼を細め、リゼルは「ほら考えて」とイレヴンを促した。


そんな事言われてもと、イレヴンが眉を寄せたままグラスの縁ふちを齧かじる。リゼルがサルスに気を遣う必要が何処にあるのか。更に、気を遣うと言っても細心の注意を払っている訳でもない。何かの〝ついで〟程度だろう。


「んー……」


そして数十秒後。カリカリと牙をグラスに食い込ませながら唸るイレヴンに、そろそろ限界かとリゼルは告げる。


「ヒント一いち」


告げれば、イレヴンがぱっと顔を輝かせた。


「大侵攻で俺達は大活躍しました」


「ん？　ああ、大侵攻があったらしいな。何でお前たちが活躍……そういえば冒険者だったか」


何だと思っていたのか。


「ヒント二に。その元凶はサルスの要人でした」


直後、ナハスはぶわりと自分が変な汗をかいたのが分かった。


そして戦慄せんりつする。何故なら今、確実に知れば命に関わるレベルの国家機密を零されたからだ。あまりにも簡単に、あっさりと。アスタルニア上層部が知れば、国交に影響が出るレベルの事実を。


彼は自身を落ち着けるように酒を飲み干すも、酔える筈もなければ味も分からない。むしろ今まで飲んでいた分の酔いまで何処かへ行った。


「ヒント三さん」


聞かせるなと、声も出ないナハスを前に、しかしリゼルが口を止める事はない。


「パルテダールの友好国でありながら遠く離れたアスタルニアは、絶好の隠れ蓑みのになります」


えーと、と気楽に考えているイレヴンとは違い、ナハスの頭はフル回転していた。


大侵攻の元凶はサルスの要人。リゼル達が大活躍したという事は、元凶と深く関わった。前回の建国祭ではサルスも友好の使者を送っている、ならば大侵攻の件はサルスの本意ではない。


つまり、敵対とまでは行かないものの、両国間の国交は非常に複雑化している。


「どうしてそれを俺に聞かせた!!」


「聞かれたので」


「普通に秘密とでも言ってくれれば納得したぞ！」


いつの間にか地面に転がっていた酒瓶に気付く様子もなく、ナハスは頭を抱えた。


その叫び声に近場の騎兵達が何だ何だと此方を窺うも、辛うじて残った理性で追い払う。こんな話を聞かれる訳にはいかない。自分だって聞きたくなかった。


「あー、そゆこと」


そしてイレヴンも、納得したように目を瞬かせる。


「つか普通、そんな捻くれた考え方すんの？　俺らただの冒険者じゃん」


「信憑性はなくとも、可能性として考えてはおくでしょうね。それに、些細ささいな事でも自分への当てつけだとこじつける人は何処にでもいます」


「被害妄想っつうこと？」


「そんな感じです。勝手に盛り上がるんだから、こっちは置いてけぼりですよ」


実感の籠こもる言葉に、体験談だろうかとジルとイレヴンがじっとリゼルを見る。


とはいえ、リゼルならば上手く構ってやったのだろうが。だが実際どこぞの国の上層部にそういった人間がいたのだとすれば、確かにリゼルの気遣いも現実味を帯びる。


「なんつーか、ニィサンの職業病っての凄すげぇ納得」


「だろ」


三人が軽口を交わす間にも、ナハスの頭は望まぬ解答をはじき出していた。


建国祭で使者をいの一番に送ったというサルス、つまり自国の落ち度を認めている。ならば状況を正確に把握できている。イコール、元凶と深く関わった冒険者達の情報も確実に得ている。


リゼル達は、確かにサルスに注視されているだろう。良い感情を持たない者もいるかもしれない。そんな三人が、もし貴族の手を借りて魔鳥騎兵団と共にアスタルニアまで移動したとすれば。


「まさか、そこまででかい話になるとは思わないだろう……ッ」


国が件の冒険者を保護して、アスタルニアへ避難させたと。つまり、サルスの要人を挫くじいた冒険者を功労者扱いしていると取られかねない。


「まあ、俺の考え過ぎだと思いますけど」


「気の遣い方が冒険者じゃないんだが！」


ほのほの笑うリゼルに、ナハスはもう訳が分からないとばかりに叫んだ。


「何で国レベルで物事を考える！　職業病って本当に、お前は実は貴族か王族だったりするんじゃないだろうな!!」


「違いますってば。ただの冒険者です」


「冒険者が国政こくせいを考えるな!!」


「あ、冒険者差別ですよ」


「いや、今のはすまない」


情緒が不安定だ。


「何だか理不尽に怒られてる気がします」


「理不尽でもねぇんじゃねぇの」


「つかあの子爵ししゃくサマなら、それ分かっててリーダーに手ぇ貸しそう」


そんなリゼル達の声を聞きながら、ナハスはやけくそのように酒瓶を手に取った。


もう全て忘れるしかない。でないと、自分の心の安寧あんねいは帰ってこない。そして愛しい相棒の羽毛に包まれて寝よう。そう願いながら、酒を喉へと流し込む。


喉を焼くような酒が流れ込んでいく感覚が、今の彼にとっては唯一の希望であった。


「お、良い飲みっぷり。俺も飲もっと」


「最近飲み過ぎですよ。イレヴンって酔うと寝てる間に脱ぐし、いつの間にかくっついてくるから暑いんです」


「お前昨日の夜、俺に押し付けただろ」


「ジルはくっつかれた途端、蹴り飛ばしますよね」


「えー、確かに朝半裸になってけど、くっつくとか初耳なんスけど。それマジ？」


仲が良くて何よりだと、ナハスはまともに働かない頭でそれだけを思って意識を失った。






翌日、リゼル達は晴天に恵まれて非常に清々しい朝を迎える事が出来た。


「一面緑色ですね」


「上から見た事ねぇし新鮮だよなァ」


空を滑るように移動する魔鳥車。その窓から眼下を見下ろし、リゼルは感嘆するように吐息を零す。


隙間なく地上を埋め尽くす木々。森と言うより、密林ジャングルか。それらの木々が途切れるのは、縦横無尽に走る川の水面が覗く部分のみ。しかしそれも、森の内面は決して見せようとはしない。


時折揺れる木々を見つけては、唯ただの風か、はたまた巨大な魔物かとリゼルとイレヴンは楽しげに言葉を交わす。その横で、森歩きは心底手間だなと考えるジルにはロマンがない。


「あ、副隊長さん」


風に紛れ、魔鳥の羽ばたき音が近付いてきた。


リゼルがそちらを見れば、いかにも体調が絶不調だと訴えかける顔色をしたナハス。その手はひたすら自らの魔鳥の頭を撫でているが、若干しつこ過ぎて鬱陶しがるように首を振られていた。


「俺は何も覚えていないぞ!!」


「二日酔いですか？」


「はっ」


開口一番、切実な叫びを零したナハスは、しかしリゼルの声に正気を取り戻す。


「あれ絶対大丈夫じゃなくねぇ？」


「原因は全然気にしてねぇけどな」


「まぁ、リーダーだし」


リゼルは昨晩、聞かれた事を答えただけに過ぎないのだ。何も気にする事はない。


「リーダーのあの、開き直ってんじゃなくて割り切ってるトコ俺すげぇ好き」


「あいつは本当に自分の落ち度作んねぇな……まぁ全部分かってんだろうし、当然か」


好き放題言っている二人を綺麗に流し、リゼルは魔鳥車と並走して飛ぶナハスを眺めた。


見るからに二日酔いなのに、魔鳥に乗って大丈夫なのか。とはいえ彼の魔鳥への愛を思えば、魔鳥による揺れも揺り籠のような心穏やかなものなのだろうが。


「何、アスタルニアの男が二日酔いだからとへこたれる訳にはいかん。それより御客人の目的地は何処だ？　そろそろじゃないかと思ったんだが」


「イレヴン」


「あー……多分もうすぐ」


イレヴンがリゼルの隣から窓の外を覗き込み、適当に告げる。


本人も確信は持てないのだろう。何せ家を出てから十年以上、一度も帰っていないのだ。空から見てちょうど此処、とはいかない。


「ならば少し速度を落とそう。魔鳥車の御者と俺でお前達を送り、他はそのまま進んで貰うか」


「良いんですか？」


「ああ。もうじきアスタルニアだし、此処まで来れば大丈夫だ」


何処までも続く森の先、目を凝こらせば遥か遠くに太陽の光を反射する海が見える。


その、森と海の境目にアスタルニアはあった。まだ国自体は見えないが、魔鳥ならば一時間もかからず到着するだろう。


「お願いします」


「ああ、少し待っていろ」


そしてナハスは一息に魔鳥を上昇させ、隊の先頭へと向かって行った。


隊長へ報告に行くのだろう。気も利くし有能だしで、実に副官向きだなとリゼルは窓から頭を引いた。


「そういえば、どうやって降りるんでしょう。魔鳥車ごと降りるスペースなんて無さそうですけど」


「ロープで降下じゃねッスか」


「ねぇだろ」


即座に否定したジルを尻目に、リゼルは果たして出来るだろうかと真剣に考えていた。






騎兵団は、上手に魔鳥車ごと降ろしてくれた。


リゼル達は、辛うじて道の体裁ていさいを保っている獣道けものみちをごそごそと歩いている。地面がでこぼこしていて歩きにくい上、時々魔物まで現れるのでペースはゆっくりだ。


「魔物避け、やっぱり魔鳥にも効くんですね」


「それさえなきゃ家の前まで行けたんスけどね」


こんな場所で平然と暮らしているだけあって、イレヴンの実家の魔物避けの効力は素晴らしかった。イレヴンが微かな香りを捉えたのと時を同じく、魔鳥も近づくのを嫌がったのだ。


よって、降ろして貰ったのはイレヴンの実家より少し手前。「じゃあ、また後でな」と軽い挨拶と共にナハス達は飛び去っていった。


「これ、ただの獣道じゃねぇな」


「え？」 


「人間だろ」


ジルの言葉に、リゼルもふと地面を見下ろす。分かる筈がない。


確かに草木を掻かき分けて進む必要はなく、足元は踏み固められている気がする。だが大型の魔物が通れば、こうした獣道も珍しいものではないだろう。


比較対象を全く持たないリゼルでは、そういった見分けはつかない。まだまだだな、と一人頷く。


「多分、父さんが通ってんスよ」


「イレヴンに狩りを教えたっていうお父様ですよね」


唯人ただびとには感じられない匂いを辿っていたイレヴンが、ひょいっと道の脇を指差した。


「ほらそこ、罠あるし」


「ああ、狩り用のですか？」


指示された木々の隙間を、リゼルとジルは通り過ぎ様に覗き込む。


規格外に大きな落とし穴があった。ぽかりと空いた穴の中、鋭く大きな爪を持つ何かの腕がガリガリと穴の縁を抉えぐっている。何ともド迫力な光景だ。


「大物ですね」


「ねぇだろ」


成程と何かを納得するリゼルとは裏腹に、ジルは真顔でその光景を眺めていた。もはやシュール過ぎて感心も出来ない。


「イレヴンも罠が上手ですし、父親似なんでしょうね」


「あんな根性悪いのが二人もいてどうすんだよ」


「ニィサンひっで！」


イレヴンがにやにやと笑いながら、地面から張り出した木の根を跨ぐ。


「いえ、多分性格は……」


「似てねぇッス」


「ですよね」


もはや年をとったイレヴンしか想像できなくなっているジルとは裏腹に、リゼルはそれはないだろうと確信していた。何せ、イレヴンが二人いたとしたら間違いなく相性が悪いからだ。彼が父親を普通に尊敬しているのは見れば分かる。


「イレヴンのご両親に会うって分かっていれば、手土産くらい用意したんですけど」


ふいに、ぽつりとリゼルの手に何かが当たった。水滴か、と木漏れ日を見上げながら歩を進める。


「んなもん気にする親じゃねッスよ」


「おい、足元」


「あ、すみません。どんなご両親なんですか？」


「どんなっつっても……フツー？」


嘘つけという視線を隠そうともしないジルに、流石に失礼だとリゼルは一瞬だけ足を止めた。後ろを歩くジルの前進を利用して仕掛けた体当たりは、しかしすぐに見破られて歩みを止められてしまった。逆にぺしんと後ろ髪を払われ、失敗してしまったと笑いながら歩みを再開させる。


「あー、でも父さんいねぇかも」


「アスタルニアへでも？」


「や、凄すげぇ方向音痴だから。昔っから一年の半分くらい家にいなかったし」


見通しが悪い上、似たような景色ばかりの森で方向音痴というのは致命的ではないだろうか。だが、放っておいても何故か勝手に帰ってくるらしい。


迷った後は見慣れない獲物を狩って帰ってくる事が多かったようで、母親は特に問題視していなかったとイレヴンは語る。凄い家族だ。


「蛇って帰巣本能きそうほんのうは無い筈ですけど」


「帰ってくんなら良いんじゃねぇの」


ジルは若干投げやりだ。


「昔っから父さんの狩りについてくと、何日か帰らない時があったんスよね。普通だと思ってたけど、凄すげぇ迷ってたっぽい」


野宿も森歩きも、見た事もない獲物の狩りも楽しめるイレヴンにとっては、それも娯楽ごらくの一つだったのだろう。その口調は軽い。


小さい頃からそれが普通ならそんなものなのか、と考えていたリゼルの鼻が、ふと何かの香りを捉えた。湿った木々のそれとは違い、柑橘かんきつ系のような清涼感のある匂い。周囲を見渡しても、変わったものは見えないが。


「この香りって……」


「あ、リーダーにも分かる？　もうすぐッスよ」


イレヴンの言葉通り、幾らも歩かない内に景色が変わった。


密集した木々は、そこだけぽかりと姿を消している。小さな広場程の空間は整えられ、その中心にぽつりと丸太を重ねたようなログハウスがあった。


軒先には、蔓を編んで作った丸い籠。そこから香の煙がふわりと立ち昇っている。


「良い所ですね。家よりも、庭に視線が行っちゃいますけど」


「獲物なんだろ」


リゼルの視線の先には、狩りの成果がずらりと並んで吊り下げられていた。


巨大な熊（ただし巨大な牙が口から飛び出ている）、巨大な魚（ただし角が生えている）、巨大な鳥（ただし嘴の中に牙がある）、その他諸々。


「てめぇの剣は自己流だろ。父親戦えねぇんじゃねぇの」


「そ、狩りは罠オンリー」


罠でこれだけ仕留められるのが凄い。


その手法をきっちり受け継いでいるのなら、イレヴンの罠が時々えげつない程にやり過ぎなのも納得が出来るだろう。ようは、魔物も仕留められるような罠を人間相手に仕掛けていたという事だ。


「英才教育ですよね」


「間違った方にな」


感心しながら玄関へと繋がる階段を登るリゼルの前で、一足先に扉へ辿り着いたイレヴンが躊躇いなくそれを開け放った。


「たーだいまー」


およそ十年ぶりの帰還とは思えない、あっけらかんとした帰宅だ。


その声が届いたのだろう、奥からパタパタと人の足音が聞こえてきた。再会の邪魔はしまいと数歩後ろに下がっているリゼルとジルは、扉の向こうに栗色の髪を見つける。それは近付くにつれ、徐々じょじょに速度を落としていった。


現れたのは、額に鱗を持つ女性。年頃はイレヴンとそう変わらないように見える。姉だろうかと二人がのんびりと眺めていた時だ。


「母さんってずっと見た目変わんねぇの何で？」


「あんた……」


衝撃の事実に、リゼルとジルは思わず視線を合わせた。







    
  
  




まさかの母親。とてもそうは見えない。まさか蛇の獣人の特徴ではないだろうが。


「イレヴンって本当に父親似なんですね」


「言いてぇのはそれだけか」


あっさりと納得して微笑むリゼルに、ジルは思わず突っ込んだ。


「ッ何で帰ってくんのよ！」


直後、響いたのは悲痛な声。


信じられないと顔を歪めるイレヴンの母に、リゼルは目を瞬かせた。イレヴンの話を聞く限り、良好な家族関係を築いていた筈だ。まさかイレヴンも、この状態を普通と称しはしないだろう。


何より、イレヴンが自分を不快にさせるような真似はしないとリゼルは知っている。不仲の両親を見せつける、その程度でアスタルニア行きの予定を曲げさせるような事はしない筈だ。


という事は、とリゼルはひょこりとイレヴンの向こう側を覗きこんだ。憤怒ふんぬの表情を浮かべた母親に、憎悪など欠片かけらも見当たらない。


「帰るなら前もって連絡ぐらいしなさいよ、もう！　アンタは小さい頃からたくさん食べるんだから、準備だって追いつかないじゃない！　ほら、何が食べたいの？　ちゃんと食べてるの？　もう相変わらず細くって……外にある分で足りるかしら」


「今日客連れてきてんだけど」


「足りないわ!!」


まごうことなく、息子の突然の帰省きせいに振り回される母親だ。


「お客様をいつまで玄関で待たせておくの、入って貰いなさい！」


「へーい」


「靴は揃える!!」


見た目が若いだけあって、いかにも肝っ玉母さん的な姿に違和感しかない。


蹴けるように靴を脱いで家へと上がるイレヴンを叱り、靴を揃え、そして彼女は息子の客人を出迎えようと、にっこりと笑みを浮かべながら顔を上げた。


直後、笑みをそのままに固まること数秒。彼女はバッとイレヴンを振り返る。


「ちょっとアンタ、こんなガラの悪い人と付き合いがあるなんて！　ちゃんと良い方なの!?」


「だいじょぶ、ガラ悪いの見た目だけだから。ちょー良い人」


「なら良いわ、ごめんなさいね」


リゼルは口元に手を添え、さり気なく顔を逸そらした。


勿論それに気付かないジルではない。明らかに笑いを耐えている様子に舌打ちを零し、止めろとばかりにリゼルの頭を掴む。


そして今度は、逸らした顔を強制的に前へと向けられたリゼルと母親の目があった。リゼルは緩んだ口元をすぐに取り繕つくろい、穏やかで人当たりの良い笑みへと変える。そこでようやくジルの手が外れた。


「初めまして。御子息にはいつもお世話になっています」


「あら、あらあらあらアンタこんな品の良い方と付き合いがあるなんて。てっきり冒険者になるんだろうと思ってたけど、違ったのね」


「や、冒険者やってっけど」


「なら何処でこんな方と会ったのよ。こんな場所まで連れてくるんだから、よっぽどお世話になってるんでしょう？」


母親の後ろでイレヴンはニヤニヤしているし、ジルは当て付けのように鼻で笑っている。リゼルは苦笑し、申し訳なさそうに口を開いた。


「すみません、冒険者なんです」


「息子が冒険者なんて予想通りだもの、貴方が謝らなくて良いわ。昔っから腕っ節だけはあったから、心配はしてなかったけど」


「俺もですよ」


「え？」


「俺も、冒険者をやってます。そちらのイレヴンとパーティを組んで、リーダーをやらせて頂いているんですが」


母親はぱちぱちと目を瞬かせながら、自らの息子と目の前のリゼルを見比べる。


数度それを繰り返した後、もはや積まれた果物を勝手に手にとって食べているイレヴンへと勢いよく振り向いた。


「ネルヴ！　あんたイレヴンって一体どういう事！」


「えー、ギルド登録する時の遊び心っつうの？」


薄々どころか割と露骨に思っていたが、やはり偽名だったようだと納得したリゼル達に、イレヴンはつまらなそうに唇を尖らせた。






昼食にはまだ早い時間。


しかしイレヴンの帰還に、母親は〝食わせねば〟と判断したのだろう。机に広がる野趣やしゅあふれる料理の数々は、主にイレヴンによって次々と姿を消している。


「それにしても驚いたわ。冒険者ってあまり会った事がないのだけど、貴方みたいな人もいるのね」


「や、リーダーみたいなのはいねぇし。おかわり」


「アンタはもう備蓄まで全部食い荒らして！　全く、後でお父さんの罠を回って獲物を回収してこなきゃ」


実家の味は、やはり馴染みがあるのだろうか。いや、いつも通りか。


ひたすら食べ続けるイレヴンを尻目に、一足先に一息ついたリゼルは落ち着いてお茶を味わっていた。紅茶とは違い苦味のある茶は、アスタルニアで主流なものらしい。これはこれで美味しい。


「すみません、俺達までご馳走ちそうになってしまって」


「やだ、良いのよ。息子がお世話になってるんだもの、遠慮しないでどんどん食べてちょうだい」


「充分頂きましたよ。そういえば、お父様はいらっしゃらないんですか？」


「ああ、今朝までは居たのよ。狩りに行ったんだけど……今日はもう帰らないわね」


リゼルがイレヴンを窺うも、彼は特に残念がりもせず「へー」と相槌あいづちを打つだけだった。それもそうだろう。十年以上も家を離れていようと、何の感傷もないのだから。


これは特に、イレヴンが薄情という訳ではない。獣人に共通する意識だろう。独り立ちしてしまえば家を恋しく思うことはなく、会えれば嬉しいものの特別執着しない者が多い。勿論、例外もあるが。


「そういえば、何で名前をイレヴンにしたんですか？」


「ああ、ギルドに入る時って凄すげぇ簡単な書類書くじゃねぇスか。名前とー、年齢、出身？　だっけ？」


「はい。俺は出身が書けなかったし、身元も証明出来なかったのでジルに推薦者になって貰いましたけど」


「一刀が推薦者とかすっげぇ豪華ッスね！」


その言葉に、言われてみれば確かにとリゼルも頷く。


ギルド入会当時、リゼルはジルの知名度をあまり把握していなかった。周囲の反応から凄く強くて有名なんだろうとは思っていたが、豪華と感じた事などない。


「だから俺も目立ったんですね」


「それは俺の所為じゃねぇ」


最近、ようやく一刀の知名度の高さの所以ゆえんを理解し始めたが、ジルを冒険者の基準とするリゼルが彼を特別視する事は今後もないだろう。


「それで間違えたんスよ、書くトコ」


「あ？」


ケラケラと笑ったイレヴンが言葉を続ける。


「名前のトコに年齢書いて、〝あー間違えたまぁいっか〟みてぇな。丁度そん時裏カジノにハマっててさァ、偽名なら偽名で都合が良いっつうのもあって」


「アンタはすぐそういう危ないトコ行って！」


怒りながらも決して止めないのがイレヴンの母親だ。


無論、愛情がないからでは決してない。彼女なりの立派な愛情の形ですらある。だからこそイレヴンは幼少期、魔物相手に血だらけになりながらも剣を振り続けられたのだろう。


「適当だな」


「だァって、そん時の受付が〝字も読めねぇガキが来てんじゃねぇよ〟みたいに見てくるしさァ。そのまま出したらすっげぇ確認されてウケたけど」


ちなみにイレヴンのギルドカードだが、名前表記は〝11〟ではない。彼がこき下ろした職員のなけなしの良心により、〝Eleven〟となっている。


「十一で冒険者デビューってどうなんですか？」


「早ぇだろ、よく登録出来たな」


「丁度どこぞの冒険者に絡まれて、ぶちのめしたら何とかなった」


それにしても、とイレヴンが新たに置かれた焼き立てのパンへと早速齧りつきながら、リゼルへと視線を向ける。


「俺もそうだし、ニィサンはジルベルトだし」


「煩うるせぇ」


「リーダーの名前って本名なんスか」


「偽名じゃないですよ」


微妙な言い方だ。


偽名ではない。しかし本名だと肯定もしない。必要がなければリゼルが嘘をつく事など滅多になく、ならば本当なのだろうが、しかし曖昧な言い方はどうとでも取れてしまう。


にこりと微笑むリゼルは、それ以上の情報を寄越す気はないのだろう。二人は潔く諦める。隠そうとするリゼル相手に、聞き出せる自信は全くない。


「貴族の名前なんざ無駄に長ぇし、どうせ略称か何かだろ」


「そんな感じです」


「合わせてもねぇのに全員偽名ってどうなんスか。犯罪者ワケあり疑惑かけられそー」


楽しそうに告げるイレヴン本人がまさにそうなのだが、とリゼルとジルは思ったが、偽名自体は諸々の事情と全く関係のない遊び心だから良いのだろうか。彼は盗賊時代も、堂々と今の名前で冒険者をやっていた。


「ほら、これアンタが好きだったやつ。たくさん作ってあげたからね、しっかり噛んで食べるのよ」


「お、唐揚げ」


そして久々に帰省した息子への食糧配給が終わらない。腹いっぱい食べさせたい気持ちは分かるが、作り過ぎ感は否めなかった。どうせイレヴンが残さず食べるのだから問題はないだろうが。


「そういえば今日はどうするの？　泊まっていくなら急いで準備するけど、アスタルニアに行くのよね？」


「今日の予定はイレヴンに任せようと思ってるんですけど」


「俺？　何で？」


父親にもまだ会っていないし、すぐにサヨナラではそっけないかとリゼルは思っていたが、特にそういうのはないようだ。心から不思議そうに返されてしまった。


イレヴンの母曰く、今から出れば暗くなる前にアスタルニアに到着できるという。およそ半日、森を歩き続ける事になるが、今まで魔鳥にのんびりと運ばれていたので疲労もない。


「じゃあ今日アスタルニア入っときたいッスね。明日雨っぽいし」


イレヴンは考えるように天井を見上げながら、咥くわえたフォークを揺らす。


「あ、そうなんですか？」


「そうね。何日でも居てくれて良いけど、お客さんに気を遣わせるのも悪いし……雨の中を歩かせるのも、何だかとてつもなく申し訳ないわ」


母親がちらりとリゼルを見て、そわそわと告げた。別に濡れるのも多少汚れるのも平気なんだけど、と苦笑しながらリゼルはこくりと茶を飲み干す。


「食事を頂いてすぐ、というのも申し訳ないんですが」


「やだわ、そんなこと気にしないで良いのよ。ほら、この子ってこんな性格でしょ？　生きてるって分かっただけで充分なんだから。勿論、死んでるなんて全く思えないんだけど」


そうして優しい顔をした母親は、やはりどれ程若く見えようと母なのだろう。慈愛の滲にじむ眼差しに、リゼルも柔らかく微笑んだ。






そして今、母の愛という名の大量の土産をイレヴンはポーチに詰め込まれていた。


「ほら、これも持っていきなさい。アンタの好きなおかずを詰めてあげたから。見た事なかったけど、空間魔法って便利なのね……そうだ、あれは何処に置いたかしら。持っていかせようと思ってたんだけど」


「何で俺のポーチに勝手に物つっこむ奴多いの？」


ぎゅうぎゅうと詰め込まれる反動に耐えながら、彼はぶつぶつと呟いている。


断らないのは、断っても無駄だからか。それとも無理に拒否すれば、リゼル達に照れてる照れてるとからかわれるのが目に見えているからか。恐らく両方だ。


「あいつ母親の前だと微妙に大人しいな」


「イレヴンは格下にも格上にも噛み付くけど、そうじゃない相手には大人しいですよ。流石に母親相手に上も下もないんでしょう」


成程、とジルが納得したように頷いた。


そして母親からの怒涛どとうの土産攻めが終わり、イレヴンは「じゃあ行くから」と平然と告げて玄関前の階段を下りていく。母親の態度も同様で、唯人からしてみれば〝良いのだろうか〟と思わないでもない光景だ。


「あっさりしてますね」


「涙の別れが見てぇ訳じゃねぇだろ」


「そうですけど」


そしてリゼルもイレヴンに続こうとした時、ふいに母親に呼び止められた。


我関せずと数段しかない階段を下りきったジルとイレヴンに、リゼルは少し待っていてという意味で手を挙げる。二人はそれに応えるように、雑談を交わし始めた。


「どうされました？」


母親へと向き合う。若々しい相貌そうぼうが、真っ直ぐに此方を見つめていた。


「どうって事もないけど、やっぱり息子がお世話になってるんだもの。最後の挨拶ぐらいはしておきたいじゃない？」


そう告げた彼女の笑みは何処か不敵で、あまり似ている所がない彼女とイレヴンの繋がりをようやく見つけた気がした。流石に、イレヴンのようなタチの悪さは感じないが。


彼女はちらりとすぐ下にある赤毛を見下ろし、仕方なさそうに肩を竦める。


「あの子はちょっと癖があるし、対等な人を作ろうとしないから心配してたの。でも今日、貴方達を見て安心したわ」


「そう思って頂けたなら、俺達も嬉しいです」


「そう、特に貴方ね」


母親は腰に手をあて、心から喜ばしいというように顔を綻ばせる。


そして、イレヴンに聞こえないようにという配慮か。悪戯いたずらっぽく口元に手をあてて、小さな声で囁ささやいた。


「貴方のこと、大切で仕方ないって顔してるもの。仲良くしてやってちょうだい」


リゼルはぱちりと目を瞬かせ、そして嬉しそうに破顔はがんした。


イレヴンがリゼルに懐いているのは周知の事実だ。それは勿論、イレヴンの露骨な言動だったり、他へ向ける嘲笑ちょうしょうをリゼルへと向けなかったりと、誰が見ても分かりやすい。しかし、彼女が言っているのはそういう事ではないのだろう。


イレヴンが己の奥深くに隠す、限りなく真実に近い感情。それを久々に顔を合わせただけで見抜いてみせた。流石母だと、そう思わずにはいられない。


「俺こそ捨てられないように、いつも必死です」


「飽き性な子だからね、確かに人に対してもすぐ飽きちゃう所はあるわ」


「飽きねぇよ！」


階段下から割り込んできた声に、二人は笑みを交わし合う。


そして簡単な別れの挨拶の後、リゼルはゆっくりと階段を下りた。すぐそこで、呆れたようなジルと若干必死なイレヴンが何やら話し合っている。一体何をと思うものの、問いかける事なく合流し、アスタルニアへと出発した。






その後ろ姿を、完全に木々に紛れてしまうまで母親は見送った。


大丈夫、そう内心で穏やかに呟く。生よりも刺激を求めた子供はもういない。それ以上に優先するものが出来た今、彼と共に居る為ならば何をしても生き抜くだろう。


彼女はその存在に心から感謝を祈り、さてすっからかんの備蓄をどうにかしなければと庭先の獲物たちへと足を踏み出した。







72．


アスタルニアは、海と森に囲まれた土地にある。


他国との貿易は主に海路で行われ、整備された港は他の追随を許さない。そして陸路も勿論、唯一敷かれた交易路は森の中では狭いものの、国を目の前にすれば大きく広がっていた。


そこを通ってやってきた商人達を、頑強な門が出迎える。長旅を終え一息つく彼らの横で、冒険者や地元の狩人などが意気揚々と森へと繰り出す。活気あふれる人々の行き来、ここが豊かな国だという証拠だ。


「明るい内に着けたな」


「思ったより早かったですね」


そんな門の正面に、リゼル達は立っていた。


他国からやって来る者達とは違うルート。それこそ獣道を突っ切ってきた三人だが、誰もそうとは思わないだろう。疲れを見せない姿は勿論のこと、実力や装備性能のお陰でその姿には汚れ一つない。


「ショートカット使いまくったし。半日もかかんねぇッスよ」


「使えちゃいけないショートカットだった気もします」


リゼルはこれまでの道なき道を思い出す。


起伏の激しい道、襲いかかる魔物、川を飛び越え、魔物の巣を突っ切り、崖を飛び降り、急斜面を上り下りした。幼少の頃を思い出したイレヴン曰く〝子供の頃から使ってた近道〟は、確かに最短ルートではあったのだろう。


ただ、常人には確実に使えない。使えちゃいけない。そんな道のりをジルとイレヴンは悠々と踏破した。


「俺なんて半分ぐらい抱えられてましたし」


「ニィサンいると楽で良いッスね。俺とリーダー抱えて崖降りれるとかマジ人外じんがい」


「自分で通れねぇなら案内すんじゃねぇよ」


「やー、昔っからあそこだけどうにかしたくてさァ」


しかし汚れはなくとも湿っぽいし土っぽい。早くシャワーが浴びたいだの、腹が減っただの、そんな事を話しながら三人は門へと向かう。


立地が立地なので、他国からの訪問者は日に何組もいない。リゼル達も特に待つことなく門前に立てば、そこには当然見張りが二人。服装はナハスら魔鳥騎兵団と似たようなデザインだが、色が違う。


「うん？」


そんな門番が、ふいにリゼル達を見て目を見開き、直後に何かを全力で納得したように頷いた。一体どうしたのかと思いながら三人は近付き、身分証明の為にとギルドカードを見せる。


「冒険者だな、通っていいぞ」


ジルとイレヴンが真顔でリゼルを見た。


「お前いつの間に手回ししたんだよ」


「そんなに二度見されんの嫌なんスか、リーダー」


「凄く失礼な誤解をされてます」


今まで出会った門番は、初見でどのような反応をしていたか。むしろ、リゼルを冒険者だと知った人々はどのような反応をしていたか。


それをずっと見てきたジル達には酷く信じ難い事だ。リゼルが二度見もされず、固まられもせず、冒険者を名乗って受け入れられる事など有り得ないと言っても良い。物凄く失礼、というのはリゼルの談。


「本当に冒険者らしくなってるなら、とても嬉しいんですけど」


リゼルは苦笑し、腰のポーチへとギルドカードを仕舞う。


「副隊長さんから何か聞いてました？」


「副……？　ああ、ナハスさんか」


問いかけるリゼルと、その通りだと頷いた門番によって早々に謎は解かれた。


やはりか、だろうな、と頷き合うジル達をじっと眺めるリゼルの後ろ。門番が三人をしげしげと眺めながら改めて頷いている。


「本来なら冒険者には別に説明があるが、ナハスさんが話し済みだと言っていたからな。このまま通って良いぞ」


「説明というと、森に入る際の注意とかですか？」


「それだ」


イレヴンが以前にも言っていた通り、森では魔物の大量発生や魔力溜まりの移動など、環境が劇的に変わる時期がある。依頼で頻繁に外に出る冒険者に、その注意喚起かんきを行うのが通例なのだそうだ。


リゼルは道すがらナハスから説明を受けていたので、二度手間にならないようにと気を遣ってくれたのだろう。宿も早く決めてしまいたいと思っていたので非常に有難い。


「でもさァ、マジで良いわけ？」


ふいに、赤い髪を蛇のようにしならせながらイレヴンが口を開いた。リゼルとその身内に向けるものとは違う、微かな嘲あざけりを滲ませる声。彼のデフォルトだ。


「そのナハスサンっつうのが言ったの、俺らじゃなかったらどうすんの？」


確かにそうだろう。先程から門番は、ナハスから伝え聞いた人物がリゼル達であると確信している。だが、もし違えば不審者を素通りさせる所業に他ならない。


「いいや、違う筈がない」


しかし、力強く断言した門番の瞳は自信に満ち溢れていた。


余程ナハスが上手く説明してくれたのかと、一体どう説明したのかと三人が疑問を抱くより早く門番の口が続きを紡ぐ。


「やたら貴族なのと、やたら黒いのと、やたら癖のある、浮世離れした三人組が来たらそれだと聞いたからな」


釈然としない。






「王都とは雰囲気が違いますね」


「なんつーか、活気あんのは一緒だけど陽気ッスよね」


リゼルの元の世界にも似たような国はあったし、行った事もある。


よって特別驚きはしないものの、見慣れない国だというのは変わらない。建物や服装、吸い込む空気さえ慣れ親しんだものとは異なり、リゼルは興味深そうに周囲を見回した。


石造りの家が多かった王都とは違い、木を組まれて造られた家々は酷く開放感に溢れている。緩やかに下る道の先に広がる海や、人々の見慣れない軽装にも心が躍おどった。


それはリゼルだけでなく、隣を歩くイレヴンにとっても同様だ。森で暮らしていた彼にとってアスタルニアとは時折訪れるだけの国、それも幼少の頃の事なのだから、観光気分で見物している。


「やっぱ暑あちィな」


人々の行き交う通りを歩いていると、ふとジルが呟いた。


着心地快適な最上級装備も、暑さを和らげてくれる訳ではない。彼は首元を広げて鬱陶しそうに息を吐く。


「じめじめしてないので、それ程不快感は無いですけど」


「お前暑くねぇの」


「暖かいな、ぐらいです」


ジルは涼しい顔をしているリゼルを胡散臭うさんくさそうに見た。


森では流石に手で扇いだりしていたが、それでも顔色は全く変わっていなかった。まさか暑さを感じていない訳でもないだろう。貴族スキルだとしても、何故そこまで徹底するのか。


そんな訝しげな視線に、リゼルが悪戯っぽく笑う。


「前から思ってましたけど、ジルって暑いの苦手ですよね」


「は？　ニィサン苦手なもんあんの？」


いかにも揶揄からかってやろうかと、ニヤニヤとジルを覗き込んだイレヴンは直後、顔面を襲うアイアンクローに悲鳴を上げた。


「辛いですか？」


「別に。その内慣れんだろ」


気遣うように問いかけたリゼルだったが、その視線を遮さえぎる様にペシンと額を手の甲で叩かれてしまった。相変わらず音の割に痛くないそれに、大丈夫そうだと微笑む。本当に無理そうならば、気付ける程度の自負はあった。


ちなみに、ジルは暑いのが苦手だとリゼルが初めて気付いたのは王都の迷宮〝鉱石火山こうせきかざん〟での事だ。その時のジルは、普段より数倍ガラが悪かった。


「つかニィサン、風呂は平気じゃん」


「風呂は別だろ」


何とか顔面から掌を引き剥はがす事に成功したイレヴンに、ジルは当然のように返す。


そういうものなのだろうか、と不思議そうにしているリゼルとは別に、堂々と「おっさん臭くせぇ」と零したイレヴンは第二のアイアンクロー襲撃を本気を出して避けていた。


「それにしても」


それをのんびりと眺めていたリゼルが、歩みを止めないままに再び周囲を見回した。


「副隊長さんにお勧めの宿を聞いておいて良かったです。今日はもう、休んじゃいましょうか」


「お前そんな事まで聞いてんのか」


「長居する予定だし、ちゃんとした所が良いので」


懐ふところ具合と相談しながら宿を渡り歩く冒険者が多い中、何となくの流れで王都に固定宿やどを持っていたリゼルはそれを知らない。だがジルもイレヴンも気にしない。


リゼルは快適に本が読めれば良いし、ジルは露骨に怯えられなければどうでも良いし、イレヴンは寝心地が良くて食事が美味しくて綺麗で他の客が煩うるさくなくて安っぽくなくて宿主やどぬしが舐めた態度をとらなければ良い。


つまり大方イレヴンの希望に沿えば問題ない。その要望を聞いたナハスは盛大に口元を引き攣らせていたが。


「出来れば一人部屋が良いって言ったら、凄く悩ませちゃって」


「何で？　ちょい良いトコだと一人部屋あんのに」


「お国柄みたいです。皆で騒ぐのが好きな方が多いんでしょうね」


リゼル達とて商業国マルケイドや魔鉱国カヴァーナではパーティで一部屋だった。


しかし、それは観光程度だからだ。腰を据える事を考えれば一人の方が気楽だろう。大部屋と比べれば割高だという問題はあるが、今の所三人とも金に困ってはいない。


「えーと、門を抜けて、果物の露店の並ぶ通りを直進して」


リゼルはとある十字路に差し掛かり、店先に毛皮をぶら下げている店舗を見つけて歩調を緩めた。


「毛皮の店を右……これでしょうか」


「それ肉屋だぞ」


違った。看板も出ていないのに良く分かるものだと感心し、止めかけた足を進める。


ナハスの言葉通り、通りには豊かな森で手に入る特産品を並べる露店や店が多い。王都では全く見ない果物もあり、リゼルの本由来の知識では追いつかないだろう。


見る限り値切りの作法も違うしと、一人頷くリゼルを〝また変な事考えてんな〟とジルが呆れたように見下ろしている。


「今向かってんのが宿なんスよね」


「はい。ギルドに程々に近くて、賑やかな場所からは少し離れた所にあるそうです」


「何で騎兵団の奴が冒険者が泊るような宿知ってんだよ」


「ナハスさんの知人の宿みたいですよ。少し値は張るけど良い所だ、って言ってました」


常に金欠がついて回るのが冒険者だが、ナハスがリゼル達に対して微塵みじんもそう思っていない事が分かる。あるいは、高位のパーティともなると一パーティ一部屋が当たり前になるので、未だ上位に届かぬＢランクパーティだと思われていないか。


「アレの知人か……嫌な予感しかしねぇな」


ジルが、魔鳥を愛で倒すナハスの姿を思い出しながらぼやく。


「失礼ですよ。気遣いの上手い彼の事です、ちゃんとした宿を紹介してくれたでしょう」


「やー、分かんねぇッスよ。そこかしこに黄金の魔鳥像があるとか」


「その時はその時です。違う宿を探しましょう」


微笑むリゼルに、まぁそうだよなとジル達は頷いた。


ここで〝折角紹介して貰ったんだから〟とならない所がリゼルだ。二人にとっても楽で何より。


「あ、リーダー毛皮屋」


「成程。さっきの店より綺麗な毛皮ですね」


「あれは剥いだやつ干してただけだろ。売りモンじゃねぇよ」


光沢のある毛皮が広げられ、店内では店主が何かの皮を鞣なめしている。そんな光景を眺めながら、リゼル達はナハスの案内通りに右の通りへと入った。


そして、雑談をしながら歩くことしばらく。観光客だと思われているのか、やはり視線を貰うなと話していたリゼルがふと足を止めた。


通りがかったのは周囲の家とは一線を画かくした建物。それをちょいっと手で示す。


「ギルド、此処ですね」


「結構でかいッスね」


スタッドの居る王都の冒険者ギルドは、大都市である商業国や魔鉱国のものと比べても立派だった。それよりは小さいだろうか。しかし、十分に威圧感のある大きさだ。


この国の冒険者活動が、充分に活発なのだと示している。恵みも魔物も豊かな森のお陰もあるだろう。迷宮も多そうだ。退屈はしなさそうだ、とジルの常より気だるげな目元が微かに鋭さを取り戻す。


「調子を取り戻したら、君は迷宮巡りに行ってしばらく帰ってこなくなりそうです」


「んな時間かけるかよ」


「ついてって良い？」


「邪魔しねぇならな」


迷宮巡りを否定しない辺り、随分と楽しみにしているようだ。


そして三人が歩みを再開させた瞬間。ふと三人の耳に届いた〝一刀〟の名前に、リゼルは口元を綻ばせた。


「有名人ですね」


国から国へ飛びまわる魔鳥騎兵団が知っていた事には驚かなかったが、まさか訪れた事のないアスタルニアへも名前が届いているとは。


揶揄うように見上げるリゼルに、それをかわすようにジルが鼻で笑った。


「〝貴族っぽい冒険者〟の噂は届いてねぇみたいだな」


「普通の冒険者ですから」


そのまま三人はギルドへ寄ることなく、真っ直ぐに宿へと向かっていった。






空に茜が見え始めた頃、辿りついた宿は特別大きくも小さくもない普通の宿だった。


金の魔鳥像もない。羽が飾られているという事もない。何よりだと三人は密かに胸を撫で下ろしながら、宿へと足を踏み入れる。


開け放たれた扉から、何処かの窓へ。風が気持ちよく通り抜ける宿は、しかし開放感に溢れ過ぎずに落ち着いている。すぐに目に入るのは正面にある幾つもの扉で、一階と二階にＬ字型に並んでいた。


吹き抜けとなっている玄関は、宿自体の大きさの割にその場を広々と見せている。


「イレヴンとか、階段使わずにそのまま下りてこれそうですね」


「あー、楽で良いッスね」


二階の部屋の前に並ぶ手すりを見上げながら、玄関の隅にある小さなカウンターへと歩く。


机の上には宿帳らしきもの。勝手に覗こうとするイレヴンを他の客のプライバシーもあるのだからと止めて、リゼルは置かれているベルを鳴らした。


少しの後。カウンターの隣にある扉の向こうから、のんびりとした足音が聞こえてくる。


「はいはーい。全員俺に跪ひざまずけ、そんなドエスを目指したい俺ですこんにちはー……何だこれ明らかにタイプの違う跪かせる側の人間が三人も来たぞ。調子こいてすみませんでした」


現れるなり意味不明な発言をして勝手に頭を下げた男を、三人はいっそ納得を以って眺めていた。何というか、流石はナハスの知り合いというべきだろう。


「いや何ていうか冗談なんですよ。男ならちょっとエスッ気ある方が良いかなーなんてさっきちょっと思っちゃって」


「貴方が宿の主さんですか？」


「おおっとスルーされた何だろうコレぞくぞくする」


「ドエムじゃねぇか」


ツッコむイレヴンに、いやいやそんなと宿主やどぬしは何故か誇らしげに首を振る。


そんな奇妙な言動とは裏腹に、彼はテキパキと宿泊手続きの準備を進めてくれた。初対面で怯えられる事の多いジルを見ても物怖じしないし、今の所なんだかんだ言いながら過度に干渉しようともしない。


宿も隅々まで手入れが行き届いており清潔で、確かにリゼル達、改めイレヴンが出した条件はクリアしているだろう。


「ナハスが言ってたのってお客さん達ですよね、一人部屋三つの」


「何て言ってました？」


「やたら貴族なのと、やたら黒いのと、やたら癖のある浮世離れした三人組が来るとか意味不明だったけど超納得した。二階のあそことあそことあそこの部屋どうぞー」


釈然としない。






部屋は一人部屋らしい狭さだった。


とはいえベッドでいっぱいという訳でもなく、王都で泊まっていた部屋とほとんど変わらない。どうやら、居心地で困る事はなさそうだ。


リゼルが窓に手をついて外を眺めれば、家々の屋根の隙間から小さく海が見えた。茜色あかねいろを溶かしこんだ海。深く息を吸ってみるも、風向きなのか潮しおの香りはしないのが少し残念だ。


そして海の手前、白亜はくあの王宮が美しく鎮座ちんざしている。その王宮へと吸い込まれるように、数騎の魔鳥が降りて行くのが見えた。門番や宿への手回しまで気を回してくれたナハスに礼を言わなければと、のんびりと考える。


「（多分、すぐにイレヴンが夕食に行こうって言うから）」


ちらりと遠くの海を眺め、そして窓から身を引いた。


近くに置かれた机から、椅子だけを引く。窓の近くに置いて腰掛け、そして窓枠に寄りかかりながら、通りを歩く人々をぼんやりと見下ろした。


「（それなりに疲れてるのかも）」


何だかんだ言って、リゼルにとっても慣れない気候だ。更に、慣れない道を半日近く歩いてきた。あまり自覚はないが、何となく立ち上がるのが億劫おっくうな気もする。


とはいえ、外に食べに行くのに問題はない。イレヴンが行きたいというなら、この国の料理に興味もあるのでリゼルは喜んで付き合う。


「（ジルも、多分行けるかな）」


暑さに不快感を抱いていたのは確かだ。だが辛いとまでは行かないようだし、恐らく来るだろうと。そんな事を考えていた時だった。


チリ……ッ。


ふ、とリゼルが顔を上げた。鳴り損ねた鈴のような音、聞き覚えのある音が微かに耳を擽くすぐった。


「……陛下？」


ぽつりと呟いた言葉に、返事はない。


リゼルはそっと瞼まぶたを伏せた。些細な音も聞き漏らさないように、しかし窓の外から聞こえる喧騒けんそうを遮断する程に、自らの王へと繋がる音に深く深く意識を差し出す。


チリリッ。


以前より、その音の間隔が短い。一度世界を繋げ、何かを掴んだからかもしれない。


教え子である国王、その実兄じっけいはさぞ頑張ってくれているのだろう。王位を捨て、趣味の魔術研究に勤いそしみ、いかんなくその才覚を発揮する彼が、恐らくリゼル帰還の為の研究を率いている筈だ。


「（なんて、畏れ多い）」


小さく笑みを浮かべる。付き合いだけで言うのなら、敬愛する王より長い彼が、望んでそうしてくれているならば酷く嬉しい事だった。


直後、ふいに片方のピアスが熱を持つ。今度は意識を手放す訳にはいかない。だが、流れ込むだろう魔力へと対抗する事だけは決してなかった。


パキンッ。


「……ッ」


凭れていた窓枠から、ずるっとリゼルの体が滑る。しかし、体を壁に押し付けるように耐えた。


耳元で急激に増幅する魔力は、無理に魔力溜まりを発生させるようなものだ。接しているリゼルに何の影響もない筈がない。


襲いかかる急激な意識の混濁と、魔力中毒を煮詰めたような痛み。それらを呼吸ごと身の内に抑え込む。身構える余裕があったお陰か、何とか耐えきる事が出来た。


「は、……」


詰めていた息を吐き、リゼルは肩の力を抜いた。


以前のように、気を失ってしまえば楽だっただろう。痛みは当然好きではない。だが、敬愛する王から与えられるものならば、何であれ受け入れるべきだ。


それは、リゼルの自己満足に過ぎない。かの国王が知れば、無駄な事をするなと嫌がるのだろう。彼も本来ならば、リゼルの行いを〝当然だ〟と誇ってみせるだろうが。


「（副次的ふくじてきな事で、影響が出るの、嫌がるから）」


本人以上に本心を知り尽くしているリゼルは、ゆっくりと息を吐きながらも微笑んだ。だからこそ当人がいない今しかやらないし、誰もいないからこそ完全に痛みを隠そうともしない。


「……？」


伏せていた目を上げたリゼルが、ふと不思議そうに部屋の真ん中を見た。


以前のように、割れたガラス越しのような窓が開くのかと思いきや、目の前には曇りきった鏡のような小さな歪み。向こう側の色だけは辛うじて把握出来るような、そんな小窓だった。


まさかそんな筈はないと思うが、魔術のアプローチに失敗したのだろうか。そう思いながら、淀よどんだ小窓に手を伸ばそうとした時だった。


バキッッッ！


宿中に響き渡ったのではという程の、強烈な破壊音。


もはや音が衝撃となったのか、衝撃が実際に起こったのか。その区別も付かない程の鋭い爆音に、気付けばリゼルの前には黒い壁が出来ていた。いつの間に立ち上がったのか、座っていた筈の椅子はその背の向こう側にある。


「リーダー、何？」


片腕が掴まれていた。見れば、リゼルを後退させただろうイレヴンが微かな警戒を滲ませ、低く問いかける。


その警戒が微かであるのは、ジルが剣を下ろして前をどいたのは、恐らくすぐに事態を把握したからだ。一度その場に立ち会った二人、ならば分からない筈がない。


「御心配をおかけしました」


リゼルは申し訳なさそうに苦笑した。


しかしその視線は、浮かぶ歪みから動かない。三人の視線の先では、歪ゆがみを真っ二つに割らんと叩きこまれた指先が覗いていた。


そう、まごう事なき指先だ。指が部屋にポツリと浮かぶという、酷くシュールな光景が目の前にある。それが誰のものかなど、リゼルには考えずとも分かっていた。


『ちょっと、誰が手刀で空間叩き割れなんて言ったのよ！』


『テメェが後ちょっとが進まねぇってキレてるから手伝ってやったんじゃねぇか』


『出来る貴方がおかしいのよ。必要魔力の収縮に耐えられるような魔石ませきが理論上ないなら代わりの』


『黙れカマ野郎。開く可能性あんなら試すしかねぇだろ』


リゼルからは、指先しか見えない。相手からは、自分の指先だけ見えない。


澱よどみへと、リゼルが歩を進める。そして手を伸ばし、その整えられた爪へと触れた。


『つかこれ、ちゃんとリズんとこ』


指先を柔く握る。向こう側の会話が止んだ。最も幅のある部分で止まっている掌に力が籠り、触れたリゼルの指先を追うように長い指が彷徨さまよう。


差し出せば、捕らえられた。


『リズ』


「はい」


互いに握り合う指先を、どちらからか緩め、そして深く絡める。


「凄いですね、実体も通るようになったなんて」


『この程度で威張いばれねぇよ……くっそ、これ以上行かねぇな』


『あまり入れ過ぎるとなくなるわよ、指』


それは困るとリゼルは一瞬だけ指先に力を籠め、離した。追うようにピクリと揺れた指先は、しかし向こう側から聞こえた盛大な舌打ちと共に引き抜かれる。


歪みの裂け目は、パキリパキリと音を立てながら少しずつ収縮していた。


『時間ねぇな。良いか、お前なら使い方知ってんだろ使えよ！』


『それ通るかしら』


『通すんだよ、黙ってろカマ野郎』


一体何が、と眺めているリゼル達の視線の先。歪みにガンッと何かが押し付けられた。


裂け目よりも僅かに大きい物体のようだ。少しずつ狭くなり続けている裂け目、ならばどう考えても通らないだろう。そう考えるジル達へ、しかしリゼルは相変わらずだと微笑んで口を開く。


「ジル、何とか受け止めて下さいね。国宝です」


「あ？」


「イレヴンも叩き落としちゃ駄目ですよ」


「は？」


直後、二度目の破壊音が宿へと響き渡る事となった。


『蹴り込む！』


ガァンッと靴底が歪みへと叩きつけられた音。押し付けられていた何がが、物凄く無理矢理空間を越えてきた。


リゼルでは目に追えない程の勢いで飛び込んできたそれを、ジルの掌が受け止める。


「……」


僅かに手が痺れ、ジルは眉を寄せる。受け止めたものを見下ろせば、それは小さなレターケースだった。国宝というには煌きらびやかさに欠けるが、あの威力の蹴りを受けて少しも歪まないのだ。恐らく迷宮品なのだろう。


『リズ』


無理に抉こじ開けられた反動か、歪みは急激に小さくなっていく。


それでもまだ繋がっているのだから、と届けられる声。リゼルは幸せそうにゆるりと目元を緩め、その先に居るだろう相手を見つめ続けた。


『分かってんな』


「貴方の事なら、何でも」


どうせなら、その強い琥珀色こはくいろを見たかった。しかし今回は叶わないようだ。


リゼルは消えゆく歪みへと手を伸ばし、そっと指を滑らせる。


「迎えに来て下さいね、陛下」


『待ってろ』


笑みを孕はらんだ声に、見えぬ相手は強気に笑っているのだろうと容易に想像が出来た。そして異なる世界の痕跡こんせきが何も残らぬ空間で、確かに存在した敬愛すべき王へとリゼルは胸に手を当て忠誠を示すのだった。







    
  
  




三人は結局外へ夕食をとりに出かけず、宿で食事をとっていた。


「美味しいですね」


「意外っちゃ意外だな」


「見た目もふっつーに美味そうだし」


この宿では、宿主が食事も作るという。それに一抹いちまつの不安を覚えていたリゼル達だが、普通に美味しかった。家庭料理というより、店の料理を彷彿ほうふつとさせる味だ。


国家機密を聞かせた当て付けで変な宿を紹介されたのでは、と疑っていたジルやイレヴンも、ナハスは心からの善意でこの宿を紹介してくれたのだと納得している。


「はいはーい、相手は胃袋から掴みたい俺の絶品料理はどうでしょう。おかわりどうぞ」


余計な一言が付いてくるのは放っておけば良い。


「そういやリーダー、ヘーカから貰ってたのって何？」


「これですか？」


リゼルは握っていたフォークを机へ置き、件のレターケースを取り出した。


封筒が一つ入る程度の大きさで、厚みはほとんどない。薄い本にも似ている。


「一点物の迷宮品ですよ」


「へぇ、貴重じゃねッスか。そういや国宝だっけ」


「珍しいとはいえ、実用性を考えるとそれ程の価値にはならない気もしますけど」


ジャッジがいれば正確な値段が分かりそうだ、なんて思いながらリゼルはレターケースの蓋ふたに手をかけた。


薄い蓋を開けても、中には何も入っていない。金属製のそれは、多少の装飾はされているものの、何処にでもありそうなレターケースに見えた。


「これ、二つで一つなんです。ここに手紙を入れておくと、もう片方に移動する迷宮品で」


「入れば何でも良いのか」


「いえ、手紙だけです」


微妙に融通ゆうずうの利かない所が迷宮品らしい。何処の世界も似たようなものだ、とジルは肉を噛みながら呆れたようにケースを眺める。


その姿に、暑がってはいても食欲は落ちていないようだとリゼルも微笑んだ。


「じゃあ凄すげぇ実用性あんじゃん。高値つかねぇの？」


「入れておいても、いつ届くかはランダムなので」


「ランダム？」


「最悪、一月ひとつき放置です」


あー、とイレヴンが色々と察したように頷いた。


確かに使えそうで使えない。しかし国宝だと言われれば納得できるような性能でもあるし、一点物だと言われれば高い価値を持つようにも思える。やり様ようによっては、悪用もされ放題だろう。


「そんなもんホイホイ持ち出して良いのかよ」


「陛下なので」


「最高権力者すげぇー」


国王が良いと言うなら良い、というのがリゼルの持論。とはいえ確実に無断で持ち出してきているので、とある相談役の翁おきなに小言は貰うかもしれないが。


「しっかし手刀しゅとうで空間割るとか、流石リーダーの王様っつうか」


「最終的に力押しってトコはお前と似てんじゃねぇの。どんな教育してんだよ」


「あれは元々ですよ。陛下ならあのままバリーンと行けるんじゃないかと思いましたけど、流石に無理だったみたいですね」


アスタルニア初日の夜。


その晩は意外にも、異なる世界の一人の国王の話題で盛り上がっていた。
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リゼル達がアスタルニアを訪れてから、早三日。三人は未だ冒険者ギルドを利用していなかった。


何せ全員がほぼ初見の国。観光がてら周囲の散策をしてみたり、ナハスに聞いた名所を巡ってみたり、はたまた各々の趣味に則のっとってブラついてみたりと、割と全力で遊んでいたからだ。


そんなリゼル達を度々目にしたアスタルニアの人々は、まさか三人が冒険者だとは夢にも思っていない。妙に変わった観光客かと思っている。


「結構混んでますね」


「混む時間だしな」


「冒険者すんのも久々ッスね」


だからだろうか。四日目の朝、そんな事を言いながらギルドへと入って行ったリゼル達を目撃した面々は、冒険者や一般人を問わず二度見した。


敬意を払うべき自国の王族と似た空気を纏まとう男、そんな彼が率いる二人。近頃よく噂されていた三人の観光客が冒険者なのだと、彼らはようやく気が付いた。


「何だか、久しぶりです」


リゼルは可笑しそうに笑った。


冒険者ギルドの扉を潜くぐれば、向けられるのは「ああ、依頼人か」という視線。驚かれる事は多々あれど、これは初めて王都のギルドを訪れた時以来だ。


「冒険者らしくなってませんか？」


「最初に比べりゃな」


「これで？」


「あ、酷い」


やや投げやりに告げるジルに、イレヴンが真顔で問い直す。


確かに、思考や知識は多少冒険者に寄ってきただろう。だが冒険者らしくという割には、仕草は少しも崩れる事なく、わざとでなければ口調も乱れない。周りの反応も尤もっともだ。


ちなみに王都では、初期のリゼルを知っている冒険者の面々がふとした瞬間に「冒険者らしくなったな……」としみじみする事が稀まれにあった。親か、というのはジルの談。


「リーダー、依頼ボードあっち」


「折角だし、この国ならではの依頼とか見たいですね」


慣れたようにギルド内を進めば、周りが酷く騒めいた。


一刀だ、冒険者か、ならばあれは何だ、と集まる視線もリゼル達にとっては慣れたもの。特に気にする事もなく、いつものようにＦランクから目を通そうかと依頼ボードの前に立つ。


ランク別に、壁一面に貼りつけられた依頼用紙。その用紙自体は、特に変わり映えのないものだが。


「国柄って出るよなァ」


「職員の性格じゃねぇの」


「こういうのも、らしくって良いと思いますけど」


時には傾き、時には重なり、依頼内容も隠れてしまいそうな無秩序な並び。整然と貼られていたパルテダールとは違う趣おもむきがある。


数が多いのか、古い依頼を整理しないのか。選びにくいは選びにくいが、見慣れないリゼルから言わせれば〝それっぽくて良い〟とロマン溢れる趣向だ。


「王都とか凄すげぇピッシリ並んでたけど、あれって氷人間こおりにんげんの趣味なんスかね」


「スタッド君は、こういうの好きじゃなさそうですしね」


これを見た途端、とてつもなく嫌そうな空気を醸かもし出すだろう無表情を思い浮かべてリゼルが笑う。


「ん、この黒板って」


その時、ふと見慣れぬ木の板が目に入った。


依頼ボードの隣に置かれ、表面は石板のようにツルリとしている。そこにはアスタルニアの国から周辺の森までがざっくりと刻まれており、その上から様々な色で一部地域に斜線が引かれていた。


その板の上にある〝立ち入り禁止・警告区域〟というプレートに、成程とリゼルが頷く。


「イレヴンの言う、スポットの発生や魔物の異常発生を教えてくれてるんですね」


「黄色だとー……魔物？」


地図で言う東の端、描かれた斜線は黄色だ。プレートに書かれた説明から、色で異常の種類を分けているのだと分かる。


とはいえ、今日はそこ以外に斜線はない。それも随分と遠いので関係ないだろう。アスタルニアでの冒険者活動初日だけあって、近場で済ます予定だ。


「こういうの、ギルドはどうやって把握するんでしょう」


「さぁな」


三人は再び依頼ボードの前へと戻った。


王都と同じく、ＥやＦランクを見る者は少ない。のんびりと依頼を眺められる。


「低ランクって面白い依頼が多いですよね」


「上位になると討伐採取ぐらいしかねぇしな」


明らかに強者の趣を出しながら、ゆったりとＦランクの依頼を眺める三人に周囲の冒険者はもはやついていけていない。ツッコミ所が怒涛の如く押し寄せながらも、ツッコめない現状に顔を引き攣らせるのみだ。


「果物の選別とか、森の生態調査も面白そう……あ、漁の手伝いとかありますよ」


「嫌だ」


「無難に迷宮とかが良いなァー」


漁とか絶対にやりたくないし、そんなリゼルを見たくない。二人は即座に否定した。


「迷宮、というと」


近場の迷宮を探しながらＦからＥ、Ｄランクへと移動し、ふとリゼルは考える。


迷宮に地域ごとの特色は少ない。極寒ごっかんの地に砂漠の迷宮があったり、逆に火山に極寒の迷宮があったりする。どの迷宮も独特の世界観を持ち、リゼルにとっては常に興味の対象なのだが。


「魔法陣、使えないと不便ですし」


「そういう所がらしくねぇっつうんだよ」


「リーダーが言いてぇ事も分かっけど」


「え？」


何故、とリゼルが二人を振り向いた。


王都ではジルが大抵の迷宮を踏破していたので、リゼルにとって魔法陣は使えて当たり前のものだった。だが、多くの冒険者にとっては全くの逆だ。


そもそも新規の迷宮で踏破報酬とうはほうしゅうを目指す場合を除き、冒険者は依頼の為に迷宮へ潜る。目当ての階、魔物、それらを目指して、その都度迷宮を攻略していくのだ。一度の依頼で、次の魔法陣まで辿り着ければ上等なのだが。


「あーあ、ニィサンの所為ー」


「てめぇに言われたくねぇ」


依頼関係なく迷宮に潜り、腕試しにボスへと挑む存在が最も身近な冒険者だというのだから、リゼルの認識がずれるのも仕方のない事なのかもしれない。


「つかリーダー、いつもみたく考えてるっしょ。依頼とボスセットで」


「はい。君達は物足りないでしょう？」


リゼルも、ただ依頼の為に魔法陣が使えず不便だと言っている訳ではない。


三人が迷宮に関する依頼を受けた時、大抵は依頼達成後にそのままボスへと向かう。折角迷宮に来たのだからと、ジルやイレヴンがそう望むからだ。


だからこそ、魔法陣なしで最深部まで行くのは大変そうだと考えてしまう。それ故の、不便。


「でも、そうですね。今までは迷宮を踏破せず放置ってなかったですけど、それでも良いんですよね」


「俺としちゃスッキリしねぇけど」


「あー、俺も。あっちでも最近飽きてたし、変わったのと戦やり合いてぇかも」


いやこれ冗談だろ、と実は聞いていた周囲は笑い飛ばしたかった。


だが笑い飛ばせない。あまりにも日常会話すぎて笑い飛ばせない。見栄を張っているようにも、敢あえて周りに聞かせようという意図もなく、あまりにも普通。お陰で彼らの内心では怒涛のツッコミが飛び交っている。


「行きたい迷宮とかありますか？」


「ねぇ」


「つかどんな迷宮あんのかが不明」


「じゃあ、俺が決めちゃいますね」


そんな中、当の本人達は至って平然と依頼を選んでいた。たとえざわめきが聞こえていようが、気にしなければ気付いていないのと同じだ。


「近くに、比較的短くてちょっと変わってる迷宮があるそうですよ」


もしかしたら一日で攻略出来るかもしれないと、リゼルはＣランクエリアの一枚の依頼用紙へと手を伸ばした。ボードの上部にはみ出しているそれを、リゼルが手を伸ばしきる前にジルが剥がしてくれる。


「ん」


「有難うございます」


そうして受け取った依頼は【ジェントルマリオネットのスカーフが欲しい】というもの。服飾店からの依頼で、魔物の素材採取として珍しいものでもない。


「どこどこ？」


「〝制限される玩具箱おもちゃばこ〟、ドール系がたくさん出る迷宮です」


「何が変わってんだよ」


「着いてのお楽しみ、という事で」


楽しそうに笑うリゼルに、嫌な予感がするとばかりにジルは溜息をついた。


ちなみに、何故リゼルがアスタルニアの迷宮を知っているのか。言うまでもなく、既にこの数日で本という本を買い漁り、そして有用そうなものから読み進めていたからだ。相変わらず知識の吸収に余念がない。


「前の〝最悪の迷宮〟じゃ結局ドール出なかったし、久々ッスね」


「ドール系の魔物って衣装が凝ってて、見てて楽しいですよね」


「素材箇所じゃなけりゃ、布一枚持ち帰れねぇけどな」


反対意見はないようだし、とリゼルは受付へと向かう。


どの受付窓口にも数組の冒険者達が並んでいた。リゼルがその後ろに並べば、前に立つ冒険者が振り返ってビクリと肩を跳ねさせる。そして順番が回ってきた時には職員がビクリと肩を跳ねさせ、しどろもどろに対応を始めた。


「依頼の手続きは、パーティリーダーが」


「あ、俺です」


更にそのやり取りが聞こえる範囲にいた人々がビクリと肩を跳ねさせ、一斉にリゼルを見た。流石のリゼルもそこはかとない哀愁あいしゅうを覚えてしまう。


そんな一連のやり取りを、ジルは心底愉快だと言わんばかりに口元を笑みに歪め、イレヴンは無言で爆笑しながら眺めるのだった。






目的の迷宮は、アスタルニアを出て森には入らず、海に沿うように徒歩で三十分程。


冒険者用の馬車もあるにはあるが、パルテダールとは違い迷宮から迷宮へと走ってはくれない。森の中では馬車の通れる道が限られるので、通れる所をグルッと回っているだけだ。


勿論、それだけでも十分に有難い。冒険者達は目当ての迷宮に近い場所で、思い思いに馬車を止めさせる。


今向かっている迷宮は馬車より徒歩の方が早い。早朝の海を眺めながら、三人は余裕をもって迷宮へと到着した。


「誰もいねぇッスね」


「そうですね。人によっては攻略しにくいみたいですし」


「へぇ」


そんな所を選ぶなと言いたいが、問題ないと判断したからこそリゼルは選んだ筈だ。ならば特に文句もなく、ジルは適当に頷いた。


国が変わっても、相変わらず門のような迷宮の扉。そのデザインは内装に準ずるので、石造りにも拘らず重苦しさはない。流石は〝玩具箱〟、そう思いながら三人は扉を潜った。


がらりと風景が変わる。目の前に広がったのは、所々に玩具っぽい装飾がある通路だった。思ったより落ち着いた色合いだ。


「ちょっと華やかな迷宮って感じです」


「全力で玩具箱してても面白おもしれぇけど。ニィサンが」


「煩うるせぇ」


最初の一部屋は魔法陣のある部屋。


しかし足元にある魔法陣は光らない。初めて訪れるのだから当たり前だが、やはり物珍しいとリゼルは感じてしまう。


「魔物、いませんね」


「あんま一階って出ねぇッスよね」


「深層しんそうに比べりゃな」


「これでドール系が出れば、本当に玩具箱の中なんですけど」


三人は通路沿いに真っ直ぐ進む。


すると、すぐに小さな部屋へと辿り着いた。先に続くだろう扉が一つ、その上には玩具のルーレットが三つ並んでいる。扉の手前には同じく三つ並んだ台座があり、何かのスイッチが嵌はめ込まれていた。


「これ、空気読まれた？」


「でしょうね」


訪れた冒険者の人数にあわせて仕掛けが用意されたのだろう。迷宮は積極的に空気を読んでくる。


「なら一人一つか」


「ふっつーに考えりゃ、ルーレットのボタンッスよね。揃えば進める？」


「あ、扉に説明があります」


扉に貼りつけられた、古ぼけた一枚の紙。どれどれ、とリゼルはそれを覗き込む。






【第一の制限：呼び名】


・この部屋以降、互いに名前やそれに準ずる呼び名を使う事を禁止する。


・互いに呼び合う名前はルーレットにより決められる。


・この制限はこの階層でのみ適用される。


・決められた呼び名以外を使えば、再びこの部屋に戻ってくる。






「あだ名っつうこと？」


「面倒臭くせぇな」


「あ、でもイレヴンの俺達への呼び方は多分セーフですよ」


しかしえげつない、とリゼルは苦笑する。


基本的に、呼び名など意識して口にするものではない。自然に間違える事もあるだろうし、更に此処は迷宮だ。咄嗟とっさに呼びかける機会など幾らでもあるだろう。


その度、この部屋に戻される。最初は笑い話で済むだろう。だが回数を重ねれば、パーティ内のストレスは否応いやおうなく高まっていく。だからこその、えげつなさ。


こういった凝った仕掛けのある迷宮は、難易度のバランスをとる為か魔物自体は然程手強てごわくない事が多い。それだけが救いか、そう考えながらリゼルは一つの台座の前に立った。


「どうせだから、三人一緒に押しましょうか」


「全ッ然的外れなあだ名とか来たらやりにくそ」


「迷宮だしそれはねぇだろ」


ジルとイレヴンも、同じくそれぞれの台座の前に立つ。


「行きますよ、せーの」


リゼルの合図と同時に、三人の手が目の前にあるスイッチを押した。


同時に扉の上にあるルーレットも回り出す。どうやら各々の目の前にあるルーレットが、対応する呼び名を決めるようだ。ガラガラと音を立てて回り続けるそれを、凝ってるなぁとリゼルは感心したように眺めていた。


そして、ついにガタンッと音を立ててルーレットが止まる。どうなったのか、とリゼル達はそれぞれ正面を見上げた。


『冒険者もどき』


「あ、ひどい」


『漆黒の黒騎士』


「おい黒かぶってんぞ」


『椅子（笑）』


「俺だけ何かついてる！」


的確に心を抉りにきた迷宮に、果たしてこの迷宮を名付ける際に特筆とくひつすべきは制限だけだろうかと思わずにはいられない。近年稀に見るえげつなさ。〝懐古かいこの館〟といい、もしや迷宮界でこういうのが流行っているのだろうかとすら考えてしまう。


三人は自らの呼び名を確認した後、おもむろに他の二人も確認した。思わず噴き出す。


「イレヴンの椅子ってどこから来たんですか？」


「リーダーは知らなくて良いッスよ」


「お前は気にしなくて良い。的確すぎる事だけ知っとけ」


気になる、と思いながらもリゼルは諦めた。二人が心底言いたくなさそうだ。


聞かせたくないのならリゼルと全く無関係という事はないのだろう。心当たりがないからこそ、一応の心当たりはある。自分は一体何をしたのかと思いながらも、まぁ良いかと流した。


「じゃあ進みましょうか。漆黒の黒騎士、椅子（笑）」


「煩うるせぇ冒険者もどき。行くぞ椅子（笑）」


「それどうやって言ってんの!?」


リゼル達は笑いながら、カチンッと錠じょうの外れた音がした扉を潜る。


簡単そうに見えて難易度の高い制限だが、三人にとっては特に困難でもない。何せ、普段まともに名前で相手を呼んでいるのはリゼル唯一人。冷静さを失わない彼が、咄嗟に名を呼んでしまう事はない。


そしてリゼルは毎度毎度律儀りちぎに決められた名を呼びながら、一階層を問題なく突破した。






〝制限される玩具箱〟は、制限がある以外は定番の迷宮と言って良い。


ただ、その制限が難度を底上げしている。記念すべきアスタルニアの迷宮一号は、実に個性的で一番目に相応しいインパクトだ。


リゼルは一メートル先も見えない暗闇の中を歩きながら、ほのほのとそんな事を考える。


「左右どころか、上下も分からなくなってきました」


「魔物はいねぇな」


「これで出んなら屈指くっしの難所じゃん」


自分には関係ないが、とイレヴンが余裕そうに手の中で剣を回す。


何階層か攻略した後に待っていた視覚の制限は、しかし彼の視界を遮るまではいかない。夜目よめが利くと長所で主張した通り、イレヴンには数センチ先が見える程度の光さえあれば容易に周囲を窺える。


よって、「こっちかな」と言いながら壁に向かうリゼルも見えているし、「全然見えねぇ」と言いながら迷いない足取りで進むジルの姿も見えている。後者は一体どうなっているのか。


「ニィサンって見えてんの？」


「見えねぇっつってんじゃねぇか」


「じゃあもっとそれらしく……リーダー、リーダー壁！」


「あれ、こっちからイレヴンの声がした気が」


通常、光源の持参が攻略には必須だろう。暗闇のまま突破しようなど自殺行為だ。


だが、それが出来る人間が二人もいるものだから、至って普通に暗闇に翻弄ほんろうされるリゼルが何故か少数派になっている。


「ほら、こっち」


「有難うございます」


イレヴンに腕を掴まれ誘導されながら、楽だなぁと微笑むリゼルが何故光源を用意しないのか。魔法で容易に明かりを灯せる彼がそれをしないのには理由があった。


「明るくした途端、天井からドールが落ちてくるんだからホラーですよね」


「いちいち相手しなくて済むなら暗い方がマシだな」


勿論、リゼルはこの階層に着いた直後に魔法で明かりを灯した。


その瞬間見たのは、暗闇の中で不気味に照らされたドール系の魔物達。天井から逆さで降ってきて、奇声を上げながら襲いかかって来る姿はとてつもない迫力だった。


一言で言えば凄く怖い。三人共、特にホラーが苦手とかではないのだが、演出も見た目も怖いものは怖いし突然の出現にいちいち驚く。それが明かりを消すまで続いたのだから、暗闇を歩く事を選んだのも納得だろう。


「ニィサン、そこ罠」


「何処だよ」


罠はあるのか、とリゼルは納得しながら右に曲がろうとするイレヴンを止めた。


見えなくとも、通って来た道筋は把握している。脳内で描く地図と現在位置を照らし合わせれば、迷路のような通路でもある程度先は想定できた。


「ここ、左に行く道もありますか？」


「ん。こっち？」


「右だと多分行き止まりです」


「りょーかい」


下手をすれば精神的にも辛い暗闇の中、三人はいつも通り雑談を交わしながら歩いていた。






リゼル達は広い部屋の真ん中で、まるで人形用に誂あつらえられたような椅子に腰かけていた。机もあるし、丁度空腹を覚えた事もあって昼食中だ。


「そろそろ最深層ですね」


「上がったり下がったりしてっから良く分かんねぇッスけど」


「全部で十五だろ、次の階層越えりゃボスだ」


そんなリゼル達を囲み、巨大な木のパペットが棍棒や斧を振り上げていた。


今にも得物を振り下ろさんばかりの姿は、しかしピクリとも動かない。それはパペットを操るべき糸が絡まっているからではなく、途切れたからでもない。正常であるからこそ、一挙動さえ許されずに止まっている。


「魔物に囲まれて昼食、貴重な体験です」


「さっさと倒してから食べりゃ良いのに」


「俺達が動くまで止まっててくれるんなら、折角なので」


そう、この階層に数多存在するパペットに共通する特性は〝冒険者が歩くと動く〟という一点のみ。よって椅子に座ってのんびり昼食をとっているリゼル達には反応しない。


それでも机に辿りつくまでは一斉いっせいに襲いかかって来たので、今の格好のままで止まっていた。リゼル達が椅子から立ち上がり、一歩でも足を踏み出せば、その武器は一斉に振り下ろされるだろう。


「趣味悪わりぃ」


「否定はしません」


そんな状況を楽しむなと溜息をついたジルに、リゼルも可笑しそうに笑う。


「つか弁当凄すげぇッスね」


「良いって言ってくれたので頼んでみましたけど、こういうのって何て言うんでしょう。器用ですよね」


三人は改めて机の上に広げた弁当を見下ろした。


どうせ全員で一緒に食べるのだからとひとまとめに詰められた料理の数々は、華やかの一言に尽きる。様々な食材を用い、食欲を減衰させるどころか増進させるような色とりどりの内容だ。もはや素直に綺麗な弁当だと賞賛出来る範囲を超えている。


まるで食材で絵画を描いたのではないかと言わんばかりの細工、ニンジンを彫って作られた蝶や、ササミを並べて作られた薔薇ばら。もはや芸術。


『はいおはようございまーす。お客さん達に相応しい弁当を真剣に模索してたら迷走したけど不思議と達成感のある朝に清々しい気分な俺です。弁当どうぞ』


確かにそんなような事を言いながら渡されたが、まさかこう来るとは。


食べるのが勿体ない気もする、と眺めるリゼルの横で、何も気にしないジルやイレヴンは遠慮なく食べ始めていた。彼らは味さえ良ければ何でも良い。見た目も食欲を損なう程に酷くなければ良い。


「次からはもっと適当で良いって伝えておきましょうか」


「そうしろ」


目の下に隈くまをこしらえた宿主を思い出しながら、リゼルは一通り弁当の美しさを堪能した。そして食欲に逆らわず手を伸ばす。美味しい。


「適当っつうか、まず弁当なのが」


「黙っとけ」


ぼそりと呟いたイレヴンに、ジルが諦めろというように返した。


スープまで容器に入れて用意した王都の女将おかみといい、豪華絢爛な弁当を用意する此処の宿主といい、何故冒険者が迷宮の中で悠々と食事がとれると思っているのか。いや、とれているのだが。


「あ、これ味が染みてて美味しいですよ」


その勘違いの原因など一つしかない。微笑みながら美しいニンジンの蝶を口に含むリゼルに、ジル達は納得するしかなかった。


結局の所、美味しい食事にも落ち着いた昼食にも文句はない。一人で迷宮に潜った時にはまともな食事などとらない癖に、二人は当然のようにそう思いながら、それぞれの好物を口に含むのだった。






昼食後、席を立つ事なくパペットを撃破したリゼル達が辿り着いた最深層一歩手前の階。


奥に進めば進むほど制限も厳しくなっていき、達成が困難なものばかりになる。新しい階層に入る度、親切に説明があるのはその為だ。無理そうならば引き返すか、対策を講じるチャンスを与えているのだろう。


その説明のある部屋で、リゼル達は再びルーレットを眺めていた。


「これって完全に運ですよね」


「空気読まれなきゃな」


ルーレットには、体の各部位の名称が書かれている。


この階層では、当たった部位が制限されるらしい。シンプルが故ゆえに分かりやすく困難で、もし足が制限されたらまともに歩けなくなる可能性もある。


「目・耳・鼻とかは何となく分かるけど、頭って何スか」


「頭の制限というと……思考が困難になる、とかでしょうか」


よく分からない部位もある。なるべく其処には当たりたくない。


リゼル達はルーレット開始のスイッチの前に立ち、誰が押すかを真剣に審議していた。つまり、誰が運が良いのか。それを最終的にジャンケンで決めるあたり、真面目なのか適当なのか分からない三人だ。


「ホイッ。お、ニィサンじゃん」


「げ……」


「お願いしますね」


見事ジャンケンで勝ち残ったジルだが、別に押したくなかったと苦々しげだ。しかし文句は言わず、掌をスイッチに被せる。そのまま押せば、ガラガラとルーレットが回り始めた。


「ジルってあんまり運が良いイメージないですよね」


「えー、何だかんだで良いトコ取ってくイメージ」


好き放題言われ、ジルは呆れながらも動きを緩めていくルーレットを目で追った。


果たして何が出れば運が良い事になるのかは分からないが、ぎゃんぎゃんと文句を言われなければそれで良い。そう思っていた時だ。


カタン。


音を立ててルーレットが止まる。直後、ジルとイレヴンが動いた。


リゼルの手元に出現した黒い布らしきもの。誰も反応出来ない筈のそれを、同じ速度で捕らえた二人の手が空くうを切る。確かに握った筈の布とも革とも呼べない漆黒の何かが、グルリとリゼルの両手首を絡め取った。


まさに一瞬の出来事。数瞬遅れでジルやイレヴンの両手も絡み取られる。目で追えない攻防に、リゼルには三人同時に拘束されたようにしか見えなかった。


「あー、クッソ……ホンット迷宮って訳分かんねぇー」


手首を拘束されたまま両手で髪をかき上げるイレヴンと顔を顰めるジルに、迷宮のルールには逆らえないだろうとリゼルは苦笑した。目では追えなかったが、二人がどんな行動に出てくれたかは想像に容易い。


しかし今の状態で礼を言っても、彼らにとっては不要な慰めにしかならないだろう。逆に不快にさせるだけだ。リゼルは何事もなかったかのように、完全に動きを止めたルーレットを見上げた。


「手、ですね。冒険者にとっては結構な致命傷かもしれません」


両手剣使いや魔法使いならば影響は少ないだろうし、攻略も不可能ではないだろう。


足よりマシかとは思うものの、一度迷宮を出ようと考えるパーティが大半か。流石に最深層の手前だけあって難度が高い。


「これってニィサン取れねぇの？」


「ジルが拘束されてるのって貴重な光景ですよね」


「お前らは俺を何だと思ってんだよ」


流石のジルも迷宮のルールからは逃れられない。その手首に巻きつく拘束は、彼の渾身こんしんの力を以もってしても少しも千切ちぎれる気配などなく、ギシギシと小さく音を立てるのみ。


「リーダーが拘束されてんのも希少ッスけど。似合わねぇっつうか、すっげぇギャップ」


「一度だけ誘拐されて縛られた事もあるし、それほど似合わないって事はないと思うんですけど」


「気にするとこ違ちげぇよ」


さらりと告げられた事実は、流石は貴族。誘拐と全くの無縁という訳にはいかなかったようだ。


「イレヴンは何か……ついに、って感じですね」


「何それどういう意味ッスか」


「ある意味誰よりも似合うんじゃねぇの」


「それ褒めてんの？　全ッ然褒めてねぇっしょ」


三人は引き返す事など考えもせず、先へと進む。その手は変わらず拘束されているが、誰も不安を抱きはしない。


何故なら、両手が使えずとも戦闘に一切影響のない者が一人。歩きづらい歩きづらいと話しながら進んだ先に現れたドールへ向かい、リゼルはちょいっと指先を揺らした。空中へと現れた魔銃ライフルを構え、狙いを定めるように目を細める。


そして数発の発砲音。崩れ落ちた紳士型ドールの胸元からスカーフを抜き取った。


「流石に深層の魔物だと、一発じゃ倒れてくれませんね」


「それでもお前のが早はえぇだろ。任せた」


「つかまだ集めんスか。依頼の数は集まってんじゃねぇの？」


「追加報酬がありましたし、貰えるものは貰っておこうかと思って」


依頼の〝ジェントルマリオネットのスカーフ〟は既に必要数が揃っている。迷宮を一から十まで踏破しようというのだ、見つける度に倒していれば自然と集まった。


果たして何処まで追加報酬が出るのか。だが恐らく、限度額まで納めるのだろう。リゼルにしてみればただの善意だろうが、ジルとしては早々に目立つような真似をしてどうするのかと思わずにはいられない。


「（……そういや迷宮、一か所踏破してたの言い忘れてたな）」


そちらに行けば転移魔法陣も使えたのだがと今更ながらに考えるジルも、既に噂になるような事をしでかしているのだが、本人に自覚はなかった。






「まさかボス戦の制限が武器だとは思いませんでしたね」


「まさかの殴り合いッスもんね。リーダーは魔法使ってたけど」


冒険者ギルドの受付の横、そこには幾つかのテーブルが置かれている。


冒険者達が依頼を決める時や依頼人との交渉、情報交換など、様々な用途で使われる。そんなテーブルに着いて三人が何をしているかと言えば、規定数を超える納品の確認作業で待たされているのだ。


「王都では規定数以上持ち込んでも、待たされる事なんてなかったんですけど」


「対応する奴が対応する奴だからだろ」


リゼルの依頼受付は、ほぼ全てスタッドが行っていた。


たとえどんな方法で依頼を達成しようと想定内。異常な早さで依頼を達成しようと想定内。とにかく即決で完璧な対応をしてくれたスタッドに慣れていると、今回のギルドの対応が新鮮なものに思えてしまう。


リゼルがスタッドに慣れていたというより、スタッドがリゼルに慣れていたと言った方が正しいのだが。


「氷人間が確認とるトコなんて見た事ねぇけど」


「いらねぇんだろ」


「何で？」


「スタッド君、ギルドの中でも立場は上の方なので」


その力量からか受付にいる事が多いが、しかしスタッドは次期ギルド長候補にも上る程の人材だ。ギルド長自体が運営を放任しているのも相まって、それなりの権限を持っている。


元気にしているだろうかとリゼルは微笑み、まだ然程離れた訳でもないのにそれもおかしいかと思い直す。すると、ふいにリゼル達を呼ぶ声があった。どうやら確認が終わったようだ。


「今日は外で夕食をとりましょうか」


「お、良いッスね」


三人は会話を交わしながら椅子を引き、立ち上がった。


「何が食べたいですか？」


「肉」


「酒」


分かりやすくて何よりだ、とリゼルは足を踏み出しながら笑う。宿主に聞いていた食事と酒の美味い店を思い出し、さて何処が良いかと受付カウンターへと向かうのだった。
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アスタルニアでは、深夜も早朝もあまり冷え込まない。


シーツのように薄い毛布を、寒くはないものの落ち着かないという理由で肩まで引き上げていたリゼルは、窓の隙間から差し込む光に薄うっすらと目を開いた。


「（あさ……？）」


ぼんやりとした頭で考え、もぞりと頭だけ起こして窓の方をちらりと窺う。


この国では、窓などあってないようなものだ。開けっ放しが当たり前、酷い雨風を防ぐ為のものでしかない。薄っぺらい窓は光を遮断しきれず、それを見て〝まだ早いな〟と判断する。


「（寝なおそう）」


決めた。ならば、完全に目が覚めきらない内に眠りに戻ろうと瞳を閉じる。


昨晩は遅くまで読書に励はげんでいた。もしかしたら、朝早くまでと言った方が近いかもしれない。読書のコンディションを整える為にも、最低限の体調管理は徹底しているリゼルにとって睡眠時間の確保は必須だ。なにより普通に眠い。


「……、……」


力を抜くように小さく息を吐き、頭が枕に沈んでいくような感覚に逆らわずに意識を手放していく。


微かに聞こえる人々のざわめき。洗濯物を干している宿主の、徐々にテンションの上がっていく鼻歌。カタカタと荷車の車輪が回る音と、魔鳥が上空を通過したのだろう羽音。耳を澄ませば聞こえる音は騒音にはならず、二度寝を二度寝たらしめて眠りへと誘う。


サラリとした布地の枕に、柔く頬を押し付けるようにすり寄った。


「沖に魔物が出たんだと！」


「騎兵と船兵せんぺいが向かったらしいぞ！」


寝入りざま、そういえばまだ近くで海を見ていないなぁと、そう思いながら。






「あ、お早うございます」


「そんなに早くはねぇけどな」


二度寝からすっきりと目覚めたリゼルが部屋から出て見たのは、階下の丁度どこからか帰ってきたジルだった。


揶揄うように目を細めるジルに、それほど遅くもないだろうとリゼルも微笑む。後ろ手に自室の扉を閉め、手摺りへと近付いて彼の姿を見下ろした。冒険者装備ではなく軽装だ。そこらで一服してきたのだろう。


「ジル」


「あ？」


ブーツの底が床を叩く音。そのまま玄関を横切り、視界から消えようとしたジルを、柵に手をついて覗き込む。気付いたジルも足を止めてリゼルを見上げた。


「朝食、ご一緒しても？」


「ああ」


早くはないとはいえ、まだ朝食の時間からは外れない。


リゼルは特に急ぐ事なく、ゆったりと階段を下りた。足を止めて待っていたジルへ歩み寄りながら、頬にかかる髪を耳へとかける。


「そういえば朝、外が騒がしくなかったですか？」


「起きたのか」


「ちょうど目が覚めた時だったので」


珍しい、と隠すことなく態度で示すジルに苦笑した。


確かに寝惚けていたし、気のせいかとも思ったが、ジルの返答を聞く限り騒ぎは確かに起こったのだろう。何があったのだろうかと考えながら並んで歩き出す。


食堂は一階だ。どうやら今の宿泊客は、リゼル達と一組の老夫婦のみ。宿主も然程忙しくはなさそうなので、すぐにでも朝食の準備に取り掛かってくれるだろう。


そんな事を話しながら、食堂の扉へ手をかけようとした時だった。


「えー、俺それ知らねぇ」


ふいに頭上から声が聞こえたかと思いきや、トンッと軽い音を立ててイレヴンが降ってきた。


やや覇気のない声と、隠さず零された欠伸。彼も寝起きなのだろう。しかし落下の衝撃を殺す姿は愚鈍ぐどんとは無縁であり、曲げていた膝をゆるりと伸ばす仕草はしなやかだ。


やろうと思えば、無音で着地も出来るだろう。そんな彼は、くしゃりと前髪を掻き上げながらもう一度欠伸を零し、何事もなかったかのように共に食堂の扉を潜った。


「それ、宿主がやんなっつってただろ」


「見てねぇし良いじゃん。いかにもガキが格好付けてるっぽくてウケるっしょ」


悪びれもせずケラケラと笑うイレヴンに、リゼルは感心したように二階を見上げた。


初日にリゼルが出来そうだと伝えたからか。ならばやってみようとある日飛び降りたイレヴンに、目撃した宿主が驚きすぎて凄い顔をしていたのを覚えている。


いつものようにテンション高く色々と騒いでいたが、ようは床が傷いたむから止めてくれと訴えたかったらしい。その時は自分が唆そそのかしたし、とリゼルもきちんと謝罪したが。


「床もだけど、他のお客さんを驚かせないように気を付けなさい」


「はーい」


今はイレヴンが好きでやっている事だ。ならばリゼルは好きにさせる。


唯一その所業を言葉一つで止められる癖に、最低限の注意だけで放っておくのだから随分と甘い。ジルは相変わらずだと溜息をつき、適当な椅子に腰掛けた。


食堂は誰もいないので、どの席も使い放題だ。リゼルとイレヴンもそれに続く。


「で、騒ぎって何スか。俺すっげぇ寝てた」


「俺も九割寝てたので……ただ、港に魔物が出たとか聞こえた気がします」


「合ってる」


「へー、水中戦？　ちょい楽しそう」


食堂の隅には、一部が開かれたキッチンがある。


そこでリゼル達には全く聞き覚えのない鼻歌を奏でながら食器を洗っていた宿主だが、どうやら三人に気付いたようだ。タオルで手を拭ふきながら顔を出した。


「はいおはようございまーす。朝から見るには濃い方々を前に、正直いつまで経っても慣れないなぁとしみじみ思ってる俺です」


「お早うございます。朝食、良いですか？」


「今日のメニューはじゃーん。海の幸ばっちりムニエルと森の幸ばっちり狩人かりうど鍋からお選び頂けますが、狩人鍋を食べてるお客さん達を俺が見たくないので自動でムニエルになりました。お待ちください」


狩人鍋が凄く気になる、そう思っているリゼルの前で宿主はさっさとキッチンへと入ってしまった。どちらも美味しいのだろうが、折角選べるのならば選ばせて欲しい。


宿主を見送るリゼルの姿に哀愁を感じたのか、イレヴンは笑いを耐えるあまり引き攣る口元を隠そうと、出された水入りのグラスを手に取った。


「……リーダー狩人鍋食べてぇの？」


「食べた事ないので気になります。君達は、ありそうですね」


「まぁ俺は、親が親だし」


「狩った獲物適当に突っ込んだ鍋っつうなら食った事ある」


リゼルが元の世界で口にしていたものは、所謂いわゆる〝完成された料理〟だ。


調理も味付けも、全てが予定調和。だからこそ、その〝適当に突っ込んだ〟というのが酷く魅力的だった。野趣に富んだ料理というものに縁はないが、美味いのだろうと容易に想像がつくのだから余計に。


「その露骨な視線止めろ」


「今度作ってあげっから」


羨ましいと、隠さず視線で訴えれば見事伝わった。


「有難うございます。楽しみにしてますね」


微笑むリゼルは表面に薄らと水滴を浮かばせるグラスを手に取った。


口に含み渇いた喉を潤す。王都だろうとアスタルニアだろうと水の味は変わらない。


考えてみれば王都では川魚はあっても海産物はなかったし、海の幸も悪くはないだろう。今日の朝食にそう思いを馳はせながら狩人鍋への未練を振り払う。


「海に出たのってどんなん？　でけぇの？」


「知らねぇよ、見に行ってねぇし。てめぇ見た事あんじゃねぇの」


「海は多分ねぇはず。森ん中で、川に出たのくらい」


魚の魔物は少ない、水中戦は厄介で。そんな二人の会話へ、勉強になるなとリゼルも耳を澄ます。


リゼルに水中戦の経験はない。満足に身動きのとれない中、絶好調な魔物に襲われるなど誰もが恐怖するだろう。それでもアスタルニアの人々は積極的に海に出て、その恵みにあやかろうとする。


国の騎兵団、船兵団への信頼が厚い証拠だ。何かあれば魔物を撃退してくれる彼らがいるからこそ、悲観する事なく漁に出られる。


「（ここから一番近い島国へ、船で二週間……遠いけど交易は独占出来てるし、他所の国との中継地ともなると利益は十分。やっぱり騎兵が要になるのかも）」


長い航海をものともしない操舵そうだ技術は勿論素晴らしい。しかし海上で無防備な船体を守りながら、唯一対等以上に魔物と渡り合えるのは魔鳥騎兵団のみ。


「（造船技術も見れたら見たいし、多分向こうと変わらないと思うけど）」


そんなナハスに怒られそうな事を考えているリゼルだが、特に大それた目的はない。知っておいて損はないだろうという、ただの知識欲だ。


「はいおまたせしましたー」


そうしてリゼルがのんびりと思考に耽ふけっていると、宿主によって朝食が運ばれてきた。


魚のムニエル、丸いパン。スープやサラダなど、一介の宿にしては気合いが入り過ぎているメニューだ。リゼルが何となく宿主を見上げれば、良い事したとばかりに笑顔でかいてもいない汗を拭ぬぐっている。やりきった感がひしひしと伝わってきた。


一緒に並べられたナイフとフォークを手にとって、良いのかなとリゼルは苦笑する。


「俺は美味しそうだな、で済むから良いんですけど……こんな手の込んだ料理、良いんですか？」


「お客さんが遠慮なんかするもんじゃないですよマジで。俺の唯一のアイデンティティおもてなしが光った朝食は何と言っても」


「おかわりー」


「作るんじゃなかったチクショー！　味わえよ個性派イケメン滅べ！」


もぐもぐと口を動かしながら早々に空の皿を差し出すイレヴンに、宿主は悲痛な声を上げてキッチンへと駆け込んでいった。


「客に滅べとか言ったぞ」


「素直ですよね」


呆れたようなジルの向かいで、リゼルはさて自分も一口とムニエルを一切れ口に含む。カリッとした表面とジューシーな魚の身、とても美味しい。


ちなみに一瞬で平らげたイレヴンだが、きちんと味わって食べ終えている。これで料理が不味ければ、その皿を宿主の顔面へと叩きつけるぐらいはするのだから。


「そういや、リーダー達は今日どうすんスか」


パンやスープ、サラダも流れるように食べつくしたイレヴンが、リゼルの皿からパンを取っていった。まだまだ満腹には程遠いのだろうと、リゼルも皿を寄せてやる。


「港の方に行ってみようかと思ってます」


「……変なことすんなよ」


ジルが眉を寄せながら一言忠告するのは、王宮の存在故だ。


海に面するアスタルニア、その海沿いの中央には白亜の王宮がある。そこから海へと伸びる、主に船兵団が利用する武骨ぶこつで壮大な港。その両側には貿易船の行き交う立派な港があり、更に外側に人々が漁などに使用する賑やかな港が存在する。更に外れると憩いの場である砂浜だ。


「しませんよ。広い市場もあるみたいだし、見学して来ますね」


つまり、変に王宮に近付いて目を付けられるなということ。リゼルは今の所そのつもりはないと、あっさり頷いた。


「ニィサンはどうせ迷宮だし」


「別に良いだろ」


新規の迷宮ばかりに囲まれ、ジルも随分と楽しんでいるのだろう。


もはや迷宮攻略が趣味。ジルにより度々たびたび〝本馬鹿〟だと称されるリゼルは、人の事を言えないのではと常々思っている。


「じゃあー……」


イレヴンが、んーと唸りながらカリリとグラスを齧る。その視線がちらりとリゼルを窺った。


「俺、リーダーと一緒に行って良い？」


「喜んで」


その返答に満足したのか、彼の朱鷺色ときいろの瞳が細まる。


そんなイレヴンの前に、ようやく宿主によっておかわりが運ばれてきた。先程のものと比べると明らかにガッツリ盛られ、宿主が若干盛り付けを放棄したのだと分かる。


そして、その隣に置かれたパンの山。手のかかる料理ではなく此方で腹を満たせという事だ。


「よく頑張った俺は褒められていいと思う。さーて一段落したし食材を片付け」


「おかわり」


「ガラ悪い癖に頼りがいがあるとか男の良いトコ取りだろ埋まれ！」


やはりジルも足りなかったかと、リゼルは再びキッチンに駆けこんでいく宿主を見送りながらスープを味わっていた。






朝一番、という時間帯でもないのに港への道は賑やかだった。


荷物を背負った屈強な男達、買い物へと足を運ぶ主婦達や、露店で声を張り上げる売り子達。皆一様に焼けた褐色の肌を持ち、その肌を惜しげもなく晒すような軽装だ。慣れない内は、酷く異国感を抱かせる。


リゼルもイレヴンも装備ではないので軽装だが、王都のデザインである故に決して周囲に溶け込まない。それが余計に、人々の目を引いた。


「眺めてるだけでも楽しいですね」


「何つうか、色が多い？」


イレヴンの一つに結ばれた赤い髪が軽い歩みに合わせ、軽やかに揺れる。


気持ちの良い気候、隣にはリゼル、歩く度に見かける屋台から流れるように食べ物を手に入れ、それらは味が濃くて彼好み。随分と機嫌が良さそうだと、リゼルも釣られるように目元を緩めた。


「イレヴン、あの屋台にあるのは？」


「花弁かべんの砂糖漬け。リーダーの飲む、なんちゃってカクテルのツマミにはなるんじゃねッスか」


リゼルは色とりどりの瓶が並ぶ屋台が気になり足を止めた。近付き、それらを覗き込む。


「薔薇のは見た事があるんですけど、へぇ……味に違いってあるんでしょうか」


瓶の値札に、様々な花の名前が書かれていた。


リゼルも花の知識はあるものの、その味を知る機会などなかった。唯一見た事のある薔薇の砂糖漬けも、元の世界にいた時に招待された、とあるティータイムの席で見かけただけだ。


ガラスの器うつわに美しく盛られていたが、状況的に手を伸ばす訳にもいかなかった。味は全く未知のものだ。


「お兄さん達、他の国から来たんでしょう？」


「分かります？」


「それはもう」


屋台の店主である女性は、分からない筈がないと軽やかに笑った。


男二人が覗くには少しばかり場違いな屋台だが、しかし彼女も道行く人々も不思議に思わないのはその為だろう。見るからに外の国の人過ぎて、砂糖漬けを見た事がないのだろうなと思われている。


「砂糖水に漬けられてるものは見た事があるんですけど」


「そういうシロップ漬けもあるわよ。ワインや果実水を混ぜたりしてね。うちで売ってる砂糖漬けは、砂糖をまぶして乾燥させてあるタイプだけど」


成程、長持ちするようにという配慮なのだろう。


頷いたリゼルは、「食べてみる？」と差し出された花弁を摘まんで口へと入れてみた。とても甘く、少し苦い。そして、花弁の香りがすっと鼻を通り抜ける。


「母さんもこういうの作ってたけど、よく分かんねぇ味」


「ふふ、色と香りを楽しむものだもの。何かに添えたりしてね」


料理に精通せいつうしていないリゼルにはどう使うのか想像もつかなかった。


隣で同じく花弁を食べているイレヴンなど遠慮なく顔を顰めている。甘い物は嫌いではない癖に、口に合わなかったようだ。店主も何も気にせず笑っている辺り、男には分かりにくいものだと割り切っているのだろう。


「ねぇ、お兄さん」


そんな彼女がふいにリゼルを見て何かを企むように笑い、声を潜めて身を乗り出した。


露あらわになった深い谷間に堂々と視線を向けたイレヴンを、さり気なくリゼルが髪を引っ張って止めさせる。


「実は、何処かの王子様だったりする？」


「まさか。そう見えますか？」


「えぇ、物語から抜け出したみたい。うちの、いい年してやんちゃな王子様よりよっぽどね」


可笑しそうに笑うリゼルに違うと悟ったのだろう。残念、と肩を竦めて彼女は身を引いた。


王族への物言いも、多少の遠慮のなさは親愛の証。その声にはきちんと敬意が滲み、よく慕われているなと思いながらリゼルも問いかける。


「やんちゃ、と言うと？」


「何人もいる王族の中に一人、飛びぬけて行動力に溢れてる方がいるの。こんな市場にも時々顔を出すのよ」


楽しそうに語る女性に、ふとリゼルは一人の人物を思い出した。


建国祭の時、櫓やぐらの上で楽しそうに手を振っていたアスタルニア王族の一人。年頃は二十代半ばだったか。盛大に勘違いして去って行った彼も、なかなかに破天荒そうな空気を纏っていた。


しかしアスタルニア王族は兄弟が多いと聞くし、人違いという事も充分に有り得るだろうと気にせず流す。


「へぇ、そいつどっかで見れたりすんの？」


「どうだったかしら。確か今は、国を離れてたと思うんだけど」


「だって。リーダー残念？」


「いえ、今は特に」


平然と微笑むリゼルを、どうやら興味がないらしいとイレヴンはじっと見た。〝今は〟という言葉が気になるが、必要ならばリゼルは伝えてくれる。それがないなら、知らなくて良いという事だ。


特に何の意味もない可能性もある。言葉で周囲の反応を引き出し、本心を見通そうとするのがリゼルの常。ジル曰く職業病に過ぎないのだから、気にしていても仕方がない。


「ま、そっかァ」


イレヴンは揺れる髪をピンッと弾き、試食にと出された小さな皿から砂糖漬けを一つ二つと口に放った。


「アスタルニアの王族というと、今は十八人、で合ってますか？」


「えぇと、そうね……前国王と、現国王、国王の御兄弟が十一人、その方達の子が五人だったかしら」


つまり前国王には十二人の子供と五人の孫がいるという事となる。


だが彼は今、この国に居ないようだ。基本的にアスタルニアの国柄に違わず奔放な王族が多く、当の前国王は王位を明け渡して早々、遠方の過ごしやすい島で悠々自適な隠居生活を楽しんでいるらしい。


「今の王様は、御兄弟の一番上ね。歳は三十五、だったかしら」


「年功序列じゃないんですよね」


「ええ」


彼女が含みなく頷ける程、優秀な人物なのだろう。


実は陰で、〝奔放ほんぽうな兄弟らの後始末を一手に引き受けている苦労人〟だという噂も真しやかに囁かれているらしいのだが。


「そんだけいると仲悪いとかねぇの？　王サマになんのは俺だー、的な」


「むしろ満場一致で今の王様を推おしたって聞くわ」


それは丸投げという意味だろうか。噂の真実味が増した。


優秀なら良いのだろうか、アスタルニアでは貴重な性質を持っているようだ、そう話し合うリゼル達を店主は屋台に頬杖をつきながら眺める。その瞳はとても楽しそうだ。


「だからかしらね。余計にお兄さんが王子様みたいに見えるのは」


「物語のって言われると、ちょっと複雑ですけど」


「あら、褒めてるわよ。お兄さんって、この国ではお目にかかれない品のある雰囲気だし。若い子に憧れの視線とか向けられるかもね」


さすが商売人、リップサービスが上手いとリゼルは苦笑した。


ここまで言われ、話も聞いて、何も買わずに去る訳にもいかないだろう。リゼルが一番小さい瓶を指してみせれば、彼女はにっこりと笑いながら値段を告げてきた。


随分と商売上手な事だと感心しながら、リゼルは銀貨一枚を渡す。そして礼を告げ、再び港へと歩き出した。


「リーダーそれどうすんスか、食うの？」


「どうしましょう」


普通に食べられるし食べても良いけど、とリゼルは手に持った瓶をポーチへと仕舞った。






そのまま屋台を冷やかしながら港へと向かうこと暫く。潮の香が徐々に強くなる。


そして辿り着いた港には本日の成果だろう魚介が並び、威勢の良い声が飛び交っていた。商業国とはまた違った活気を持つ、何とも騒がしく賑やかな市場だ。


「魔物が出たっていう割には賑やかですね」


「魔物っつっても食えるか食えねぇかの違いッスからね」


ん、とイレヴンが市場の中央を指さした。


そこには家庭で主婦が調理するような魚とはまるで違う、獰猛どうもうそうで巨大な魚の魔物が吊るされていた。角や棘とげが、これでもかと存在を主張している。これを食材として扱えながら、朝は一体何を騒ぐ必要があったのか。


心底不思議そうにそれを眺めるリゼルだが、実際は一匹捕まえるのに数十人がかりだ。罠を仕込み、数日かけて一匹捕まえられるかどうか。かなり運に左右される獲物で、かつ味も一級品という事もあって値段は跳ねあがる。


「あの魔物って、前に迷宮で見ましたよね」


「あー、あの浮島うきしまっぽい迷宮？　そッスね」


「獲ってきて売れば、良い値段になったかもしれません」


まず第一に戦闘を避けるべき魚の魔物を、倒せる前提で話し合うリゼル達に突っ込むものはいない。


なにせジルとイレヴンは、普通に腰まで水に浸かりながら倒した。避けるどころか、まさかの魔物の独壇場どくだんじょうである水中戦でだ。リゼルも地上からだが、魔銃で仕留めた事がある。


「動き回って当てづらかったし、確かに強敵でしたよね」


「襲いにきてくれねぇと手ぇ出せねぇしなァ、厄介っちゃ厄介」


微妙にずれた会話をしながら、二人は気にせず歩を進める。


漁師達や船員から依頼を受けたのだろう。市場には冒険者の姿もちらほらと見える。それが珍しい光景でもないのにリゼル達が人とすれ違う度に二度見されるのは、確実に冒険者だと思われていないからだろう。


それは装備の有無ではない。それぞれが一線を画する存在感を持つが故に、思わず視線を向けずにはいられない。


「あんた達が一刀のパーティか？」


だからこそ、厄介なものも引き寄せてしまう。


五人パーティの若い冒険者だった。彼らはリゼル達の前に立ち塞がり、値踏みするかのように二人を見る。


「あ、リーダーあれ。すげぇビチビチしてる」


「本当だ、凄いビチビチしてますね」


しかし声をかけられた二人は、吊り下げられた巨大魚がひたすら尾を振っているのに夢中で気付かなかった。吊られた頭は固定され、尾だけ左右に大きく振る姿はまさにビチビチの効果音が相応しい。いや良いものを見た、と二人して頷く。


「これはジルも見るべきでしたね」


「ニィサン微妙にタイミング悪いんスよね」


そして気付かず通り過ぎようとするリゼル達に、あまりの展開に固まっていた冒険者がハッと我に返る。そして一人の冒険者が、額に青筋を浮かべながら引き留めようと手を伸ばす。


「グァッ……！」


しかし乱暴に伸ばされた手は、リゼルの腕を掴む直前で止められた。


「あー、やっぱニィサンじゃねぇから砕けねぇかァ」


ミシミシと、骨が軋きしむ音が聞こえるようだった。


冒険者は今にも折られそうな手首を勢い良く引く。寸前、パッと離された掌に大きくよろめいた。たたらを踏み、目の前の赤色を睨みつける。


「雑ざァ魚こ」


イレヴンは慣れたように嘲笑を浮かべた。酷く嗜虐しぎゃく的な笑みが、活気ある空間を一気に得体の知れない空気へと変える。ざわり、と異変に気付いた周囲の視線が集まった。


そんな中、リゼルは動揺を浮かべる冒険者たちを気にかける事なく微笑んだ。


「やり過ぎると居づらくなっちゃうんですけど」


「これでも充分優しい方ッスよ。ほら、まだ手首くっついてるし？」


ひら、とイレヴンが手を振る。確かに彼にしては加減した方なのだろう。


そしてリゼルは、此処で初めて冒険者達へと視線を向けた。一刀という言葉、まだ冒険者になって何年も経たないだろう年若い男たち。彼らが冒険者になった時には既に、冒険者最強の噂は広まっていただろう。


そして今、その存在はアスタルニアにあり、彼らは数多あまた存在する一刀の噂が真実なのだと本人を目の前に理解した。


「ジルもモテますね」


「まぁ有名人だし、冒険者限定で」


王都でも絡まれたが、此方でも同じ。


大抵が一刀に対する妬みや憧れからの行動で、今回は後者か。だからこそ余計に、慣れ合わない筈の一刀の隣に居る二人が気に入らないのだ。


リゼルとイレヴンがのんびりと話していれば、放置された冒険者達が不愉快だとばかりに顔を歪めた。


「一刀を引き連れて良い気になるのは止めろ。金で冒険者気取りなんざ見苦しいんだよ」


「まぁ、〝冒険者もどき〟ですしね」


「ブフッ」


ぼそりと呟いたリゼルにイレヴンが噴き出した。


しかし、とリゼルは微かに拗ねてみせる。彼らの抱く一刀像は、物語の英雄のようにさぞかし高潔なのだろう。その程度のものに、彼を当て嵌めるのは止めて欲しいものだ。


そして、どうしようかと穏やかなまま立ち塞がり続ける冒険者達を眺める。


「そんなにお金持ちに見えます？」


「ッ揶揄ってんのかテメェ！」


その問いが相手を煽るものだと知ってはいたが、聞かずにはいられなかったのだから仕方ない。


純粋に手持ちの金貨銀貨の量ならば、ジルやイレヴンの方が多いだろう。誰も話題に出した事がないのでリゼルの予想に過ぎないが、恐らく間違ってはいまい。


だが、最も金持ち扱いされるのはリゼルだった。本人からしてみれば不思議でしかない。


「（これは、もしかして褒められてるのかも）」


そんな事を考えているリゼルを、ずれたコト考えてんだろうなァとイレヴンが楽しそうに窺う。


「馬鹿にすんなら覚悟は出来てんだろうなぁッ」


「頼みの一刀は此処にゃいねぇぞ！」


声を荒げる冒険者に、リゼル達の周りにはどんどんと人が集まってくる。


いかにも冒険者な五人と浮世離れした二人が相対する光景は、酷く興味を誘われるのだろう。盛り上がれば何でも良いアスタルニアの人々は、何だ喧嘩けんかかと楽しそうですらあった。


しかしイレヴンにとっては退屈な相手。リゼルもビチビチいっている魚が気になっている。ならばさっさと終わらせようと、イレヴンは微かに顎を上げて冒険者達を見下した。


「シアワセな脳みそしてんなァ、一回死んどけ雑ざァ魚こ」


「はッ、金で買われた犬野郎が何吠えてんだか」


その言葉に、ふっと二人は視線を合わせた。


そして数秒の間。どちらからともなく笑みを浮かべ、冒険者達を見据える。


「それがどうしました？」


「あ？」


とても冒険者とは思えない、穏やかなリゼルから放たれた挑発の言葉に、冒険者達は訝しげに眉を寄せた。


「金にものを言わせて俺がジルを使ったとして、何が悪いのかって聞いているんです」


ゆるりと細められたアメジストの瞳と、傲慢ごうまんな言葉に男達は絶句した。


目の前にいる男は、今や完全に冒険者の皮を脱ぎ捨てた貴族だった。傲慢で横柄おうへい、高圧的で人を見下すような視線。全てが自分に従うのを当然と思う、穏やかなままの傍若無人ぼうじゃくぶじん。


しかし、清廉せいれんとした雰囲気がリゼルを卑しくは見せない。傲慢であるのが当然だと、他者に納得させる姿ですらあった。


「俺の犬にも歯が立たない君達が、よく俺に意見しようと思いましたね？」


ゆっくりと持ち上げられたリゼルの手。その指の背がスリ、とイレヴンの顎を撫でた。


イレヴンはその手を一切の抵抗なく受け入れながら、ジワリと殺気の滲む瞳で弧を描く。牙を覗かせるように笑みを浮かべ、ワンッと喉を震わせ鳴いてみせれば、指先は褒めるように一度頬を掠かすめて離れていった。


「本性現しやがって……金でしか言うこと聞かせられねぇ奴が」


「財力も力の内でしょう？　それにしても、貧乏人がひがんでいる様は見ていて酷く面白い」


ゆるく握った手を口元に添え、リゼルはことりと首を傾け微笑んだ。







    
  
  




もし、此処が王都ならば。周りにいるのが、王都ギルドの冒険者達だったなら。冒険者だけではなく、リゼル達に慣れ親しんだ者達だったなら心の中で叫ぶだろう。まさかの、という思いを込めて盛大に。


『成りきった……!!』


と。そして遊ばれている相手に心底同情しながら、傍観に回る筈だ。


だが此処は王都ではない。周囲もリゼルに慣れていない者ばかりだった。すれ違う度に〝何者なんだろう〟と思っていたら冒険者で、それが突如いかにも上位者っぽい雰囲気を出して、しかし穏やかなままで。


掴めない印象に彼らは混乱すると共に、高揚を覚えずにはいられない。いきなり飛び込んできた非日常、目を離すのは困難だった。興奮したように囁き合う観客達に、楽しんで貰えて何よりだとリゼルは笑う。


「文句を聞いてあげる程、俺は暇じゃありません。言いたい事は何ですか？　ジルを解放しろ？　それとも冒険者を辞めろ？」


「それは……ッ」


「聞くだけは聞いてあげましょう。けど、その前に一つ」


相手の言葉を遮る様に、一本立てた指で唇に触れる。その笑みがゆっくりと深まった。


「絶対に、叶えてはあげませんよ」


ブチリと冒険者達があまりの屈辱に理性を飛ばし、剣へと手をかける。


その時には既にイレヴンはリゼルを後ろにやり、嘲笑を浮かべながら前へと躍り出ていた。






その十分後。


「どうして！　お前達は大人しく出来ない！」


リゼルとイレヴンは、目の前に仁王立ちするナハスから説教を受けていた。


近くにあった屋台、その低い椅子に二人並んで腰を下ろして大人しく話を聞いている。いや、大人しいだけで特に反省はしていないのだが。


「今回は俺達が絡まれた側なんですけど……」


「そこで何でノッた！」


「楽しそうだな、と思って」


「これだ、悪びれないんだお前たちは！　悪くないしって顔をするな！」


何故ナハスが此処にいるのか。それは偶然でしかない。今朝、港に魔物が出た際に出動した魔鳥騎兵団。その後始末や被害状況、何か不安事がないかの確認も兼ねて港へと来ていただけだ。


だがそこで彼が目にしたのは、ボコボコにした冒険者を積んで嘲笑うイレヴンと成りきったリゼル。ナハスは咄嗟に魔鳥から落下するかと思った。


アスタルニアの冒険者ギルドは独立色しょくが強い。冒険者同士のいざこざには、余程の理由がなければ国は関わらない。だが、思わず詰め寄ってしまった自分は悪くないだろうとナハスは心底信じている。


「あ、見てリーダー。力尽きた」


「だから暇じゃないって言ったのに。副隊長さんも、もう少し早ければ見れたんですけど」


「そして反省はなし！　知っていたがな！」


元気にビチビチしていた魚は、今やシーン……と静かに吊り下げられている。


残念そうなリゼル達に、何故そんなに魚が気になる、とナハスは己の心の安寧を求めて親愛なる相棒へと手を伸ばした。もふもふとした胸の羽毛が心を安らかにしてくれる。


「落ち着くには甘いものですよ。これ、差し上げます」


「ん、花の砂糖漬けか。有難く貰おう、これは俺の相棒も好きで時々……じゃない！　これは貰うが！」


そんな三人を、先程まで騒動を見物していた人々は〝訳が分からん〟と思いながら眺めていた。


傲慢な上位者は穏やかで品のある男に戻り、唯一人にしか懐かないと全身で訴えていた獣人は退屈そうに欠伸を零し、そして何故か国の誇る魔鳥騎兵団の副隊長から説教を受けている。


ただ、何となく話の流れからそれなりに察した。穏やかな男達が遊んでいただけ。それも、騎兵団と顔見知りだというのなら悪い人ではないのだろうと。


変わった人達が来たものだと、彼らは尾を引く少しの高揚と共に散り散りに解散していった。しかし冒険者というのは本当なのだろうかと、各々首を傾げながら。


「大体、勝手に貴族を名乗るなど下手をすれば厳罰ものだぞ！」


「やだな、自分から貴族だなんて言ってませんよ」


「被害は圧倒的に向こうが大きいのだし、ギルドに変に言いつけられたらどうする！」


「だから、絡まれたっていう証人として周りの人たちを集めたじゃないですか」


何故そこまで気を回せて、絡まれた時に綺麗にスルーが出来ないのか。


出来る癖にしなかったに決まっている、楽しそうとか隠しもせず言っていたしと、ナハスは全てを諦めた。果たして我が国の冒険者ギルドは、目の前の二人と姿の見えない一人を扱いきれるのかという心配は心底あるが。


「……頼むから、国に影響するレベルの問題を起こしてくれるなよ」


「あれ漁師鍋じゃねッスか」


「え、どれですか？」


「お前達はどうしてそんなマイペースなんだ！　聞こえていたら返事！」


この後、ナハスは何だかんだで港の案内や魔物の襲撃状況などを教えてくれた。かなりの面倒見の良さだ。たとえ、それがリゼル達が問題を起こさないよう監視する為だとしても。


ヒスイも良い人を紹介してくれたものだと、リゼルはほのほの微笑んで港を観光するのだった。






「あ、ジルおかえりなさい」


「あぁ、港はどうだった」


「丁寧に案内して貰って、凄く分かりやすかったです」


「そりゃ良かった」







75．


【酒湧樹木さけのわくきの酒がたらふく飲みたい】というＣランク依頼により、森の一部地域にのみ生えるという酒湧樹木を探し歩いた三人は、無事に依頼を完了してアスタルニアの街並みを歩いていた。


酒湧樹木は樹液が酒になる。一度にとれる量の少なさから希少酒に名を連ねるそれを、ジルやイレヴンはちゃっかり自分達の分も確保していた。今晩、早速飲むかと話し合う二人に、リゼルは満足したなら何よりだと頷く。


「そういえば、最近は門番の方に頷かれる事も少なくなりましたね」


「めっちゃ納得されてたッスもんね」


入国の際、ナハスが門番へと伝えたリゼル達の人物像は、代わる代わる役目につく門番達の間で順に伝えられているのだろう。


ナハスにしてみれば純粋な厚意だろうし、リゼル達も大変助かるのだが、それはそれとして初対面の兵士に全力で納得され続ける日々というのはなかなかに複雑だった。


「寄るぞ」


「はい」


ふいに、ジルが一軒の酒屋に入る。酒湧樹木の酒だけでは足りないのだろう。


それもそうか、とリゼルは頷いた。ジルは一人ならば味わうようにゆっくり飲めるが、イレヴンは度数が高かろうが何だろうが流し込む。そんなイレヴンと共に飲むならば、ペースも自然と上がるだろう。


「ニィサン分かってるー。俺コレと、コレとコレ」


「甘いもんばっか選んでんじゃねぇよ」


「言うほど甘くねぇし。酒なら少しぐらい甘くてもいけんじゃん。それとー」


目についたものを次々と手に取る二人の後ろで、リゼルは一人並んだ酒瓶を眺めていた。


酒の名前も、その由来も。ものによっては材料も製法も分かるのに、味だけが分からない。貴族社会で酒が飲めないというのは様々な場面で苦労する。いちいち記憶など飛ばしていられないし、弱みとなるなら周りに知られる訳にもいかない。


「（あっちとあんまり変わらないなぁ）」


流石に見覚えのない名前は多いが、物自体はあちらの世界と変わらないだろう。


アスタルニアは、王都に比べて辛口の酒が圧倒的に多い。しかし果実を使った甘さの強い果実酒も多い。そのどちらも度数が高めなのは、やはり国柄だろうか。


「リーダーお待たせ。何、飲みてぇの？」


「いえ、見てただけです」


何だ、と残念そうなイレヴンの後ろでジルが嫌そうに顔を顰めていた。


「飲みたいんですけど、あの二日酔いはちょっと……」


「あー、酷かったッスもんね」


「てめぇの所為だろ」


「まぁそうだけど」


三人は店を出て、再びギルドへと向けて歩き出した。






ギルドへと到着した時には、既に日も暮れかけていた。


イレヴンの嗅覚を頼りに、目的の樹はスムーズに発見したが、樹液を溜めるのに時間がかかったからだ。普段は早々に依頼を終わらせ、ギルドが混む前に依頼終了の手続きを終えるリゼル達なので、朝以外で混み合うギルドは新鮮でもあった。


「混んでますね」


「今の時間が一番混むだろ」


「げぇー、時間かかりそ」


誰しも暗くなる前に活動を終えたいものだ。仕方ない。


絶えず冒険者が出入りしている入口にリゼル達も近付き、一組のパーティが出て行った直後の閉まりきらない扉を潜り抜けた時だった。


「依頼を受けられないってどういう事だコンニャロ！」


聞こえた声に、リゼル達は顔を見合わせた。


ジルはしばらく考えた後、「あー……」と納得したように眉を寄せる。イレヴンは聞き覚えがあるようなないような、と飄々ひょうひょうとしている。そしてリゼルはというと、随分と色々な国を回っているなと酷く感心していた。


三人の視線の先には、ボサボサの髪とサイズの合わない眼鏡が特徴的な少女。いや、背は低いがリゼルと同年代である女性が、一人のギルド職員へと詰め寄っていた。


「怠慢たいまんしてんじゃねぇコンニャロ！　今までのギルドには断られた事なかったぞ！」


「怠慢たぁ人聞き悪いな。俺はあんたの為に言ってんだぜ、嬢ちゃん」


ざり、とギルド職員が顎髭あごひげをなぞりながら告げる。


「どうせ受ける人間なんざいねぇんだ。依頼金をわざわざ無駄にするこたぁねぇ」


口調は荒いが、彼も決して意地悪で言っている訳ではない。


生粋のアスタルニア冒険者は、とにかく力で全てを示せという傾向が強い。雑用で積み荷を運びはしても、劇団の手伝いなど格好が付かない。そう考える者が大半だ。


ならばアスタルニアの外から拠点を移してきた冒険者はというと、彼らは広大な森を抜けてここまで辿り着ける実力の持ち主だ。今更、雑用に手を出して日銭を稼ごうと思う者などいない。


「無駄かどうかは分かんねぇだろうが！　そっちの事情は私も知ってんだよ、だから報酬も奮発ふんぱつしてんだろうがコンニャロ！」


「そうだなぁ……」


顎髭をなぞりながら、職員は弱ったように天井を仰ぐ。


依頼人側も、決して考えなしではないのだ。むしろ、十分に冒険者事情を理解した上で、依頼を受ける冒険者が現れない事も想定して持ってきている。


ならば、依頼として出すだけ出せば良い。しかしギルド職員としては、受け手のない依頼を受理するのは不手際ふてぎわ扱いされてしまう。平たく言うと給料とかに影響が出る。


「それじゃあまぁ、一応出して」


他国なら受ける冒険者もいるだろうが、やはり望み薄だと。だがこれで依頼人が納得出来るならと、そう口にしようとした時だ。


「おいおい嬢ちゃん、そんな柔な依頼を受ける奴ァいねぇよ。諦めな！」


「はァ!?」


ふいに、その光景を面白そうに見物していた冒険者から野次が飛んだ。咄嗟に女性がそちらを睨み付ける。


「外野モブが野次ってんじゃねぇコンニャロ！　受ける気ねぇなら黙ってろ！」


舞台の上で鍛きたえられた声量は、そこらの男に全く引けを取らなかった。ビリビリと空気を震わせるような威勢の良い啖呵たんかに、周りの冒険者らも盛り上がって囃はやし立てる。


「何だぁ？　俺はあんたの為を思って言ってやってんだよ」


叩きつけられた声に一瞬目を見開いた冒険者は、しかしすぐにニヤリと獰猛どうもうに笑った。


「そんな依頼受けるなんざ、よっぽどの軟弱者だぜ？　そんな奴の手伝いなんざ、何の役にも立たねぇってな！」


女性は不快感を隠す事なく、酷く顔を歪めた。


〝受ければ軟弱者だ〟と声高に断言した冒険者。そんな事をされては、余計に依頼を受ける人間がいなくなってしまう。冒険者は舐められれば終わりだ。


嫌らしい真似しやがってと内心で吐き捨てながら、彼女は売られた喧嘩を買った。


「ハッ、軟弱でも口だけ立派で何もしねぇ奴よりマシだぜコンニャロ！」


「それは良かった」


直後。穏やかな声と共に、好戦的な空気が霧散むさんする。


握りしめて皺しわの寄った依頼用紙を、後ろから伸ばされた手が優しく奪っていった。女性は目を見開きながらそれを見送り、しかしすぐにバッと振り返る。


「依頼内容は前と一緒なんですね。あ、本当に報酬が良くなってます」


「劇団〝Phantasmファンタズム〟？　これどっかで…………あー、あん時の。こんな女いたっけ」


「てめぇ謝った方がいいんじゃねぇの」


「何で？」


依頼用紙を眺めるリゼルと、横から一緒に覗き込むイレヴン。そして同じく呆れたようにそれを見下ろすジルへ、ギルド中の視線が集まった。


今、アスタルニアの冒険者の中で間違いなく最も話題に上がっているパーティ。その登場に固まる周囲の前で、彼女はパクパクと口を動かしてリゼルを見上げている。


「団長さん、お久しぶりです」


「おま……いや、来てたのは知ってたけどな！　昨日見たし！」


「そうなんですか？　声、かけてくれても良かったんですけど」


劇団〝Phantasm〟の団長は、驚愕から立ち直るようにガリガリと髪を掻き毟むしった。


基本的に、舞台の設営を手伝ってくれた冒険者の事を彼女は忘れない。なるべく忘れないようにしている。だが、その中でも目の前の穏やかな男の事はよく覚えていた。


滅多にお披露目出来ない魔道具を充填じゅうてんし、ヴァイオリンが使えないという危機的状況を救い、舞台を暗闇に包みながらも悠々としていた、冒険者らしくない冒険者。忘れろという方が難しい。


「出来る訳ねぇだろコンニャロ！　人の演技中に声かけれるか！」


「あ、プロに見られるのは流石に恥ずかしいですね。どうでした？　いかにも悪徳貴族っぽくしてみたんですけど」


「ちょい過剰だったな。そもそもキャラが合ってねぇぞコンニャロ。無駄に貴族っぽいのが足引っ張って、悪徳イメージが浮いてる感じがした」


随分と的確な評価に、リゼルは「それは残念」と可笑しそうに笑った。


そして、自然な足取りでギルドの受付へと歩み寄る。片手には依頼用紙。当然のように渡してみせれば、強面の職員は用紙とリゼルとをしきりに見比べていた。


それを全く気にすることなく、ふとリゼルが団長を振り返る。


「前みたいに人数が必要ですか？」


「は？　いや、今回は劇場借りれたし、二、三人いりゃ上々だけどな……だからこっちも報酬上げれんだし」


「じゃあ大丈夫ですね」


微笑むリゼルに、団長は丸い眼鏡の奥でパチパチと目を瞬かせる。


「今回は俺もか」


「雑用でも楽しけりゃ良いけど」


その後ろで、片や諦めたように溜息をつき、片やニヤニヤ笑う姿があった。依頼の決定権はリーダーのもの、文句など出る筈もない。


それを見て、反対意見はなさそうだとリゼルも職員に向き直る。


「これ、俺達への指名依頼として扱って下さい。この場で受諾手続きも終わらせます」


「あ、あぁ」


「あ、まず終了手続きが先ですね」


「まあ、ついでだ……やっておく」


リゼル達がアスタルニアの冒険者ギルドを利用したのは、まだ数回。それでも圧倒的な存在感を周囲に示す相手を前に、普段は血の気の多い冒険者を平気で相手取る職員もぎこちなく頷いた。


「団長さん」


職員が依頼の手続きを開始したのを確認し、リゼルはちょいちょいと団長を呼び寄せた。一瞬の間の後、彼女はダッダッと勢い良く足音を鳴らしながら数歩の距離を駆け寄ってくる。


「……受けてくれんのか！」


「お嫌じゃなければ」


「おっしゃぁぁぁ！　じゃああの魔道具使えるから劇場の広さ計算して！　この国なら雪とか降らせればウケ良さそうだな！」


もはや舞台の演出しか彼女の頭の中にはないのだろう。相変わらずだなぁとぴょこぴょこ激しく跳ねる茶髪を見下ろして、リゼルはジル達と手続きの終わりを待つ。


「あのシーン増やして！　あのシーン減らして！」


「団長さん、依頼料をって言われてますよ」


「持ってけコンニャロ！」


机の上に叩きつけられた銅貨が、チャリッと音をたてて跳ねる。


しかし団長の意識は微塵もそちらを向かない。素晴らしい集中力だと感心していると、ふとイレヴンに肘でつつかれた。視線で促され、そちらへ目を向ける。


そこには、先程まで団長へと絡んでいた冒険者。いまだにポカンと口を開けたまま此方を見ていた彼は、リゼルの視線に気付いてハッとしたように目を泳がせた。


そんな彼へ、ゆるりと首を傾げてみせる。


「軟弱者って呼んでもいいですよ」


いかにも強者な一刀と獣人の目がある中、まさか呼べる筈もなく。


口元を引き攣らせながら首を振った男は、リゼル達が去った後に〝巻き込むなこの野郎〟とパーティメンバーに袋叩きにされる事となる。






翌朝、太陽がすっかり姿を見せた頃。


ジル達も散々酒を飲んだ癖に微塵も二日酔いなど見せない朝に、三人は海にほど近い劇場へと訪れていた。


普段から様々な催し物に貸し出される劇場だが、今は〝Phantasm〟が決まった期間で貸し切っているらしい。一から舞台を作り上げるよりは、随分と楽だろう。


「あ、お久しぶりですー！」


「お久しぶりです」


劇団員も見覚えのある顔ばかり。声をかけてくれた女性も、以前の依頼の際に冒険者を取りまとめていた団員だった。


リゼル達が来る事は聞いていたのだろう。すぐに団長の元へと案内される。


「今回の演目も〝幻想の旅人〟ですか？」


「それのアレンジですね。もっとライトにして、冒険色を強めた感じで……たぶん全然違うものになるので、公演が始まったら是非観に来て下さい！」


アスタルニアでは泣かせるシーンはあまりウケない。派手な演出はウケが良い。そう楽しそうに語る彼女に、ウケれば何でも良いのは変わらないらしいとリゼルは頷いた。


実力派劇団だというのに売り方に躊躇ちゅうちょがない。若手が多い所為か。


「団長ぉー」


客席を抜け、資材の積まれた舞台へ。彼女は木箱の後ろをひょいっと覗き込む。


座り込んで、台本へと一心不乱に何かを書きこむ団長が一人。


「冒険者の方がみえましたよ。私、照明に戻りますからね！」


「魔道具出しといたか！」


「ちゃんと出しておきましたー」


パタパタと軽快に走り去って行った女性を見送ると、ガリガリとペンを動かしていた団長がバッと顔を上げた。


「じゃあ早速……お前らラフだなコンニャロ！　一気に混乱したわ！」


「あれ、駄目でしたか？」


今日は特に、魔物と戦う予定もない。危険な場所にも行かない。それならば別に良いだろうと、リゼル達は全員私服だ。


イレヴンはタンクトップ、ピンで前髪を上げているので露わになった額が非常に涼しげだ。ジルも無難を求めた結果、黒から逃れられないようだが王都ではあまり見なかった半袖。


それらに比べればリゼルは圧倒的に露出が少ない。しかし首も覆っていないし、ゆったりとしたシルエットだしでリゼルにしては結構頑張っている。ちゃんと涼しい。


「いや、全然良いけどな。……それにしても」


ふいに団長が立ち上がり、ぐるりと三人の周りを回った。


ジロジロと遠慮のない観察。嫌な予感がする、とイレヴンは顔を引き攣らせながら一歩リゼルへと寄る。そして団長は、ぴたりとジルの真正面で止まった。


ふむ、と気難しい顔で黒色に包まれた体を凝視する。


「ムッキムキの冒険者に比べりゃ細ほせぇと思ってたけど、相当良い体してんな」


「確かに、着やせするタイプかもしれませんね」


恐らく褒め言葉だろうが、当のジルは全力で嫌そうな顔をしていた。


一方のリゼルだが完全に他人事だ。むしろやや面白そうでもあり、ジルの恨みがましい視線が突き刺さる。


そんな中、ふいに団長が気合いを込めるように長い袖をたくし上げ、拳を握りしめた。


「殴っていいか！」


「え？　どうぞ」


どうしてお前が許可を出すんだと当事者が突っ込む前に、ジルの腹にその拳は叩き込まれた。一切の遠慮がない全力の一撃だ。


「ジル？」


「何とも」


しかし何がしたいんだと、表情も変えず微動だにしないジルは団長を見下ろした。鍛えてもいない女の細腕に幾ら力を込められようが、全く痛くはない。


「痛ッてぇ……！」


逆に、痛む拳を開閉させたのは団長だった。


輝かんばかりの獰猛な笑みを浮かべ、ぐるんと首を舞台の隅へと向ける。そこに居るのは衣装を運んでいるだろう団員の男、そして彼女は走り出した。


「これだよコンニャロ！　おいテメェ次の公演までに筋肉つけろっつったろ！　つけたか！」


「は!?　団長訳分かんね」


「おらぁ!!」


「ぐは……ッ」


叩き込まれた拳に彼は崩れ落ちた。


「見せかけだけの体でリアリティが出ると思ってんのかコンニャロ！　腹筋やわっやわじゃねぇか！　あれ目指せ！」


既に割かし立派な体格を持つ男が、痛みを堪こらえながら〝あれ〟と称されたジルを見る。


見るからに実用性重視。実戦の中で鍛えられ、絞られた筋肉。男としては憧れるが、誰しも限界というものはある。いや、その例外が今まさに視線の先にいるのだが。


「ぜってぇ無理……」


「ァアン!?」


そして痛みに撃沈した団員に同情の視線が集まった。


「あれ、みぞおちッスよ」


「団員に怪我させちゃ駄目なんじゃないでしょうか」


「仲間殴らせるリーダーも似たようなもんだろ」


どうせ痛くも痒かゆくもないんだから一発ぐらい良いんじゃないかと思ったが、リゼルは素直に謝った。安易に許可を出した結果があの悶絶する団員なのだから、何だか悪い事をした気がする。


「次はそっちの獣人だコンニャロ！」


「どうぞ」


「げッ」


ダッダッと勢いよく団長が駆け寄ってくる。


リゼルは再び容赦なくイレヴンを差し出した。反省はしたがそれはそれ、舞台の成功に必要な事ならば出来る限り協力したい。その為に団長自ら団員を犠牲にするというなら、リゼルも心を鬼にするのだ。


何より面白そうだし、という気持ちもあるが。それを見透かしたように、ジルから呆れきった視線が向けられる。


「怖い怖い怖い」


「魔物より楽でしょう？」


「こっちのが怖い！」


目の前で急停止した団長に、イレヴンの顔は引き攣りきっていた。


しかし、リゼルが許可を出したからには避けも防ぎも出来ない。瞬間的に、先程のジルと同様の結論に達した彼は覚悟を決めて攻撃に備えた。団長が拳を振り上げる。


「ドラァッ！」


「怖こッえぇんだよなァコイツ！」


叩き込まれた拳は、やはり力を込めた固い腹筋により拒まれる。


痺れる拳に団長はにやりと笑みを深め、やはりとある一団員へと駆けていった。荒ぶる団長に突撃された団員は、幸か不幸か先程の悲劇をしっかりと目撃していた。可哀想に、と思いながら見ていた。よってわき目も振らず逃走を開始する。


「待てテメェコンニャロ！　身軽な役すんだから絞っとけっつっただろうが！　アレ見ろ！　細いのに全ッ然やわく見えねぇし実際やわくねぇぞ！」


「現役冒険者と一緒にしねぇで下さ、ひぇ、待て待て待て無理ですってば！」


そんな全力の逃走劇は、準備が進まないという理由で他の団員が彼を売った事で終わりを迎えた。数人がかりで羽交い絞めにされて容赦なく団長の拳を叩き込まれていたが、先程の団員と違って心の準備が出来ただけマシだろう。


リゼル達の元へと戻って来た団長は、これでもかという程に息を切らしていたが心底満足そうだった。


「俺は良いんですか？」


「馬鹿野郎、お前殴ったらただの依頼人のパワハラだろうがコンニャロ！」


ならば何故自分達は良いのかとジルとイレヴンは思わず団長を見たが、その視線が届く事はなかった。






最初に多少の騒動はあったが、準備は順調に進んでいた。


「〝幻想の旅人〟では魔王とかいましたけど、今回もですか？」


「キャラは変える予定だけどな、美少女に！　ついでに主役と恋愛に絡めるか考え中だコンニャロ！」


リゼルは舞台の縁に腰かけながら、のんびりと魔道具に魔力を注ぎ込んでいる。


周囲がせっせと働く中で座っているのを、居心地悪いとは思わない。リゼルにとってそれは当たり前だったし、自分しか出来ないことをしているのだから仕方のない事だ。


隣では胡坐をかいた団長が、相変わらずガサガサと台本に書きこんでは頭を掻き毟っている。


「そういうの、受けるんですか？」


「波乱万丈っつうのはな。けど、詰め込み過ぎても分かりにくくなるしな」


「折角の分かりやすい世界観ですしね」


リゼルは時折奇声を上げる団長と談笑しながら、周りを見渡した。


舞台の上にはジル。数人がかりの力作業を一人で早々に終わらせた彼は、折角一流の冒険者がいるのだからと戦闘シーンの監修をしていた。監修といっても、不自然な動きを指摘するだけだが。


面倒そうに〝動きが違う〟だの〝普通やらない〟だの言っているあたり、依頼はきちんとこなす彼らしい。


「やっぱ魔王を少女にする分、迫力に欠けんなコンニャロ」


「皆さんの演技なら迫力も出そうですけど」


「ただ迫力出してぇなら男のままで良いんだよ！　それを変えんなら、もっとこう冷たく高貴で棘のある薔薇で！　観客呑み込むくらい支配して！　くっそ、台詞を煮詰めるしかねぇかコンニャロ！」


公演までそれほど時間はないだろうに、彼女は相変わらず最後まで妥協がない。


練習に付き合う団員は大変だろうが、彼女が誰より舞台の事を考え、努力しているからこそついてくるのだろう。仲が良い劇団だと、リゼルはふっと上を向いた。


照明と照明の間を、赤い髪が滑らかに行き来している。高所でも命綱を必要としないイレヴンは、縦横無尽に縄を張り巡らせていた。


そんな彼が、リゼルの視線に気付いてにっこりと笑う。ひらりと振られた手にリゼルも振り返し、そろそろかなと魔道具を覗き込んだ。もう少しか、と再開させる。


「お題！　国を一つ落としてきた部下への少女魔王の言葉！　報酬やんなら何が良い！」


視線は台本に向けたまま、声を張り上げた団長にリゼルは目を瞬かせた。


「金！」


「地位！」


しかし団員達は慣れたように返す。成程と納得したように微笑んだ。


台本作りは団長が行っているようだが、周囲の意見もしっかりと取り入れる。なるべく不満を抱かれないように、という配慮だろう。感情的な割に冷静なんだよなぁと、リゼルは的確ながら矛盾した事を思いながら、次々と挙げられる案へと耳を傾けた。


資材を組んでいる団員の男が言う。


「国をやろう！」


「貰うと運営にかかりっきりになっちゃいますよ」


「お前が言うと説得力あんのは何でなんだよコンニャロ！　次！」


板に色を塗っている団員の女が言う。


「私をあ・げ・る！」


「塗料に顔突っ込め！　次！」


戦闘シーンの練習で剣を交わしていた男が言う。


「踏んであげましょう！」


「おい、今の避け方だと首飛ばされるぞ」


「そのまま飛ばされてろドエム野郎！　次！」


天井からぶら下がるロープを引っ張っていた女が言う。


「良いものあげるー！」


「それが何か聞いてんだろうがコンニャロ！　次！」


座席をせっせと拭いていた男が言う。


「優しい長になってやる！」


「なんか私に文句でもあんのかお前コンニャロ！　次！」


舞台の隅でヴァイオリンを奏でていた男が言う。


「新しい楽器が欲しいです！」


「何でてめぇが欲しいもんになってんだ買わねぇぞ！　次！」


天井の骨組みからブランと逆さにぶら下がったイレヴンが言う。


「あ、やべ。何かベルトから抜けた」


「ぎゃぁぁぁ！　上からナイフ落ちてきたぁぁぁ!!」


流石は劇団員、賑やかな事だとほのほの笑うリゼルへと、ビッと隣からペンが突き付けられた。


そちらを見れば、睨むような強い瞳。自分もか、リゼルは考えるように「んー……」と呟いた。一瞬、流れに乗って何か面白い事を言うべきか真剣に悩んだが止めておく。


以前見た劇の中では、魔王は部下に深く忠誠を誓われていた。王なのだし「良くやった」の一言で済ませても良いような気がするが、それは彼女が望む答えではないだろう。


「やっぱり、普通で良いんじゃないですか？」


「普通っつうと、やっぱ金か権力だなコンニャロ」


「国を一つ落とす程の成果だし、もっと特別な……ん、そうですね。俺なら」


団長はぴくりと眉を上げた。


溢れるほどの金でも、好き放題出来る権力でも足りないという。しかし普通で良いと告げるのだから、それ程突飛なものではない筈だ。


彼女は思いつく限りの褒美を思い浮かべながら、リゼルの言葉を待つ。


「ただ名を呼んで貰えれば、それで」


それは、誰も予想しえない答えだった。


平然と、しかし何かを誇るように告げられたそれに団員たちの手がピタリと止まる。それだけで良い筈がない、とは誰も言えなかった。


舞台に立つジルは、真っ直ぐにリゼルを見てそれを肯定するように目を細めていて。イレヴンは横目でリゼルを窺い、酷く機嫌が良さそうに唇の端を吊り上げている。


それを目撃してしまえば、誰もリゼルの答えに疑問を抱く事など出来る筈もなく。


「あ、でも部下視点で考えちゃ駄目ですよね。こういうのって」


それはつまり、と固まる団員達を我に返したのは、やはりリゼルの声だった。


可笑しそうなリゼルに、彼らは気が抜けたようにパチリと目を瞬かせて作業を再開させる。


「ッたく、人を呑のまなきゃいけねぇ劇団員が呑まれてんじゃねぇぞコンニャロ」


「あ、俺って劇団員の才能ありますか？」


「あったとしても使いづれぇよ！」


やけくそのように叫んだ団長が、しかし何か掴んだとばかりに激しくペンを動かし始める。


リゼルは黒に染まっていく台本を眺め、もはや読めないのではと思いながら魔道具から手を離した。そろそろ魔力も満タンだろう。


「団長さん、終わりました」


「相変わらずピンピンしてんなコンニャロ。おら報酬だ、持ってけ！」


押し付けられるように渡された三人分の報酬。


どうやら冒険者が手を出せる範囲の作業は無事に終わったようだ。出来た、と天井から降ってきたイレヴンと、指導を終えたジルもリゼルの元へと集まってくる。


「ついでだ！」


「有難うございます。見に来ますね」


更に突き出された三枚のチケットは、公演初日のものだった。ぶっきらぼうに渡しながら、リゼルの言葉に嬉しそうに笑う団長の姿は以前と何も変わりがない。


きっと、一番見やすい席を空けておいてくれるだろう。今度は早めに宿を出なくとも良さそうだと微笑み、リゼルは舞台から立ち上がる。


そして三人は、すれ違う度に劇団員から感謝の言葉を貰いながら劇場を後にした。






ぼんやりと明かりの灯る薄暗い空間だった。


しかし陰気ではない。厳おごそか、といって良い。重厚なヴァイオリンの音色がゆっくりと流れ、その空間に存在する数人が動かねば時間の経過も忘れそうな程に、酷く停滞した空間。


そして、音色が途切れた。耳に痛いほどの沈黙。身じろぎの音すら聞こえてきそうな空間で、その場にいる人々の目は舞台の中央に座るただ一人の少女に集まっていた。


その前には膝をつき、頭を垂れる男が一人。豪奢な椅子に腰かけ、華奢な肢体をアンバランスな程に大人びた漆黒のドレスで包んだ美しい少女から、彼は一瞬たりとも視線を外せない。


「っふふ」


静寂の中、少女から零された笑い声は人々の意識をより強く絡めとった。


何を言うのか。何をするのか。誰もがその瞬間を待つ。とある大国を支配した部下へ、声をかける瞬間を。労ねぎらいか、罵倒か、それとも次の指令なのか。


「────」


零されたのは、部下の名前だった。そこから何か続くのだろうと、誰もが思った。


しかし部下の男が垂れていた頭を上げる。驚愕するように、歓喜するように、震える唇と見開かれた瞳がそれこそ褒美なのだと語っていた。それに気付いた人々が息を呑む。


有り触れた褒美など必要ないのだ。これこそが、と。


「ねぇ」


少女が、魔王と呼ばれた少女が、しな垂れかかるようにペタリと肘掛けへと上体を預けた。


ゆっくりと片手を持ち上げ、自らの顎をなぞるように手の甲を滑らせる。そこへ唇を寄せるように頬杖をつき、ちらりと流された視線が顔を上げた部下を捉えた。


正しく獰猛、正しく美貌、正しく支配者、それはまさに咲き誇る薔薇のような笑みだった。


「私に名を呼ばれる栄誉を、噛み締めなさい」


白く細い足が、薄暗い空間の中で浮かび上がるようにぷらんと揺れた。






舞台を眺め、イレヴンは胡散臭そうな顔を隠すことなく隣のリゼルへと寄せた。気付いたリゼルが応えるように寄せた顔へと唇を近づけ、囁く。


「あれが本当に人にボディーブローかました女ッスか」


「団長さんです。流石の実力ですね、存在感がケタ違いで」


「声も違ちげぇし俺全ッ然分かんねぇ」


イレヴンだけではない。観客の誰もが、普段の団長を目の前にしても舞台の少女と気付かないだろう。女性の本気は世界が変わろうが素晴らしい、とリゼルは感心しきりだ。







    
  
  




そして魔王側の演出が終われば、一瞬の舞台の暗転。場面が変わり、今度は主人公サイドへと切り替わる。すぐに始まったのは戦闘シーンで、途端にワッと歓声が上がった。


ヴァイオリンが激しい音楽を奏でる中、流れるような剣撃の応酬は以前よりも明らかに洗練されていた。ジルも指導の甲斐があったというものだろう。


「俺はリーダーのが好きかなー」


「そんな畏れ多い」


そういえば、前はイレヴンも何処からか聞いていたのだったか。プロの演奏家と比較されては恥ずかしい、とリゼルが苦笑を零す。


その横でジルは黙々と舞台を眺めながら、だからそう避けると首を落とされるだろうがと内心でぼやいていた。
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依頼の終了手続きも終わったギルドで、リゼルは地図の描かれた警戒ボードを眺めていた。


「あ、スポットが近付いてますね」


「ほんとだ」


黄色で色分けされた魔物の異常発生が徐々にボードの外へずれており、それに代わるように赤の斜線が隅から覗く。


森で発生する魔力溜まりだが、アスタルニアは海風に守られている。よって国を侵す事はないが、近付くようなら少なからず影響は出るだろう。冒険者や狩人など、活動範囲がかなり限られそうだ。


「影響が出るようなら言え」


「あー、魔力中毒？　リーダーだいじょぶ？」


「今は全く。有難うございます」


魔力中毒の症状は、魔力量が多い者ほど出やすい。


だがリゼルは、それなりに多いというだけで莫大という程でもないのだ。よほど近付かなければ支障はないだろう。


いざとなれば例のバンダナもある。デザイン的に街中ではやや使いにくいが。


「お、おい！」


折角だし魔力溜まりの見学にでも行こうか、などと常軌を逸した事を平然と話し合っていた三人にふいに声がかかる。


リゼル達が振り返れば、そこには見覚えのある冒険者が一人。腕を組んで仁王立ちしていたのは、先日劇団〝Phantasm〟の団長が依頼に来た際にヤジを飛ばした男だった。


イチャモンか何かかと、舌を唇に這はわせながら前に出ようとするイレヴンをリゼルは手で制す。恐らく用件はガンの付け合いではないのだろう、と予想しながら応えてみせた。


「どうしました？」


「……てめぇらに、聞きたい事がある」


男は腕を組んだまま、あちこちに視線を泳がせていた。


とてつもなく言い辛そうな様子だ。しかし付き合う義理もなければ、特に気にもならないリゼル達が、何も言わない男に平然と雑談に戻ろうと時だ。彼は焦ったように口を開いた。


「てめぇら、あの劇団の依頼受けたなら知ってんだろ！　あの、魔王役の事！」


勢いよく吐き出しながらも赤くなった顔に、リゼルは慈悲深い笑みと共に頷いた。ジルは憐あわれみと共にそっと目を逸らし、イレヴンは全力で噴き出して遠慮なく爆笑している。


きっと冒険者に絡まれようと怯まない団長に、どんなものかと気紛れを起こして観に行ったのだろう。そして、あの圧倒的な存在感を放つ少女に絡め取られた。魔王役の評判は、リゼル達も時折耳にする。


「劇場から出てくる奴探してもそれっぽいの全然いねぇし……いや、別に待ってたとかじゃねぇけど!?　噂の魔王役の事気になっただけで!?」


「そうですか」


リゼル達の想定外のリアクションに、男は何やら必死に言い訳をしている。


笑いすぎて咳き込んでいるイレヴンの背を撫でてやりながら、リゼルは少しだけ悩む。果たして早々に彼の夢を壊して良いものか。


「うーん」


「教えてやんのか」


「いえ、それも……」


何より、正体不明の美少女というのは劇団にとって抜群の話題性だろう。意図したものではなさそうだが、それが集客に一役も二役も買っているのは間違いない。


あっさりと答えるのは憚はばかられた。ならば、分かる人間には分かる言い方ならばどうだろうと、ゆるりと首を傾けてみせる。


「じゃあ、ヒントだけ」


「お、おう！」


「彼女、劇中の空気作りにも余念がないので、それを壊すような野次って好きじゃなさそうです」


にこりと笑ったリゼルに、男は顔を輝かせた。


その後ろ、全てを察した彼のパーティメンバー達が〝こいつぁアカン……〟と死んだ目をしている。恋に現うつつを抜かす男が気付く様子はないので、彼の恋の進退はパーティメンバーに託されたのだろう。


果たしてどうなるのか。それは、明るく礼を告げられながらギルドを出たリゼル達にも分からない事だった。






宿に帰ると、大抵三人は各々その日の汗を流す。


宿主の趣味により、珍しくこの宿には風呂がある。立派な宿の売りなのだが、アスタルニアの人々は水を浴びて終わらせる事も多く、需要はあまり多くない。


一人用のシャワー室、そこに備え付けられたバスタブは決して大きくはない。だが、一人で入るには十分だ。


リゼルは実家に風呂があった事もあり、日々のんびりと湯に浸つかる。ジルはその日の気分だがシャワーで済ませる事が多く、イレヴンは全く使わない。馴染みがなければそんなものだ。






汗を流した後は、各自自由に動く。それぞれが何処かへ出かけたりする事も多い。


そうなると大体、夕食も外で済ませる。その出先で偶然会えば、一緒に夕食でもという流れもあった。


三人が三人共、個人で自由奔放に動くので宿主は〝仲が良いのか悪いのか分からんけど多分めちゃくちゃ良い〟と常々思っている。何故なら出かけない時は、特に示し合わせている訳でもないのに三人共ほぼ同時に食堂を訪れるからだ。


準備も片付けも楽で良いけど、と思っている宿主の事など知らないまま、今日も三人は一緒に食堂で夕食をとっていた。


「ッんく。すみません、食事中に」


「お前相変わらず変なクシャミすんな」


「不可抗力です」


苦笑したリゼルは、風邪かと問うイレヴンに首を振った。


特に寒気もなく、食欲もある。今もいつも通りの夕食を終えたばかりだ。体が資本の冒険者なのだし、体調管理にも最低限気を遣っているので本当にただのクシャミだろう。


そうリゼルは告げようとしたが、直後耐えきれず零れた二度目のクシャミで言葉にならなかった。暖かいとはいえ湯冷めしたかな、と思いながらグラスに残る水を飲む。


「一応ですけど、今日は早めに休みますね」


「そうしろ」


「何かいる？」


「大丈夫ですよ。一応です、一応」


席を立ち、リゼルは見上げてくるイレヴンを安心させるように一度撫でた。


そして食堂を後にするその後ろ姿を、ジル達は何も言わずに見送る。流石は事前準備を怠らない男、言われずとも不調の前兆に対して対策をとるその後ろ姿が心強い。


「そういやさァ」


リゼルの姿が完全に見えなくなった頃、イレヴンは既に食事を終えているジルへと声をかけた。ちなみに彼自身はまだ食べ続けている。おかわり三回目だ。


「ニィサンこの後ヒマ？」


「用事はねぇけど」


「じゃあ付き合って」


にんまりと笑うイレヴンに、ジルは背もたれに深く背を預けながら促すように顎を煽る。付き合って欲しいなら相応のものを出せ、という事だ。そうこなくちゃとイレヴンが一本の瓶を取り出し、机へ置いてみせる。ジルの視線がそのラベルをなぞった。


「ショットで一人飲みとか趣味じゃなくってさァ」


「じゃあ買うなよ」


「飲みてぇじゃん」


席を立たないジルに、了承を得られたと確信してイレヴンはさっさと夕食を腹に収めた。機嫌良さそうに立ち上がり、食堂から繋がるキッチンへと歩き出す。


覗き込めば、宿主が相変わらず変な鼻歌を歌いながら食器を洗っていた。そして顔を出したイレヴンを見つけ、おかわり四回目かと身構えている。


「ショットグラス二個とツマミー」


おかわりとは違ったが、似たようなものだった。


「いやいやひたすらストレートとかきついですよ。ロックグラスありますけど」


「あれの六十年もの薄めろって？」


「ひぇ」


酒一本に金貨何枚積んでんだ、と盛大に顔を引き攣らせた宿主を放ってイレヴンは席へと戻る。宿主は放っておいてもその内復活するだろう。


勢いづけたように座った癖に、ギシリとも椅子を鳴らさない彼は、ピッと長い髪を弾きながら向かいに座るジルを見た。酒瓶を手に取り眺めていた目が、呆れたように向けられる。


「何処で見つけてくんだこんなもん」


「ん？　ニィサンが想像するようなトコじゃねぇの」


どんな国にも裏の顔というものがある。イレヴンには馴染みの顔だ。


それは真夜中を過ぎても秘かに開いている店だったり、酒場だったりする。紹介がなければまず見つからない、そんな場所へ彼は当たり前のように足を踏み入れていた。


何かのツテを辿ったのか、誰かを脅したのか。ジルにとっては興味のない事で、楽しんでるなら勝手にしろといった程度だが。


「あいつに手ぇ出させんなよ」


「それ、わざわざ言う事じゃねぇっしょ」


笑みを深めたイレヴンに、ならば良いとジルは視線を伏せた。


「はいお待たせしましたツマミ盛り合わせどうぞー」


宿主がグラスとツマミを運んでくる。


机の上の酒瓶を確認し、それを盛大に迂回しながら机の上へと並べられたのは、二つのグラスとツマミの載った皿。皿にはスモークチーズやナッツが盛り付けられ、それらはイレヴンに配慮したのだろう量の多さだった。


「あんな高級酒に合うツマミとか何も分からんし、酒相手にいっそ畏れ多い」


「ん」


「はい？」


何やら呟きながら去ろうとする宿主に、イレヴンが手を伸ばす。


宿主が手にするトレーの上を、数枚の銀貨が転がった。ツマミ代にしては多過ぎるが、しかし宿主は遠慮なく受け取って機嫌良くキッチンへと去って行く。追加料金など取ろうと思っていなかった彼だが、くれるというなら貰う主義だ。


「なんか新鮮」


「そうだな」


王都の女将ならば、「いちいち気にするんじゃないよ、全く！」と言って受け取らないだけに新鮮だった。二人は特に視線を向けるでもなくそう言いながら、用意された小さなグラスに酒を注ぐ。


そして、一口。ジルがちらりと再び酒瓶を見た。


「で、何処の店だって？」


「気に入った？　港に続く道に酒場あんじゃん」


「あんなとこ酒場だらけだろ」


「看板にでっかい牙ぶらさがってるトコ」


ジルは肘をつき、グラスに唇をつけながら考えるように視線を流す。


アスタルニアの港周りは、漁師や船員が行き来するだけに特に酒場が多い。一度入った事のある店ならまだしも、前を通っただけの店など覚えてはいられない。


イレヴンがひょいひょいとナッツを口に放り込みながら、えーっと、とグラスを持つ手の指を意味もなく揺らす。


「あー……あ、そうだ。リーダーと行ったじゃん、魚料理の美味い店。貝の酒蒸しが美味かったとこ」


「あぁ、アイツが心底同情買ったとこな」


「それそれ」


ケラケラ笑いながらイレヴンが頷いた。


酒に強い者が多いアスタルニアだからか。食事目当てで入ったものの、一杯も飲めないリゼルへの周囲の反応は茶化すか笑うかのどちらかだ。その時は周りも酒が入っている者ばかりだった所為で、飲め飲めと囃し立てる盛り上がりはなかなか収まらなかった。


『俺も、飲みたいと思ってるんですけど』


そんな騒動を終わらせたのは、やはりというべきか。少しばかり寂しげなリゼルだった。


『全然飲めるようにならなくて。もう何年、そんな日が続いているか』


『無理やり飲んでりゃ飲めるようになるさ！』


『本当ですか？』


ぱ、とリゼルは嬉しそうに微笑み、そして。


『つい先日、子供が飲んでも酔わないっていうお酒の一口目で意識が飛んで』


『すまねぇ……ッ』


もはや誰も茶化せなかった。切なさに涙している者もいた。


まぁ元気出せよ、とサービスで差し出された果実水を受け取ったリゼルは楽しそうに笑っていたので、あれは周りで遊んでいたのだろう。飲めたら良いなと思っているのは本心だろうが、飲めなくとも全く気にしていない事をジルもイレヴンもよく知っている。


「まあ、よく遊ぶよなァ」


「周り転がすのは慣れてんだろ、職業柄」


「俺も楽しいから良いけど。あそこの向かい側、一個右」


「……ああ、あそこか」


心当たりがあったのだろう。グラスを置き、ジルは納得したようにそう零した。


「周りの店全部閉まってから、扉のランタンついてる時だけ。銀貨握らせりゃ地下通されっけど、酒以外はしょっぼい。情報屋っぽいのは居たけど」


「鬱陶しいのは」


「今んトコいねぇかな」


情報屋というのは、探す方法さえ知っていれば何処にでもいる。その中には当然、情報を手に入れる為ならば手段を選ばない者も存在した。


貴族であるレイとの繋がり、城でのパーティー参加などが良いエサとなったのだろう。王都でもその手の輩に目を付けられていた三人だが、尾行つけられればジルやイレヴンが気付く。放っておけば大抵、盗賊時代にイレヴンが率いていた精鋭達によっていつの間にか姿を消していたが。


「リーダーって気付いてんのかなァ。や、尾行には確実に気付いてねぇけど」


「尾行は気付かねぇでも予想はしてんだろ。まぁ探られて痛いてぇとこもねぇしな」


確かにリゼルならば、お好きにどうぞと放置しそうだ。


レイとの伝手を探られようとテディベアが出てくるだけ。その流れで、シャドウには夕食をたかっただけのこと。


とはいえリゼルが放っておいているお陰で、消えても問題ない人間なんだろうと精鋭達が時々遊ぶので、その手の情報屋も減ってきている。勘の良いものはリゼル周辺のネタが禁忌きんきであると勘繰り、探ろうともしなくなるだろう。


「そういや、てめぇんとこの下っ端最近見ねぇな」


「あー、来んなら勝手に来いっつって置いてきたし。分かんねぇ」


ジルはどんどんと減っているツマミに手を伸ばし、サイコロ型のスモークチーズを一つ摘まんで口に放り込んだ。濃厚な風味が酒によく合う。


「来んの」


「来んじゃねぇの、アイツら他にやる事ねぇし」


「ふぅん」


ふいにジルが、まるで揶揄うように微かに目を細めた。


イレヴンはその表情に、怪訝そうに眉を寄せる。引っかかるような事を言った覚えはない。頭のぶっ壊れた元盗賊達が日々を惰性で過ごしているのは事実だ。


彼らには己の欲を満たす以外の目的がない。それなりに欲を満たしながら、それなりに楽に、それなりに他者を踏みにじりつつ、それなりに死なないように過ごしたいだけだ。イレヴンの下についているのも、その〝それなり〟が最も面倒がなく手に入るからに過ぎないだろう。


「だからか、最近ひっついてんのは」


「は？」


「お守もりが必要な男でもねぇだろ」


ジルは鼻で笑いながら、煙草を取り出した。


気持ちは分からなくもないがと、そう口には出すことなく。火を点け、咥えて、言葉の代わりに煙を吐き出す。


そんなジルに、イレヴンは嫌だ嫌だと口を歪めて視線を逸らした。知らない振りは出来そうにない。出来なくはないが、見透かされた上で知らない振りに乗られてしまうのも居た堪れない。


「そうだけどさァー……」


イレヴンが肘をついた手でぐしゃりと前髪を掻き混ぜ、睨むように目の前の男を見据える。


「俺に甘過ぎるっつうてめぇこそ過保護過ぎんな」


「……何か悪ィの？」


「別に」


王都では、精鋭が必ず一人はリゼルについていた。


しかし今、彼らはアスタルニアに居ない。つまりリゼルがふらりと一人で何処かに出かけてしまえば、何かあった時に横から手を出せる人間がいない。


リゼルが精鋭を全面的に頼りにした事はない。しかし彼らの存在を行動に織り込む事はあっただろう。そうでなければ、脅迫状を貰って散歩に出ようとは思わなかっただろうし、裏商店うらみせに一人で遊びに行く事もなかった筈だ。


精鋭が居らずとも問題はない。だが、動いてくれたら楽。その程度の事だが、あるのとないのとではリゼルの行動に影響が出る可能性も否めない。


「俺がいりゃ、リーダーも好き放題出来るかもしんねぇじゃん」


心配だという一番の理由を隠して、ふてくされたようにイレヴンが酒を呷あおる。


基本的に誰の為にも動かない男が、随分と健気な事だ。ジルは笑みに歪む唇を隠すように、口元を覆って煙草を支える。これ以上言及するには、自分を棚に上げる必要があるだろう。


「つかさァ！」


イレヴンがタンッとグラスを机に叩きつけながら噛みついた。


「ニィサンだって俺が入る前リーダーにべったりだったけど！」


「……ツレが脳天に矢ブチ込まれるっつうならそうなんだろ」


「そういやそうだった」


そしてあっさりと納得していた。


自分が防ぐ事を前提で矢を放っておきながら何を、というジルの呆れた視線を物ともせず、イレヴンは空になったグラスへと新たに酒を注ぐ。高いだけあって美味い、と満足げだ。


「地下酒場、リーダーに話して良い？」


「何で」


「すっげぇ好きそうだもん、あーいうの。いかにもっつうの？」


「ああ……」


誰もが憧れる上流階級生活を送ってきた癖に、いや、その所為でと言うべきか。リゼルは今まで馴染みのなかった〝いかにもそれっぽいもの〟への関心が強い。


獲れたてとはいえ、ただ適当に捌さばいて焚き火で焼いただけの肉。雑多な冒険者ギルドの依頼ボード。値切りやスラングなど、手当たり次第で言い出したらキリがない。


よって、イレヴンの訪れた地下酒場など間違いなくリゼルにドストライクだろう。隠された酒場、銀貨を渡して入り、情報屋などがたむろする。物凄く好きそうだ。


「そういやこの前、魚の解体とかやけに真剣に見てたなァ」


「何であいつは訳分かんねぇもんばっか気になるんだ……」


リゼルの興味の示し所は、慣れれば比較的分かりやすい。しかし割と頻繁に、〝何故だ〟という所へ食い付いている。今や二人も好きにしろと見ていたり一緒になって楽しんだりするが、食い付かれた人間は大混乱だろう。


ジルは身を乗り出すように手を伸ばし、隣のテーブルから灰皿を引き寄せた。いまだ煙の燻くすぶる煙草を休ませ、グラスを握る。


「別にあいつが大好きな本もねぇんだろ。わざわざ目ぇつけられに行く必要はねぇな」


「ん？　ああ、酒場？」


「聞きたがるなら教えてやれ」


つまり、聞かれるまでは余計なことを言うなという事。


イレヴンも概ね同意なのだろう。ふぅん、と頷いて更に残るナッツを全て口へと入れた。それらを齧りながら空の皿を一度だけ指先で弾き、そしてキッチンにおかわりの催促を投げかける。


「ま、メリットもねぇかァ」


「俺らの頭じゃな」


「ははっ、確かに」


ジル達が考え得る〝リゼルが地下酒場に行くメリット〟は、同時に起こり得るだろう面倒事を上回る事はない。だが、それが上回るよう幾らでも手段を講じる事が出来るのがリゼルだ。


「とはいえ、手間かかんならあっさり諦めそうだ」


「リーダー面倒臭がりだし」


休暇中、というのもあるのだろう。


ジル達が知るリゼルは、自分から面倒事に関わろうとしない男だ。その先にどうしても欲しいものがあれば、大侵攻の時のように敢えて良いように関わって好きに動く事もあるが。


ふいに、イレヴンはニィッと愉快気な笑みを浮かべた。愉快犯じみたその表情は全てを嘲るようで、しかし唯一人に酷く惹かれているのだと確かに告げる。


「俺としちゃ、いちいち面倒事に突っ込む奴は殺したくなるし、日常に満足してるようなつまんねぇ奴もごめんだけど」


「面倒な奴だな」


「ニィサンに言われたくねぇなァ」


互いに誰かに従うような性質など本来持ち得ない。共に居るのは彼らのエゴだ。


どうしようもないなと二人は吐き捨てるように笑いあい、そして何事もなかったかのように酒を交わし始めた。










翌朝、イレヴンはぐらぐらと揺れる頭を押さえながら自室を出た。


ザルであるジルのペースに合わせて度数の高い酒を浴びるように飲んだ結果は、当然のように二日酔い。ツマミがなければ胃を壊しても仕方のない飲み方をしてしまった。いつもの事だが。


とりあえず水が欲しいと、上りきった太陽の眩まぶしさに目をしぱしぱとさせながら廊下へ出る。すると、ちょうど部屋から出てきたリゼルの姿を見つけた。ちらりと顔色を確認し、特に体調が悪そうではない事を確認する。むしろ今は確実に自分の方が悪い。


「はよ、リーダー。平気？」


「はい、君は辛そうですね」


仕方なさそうに笑われ、体調を窺うように額へと手を当てられた。


穏やかな声と、少し冷たい掌の感触が心地良い。今日は一日、体調が悪いと言い張って甘え尽くしてやろうかと碌ろくでもない事を考えていたイレヴンは、ふと目を瞬かせる。リゼルが出てきた扉は、彼の部屋のものではない。


「朝っぱらからニィサンに用事ッスか」


「ああ」


リゼルが出て来た扉を見て、そういえばと頷いた。


「どうやら、体調を崩してしまったみたいで」


「は？　じゃあ何でこんなトコ突っ立ってんスか、さっさとベッド」


「俺じゃなくて」


腕を掴んで連行しようとすれば、リゼルが苦笑しながら首を振る。


ちょい、と彼が指先は先程出てきたジルの扉。それがどうしたと言わんばかりのイレヴンに、それは言い聞かせるようにゆっくりと告げられた。


「ジルが、です」


「ニィサン？　が何？」


「ジルが、体調を崩してしまって」


「何て？」


「熱も随分あるみたいですし、ちょっと心配で」


「は？　誰が？」


「だから、ジルが……イレヴン、気持ちは分かりますけど」


イレヴンには全く理解出来なかった。


落ち着かせるように頬の鱗が撫でられる感触に、無意識に擦り寄りながらも懸命に思考を働かせる。


リゼルは何と言ったのか。そう、体調を崩したと言った。休ませねば。いやリゼルではない。では誰だったか。名は聞いた。しかし決して事実と結びつこうとせず、脳に酷く混乱をきたす。


そして。


「…………」


「イレヴン？　大丈夫ですか、顔色が」


「…………リーダー俺気持ち悪い」


イレヴンの酒に浸かりきった寝起きの頭が限界を迎えた。


頬にあてられた掌を握り、額を目の前の肩に預ける。起きた時から続いている地面が揺れているような感覚が、一気に悪化したようだった。


背中を撫でる温かな感覚に、誘われるようにゆっくりと瞳を閉じる。


「あ、ちょっと待って下さい、せめてベッドで……」


引き留めるようなリゼルの声も、眠気を深めるだけだった。






「ジルの所為で、イレヴンまで潰れちゃいました」


「……俺の所為じゃねぇよ」


普段の少し掠れた声が、明らかに掠れきっている。


リゼルはベッドの枕元に椅子を持ってきて座り、ジルの額に乗せていたタオルを手に取った。すぐに温くなってしまうそれに、それもそうかと納得しかない。


多少の体調不良なら、ジルは容易に動けてしまう。こうも明らかに体調を崩すぐらい酷い状態なのだ。勿論、動こうと思えば動けるのだろうが、リゼルがそれを許さなかった。


「少しは下がりました？」


「いい、触んな」


嫌そうに手の甲で押しのけようとする動きを避け、リゼルは構わず手を伸ばす。


指先を前髪に潜らせ、額を覆った。寸前まで冷やしたタオルが乗っていたというのに、その額は熱く汗ばんでいる。







    
  
  




「気候に慣れない内に、迷宮攻略なんて始めるからです」


苦手な暑さが知らずストレスとなったのだろう。慣れるまでのんびりしていれば良いものを、新しい迷宮の数々に地味にテンションが上がって即突撃していたのだから。


リゼルは畳んだタオルを両手で挟むように持ち、魔法で冷やしなおした。


「初依頼の時も、もっと後にしましょうかって言ったのに」


「悪かったな」


声が掠れて出しにくいのだろう。不貞腐ふてくされたような声だった。


舌打ちを零して視線を逸らしたジルに微笑み、再び額へタオルを乗せてやる。そんなリゼルが朝起きた時の事。いつもならば先に起きている筈のジルが起きてこないと宿主から聞いた時は驚いたものだ。


一応、と扉をノックすれば、返ってきたのは〝入ってくるな〟の言葉。全てを察したリゼルは勿論気にせず入った。ジルには悪いが、イレヴン程ではないにしろ意外だと思ってしまった。


「食欲は？」


「……自分で出来るから放っとけ」


「食欲はありますか？」


繰り返せば、ジルは諦めたように微かに眉を寄せながら溜息を零した。


彼が、伝染うつさないようにと思ってくれている事は知っている。だが、腕一本動かすにも体力を使うほどの体調だ。リゼルも知らないふりは出来ない。


「あいつは良いのか」


「ベッドに運んだ時に水も飲ませて、今は熟睡中です」


その時のことを思い出し、リゼルは可笑しそうに笑った。


水を飲ませる際に一度起こしたが、イレヴンは見事にジルの現状を記憶からふっとばしていた。そして普段から存分に甘えていそうに見えて、理由がないと甘えられない彼はそれはもう好き放題だ。ねぇ飲ませて食べさせて撫でて寝るまでいてと甘えきり、今は気持ち良く眠りについている。


「そんな事より、ほら。食欲は？」


「ねぇ」


体調を崩しても変わらぬイレヴンに呆れながら、ジルはリゼルの問いに正直に答えた。


なくても食べなければならない事は彼も重々承知だ。リゼルによって準備万端に差し出された果物を見て、喉も渇いていたし丁度良いとばかりに上体を起こす。


ちなみに寝る時は半裸が基本のジルだが、流石に今は自重している。


「もう少し、ちゃんとした食事が食べられると良いんですけど」


「これで良い」


「そうですか」


予想はついていたのだろう。リゼルが平然と頷く。


その手が持つ皿から、ジルは黙々と果物を自分の口へと運んでいた。もはや味を感じているのかいないのか。その方が治りが早いからという理由だけで、彼は胃の中へそれらを詰め込んでいく。


そして、ふいにその手が止まった。


「……お前、誰かの看病した事あんの」


正直、リゼルに看病が出来るとは考えてもみなかったのだろう。嫌味でもなんでもなく、やった事がないだろうという疑問だ。


「陛下が体調を崩した時に、何度か」


あっさりとリゼルが告げれば、ジルも納得したのだろう。頷いて、また一つ果物を口へと詰め込んだ。


とはいえ、王族が体調を崩す事があれば看みるのは一流の宮廷医。世話をするのも万全の体制の側付きで、本来ならば不慣れなリゼルの出番などない。では何故、というのはジルにとっては聞くまでもない事だった。


「猛勉強しただろ」


「それはもう」


教え子の我儘わがままに、必死になって看病の方法や治療法を調べたのは良い思い出だ。リゼルはしみじみと当時を思い出す。それはもう調べ過ぎな程に調べたのだが、実際役に立ったのは人伝ひとづてに聞いた普通の看病方法だったのだからやるせない。


そして果物を食べきったジルからフォークを受け取り、リゼルは空の皿をサイドテーブルに置いた。ジルが再び横になったのを確認して、シーツの上にくったりと落ちているタオルを手に取る。


「何か欲しい物とかありますか？」


「ねぇ」


「一応、お昼頃にもう一度様子を見に来ます。寝てて下さいね」


額に載せたタオルの上に手を置き、冷やしてやる。熱は高いものの、寝て汗をかけば治るだろう。変な病気でなくて何よりだ、そう思いながら立ち上がる。


水も置いてあるし、着替えは勝手に出すだろうしと、髪を耳にかけながら必要なものを確認していた時だ。ふとジルがずれたタオルの位置を直す手を止めて、此方を見ている事に気が付いた。


どうしたのかと問うように、微かに首を傾けてみせる。


「ジル？」


彼は、ふっとバツが悪そうに視線をずらした。


「……お前は、人に尽くすのが似合わねぇな」


珍しく、何かを誤魔化すように告げられた言葉に、リゼルは笑みを耐える事が出来なかった。


「なら、早く治して尽くして下さい」


声が出しにくい癖に普段より多い口数も、いつもならば皿ごと取っていくだろうにリゼルに皿を持たせたまま食べていた果物も、嫌がりながらも容易にタオルを換える手を見逃したのも。思えば分かりにくく、分かりやすい。


恐らく、いや、確実に本人は無意識なのだろう。どうやら珍しく少しばかり弱っているジルに、辛い思いをしている相手には申し訳ないが、こういうのも貴重で良いなと思ってしまう。


「おやすみなさい」


タオルの位置を直し、そのまま一度だけ髪を撫でた手は、やはり拒絶される事はなかった。






「夜までに治る所がジルですよね」


「あ？」


もはや食欲が落ちていた時の面影などない。


宿のテーブルで普段通りに夕食をとるジルを見て、普通なら回復までに数日かかる病状だったろうにとリゼルは苦笑した。辛い期間が短いに越したことはないし、早く治って良かったと安心はしているが。


「へー、ニィサンどしたの。ボスにどっか引っかかれた？」


「てめぇな……いや、良い」


同じく、もぐもぐと絶好調で料理を平らげていくイレヴンが、珍しい事もあるものだと陽気に告げる。一体自分を何だと思っているのかとジルも思わずにはいられない。何故体調を崩しただけで、記憶が飛ぶ程ショックを受けられなければいけないのか。


そんな心底微妙そうな顔をしているジルと、何故そんな顔で見られるのか分からないけど気にしないイレヴンを眺め、リゼルは元気が一番だと一つ頷く。


それにしても、もし自分も風邪をひいていたらどうなっていたのだろう。ダウンした三人に宿主がとんでもない事になりそうで、不謹慎にも少し面白そうだと、そんな事を考えながら。
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ジルの風邪も完全に回復した事を確認し、リゼル達は冒険者活動を再開させた。


相変わらずのギルドで、冒険者としての例にもれず一番に警告ボードを確認する。魔物の大量発生の警告は、いまや完全に消えていた。


それを稼ぎ時だと言い張る実力者は残念そうに眺めるが、大半の者にとっては安堵あんどすべき事だろう。何せ迷宮への馬車の走行ルートもやっと元に戻る。実力だけ見れば前者であるリゼル達だが、考え方的には後者だ。


「スポットも動きはないですね」


「これがゆーっくり移動すんスよ。規模は大きくねぇし、俺んち程度だったら一週間もすりゃ通り過ぎてた」


成程、とリゼルは頷き、依頼ボードの前へと移動する。


Ｆランクから目を通して行くのはいつものこと。王都と変わらず何故だという視線が集まるが気にしない。実際、アスタルニアに来てから初めてＥランクの依頼を受けた時は、受付で必死にこれで良いのか確認された。気にしない。


「リーダーあれは？」


「んー……それよりあっちの方が」


「おい、呼ばれてんぞ」


今日は、一目でこれだと決まる依頼がなさそうだ。


あれはこれはと話し合いながら依頼を探していると、ふいにジルが首だけで後ろを振り返る。示されたのは受付、そこに立っていたのは先日団長に食ってかかられていたギルド職員だった。


スキンヘッドに短い顎髭、そして筋骨隆々りゅうりゅうな体を惜しげもなく活用し、アスタルニアの荒くれ冒険者の手綱を引く。彼は商業国の冒険者ギルドで出会ったレイラと同様、正統派肉弾戦系職員であった。


ちなみに、外で無体を働く冒険者が居ればこの職員が向かう。巨体からは想像が出来ない程のスピードで、地響きと共に向かってくる姿がかなり怖いと評判だ。


「どうしました？」


「いや、お前らに指名依頼があってな」


だからだろうか、彼は微妙にリゼルへと苦手意識を持っていた。


とにかく慣れない人種だ。声をかけて「そっから言えクソ親父ィ！」と開口一番怒鳴り返される事は多々あれど、品良く微笑まれながらゆったりと歩み寄られた事など人生で一度だってない。


更に、従えるのは実力者である一刀と獣人。酷く謎めいており、数多の冒険者を見てきた彼にも実力が計り知れない。間違いなく魔法使いなのだろうとは思っているが。


とはいえ、リゼルが悪い人間ではない事ぐらいは彼も分かっている。多少の苦手意識などその内消えるだろう。


「指名依頼ですか？　心当たりなんて、団長さんぐらいしかいないですけど」


「受けたばっかじゃん」


「ですよね」


「ああ、劇団のか。いや、違ぇな」


そんな職員の苦手意識をリゼルも気付いている。別に支障がある訳でもないし、その内解決するだろうと思っているが。


「俺にも訳が分からん依頼なんだが」


リゼルは差し出された依頼用紙を受け取った。


王都とは違い、アスタルニアでは指名される程に冒険者として名前を売っていない。知名度だけで言えば、既にこの辺りでは〝あの貴族っぽい人〟で伝わってしまう程度には高いのだが、リゼルは知る由もない。


ギルド職員が訳が分からないとは、と三人で用紙を覗きこむ。






【人生を賭けた相談略して人生相談】


ランク：なし


依頼人：とある宿主


報酬：夕食すっごく豪華にする


依頼：死ぬほどモテたい






「お前達が泊まってる宿の主人だとか、言えば分かるだとか言っていたが」


人違いだと間髪をいれず返さなかったリゼル達は褒められて良いだろう。


そういえば今日、宿を出る時に後ろで両手を合わせて拝まれていた気がする。そう思いながら、リゼルは用紙を職員へと手渡した。


「やっぱり止めておくか？」


「いえ、受けます。面白そうだし」


「!?」


あっさり告げるリゼルを、職員は神妙な顔をして二度見し、ジルとイレヴンは慣れたように溜息をついたり豪華な夕飯に思いを馳せていたりした。






「この度は矮小わいしょうなる我が身の相談に乗って頂き何とお礼を言って良いのか見当もつきませんが心底有難うございます!!」


「お役に立てれば良いんですけど」


出たばかりの宿に帰ったリゼル達を出迎えたのは、扉のすぐ先で土下座をしていた宿主だった。間違えて踏みそうになった。そこまで悩んでいるのかと苦笑しているリゼルとは別に、ジルとイレヴンはドン引きしている。


ひとまず宿主を立たせ、三人が案内されたのはいつもの食堂だった。即座に用意された茶と茶菓子、宿主は三人の向かいに腰を下ろして深刻な顔をして指を組む。


「それで、相談があるようですけど」


「いやー相談というか何というか、お客さん達に聞きたい事があるというか何というか」


「聞きたいこと、というと」


いつもならば流れるように言葉を紡ぐ宿主だが、ややぎこちない。


ふむ、とリゼルは頷いた。依頼内容を見るに、意中の相手と仲良くなる為の協力だろうか。以前どこかで読んだ〝一緒に歩いている時にガラの悪い男に絡まれ、絆が深まる〟方法など良いかもしれない、とジルを見る。


「何だよ」


「いえ」


向けられたジルの目付きに、リゼルは作戦の成功を確信した。


ちなみに、もしそれを提案することになったら宿主は必死で拒否するだろう。ジルにいきなり絡まれるような事があれば、大抵の人間は我先にと逃げ出す。


「いや実は最近、外に買い物とか行くと馴染みの店の女の子とかと話す機会が増えたんですよ俺」


「はい」


「そろそろ同年代も次々嫁をゲットしているし俺も嫁欲しいし、そりゃチャンスに食らい付くじゃないですか必死に」


特に食い付いた事のないリゼル達にはよく分からなかった。


リゼルは元の世界では女性に言い寄られる立場であったし、ジルやイレヴンも特定の相手を必要としない。遊びたいなと思った時にその手の女性の元へと行くだけで、その際も特に苦労はない。


「あ、すでに心が死にそう」


三人の反応に何を思ったのか、宿主の目が若干死んだ。


「……今お客さん達ってこの辺じゃ結構な話題なんですよ、気持ちは分かるけど」


組んだ手に額をつけ、彼が言葉を続ける。


それがどうかしたのかと思いながら、リゼルは早々に茶菓子を食べきったイレヴンへと自らのものを差し出した。イレヴンは依頼人である宿主の話を聞いているのかいないのか、とにかくもぐもぐと食べ続けている。


「俺の宿に泊まってるって知ってるから皆色々聞いてくるし、女の子とかも憎らしい程に興味津々で聞いてくるし、ちょっと良いなーなんて思ってる子の前で格好付けたくて〝知りたい事があんなら聞いてきてやるよ〟とか言っちゃっても不可抗力だとは思いませんか調子こいてすみませんっした!!　女の子に囲まれると良い匂いした!!」


懺悔ざんげだった。






「えーそれでは一つ目の質問へと移りたいと思います。皆様の寛大なお心に感謝致します」


リゼルはまだ知らない本屋を三件紹介する事で手を打った。


ジルは剣の手入れの腕が良い店を紹介する事で手を打った。


イレヴンは今食べている高級茶菓子のストックを全部出させる事で手を打った。机の上を埋め尽くす茶菓子に、毎日大切に少しずつ食べていた宿主は涙目だ。だが自業自得なので諦めるしかない。


「えー、最初の質問がですね」


手元のメモを確認する宿主に、そんなにあるのかと三人は茶菓子を摘まむ。


「お客さん達、国の外行ってる時とか風呂どうしてんですか」


「は？　そんなもん聞かれんの？」


「いやいや女の子は〝冒険者なのに清潔感あるところが良い〟って言ってただけでコレは俺からの純粋な質問です。だって来た日とか何日も旅して来てんのに全然汚れてなかったし、依頼帰りの冒険者とか汚れてない方が稀ですよね」


「そうなんですか？」


「知らねぇ」


汚れるような立ち回りをしないリゼル達には、あまりピンと来ない。


だが最上級装備のお陰というのはあるだろう。やった事はないが、恐らく盛大に泥が跳ねようと手で払えば落ちる。


「でも野営とかだとどうしようもなくないですか？」


「そんな事ないですよ。水場があれば水浴びするし、なければお湯を沸かして温かいタオルで拭いたりもします」


水なら出せるしと穏やかに笑う顔に、宿主はふと視線をその両サイドへと移した。


普通はしないしないと手を振るイレヴンに、やはりかと頷く。多少汚れても気にしない冒険者が、一日二日汗を流せない事を気にする筈がない。


とはいえジル達も汚れたままでいたい訳ではない。その手段があるならと、日々当然のように清潔を保つリゼルと同じように汗を流している。


「最近はリーダーに髪の毛拭いて貰えっからすっげぇ楽」


「長いですもんね」


リゼルが手を伸ばし、座っている所為で地面に届きそうな赤い髪を梳すいた。


蛇の獣人の特性か。少し固めの髪は全く癖がつかず、適当に拭いて多少濡れたまま寝ても翌朝困ることはない。だからこそイレヴン自身は今まで適当にタオルで拭いて放置していたが、野営での水浴びの後でリゼルに一度拭いて貰ってからは、心地良さもあって度々頼むようになっていた。


「お気に入りだからな」


「綺麗な赤ですし」


意外なほどに早く乾くし、大した手間でもないと微笑むリゼルにイレヴンも満足げだ。


「最近ちょい伸びたかも」


「切れっつってんじゃねぇか」


「獣人なお客さんは理由があって伸ばしてるんですか？」


「んー、別に。似合うし」


特に理由はないようだ。もはや何年も長いままなので、本人も短いと落ち着かないのだろう。


「イケメンしか許されない返答に若干殺意が湧く俺です。じゃあ次はー……こんなん聞いた覚えないけど何だコレ聞かなきゃダメなの何なの」


「どうしました？」


宿主はメモを見下ろして絶望を浮かべる。しかしすぐに何かを決意したかのように顔を上げ、自らを鼓舞こぶするように口を開いた。


「罵倒はご褒美を合言葉に行け俺！　パンツ何色!?」


一瞬の間の後、三人はそれぞれ動いた。


「今日はー……これ何色っつうの？　暗い赤？」


サッシュベルトに親指を引っかけ、隙間を見下ろしながらイレヴンが言う。


「確か紺色だったと思います」


記憶を探るように顎に手を添え、リゼルが言う。


「……濃いグレー」


「ジル、潔く黒って言っちゃいましょう」


思い出そうとして無理だったのか舌打ちし、イレヴン同様に確認しながらジルが苦々しげに言う。


「想像以上に普通に言って貰えたと思いきやおおっと凄い目を向けられてる助けて」


「それってさァ、聞いてきたのツナギ着た顔だけ美人な肉欲系痴女ちじょだったりしねぇ？」


まさかのアスタルニアにメディ疑惑。


有り得ないとは思いつつも、彼女ならば欲望という名の根性で何かしらの意思を捻じ込めても不思議ではない。リゼル達はそれ以上考えることを止めた。


そして宿主は、リゼルまで目で確認しなかった事に心底安堵している。もしされたら居た堪れない。質問をした方が罪悪感で潰されるに違いない。


「流石にこれが出回るのはちょっと……」


「いやいやいや無いんで。誰から聞いたのかも定かじゃないし、言った途端俺の社会的地位が地に落ちるんで」


苦笑するリゼルに、宿主は即座に否定した。


宿泊する客のパンツの色を言いふらす宿の主人。確実に国に居られなくなる。


「はいはい全てを忘れてどんどん質問いきましょう。女性遍歴的なものは聞いても？」


「秘密です」


「お前それ言わねぇよな」


「確実にゼロじゃない癖に秘密とか心底羨ましい。言ってみたいけど俺みたいなのが言っても確実に〝ハイハイいないのね〟とか思われるこの屈辱感」


何やら乾いた笑いを浮かべる宿主を尻目に、リゼルは冷め始めた茶を飲んだ。


特に、絶対言いたくないという訳ではないのだ。だが一度秘密にしたからには秘めておきたい凝り性。


「男同士つるんでるのにそういう話題出ないんですか普通、女の子の好きな部位とか」


「あー、それこの間話したばっか」


「マジか」


聞いておいて何故驚くのか。


イレヴンは茶菓子を切り分けてリゼルへと差し出しながら、気持ちは分からないでもないと内心呟いた。とにかくリゼルが、この手の話題と結びつかないのだ。


エルフの混浴の誘いもはねのける鉄壁の理性を持つ彼は、この気候ゆえに露出も多いアスタルニアの女性を前にしても何も変わらない。男なら思わず目を奪われてしまう谷間を前にしても、特に何かが変わる訳でもない。


とはいえ、本当に一瞬たりとも意識していないのかはリゼル以外には分からない。よって抜群のスタイルで男共の視線を集める店員がいる店で、ふと気になったイレヴンは聞いてみた事がある。


『リーダー、巨乳好き？』


『小さいよりは大きい方が好きです』


断言されると複雑だった。


「あの時は胸に限定してたじゃないですか」


「胸が嫌いな男なんざいねぇじゃん。ちなみに俺もでかい方が好き。ニィサンは？」


「あるに越した事ねぇだろ」


「あ～～下ネタ話してんのに全くそんな感じしない選ばれし方々～～」


ちなみに宿主が以前、友人と全く同じ会話をしていた時は、たまたま通りがかった女性たちにゴミを見るような目で見られた。酔いが一瞬で醒めた。


それに対し、リゼル達はどうだろう。目の前で聞いていても、まさか女性の胸について話しているとは思えない。何の変哲もない雑談に見える。むしろたとえ聞かれようと、二度見されるか「やだぁもう」で済まされそうな雰囲気だ。


「こいつ今日よく目ぇ死ぬッスね」


「何ででしょうね」


不思議そうな視線が、ガリガリと宿主の精神力を削る。


これを越えれば女の子達が待っている筈だ、と自らに言い聞かせる宿主の復活にはもう少しかかりそうだ。なら、とリゼルは悪戯っぽく笑ってジルを見た。


「女性の好きな所、何処ですか？」


「……お前今日は何でそんな食い付くんだよ」


「いえ、普段出ない話題だから新鮮で」


他者からの質問というのも、なかなか面白いものだ。そう笑うリゼルに、楽しんでいるようで何よりだとジルは溜息をつく。そして考えるように眉を寄せ、数秒後。


「……首？」


「急所的な意味じゃねぇってば」


「それが分かってねぇように見えるか」


冗談冗談、とひらひら手を振ったイレヴンが「へぇ」と面白そうに唇の端を吊り上げる。


意外といえば良いか、納得といえば良いか。敵対すれば容赦なく首を刎ねる男だからこそ、何かしら感じる所があるのかもしれない。それはそれで怖いが。


「分かんなくはねぇかなァ」


「そうですか？」


「噛みつきたくなんねぇッスか」


「ああ、成程」


イレヴンの言葉の真意を察してリゼルも頷いた。


種族にもよるが、獣人にとって甘噛みというのはコミュニケーションとして大して珍しい行為でもない。彼ら曰く、〝唯人はスキンシップが少なすぎる〟とのこと。


「でもマニアックー」


「煩うるせぇ」


「俺は手ッスね。指とか爪とか綺麗だと、その気になりやすいっつうか」


「確かに、手が綺麗だと目を引きますね」


同意しながらも、リゼルは仕方なさそうに眉を下げる。


何故二人は、女性の話題を出す度に必ず夜的な意味でとるのか。好きな部位という話題上、間違ってはいないのだが、そういう意味以外にもあるだろうと思わずにはいられない。


そして二人の視線が此方を向いた。自分の番かと、リゼルは口を開く。


「目、とか。感情がのると綺麗だなって思います」


それは相手の感情を瞳から読みとれる事が前提で、リゼルにしか分からない感覚なのではないのだろうかと、ジル達にはいまいち理解出来なかった。


確かに、殺気敵意などは二人にも分かる。中には、視線だけで射殺さんばかりのそれを向けてくる者もいた。だが、その瞳を綺麗だと思った事など一度もない。


これが真しんのマニアック、と真顔の二人に、同意を得られなかったリゼルがあれっとなっていた。


「はい俺復活」


その時、ようやく宿主が自尊心を取り戻した。


「女性遍歴が聞けないなら、せめてモテる奴の失敗談とか聞けば凄い幸せな気分になれる気がする」


「それもう質問じゃねぇじゃん」


「依頼人の心を守ると思って是非！　ガラスのハート死にかけてるんで！」


必死過ぎる。


此処で〝ない〟などと答えれば、宿主曰くのガラスのハートは砕け散るだろう。


「失敗談……女性に関してですよね」


「出来るだけ無様なのをお願いします！」


「こいつもう俺らが客なの忘れてんだろ」


えーと、とリゼルは過去に思いを馳せた。


正直、些細な失敗談には事欠かない。それは、招かれた食事会でもう少し会話の話題を広げられた筈だとか、ダンスを共にした女性の髪を少しほつれさせてしまっただとか、ドレスを褒める時にもう一言付け加えるべきだったとかの、自分の中で納得出来なかった事ばかりだ。


しかし、それを宿主が求めているかと言われれば確実に違うだろう。無様、無様と内心で呟きながら適切なエピソードを漁る。


「そうだ。つい小説の話で熱が入ってしまった時に、相手の方を聞き役にさせてしまって」


「やっぱり止め！」


宿主は高らかに宣言した。


何故、というリゼルの視線には全力で気付かない振りをする。これ以上聞いていたら、男としての気遣いレベルの差に打ちのめされそうだ。


女性が惹かれるに足る理由がちゃんとある、そんな正論に気付きたくはない。楽してモテたい。


「えーと、あ、そうだ。貴族なお客さんって本すっごく好きっぽいけど初めて読んだ本とか何だったんですか？　辞書？」


「辞書は流石に……多分、普通に絵本じゃないかと」


他二人の失敗談を待たず、話は強引かつ棒読みで進められてしまった。


気になる、とリゼルはイレヴンを見る。にっこり笑われた。彼は絶対に言いたがらないだろう。適当に流しそうだ。


ならばとジルを見れば、頬杖をつきながら嫌そうな雰囲気を醸し出された。後で聞いてみようか、なんて思いながらパクリと茶菓子を一口食べる。温かく、少し渋みのあるアスタルニア独特の茶とよく合う味だ。


「正直リーダーが初っ端から辞書読んでても驚かねぇけど」


「前見た過去でも文字だらけの本読んでたしな」


「二人は俺の事を何だと思ってるんですか」


失礼な、と返すリゼルは知らない。


まだ文字を一つも読めない年の頃、父親の膝に座りながら掌でペチペチ叩いていたのが辞書だと。読んではいないが、初めて接した書物は確かに辞書だった。


「それにしても、本のイメージが強いですね」


「リーダーに？」


「はい」


向こうの世界で物を贈られる時は、希少品などを幅広く貰っていた。


むしろ本など滅多になかったのだから、何故こちらではとリゼルも思わずにはいられない。いや、親しい者からの贈り物に限定すれば向こうでも本の比率が高かった気もするが。


「だって本以外あんま買わねぇじゃん。他に好きなものあんスか」


「確かに、物に対してはあまり……あ、でも最近は迷宮品を集めるのがちょっと楽しいです」


使えない迷宮品を集めてどうするんだ、とジルは口には出さないでおいた。


相変わらずリゼルの手に入れる迷宮品は微妙な物が多い。使えそうで使えないものばかりだ。シャドウに渡した眼鏡も高性能に見えて全くそんな事はなく、唯一の使い道がシャドウの都合に合致したに過ぎない。


「じゃあどんどん質問いきましょう。もし願いが叶うならーか、もし望む能力が手に入るならーのどちらかでお願いします」


何故知りたいのかと思いつつ、三人は割と真面目に考えた。


「まだ読んだ事のない本を、一目で識別出来る能力が欲しいです」


一番に答えたのはリゼルだった。


同じ本を二冊買ってしまう事が度々ある。なにせ地域ごと、下手をすれば書店ごとに表紙が変わるものもある。更には決まったタイトルを持たない類の本も多い。


内容と筆者で見分けなければならないのは少々手間だ。そういう時間も嫌いではないが。


「まだ伸びてっけど後十センチくらいは身長欲しい気ィする」


次に答えたのはイレヴン。


彼の身長は決して低くない。リゼルと同じく男としての平均身長はあるが、理想を言えばもう少し欲しい。特に悩んでいる訳でもない、ただの希望だが。


「お父様は高いんですか？」


「よく覚えてねぇけど、多分高い方ッスね。だからそんな深刻でもねぇけど」


好き嫌いは激しいが量は食べている。冒険者として充分な運動もしている。結果、今でも地味に伸びているという。


ただでさえ派手な見た目をしているというのに、余計に目立つようになってどうするんだとジルは溜息をついた。


「煙草が勝手に出てくる能力なら欲しい気がすんな」


そして、ふと思いついた答えを口にする。


いちいち買いに行くのは面倒だ。何故なら、ジルの好む煙草は何処にでも売っているような銘柄ではない。そんな能力があれば、とにかく楽だろう。


特にアスタルニアでは、まだ手に入れられる当てを見つけていない。取り敢えず、イレヴンの言っていた地下酒場を覗きに行こうと画策中だ。


「お客さん達が割と普段からやりたい事やってるのは理解出来た気がする」


最後に、宿主が深く頷いた。


しかし、もう少し夢のある願いや能力が聞きたかったと思わないでもない。


「もうちょっと何かないんですかほら、一度だけ過去に戻ってみたいとか」


「あ、それも良いですね」


よし来た、と宿主は満足そうに胸を張る。


会いたい人間がいるだとか、何をしてでもやり直したい過去だとか。質問者は恐らくそういったものを期待していただろうし、答えも相応のものを用意してやりたい。そしてちやほやされたい。


精々ドラマティックな過去を語って女の子の関心を独り占めさせてくれ、と悪どい顔でニヤリと笑う宿主の前で、リゼルがおもむろに取り出したのは一枚のチケットだった。


「何それ。あ、港行った時に貰ったやつじゃん」


「魚の魔物の購入チケットです。これ、昨日までだったんですよね」


魔物の魚肉は、なかなか市場に出回らない希少品だ。


相応の値段はするが、食べたい人間は多い。しかし、その全員に行き渡るほどの量はない。よって陸揚げされた日に先着順で購入チケットを配り、数日かけて加工を済ませ、それからチケット所持者へ売りに出す。


魔物漁は不定期で行われるので、チケットを手に入れられるかどうかは完全に運だった。惜しい事をした。


「食いてぇなら迷宮かどっかで獲りゃいいだろ」


「魚系の魔物って加工が難しいらしいんですよ」


「あー、難しいっつうか凄すげぇ面倒なんスよね」


ですよね、とリゼルが頷く。


「なので、出来れば昨日に戻りたいです」


「きょとんとされるわ！」


果たしてどんなテンションならば、このエピソードを女の子に語れようか。


とにかく雰囲気があり、とにかく人目を引く、とにかく存在感がある三人だ。実力も見るからに伴っている。そんなリゼル達が魚肉の為に過去に戻りたがっていたと伝えた所で、信じて貰える筈がない。


因縁の宿命を、だとか言って欲しかった。イメージ的に。


「じゃあほら女の子の食い付きが良さそうなゲフン、お客さん達のイメージ的にギャップ狙える兄弟が欲しかったとかそんな願いとか！」


「俺いらね」


「イレヴンは生粋きっすいの一人っ子っぽいですね」


「いたら殺し合うんじゃねぇの」


否定は出来ない、とイレヴンはカラカラと笑った。


彼は一人っ子だからこそ、家族仲が良かったのだろう。よほど相性の良い相手ならば話は別だが、もし彼自身に似た兄弟姉妹がいれば酷く殺伐としそうだ。


「俺もいらねぇ」


「ニィサンいんじゃん、それっぽいの一人」


「だからいらねぇっつってんじゃねぇか」


確かに、血縁上はオルドルが兄だ。


とはいえ数年同じ家に住んでいて、顔を合わせたのは片手で数えられるほど。互いに情もなければ、肉親だという自覚もない。


しかし侯爵家にいた頃は無関心だったジルも、とあるパーティーでリゼルに不愉快を覚えさせた事で、オルドルへの感情をマイナスに傾けている。だからこその〝いらない〟なのだろう。


「ジルには意外と、妹とかいてもしっくりきますね」


「あー、ちょいちょい面倒見そう」


泣かれる感も否めない、というのはイレヴンの談。


「ジルが剣だし、妹さんがいれば魔法とか凄そうです」


「俺、女傑じょけつのイメージしか浮かばねぇんスけど」


「だってジルって魔法の素養ゼロですよ。その分、妹さんの方に行っても良い気がします」


リゼルの言葉に、宿主は思わずジルを凝視した。


宿主は大して詳しくないが、それでも時には冒険者も泊まりに来る宿の主。最強と噂される一刀という存在は知っている。それがジルだと知った時は色々衝撃すぎて真顔になった。


そんな彼が、まさかの素養ゼロとは何事なのか。


「いやいや魔法とか素養がある方が珍しいし普通じゃないですかね。俺だって魔法とか使える気しないし魔道具使う時ぐらいしか」


「それです」


プスリ、と茶菓子にフォークを突き刺しながらリゼルが告げた。


「ジル、自分の魔力を一切動かせないんです」


人々が日常で使う魔道具は、わざわざ魔力を流し込まずとも動くものが多い。触れたら魔石が勝手に魔力を吸収するからだ。


とはいえ、自分で魔力量を調整する必要がある魔道具も少なくない。この宿でいえば風呂がそうで、魔力を流し込んだ分だけ湯が温まる。


その程度ならば、何度かやってみれば誰しも自然と出来るようになるのだが。


「どうして出来ないんでしょうね」


「知らねぇよ。不便もねぇし、良いだろ別に」


「それはそうなんですけど」


「これですっげぇ魔力あんなら勿体ねぇけど、ニィサン普通なんスよね」


「普通です」


リゼルが頷いた。


魔法使いならば、何となく相手の魔力量が分かる。本当に何となくなので正確さには欠けるし、魔法使いでも全く分からない者も時々いるのだが。


魔力を持たない生物など、まず存在しない。ジルも例に漏れることなく、唯人の平均程度の魔力はあるが全く使えなかった。ただひたすら魔力操作が下手。


知っても良かったんだろうか、と若干居た堪れなさそうな宿主を尻目に、本人は全く気にしていない。


「だからその分、妹さんが魔法特化だったら最強兄妹きょうだいの誕生かなと。弟だと対抗心から反発しそうだし、やっぱり妹のイメージですね」


「最強にする意味はあんのか」


「何となく俺が嬉しいです」


そりゃ良かったと投げやりに相槌を打ったジルが、お前の番だとリゼルを顎で軽く促す。


「俺ですか」


「貴族なお客さんは仲睦まじい兄弟姉妹関係を作れそうですよね！」


うーん、と考えるリゼルに宿主の目に期待が籠った。


リゼルとて、兄弟姉妹に憧れた事がなかった訳でもない。だが同い年の癖に兄のような某傭兵ようへいも、弟のように手間のかかる某教え子もいた。戯れではあるが、一度だけ兄と呼んだ相手も。


「俺は、そうですね……妹が欲しいです」


「その心は!?」


「うちの可愛い妹は誰にもやらん、とか言ってみたいので」


宿主は撃沈した。求めていた答えを与える事は出来なかったようだ。


「確かにギャップは感じるけど女の子受けするかと言われれば欠片もない。もう何でこんな意味深な三人がいてそれっぽい答えが返ってこないの何なの」


何なの、と言われても、とリゼル達は思わずにはいられなかった。


イレヴンが茶菓子の最後の一口を口の中へ収める。机の上を埋め尽くしていた皿は、いまや全て綺麗に平らげられた。流石に腹が膨れたのか満足そうだ。


そして欠伸を零す姿に、リゼルは依頼中なのだからと手を伸ばす。イレヴンの顎に手を添え、促すように軽く押した。一瞬ぴくりと肩を揺らしたイレヴンだが、大人しく口を閉じる。


「もう予想外の答えのない質問に逃げるしかないそうしよう。お客さん達の癖とかありますかなるべく変わったのとかお互い気になってるの」


三人は平静のまま、互いに顔を見合わせた。


決して長いとは言えないが、それなりの付き合いだ。特に考えもせず出てくる。


「イレヴン、よくグラスとか齧ってますよね」


「あー、あれ。子供ん頃の名残っつうか何つうか」


唯人のいう犬歯の位置に生えている牙、その根元にある毒の分泌腺ぶんぴつせん。


蛇の獣人はその開閉も自由自在に行えるのだが、実は幼い頃は締まりが緩い。毒を出そうと意識せずとも、大きな口を開けたり、クシャミをした時などに開いてしまう事があるという。


「毒が漏れて、何つうの？　ピリピリ？　して痒いんスよね」


そんな時、何かを齧って痒みを紛らわしていたのがイレヴンだ。今も考え事などの最中に飲み物などで口内を刺激されると、無意識に齧ってしまうらしい。


そんな事があるのかと、感心したようにリゼルが目を瞬かせる。


「今は大丈夫なんですか？」


「ホントにちっさい頃ッスよ。今なら漏れても痒くなんざなんねぇし」


漏れる事などないが、とイレヴンは舌で分泌腺をなぞった。蛇の獣人ならば幼い頃に誰もが通る道だ、特に隠すようなことでもない。


「お前は時々、読んでるページの隅いじってんな」


「直したいんですけど、なかなか直らなくて」


「あー、リーダー時々しょんぼりしながら丸まったトコ直してるよなァ」


そしてリゼルの癖はというと、読書中にページの角で遊んでしまう事だ。


普段は慈いつくしむように書物へと触れる彼が、次のページにかけた指先でやんわりとそれを曲げ、内側に丸まったページに気付いては伸ばしているのをジルもイレヴンも度々目撃している。完全に無意識の行動なのだろう。


「本が傷むし止めたいので、今度見たら声をかけて下さい」


「本読んでるリーダーに声かけづらいんスけど……あ、そうだ。ニィサンって煙草噛まねぇ？　これ癖？」


「そうなんですか？」


リゼルの前でジルが煙草を吸う事はない。


不思議そうな視線に微かに眉を寄せ、ジルは渋々口を開いた。噛み潰す程に強くは噛まない。だが、歯形が残る程度には力を入れている。自覚はあった。


「確かに噛んでるかもな」


「へぇ、見てみたいです」


「お前吸わねぇだろうが」


「気にしませんよ。ジルが俺の前で吸ったの、最初だけじゃないですか」


「それで満足しろ」


「でも、噛む所は見た事ないので」


俺の前では吸う癖に、とニヤニヤしているイレヴンを尻目に、ジルはじっと此方を見るアメジストを見返した。


「吸わねぇ」


煙草の臭いは似合わないと、今でも変わらず思っている。


無理強いはしないけど、とあっさりと引き下がるリゼルに、彼は微かに目を細めた。煙草を噛むというのはどういう意味か。リゼルだけは見たくとも見られないのだと、わざわざ伝えるつもりもない。


「正直もっと致命的な癖を期待してた俺です。ではでは最後の質問にいきましょう」


どうやら今回も宿主の望む答えを返せなかったようだ。果たしてどんな答えを期待されていたのかと、三人は地味に気になっている。


「三人で行った変わってた所か楽しかった所はどこでしょうか」


「だから何で知りてぇの？」


「誘いたいからじゃないでしょうか俺よりモテる人間滅べ……ッ」


ダンッと机を叩きながら吐き捨てる姿を、〝追い込まれた人間って恐ろしいな〟と他人事のように眺めるリゼル達はまごう事なく勝ち組だったと、後に宿主は語る。


「変わってたっつうと……迷宮？」


「括くくりがでかすぎんだろ」


燃え滾たぎる火山、地平線しかない砂漠、何処までも広がる森や迷路。無数の階段や底のない落とし穴。迷宮以上に、理屈の通じない場所はない。


それを思えば、迷宮以上に変わった場所もないだろう。ならば、と三人はあの迷宮がこの迷宮がと話し始めた。


「俺は〝知恵の塔〟が面白かったです。流石に深層になると良い謎が出てきて」


「でもリーダー足止め食らわなかったじゃん」


「ちゃんと楽しんでましたよ」


〝知恵の塔〟、アイン達が初踏破を成し遂げた迷宮だ。


途中、若干の体力勝負を迫られたが、知恵の塔に恥じぬ謎が多々あった。とはいえ、一日中悩んでもおかしくない仕掛けをスイスイと通過したのがリゼルだが。


ジルやイレヴンは、リゼルが何をもって面白いと言っているのか全く分からなかった。


「頭で敵わないって思った事とかねぇんスか」


「結構ありますよ？」


信じがたい、と露骨に目で訴えてくる二人に、リゼルは苦笑した。


どれだけ頭が回ろうと、政界ではまだまだ若輩。生涯をかけて国を支えてきた古豪こごうを前にすれば、敵わないなといつだって実感する。


真に国を想いその身を捧げてきた者たちは、文官といえどまさに歴戦の覇者に等しいのだから。


「そうですね……そういった意味で一番尊敬しているのは、陛下の相談役の方でしょうか」


「相談役？」


「あの方にかかれば、まだまだ俺なんて子供扱いですよ。いつも敵わないなと思ってます」


そして、遠い地で過ごしているだろう翁に思いを馳せる。


自分のことを茶飲み友達だと言ってくれた彼は元気にしているだろうか。陛下と共に苦言を貰っていた日々が懐かしい、とリゼルはしみじみと茶を飲んでいた。


「こいつ自分のこと過小評価も過大評価もしないよな」


「謙遜じゃねぇなーっつうのは分かる」


「俺からしたら貴族なお客さんがもうほぼ頂点なんですけど、すんなりと納得出来るあたり世の中凄い人がたくさんいるんだなと思いました。マル」


言いながら、ジルも自らの記憶を漁る。


まだ一人だった頃に攻略した迷宮は断片的にしか覚えていないにも拘らず、最近の記憶はやけに鮮明だ。


「騙し絵っぽい迷宮あったろ」


「あのニィサンが通路と勘違いして壁に突っ込もうとしたトコ？」


「そうだな、てめぇが宝箱と勘違いして床撫でてたとこだ」


「良いじゃないですか、二人とも実際に額をぶつけた訳じゃないんだし」


ちなみにリゼルは真っ直ぐに通路が続いているっぽく描かれた壁にぶち当たった。


「俺はあの全部柔らかいトコッスね。床も壁も魔物も柔らかくて笑えた」


「てめぇ魔物壁に向かって蹴りつけて爆笑してたろ、正直引いた」


「ニィサンこそ斬れねぇって言いながらグッチャグチャに叩き潰したじゃん。超引いた」


「まぁまぁ、二人ともちゃんと戦えてたし充分じゃないですか」


ちなみにリゼルは転ばないようにするのが精一杯で、壁にもたれながら魔銃を発砲していた。


「何だか冒険者って凄いとこ冒険してるんですね。やけに楽しそうなんですけど」


「とはいえ魔物は襲ってきますよ」


「ですよねー」


たとえどんな仕様だろうが迷宮は迷宮、危険である事に変わりはない。


宿主は一瞬浮かんだ〝冒険者って楽しいのかも〟という考えを即座に封印し、何事もなかったかのように手に持っていたメモを見下ろした。一先ず、質問は全て消化した。だが果たして、回答をそのまま女の子達に伝えたとしてモテるのだろうか。


いや、話の切っ掛けにはなるはず。そうでなくとも、答えを求めて集まってくれればハーレム気分を味わえる。そう思えば決して悪い結果ではないと、宿主は必死に自分に言い聞かせた。


「えーそれでは俺の調子こいた自業自得に付き合って頂き誠にありがとうございます。依頼達成証明書どうぞ」


「はい、有難うございます」


穏やかで品のある微笑みに、これをマスターすれば良いんじゃないかと思った彼は、しかし出来るなら苦労しないとすぐさま諦めた。






その日の夕食での事だ。


リゼル達は豪華絢爛な食卓を前に、感心していたり引いていたりしていた。食材を型取り、組み上げられた立体的で幻想的な料理の数々。初めての弁当で見たアレが、更にグレードアップしているのだ。


リゼルは席につき、皿の上に所狭しと咲き誇る色とりどりの花、そこに止まる蝶をとってパクリと口の中に放り込む。


「あ、やっぱり味がついてて美味しいです」


「まぁ、見た目だけっつうんじゃねぇなら良いけど」


「普通に作んのが一番美味そうだと思うけどな」


食材も良いものを使っているのだろう。味も美味しい。


身も蓋もない事を言うジルも、普通に食べ始めるのだから不満はないのだろう。料理とは思えないという、宿主の技量に対する褒め言葉に近いのかもしれない。


リゼルがそんな事を考えていると、ふいに宿主がキッチンから顔を出した。その手には華麗に切り開かれた果物の鳥の姿。それを残るスペースである机の隅に置きながら、彼はそうそうと話を切り出した。


「そういえばもう一つ用紙の裏に質問あったんですけど良いですか。もし自分達が凡人だったらどうするって奴なんですけど。俺もこれは結構知りたい」


リゼルは不思議そうに花の一片を咀嚼そしゃくしている。イレヴンは訳が分からないとばかりにヴァイオリンを噛み砕き、ジルは眉を寄せながら幾何学模様きかがくもようをフォークで崩した。


あれ、と予想外の反応に動きを止める宿主へと、リゼルは花を飲み込み苦笑する。


「天才だなんて思った事はありませんよ」


才能を持とうとも、それに胡坐をかいていれば辿りつく領域などとっくに超えている。


たとえ天才でも、たとえ凡人でも、三人にとってはやりたい事もやるべき事も変わらない。どちらにせよ、今こうして三人で食事をとっているだろう。そこに至る為の過程も、何も変わる事なく。


「特に、俺は」


その言葉に、二つの視線が一瞬リゼルを窺った。


だがリゼルの言葉に卑屈も自嘲も混じってはいない。あるがままの言葉だ。それだけを確認し、二人はあっさりと食事に戻る。


リゼルが自らをどう評しようと彼の自由だろう。優れているというのも理由の一つだが、だから共に居る訳ではない。リゼルが既存の枠にどう定義付けられようが、それが自身らに何の影響も与えない事を二人はよく知っている。


「そういうのは、確かにあるんでしょうけど」


そんな二人を見て、リゼルは嬉しそうに目元を緩めた。


「周りの評価を必要としないなら、凡才と天才の区別に意味なんてありませんよ」


「よく分からんけど格好良いから今度その言葉使ってみよう」


努力を必要とせず大成する者を天才だというのなら、いつだって唯一人の王の隣に立とうと必死に足掻く自分は間違いなく凡人だ。リゼルは微笑み、二匹目の蝶を唇で食はんだ。
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リゼルは最近、アスタルニアでようやく自分の読書スポットを見つけた。


宿から歩いて十分ほど。人通りの多い道から一本外れた通りにある店は、静かで落ち着いた雰囲気が魅力的な喫茶店だ。紅茶はあまり馴染みのない国柄なのでメニューにないが、その代わりコーヒーが美味しい。


相変わらず、道行く人々を眺められるテラスをリゼルは好む。強い日差しは伸びた屋根に遮られ、風通りも良い。アイスコーヒーでも頼んだなら、決して暑いという事はなかった。


頬をくすぐる髪を耳にかけ、柔らかな手つきでページをめくる。本の中では恐怖に打ち震える少年が涙を流し、嗚咽おえつを堪えながら迫りくる実の父親から逃げていた。


「（何だか懐かしいような、少し違うような）」


ふいに、記憶が呼び覚まされる。


果たしてあれはいつの頃だったか。恐らく十に満たない年齢だっただろう。リゼルは一度誘拐された事があった。


今思っても不思議な程に様々な事象が重なり合い、不可能は可能となったのだろう。いっそあの一瞬だけリゼルが相当不運、かつ誘拐を企んだ敵対貴族が相当幸運だったとしか思えない。


それは奇跡的だと言ってしまえる程に、常に守られているリゼルが誘拐されるなど有り得ない事だった。


「（お父様に失脚させられた人が、プロの暗殺者？　ならず者？　みたいなのを雇って、その人達に誘拐されたはず）」


記憶が所々曖昧なのは、感じた恐怖ゆえだろうか。


貴族の子供は、幼い頃から身を守る術を教えられる。リゼルも当然、父から教育係から色々聞いていた。勉強熱心で素直なリゼルは、それをしっかりと守って良い子で助けを待っていた。


手足が縛られたのは痛かったけど大人しく縛られた。父の政敵せいてきと思しき男が狂ったように延々と何かを喚わめいている間も、お腹が減ったけどちゃんと話を聞いていた。脅すように近くの壁を蹴りつけられて、びっくりしたけれど泣かなかった。


『お前も私を馬鹿にするか……ッ』


『？』


それが怯えながら実践されていたなら、相手が逆上する事もなかっただろう。


しかし、リゼルはあまりにも平然とし過ぎた。取り乱してはいけないよ、と教えられた通りに己を律した結果、誘拐されてものんびりあっさりしている子供に見えてしまった。


今のリゼルならば健気に怯えるフリぐらいはしてみせるも、当時の年齢では難しい。


『流石はあの男の息子だなぁ!!』


結果、困惑したリゼルは男に胸倉を掴まれ、床へと引き摺ずり倒された。


狂ったような笑みで自らを見下ろす男。打ち付けた肩は痛んだが、しかしリゼルは泣かなかった。細い首へと伸ばされた大きな掌に、咄嗟に抵抗しようと腕を動かした時だ。


壊れんばかりの勢いで部屋の扉が開け放たれた。薄暗い部屋に光が差し込む。


『ごめんね、待たせてしまったね、リゼル。怖かっただろう？』


躊躇いもなく部屋へと踏み込んで来た靴音は、聞き慣れた父のもの。リゼルは今まさに男に首を絞められかけた体勢のまま、ほっとしてそちらを向いた。


『……』


しかし、大きな瞳を向けた先にある助けにこそ、リゼルは戸惑った。


数歩の距離を開けて立ち止まる父。その周囲を固めるように立つ、公爵家直属の軍人たち。白い軍服を身に纏う領地の守護者である彼らが、逆光を背負い此方を見据えていた。


そんな彼らなんて、知らなかった。リゼルの知る父はいつだって穏やかだった。目を合わせれば微笑んで手を伸ばしてくれて、声をかければ撫でながら話を聞いてくれる、穏やかで優しい父だった。


守護者たちも、いつだって笑っていた。領民にも気さくな者ばかりだった。しかし今の彼らは剣を眼前へと立てて構え、笑みを消した顔は静かで恐ろしかった。


その中央に立つ父の笑みが、少しの温度も伴なわない事に気付いたリゼルは、


『汚い手で触れられているだけで不快だ。今すぐあれを、あの子から離し』


『…………、ひぅ』


『リゼル!?』


泣いた。何というかビックリしすぎた。


誘拐されようと縛られようと、すぐ横を蹴りつけられようとマイペースだったリゼルが泣いたのは、実の父に対してだった。今思えば結構シュールだなと思わないでもない。


よってリゼルはその瞬間、当時は軍の見習いだった親しい青年が、真っ先に誘拐犯である貴族へ飛びかかり引き摺り倒したのを知らない。犯人などそっちのけで、ほぼ全員がかりで慰められていたからだ。


「（今は平気だけど）」


どれだけ彼らの苛烈かれつな姿を見ようと、今は何とも思わない。むしろ誇らしく思うのだから、自分も成長したものだとしみじみしてしまう。


「なーにしみじみしてんスか」


「イレヴン？」


見慣れた何かを企んでいそうな笑みが、ひょいっと此方を覗き込んだ。


リゼルが宿を出る時には恐らくまだ寝ていたイレヴンの登場に、それほど長く本を読んでいただろうかと太陽を見上げる。気温が上がる前の、涼しい時間帯に読もうと思って宿を出たのだ。やはりまだ昼にもなっていない。


「や、迷宮行こうと思ってさァ」


イレヴンは向かいの椅子に軽い仕草で腰かけ、飲みかけのアイスコーヒーを遠慮なく飲み干した。微かに眉を寄せたあたり苦かったのだろう、リゼルは特にミルクもシロップも入れない。


「此処らへんにリーダーいるっぽかったから寄ってみた」


「迷宮というと、海にある方の」


「ん」


ガリ、と氷を齧りながら頷くイレヴンは、きちんと冒険者装備だ。


今いる喫茶店は、宿からだとギルドや国の出入り口とは反対側。わざわざ自分を探していた訳ではないのなら行き先は分かりやすい。


この道の先にあるのは港。アスタルニアの迷宮は、森側と海側で区別される。森側は言うまでもなく森の中、あるいは付近に点在する迷宮。海側というのは、海の上にある迷宮の事だ。


まるで水面に立つように存在する扉は、波に揺れることなくその場から動かない。港からギルド所有の小舟が出ているので、冒険者はそれに乗って迷宮を目指す。


「何か気になる迷宮でもありました？」


「あー、何つったっけな……〝人魚姫セイレーンの洞ほら〟？」


イレヴンの気を引くような迷宮があったか、とリゼルは自らの記憶を漁る。


数少ない海の迷宮は、とにかくでたらめな空間に繋がる他の迷宮と違い、きちんと海に関連する空間を持つ珍しい迷宮だった筈だ。〝人魚姫の洞〟も、内部はまさに海。常に水中を移動する常識外れの迷宮だが、不思議と呼吸は出来るという。


迷宮だから仕方ないが、相変わらず何でもありだ。リゼルも一度行ってみたいと思っていた。


「それ、俺も一緒に行っていいですか？」


「俺は嬉しいけど、リーダー泳げんの？」


「ゆっくりで良いなら泳げます。あの迷宮は歩けるらしいし、多分大丈夫です」


本当に大丈夫だろうか、という露骨な視線を流し、リゼルは〝じゃあ早速〟とばかりに店内へと入っていった。冒険者装備へ着替えなければいけないが、宿まで戻るのではイレヴンを待たせてしまう。


一部屋借りよう、そう去っていくリゼルの背を見送り、イレヴンが最後の氷をガリリと噛み砕く。


「目当ての魔物が出りゃ良いけど」


その言葉はリゼルに届くことなく、彼は機嫌が良さそうに椅子の背に凭れかかった。






リゼル達は港へ到着すると、冒険者用の小舟がある桟橋さんばしへ向かう。


小舟はその名の通り大きくない。一度に乗れるのは、迷宮に潜るにあたって最大数と言われている六人。海にある迷宮は数が少ない上、どれも一癖二癖あるものばかりなので向かうパーティはそれ程多くない。


更に今は、冒険者が迷宮へ繰り出す時間帯をとっくに過ぎている。見れば、一組のパーティが船頭に運賃を払って去っていく所だった。


そして残るは、迷宮に挑むには奇妙な事に一人のみ。


「…………何してんだ」


「ジルと一緒ですよ。俺より早く宿を出てたのに、今からですか？」


「別んとこ潜ってた」


その一人が、相変わらず黒一色のジルだった。


ボスだけ残してあった迷宮へと先に潜ってきたらしい。ボスを倒せば手に入る素材やそれによる大金、負傷や装備の修繕しゅうぜんまたは新調などで、大抵の冒険者は暫くの活動休止を余儀なくされる。しかしジルには関係がないのだろう。


規格外という言葉すら控えめな表現に思えてしまう存在。だが、そのジルに冒険者教育を受けたリゼルは〝凄いな〟以外に何も思わないし、イレヴンは〝人外人外〟とニヤニヤして終わる。


「ニィサン、多分目的地同じっしょ」


「そうなんですか？」


〝人魚姫の洞〟と聞いて同意したジルにリゼルは微笑んだ。


「折角だし、依頼も受けてきちゃえば良かったですね」


ここまで来て、わざわざ別々で潜る理由など何処にもない。


三人は何も言わないままに自然と同行を決めながら、さてどうしようかと話し合う。依頼を受けずに迷宮に潜るのは、リゼル達にとっては特に珍しい事でもない。


ならば、何を話し合うのかと言えば。


「踏破目指す？」


「挑戦するのも楽しそうです」


〝人魚姫の洞〟は新しい迷宮ではないにも拘らず、未踏破の迷宮だ。


呼吸が出来るとはいえ水中、動きに抵抗もある上に魔物も襲いかかってくる。それだけで相当な難度の高さがあった。


何より、最深層に存在するボスを誰も討伐する事が出来ない。未踏破である事が当たり前であると、そうアスタルニアの冒険者の間で認識されている程に。


「初踏破ってどんな感じなんでしょうね」


「俺もねぇなァ」


「俺はある」


「知ってる」


迷宮の初踏破、冒険者ならば誰もが手を伸ばす栄誉だ。何より初踏破を成し遂げた者にのみ与えられる踏破報酬も、金銀財宝に限定されないようなのでリゼルは興味があった。


出来るかな、とジルを窺う。


「踏破しようとしたら出来そうですか？」


「ボスによる」


ジルは決して慢心まんしんしない。会った事のない魔物より自分の方が強いなどと言わない。


ボスと対面して、完全に無理だと思えば素直に引くだろう。今まで全く敵わないと判断するような相手が居なかった為、踏破を続けてきただけに過ぎない。


「仕掛けとかはお前がいりゃ何とかなるだろ」


「責任重大ですね」


「じゃあー……罠だけ微妙？」


「水中で、更に厳しい罠っていうのはなさそうですけど」


「あーね」


後はもう、行ってみなければ分からない。


謎に包まれた最深層やボスについても、無理なら引き返せば良いのだ。うん、と頷いてリゼルは煌きらめく海を眺めた。ぽつりと小さく、此方に帰って来る小舟が見える。


「じゃあ、とりあえず最深層を目指すとして……あの迷宮だとどれくらいかかるでしょう」


「階層は」


「五十、だったと思います」


「一階層がどんくらいだろ、泊まり込みで三日ぐらい？」


今までリゼル達が一日で踏破したのは、極端に階層が少ないか相性が良い迷宮に過ぎない。


一階層が丸々広大な砂漠など、規模の大きい階層ならば一階層につき一日がかりというのも決して珍しくはなかった。ちなみにそういう迷宮には、大抵一階層ごとに魔法陣がある。迷宮が良い意味で空気を読んでくれた一例だ。


だがイレヴンの言う三日も、普通ならば無謀でしかない。魔物に全く足を止めず、複雑な道筋を全く迷わず、様々な仕掛けに足をとられなければ可能な数字だった。それが出来れば誰も苦労しない、と突っ込む人間は此処にいない。


「あ、泊まりって良いですね」


「お前まだ諦めてねぇの」


何気にリゼルは未だに迷宮内の夜を経験していなかった。


アスタルニアで迷宮に潜る時も、凄まじいスピードで迷宮を攻略していくジルのお陰で攻略済みの迷宮に行ける。やはり転移魔法陣は便利だ。


「じゃあ今日の迷宮で試せば良いんじゃねッスか」


「でも宿主さんに何も言ってませんし」


冒険者が数日姿を消そうと、宿代さえ踏み倒さなければ宿側は気になどしない。


しかし、と三人は宿主の姿を思い出す。食事の支度をしちゃったら困るだろう、という一般的な心配とは別の所で、宿を移ったのかと思ったやら、何か変に巻き込まれたかと思ったやら、色々大騒ぎしそうな心配があった。


何故そんな騒ぎが起きるのか、その原因は分かっているがとジルとイレヴンがどうしようかと考えているリゼルを見る。


「どうしましょう、一度宿に帰るのはちょっと」


「あ」


ふいに、イレヴンがちょいっと空を指さした。


リゼル達もそちらを見れば、見回り中か見回りを終えたのか。少し離れた王宮へと、愛するパートナーと共に低空飛行で飛んでいるナハスがいた。


のんびりと飛んでいる姿は、ただの散歩なのかもしれない。あの魔鳥愛に溢れた男ならば休日だろうが愛鳥とデートしていても全くおかしくはなかった。


空を滑るように飛ぶ一人と一匹は、バサリと羽ばたく音が聞こえそうな程に近付いてくる。太陽が反射して見にくいが、今ナハスの顔は蕩とろけきっているのだろう。


「あいつで良いか」


「え？」


ぱっとリゼルがジルを見れば、遮るように額へと手を翳かざされた。


眩しくない、そう思った直後に聞こえたのは、慌てふためいたように不規則にバタつく羽音と慌てたようなナハスの声。すぐに離された掌から開けた視界には、地面に立って落ち着きなくソワソワしている魔鳥と、その上にしがみつきながらグッタリしているナハスがいた。


何となく予想はつくが、一体何がとリゼルが思っていた時だ。地面に降り立ったナハスが、片手で必死に魔鳥の機嫌を取りながらバッと此方を向いた。


「殺気を飛ばすな！」


「あ、副隊長さんも殺気とか分かるんですね」


リゼルは未いまだに気配も殺気も分からない。


「こいつ顔見知りだろ」


「頼んでみましょうか」


知人がやっている宿、と宿主の所を紹介してくれたのはナハスだ。ちょうど良かったと頷き、リゼルは申し訳なさそうに口を開いた。


「その子を驚かせてすみません。頼みたい事があって」


「まぁ、非番だから良いが」


謝られた以上とやかく言うつもりはないが、とナハスが怪訝そうに三人を見た。


手段はかなり強引だったとはいえ用事があるのは確かなようだしと、そう考える彼は人が良いのかヒスイの恩があるからか。それとも動向に目を配っておきたいのか、目を離すと何をするのか分からないと思っているからか。


「今、〝人魚姫の洞〟を踏破してみようってなったんです。数日帰れないので、宿主さんに伝えておいてくれませんか？」


「ちょっと待ってくれないか」


ナハスはいきなり話についていけなくなった。


彼は押しとどめるように片手を上げ、眉間を揉みながら情報を整理する。〝人魚姫の洞〟の踏破。今まで誰一人として成し遂げた事のないという。軽く告げられた。いや、これは良い。突拍子もない事だがリゼル達に関しては突拍子がない事もない。


それより、数日帰れないという言葉。何故数日帰れないのか。次の魔法陣まで辿り着けない訳ではあるまい。ナハスは軍属ゆえに冒険者には詳しくないが、それでもそれが難しい事だと知っている。それでも、彼らならば可能だろうことも。


「数日、帰れないのか？」


「流石に一日で踏破はちょっと」


つまり迷宮の全ての踏破を、数日で。


よく分からなくなってきたが、彼は無理やり自分を納得させた。リゼル達が戦っている所などまともに見た事はないが、出来るのか。いや出来るというなら出来るのだろう、そんな気がする。ここまでは理解出来た。あと分からないのは。


「今、決まったのか」


「はい。さっき偶然三人揃ったので、宿を出る時に何も言っていなくて」


「それで今、あっちから来ている小舟に乗って出発すると？」


「あ、もうすぐですね」


小舟の数は一つではないが、スピードが出ない為にタイミングによっては大分待つ事もある。少し待ったが丁度良かったと、桟橋に寄って来る小舟を三人が眺めた時だった。


「準備はどうしたんだ。迷宮内で夜を明かすなら不可欠だろう」


「ポーチに空間魔法が付いてるので。お陰で、普段から野営の準備は整ってるんです」


「ああ、お前らは持ってるんだったな。食料がかさ張らないというのは有難い」


ナハスの言葉に、ぱちりとリゼルが目を瞬かせた。


ちらりとイレヴンを見れば、指を一本立てられる。今日の昼飯として持って来ていた一食分、という意味だ。


次いでジルを見れば、首を振られた。栄養だけは高い冒険者ご用達の木の実などは普段から持ち運んでいるが、数日分はない。


「おい、どうした……」


その様子に、まさかとナハスが声をかける。


リゼルはにっこりと笑った。元の世界では全て周囲に任せ、こちらでも何処からともなくやってきたジャッジが色々準備してくれたので、完全に失念していた。


「現地調達で頑張ります」


「食えるものがなかったらどうする！　全く、お前たちは変な所で変に抜けてるんだ……ほら持っていけ！」


いつの間にかナハスの手に食料の詰まった袋が握られていた。


全く仕方がない、という顔をしながら差し出されたそれをリゼル達は有り難く受け取る。野営に慣れた軍人らしく、野外で調理しやすい食材ばかりだ。


「有難うございます、副隊長さん」


「ちゃんと食うんだぞ。空腹だと力が出ないからな」


その時、小船が波の音を立てながら桟橋へと止まる。リゼルは食料をポーチへと仕舞い、そしてナハスへと向き直った。


「そろそろ行きますね。宿主さんに言付け、お願いします」


「あぁ、分かった。お前らも無理はするなよ」


ナハスが魔鳥の手綱を引いて騎乗し、空へと飛び立つ。青い空を背景に大きく一度だけ旋回し、向かったのは宿の方角だった。早速伝えに行ってくれたのだろう。


どうやら非番のようだし、久々に友人と話に花を咲かせるのかもしれない。リゼル達はそんな事を話しながら船頭へと銅貨を渡し、船へ乗り込んだ。






小舟が辿り着いたのは、迷宮の扉へと縄の張られたイカダの上だった。


「小さい船って結構揺れるんですね」


「リーダー酔わねぇから良いじゃん。前に馬車で酔ってたけど」


「普通に乗ってりゃ酔わねぇんじゃねぇの」


「元々、あまり酔う方じゃないんです」


海にある迷宮には全て、足場としてイカダが固定されている。


イカダの中央には帆もないのに一本の棒が立っており、その天辺にはランプがぶら下げられていた。帰りたい時は、これを灯せば小船が迎えに来てくれる。ランプは色付きで、迷宮によって色が違う。


ランプの下には鐘もあり、鳴らす事で船頭達が何処かのランプが灯った事に気付いてくれるようだ。


「扉は陸のと変わりませんね。少し海っぽいデザインですけど」


「開いたら真っ黒っつうのも一緒」


イレヴンが片手で扉を押せば、両開きの扉がゆっくりと開いていく。


「じゃあ行きましょうか。入ってすぐ水の中ですけど、呼吸は出来るそうなので気負わないように」


「ああ」


「りょーかい」


扉の中を埋める黒に手を沈めて、三人は躊躇わずに迷宮へと足を踏み入れた。


ざぶりと、突如水中に放り出される。腕を動かせば水をかき回す感覚と、確かに感じる浮力。しかし不思議と足はしっかり床を踏みしめていて、数歩前へ歩くと多少の抵抗はあるものの、驚くほど普通に歩く事が出来た。


「、……」


ふわりと浮く髪をそのままに、リゼルは無意識に止めていた息をゆっくりと吐き出した。しかし、微かな泡が口から洩もれただけ。唇の端をくすぐるように水中へと流れていく小さな泡を目で追う。


そして、躊躇わずに吸った。知識で知っていようと、水中で呼吸をするのは酷く抵抗があるだろう。だが、それを微塵も感じさせない普段通りの呼吸。


「凄い、本当に息が出来ます」


呟いた声は水中らしく、微かに反響して聞こえるようだった。


水が口内へと流れ込むかと思ったが、それも違う。本当に陸と変わらない。リゼルは楽しそうにジル達を振り返って、大丈夫だと頷いてみせた。


眉を寄せていたジルと、片手を口に当てて微妙な顔をしていたイレヴンが、噤つぐんでいた口を開く。


「お前は躊躇いねぇな」


「すっげ、これ水中なのに何で？」


「分かりません。迷宮って凄いですね」


触れる水の温度は冷たくなく、やや涼しい外気と同じくらいか。


しかし、此処は確かに水中だった。白い石を組んだ水中遺跡の内部のような風景は、何かに照らされているように明るい。時折石の隙間から泡が立ち上り、遠くポコンと泡が弾ける音が反響する。


酷く透明度が高い水は、思うほど体の動きを妨げない。しかし戦闘となれば、流石にいつも通りとはいかないだろう。


「泳げそー」


「歩いた方が早はえぇだろ」


イレヴンが床を蹴り、数度腕を掻いて両手で天井へ触れた。そしてクルリと回り、天井を蹴って床へと戻る。


「浮くと厄介かも」


「あんま踏ん張り効かねぇな」


「俺の銃も、ちょっと動きが鈍いです」


リゼルは顕現した銃をひょいひょいと動かしてみた。抵抗の強い横移動させるより、やはり面の小さい前後の方が動かしやすい。


「こんな迷宮で魚の魔物が出たら、凄い難度ですよね」


「え、出んじゃねぇの？」


「出るみたいですけど、簡単には出て来ないと思います」


魚の魔物と水中戦。


そんな状況が多発するなら、この迷宮はとうに立ち入り禁止になっていてもおかしくはない。しかし少なからず潜っている冒険者がいるのだから、出るとしても余程深い層だろう。


「だって。ニィサン」


「てめぇもだろうが」


「そんなに戦いたかったんですか？」


確かに完全な水中戦は初めてか、とリゼルは納得したように頷いた。


いつもは水面から躍り出て襲ってくる魔物を斬ることが多い。膝くらいまで水に沈めたジル達が次々と水面で魚の魔物を斬り捨てる姿を見た時に、思わず熊の狩りを想像してしまったのはリゼルだけの秘密だ。


「支障は？」


「ねぇ」


「ないッスね」


水中で剣を振るうのは相当な力と振りの鋭さが必要だろうが、二人には関係なさそうだ。リゼルはそれだけ確認をして、そして歩き出した。


「普通の水中ほどではないにしても、少し歩きにくいですよね」


「疲れそう」


「出た時が怖こえぇな」


反応しない魔法陣の上を通り抜け、真っ直ぐに続いている通路を進む。


水中という点以外は、他の迷宮と変わりがない。遺跡型としては定番の造りだろう。だが、最大の違いが一つだけ。


「あ、成程」


「お、水中ならではって感じ」


壁に突き当たるも、他に道はない。


しかし見上げれば、天井は消えて真っ直ぐに上へと伸びる通路がある。通路の奥には横へと抜ける通路があり、あそこまで泳いで上がれという事なのだろうと三人は感心したように見上げていた。


ならば、とリゼルが床を蹴ろうとした時だ。


「掴まってろ」


「え？」


ジルに手首を掴まれ、その腕を首元に運ばれる。


水中では、たとえ腕一本で持ち上げられようと痛みなど欠片もない。そのまま掴まる様子を見せずにいれば、目の前のジルが怪訝そうな表情を浮かべた。


思わずまじまじと見ていれば、何かに気付いたのだろう。眉を寄せたジルがまさかと言わんばかりに唇を開いた。その心底意外そうな顔に、リゼルは彼の言いたい事を察する。


「お前泳げんのか」


「何で二人とも俺のこと泳げないと思ってるんですか」


思わず真顔になった。


「泳げねぇっつうか泳いだ事あるように見えねぇ」


「ニィサンに同意」


「ありますよ、一応」


リゼルが苦笑し、ジルの肩に置いた手に力を込めながら今度こそ床を蹴る。危なげなく登る姿に、成程確かに泳げるようだとジルとイレヴンもそれに続いた。


ゆっくりならば泳げるという言葉に嘘はなく、スピードは然程ない。いざという時はやはり腕を引っ張りながら泳ごうと何も言わず頷く二人に気付く由もなく、リゼルは遠くに見えた四角いゼリー状の魔物を撃ち抜いた。






どういう仕組みかは誰にも分からないが、全ての迷宮で朝晩がある。


空の見える迷宮は勿論のこと。今リゼル達がいるように上下左右が壁で囲まれている迷宮でも、あらゆる光源が徐々に光を失っていく。時間の経過は迷宮外と全く同じ。


しかし完全に真っ暗になる事はなく、大抵は月明かり程度の明るさが残る。迷宮の親切設計は細やかな部分まで行き届くが、絶妙な嫌がらせ設計も些細な所まで徹底してはいるので、冒険者は素直に感謝が出来ない。


「野営ですね」


「迷宮内でも野営っつうの？」


「なら何て言うんですか？」


そう言われるとイレヴンにも分からない。


えー、と彼はジルを振り返ったが、呆れたように溜息を零されただけだった。少し大きめの泡が吐き出されるのを眺めながら、助けは得られそうにないようだと諦める。


「普通に泊まりで良いんじゃねッスか。決まった呼び方とかねぇし」


「そうなんですか？」


「迷宮内で一泊とかあんまねぇもん」


そんなものかとリゼルは納得し、薄っすらと青味が増した夜の海中を歩いた。


迷宮内が暗くなり、休もうかと腰を落ち着けたこの場所は、ただの平らで開けた場所に過ぎない。迷宮内に安全な場所はなく、何処に居ようと魔物に襲われる可能性はある。


唯一絶対安全なのが、ボスを倒した後の最深層だというのだから本末転倒だ。


「ジル、何を準備すればいいですか？」


「大抵は火ィつけてボサッとしてるだけだな」


夜の魔物は昼間より手強くなるが、代わりに好戦的ではない。


よって通常は見張りで一人が起きており、魔物を発見次第パーティ全員で一気に片を付けるか、見つからないよう移動する。決してボサッとしていて良い訳ではないが、ジルにとってはそうだった。


そもそも迷宮内で夜を明かす事が多々あるジルだが、大抵は少し休憩した後に攻略を再開していた。強化された魔物を問題なく斬り捨てられる彼ならではの方法だ。


「テントとかは使わないんですね」


「大抵が雑魚寝ざこねッスね」


迷宮内でテントを使う冒険者などいない。荷物になるだけだ。


まず熟睡する事などないし、いざという時に素早く逃げ出せない。襲われた際にテントを畳んでいる暇などないので、テント一つ分の赤字になるだけだ。


「まぁジャッジの奴は準備したけど」


ぼそりとイレヴンが呟く。


以前、ジャッジがイレヴンのポーチへと詰め込んだ野営セットの中には、しっかりとテントも含まれている。冒険者がお得意様の彼が迷宮内でのあれこれを知らない筈がないので、恐らく全てを理解した上での〝リゼルを床で寝かせるような真似はするな〟という事なのだろう。


「テントの方が落ち着くんなら用意すっけど」


そして〝王座〟によって半分監禁されながらも一晩中その思想を叩きこまれたイレヴンも、その方が良いだろうかと考えてしまう。リゼルと雑魚寝が結び付かないというのもあるが。


「いえ、このままで大丈夫です」


「そ？」


「折角の水中ですしね」


リゼルも折角なのだから迷宮らしい夜の過ごし方を経験してみたい。


何となく三人が同時に思い浮かべたジャッジは、半泣きになりながらも「リゼルさんが良いなら……」と情けない顔をしていた。彼はぶれない。


「じゃあ、後は火ですね」


「水中だぞ」


半日ほど過ごして違和感は薄れたが、ここはまごう事なく水の中。


怪訝そうなジルの言葉に、しかしリゼルは不思議そうに目を瞬かせた。


「点かないんですか？」


「あ？」


ぱっとリゼルは差し出した手を広げてみせた。


そして瞬きを一つ。一瞬の後、その掌の上に現れたのは間違いなく火だった。消えずに確かに灯り続け、煙を上げることなく揺れ、水のフィルターはあれど外で見るものと変わりない。


「何コレ、すっげ」


イレヴンが感心したように指を伸ばし、その火の端をチッと弾いてみせる。


「あっつ、本物じゃん」


「点きそうだな、と思ってたんです」


何故思うのか。しかし本当に点いてしまうのだから何も言えない。


ゆらゆらと水の中に火を浮かべて遊ぶリゼルとイレヴンに、ジルはもはや諦めた様子で薪まきを取り出した。近くに浮かぶ火に勝手にそれを突っ込めば、やはり薪が燃え始める。


「リーダー何食いてぇ？」


「どうしましょう。確か、副隊長さんが水中でも食べれるような食材を……」


ぱっぱと焚き火を作るジルの横で、リゼルはナハスから受け取った袋を取り出した。


覚えている限りでは、干し肉などの濡れても然程問題がなさそうな食料が幾つかあった。〝人魚姫の洞〟へ行くと告げたので気を遣ってくれたのだろう。


「水ん中で食べるって微妙ッスね」


「美味しくなさそうですよね」


袋を漁り、イレヴンは適当に取り出した干し肉を齧って渋い顔をした。水の中でも味が変わらないとはいえ、やはり水に浸けたものを食べるのは微妙なのだろう。


「こら、つまみ食いは駄目ですよ」


「これだけこれだけ」


そう言って、イレヴンは指で摘まんだ干し肉をジルが用意している焚き火で炙あぶった。


何となくの行動だ。特に意味はない。邪魔、というジルの声に適当に返事を返しながら、彼は炙った干し肉を再び齧った。


「……」


「イレヴン？」


「濡れてなくねッスか」


炙った部分が、炙られたまま熱い。


手渡された干し肉をリゼルも齧ってみる。イレヴンの言った通り、全く濡れていない。表面の焼き色も香ばしさもそのままに食べられる。


こうしてリゼル達は〝焼けば大丈夫〟という正義を手に入れた。どういった理由かは分からないが、美味しくご飯が食べられるならそれで良い。三人は頷き合い、早速火を通して食べられるものを食料袋から取り出し始めた。


「あ、凄すげぇ団子ある団子。焼いて食おう」


「肉だろ」


「あ、お芋もありますよ」


リゼルは掌大のずっしりとした芋を持ち、一つ頷いてイレヴンを見た。


「イレヴン、ナイフを貸して貰っていいですか？」


「んぁ、何で？　あ、切んスか。貸して」


「はい、俺が切ります」


あっさりと告げたリゼルに、イレヴンとジルの動きが止まる。


果たして目の前の元貴族は料理などした事があっただろうか、と。いや、ない。なにせ本人がそう言っていた。今までも何だかんだやりたそうな雰囲気は出していたが、此処まではっきりと告げられた事はなかった。


二人のやけに真剣な眼差しが一瞬だけ交差する。


「てめぇ団子焦がすだろ、忍耐ねぇから」


「んな事ねッスよ。あ、でもリーダーとか向いてそうかも」


「いえ、俺はこれを切らなきゃ駄目なので」


微笑みと共にあっさりと返され、ジル達は視線を逸らしながら鋭く舌打ちした。


使い慣れないナイフを握らせるよりは、日ごろ魔法で使っている火の方が危険が少ないと判断したのだが失敗に終わる。二人の完璧な演技はリゼルには通用しなかった。


そう、どうやったって誤魔化せる相手ではないのだ。穏やかで控えめな印象に反して、リゼルは今まで誰に何と言われようとやりたい事は全てやってきた。


むしろ、言い方から既に決定事項である。リゼルに引く気はない。


「……俺の凄すげぇ切れ味良いし、ニィサンの方が」


「似たようなもんしかねぇよ。てめぇのが数持ってんだろ」


つまり、一番安全そうなものを渡せという事。


イレヴンは熟考の末、渋々と一本のナイフを取り出した。刃渡りが短めで握りやすい片刃、言うならば一番包丁に似ているデザインだ。


「リーダーはい、手ぇ切んないでね」


「有難うございます」


刃を摘まんで渡されたナイフを、リゼルは嬉しそうに受け取った。


そしていそいそとポーチからまな板を取り出し、膝の上に置く。いつかリゼルが自分で手に入れた迷宮品、〝いくら使っても擦り減らないまな板〟だ。


「リーダー、最初は俺。俺やるから。ほら芋丸いし」


「見れば分かりますよ」


「切る！　指切る！」


「え？　ジャッジ君はこうやって……」


「お前あれと自分を同列に並べんなよ」


ジャッジは野外の焚き火であっても、フライパン一つで完璧なフルコースを作りきる男だ。


そしてジルは、どうやら付きっきりで見ている事にしたらしいイレヴンに全てを任せた。焚き火と向き合って他の食材を焼く事に集中する。このまま見ていれば全て取り上げたくなりそうだ。


「ん、あれ、もっとこう……スムーズにトントンといける予定だったんですけど」


完全に料理をしない人間の言い分だ。


随分と固そうな芋相手に、素人がスムーズにいける筈がない。ジルもイレヴンも、自分で作るならば切って焼ければそれで良い。味も食べられれば良い、そんな人間なので偉そうな事は言えないが、しかしリゼルにならば言っても許されるという自信がある。


ジルは決して振り返らないように、黙々と肉を焼いていた。


「ちが、リーダー手！　猫！　猫に成りきって！」


「にゃー」


思わず振り返った。


「いやそうじゃなくて！　真剣な顔して何言ってんスか危ないっつってんだろ！」


「あれ、今」


「手元見る！」







    
  
  




きっとリゼルはずっと真剣だ。むしろ、今まであまり見た事がないぐらい真剣だ。言われた通りにしたら何故か怒られて、不思議そうな姿を眺めながらジルは思う。


確かに、猫の手と言われても全く分からないだろう。リゼルでは〝猫の手も借りたい〟という慣用句が出てくるだけだ。本から取り入れる知識にも、料理用語で猫など出てはこまい。


しかし、それを口を出すと酷く疲れそうなのでジルは突っ込みもフォローも放棄した。イレヴンが見ていれば怪我はしないだろう。


「だから手ぇ猫の手にしろっつってんのに！　指、こうして」


「ああ、成程」


イレヴンによってぐにぐにと指だけ曲げられた手に、リゼルが酷く納得している。


どうやらすれ違っていた会話は噛みあったようだと、背中越しにその声を聞いていたジルは、今後一切リゼルに料理をやらせない事を決めた。やらないと上達しないとかそんなものは知らない。別に上達などしなくていいのだから問題ない。






「見て下さい、ジル。どうですか？」


「……お前基本的に器用だよな」


出来上がった芋は苦戦していた割には綺麗な等間隔に切られ、まな板の上で煌めいていた。
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リゼル達が迷宮探索の初日を終えようとしていた頃。


伝言を告げる為に宿を訪れたナハスと宿主は、久々に顔を合わせたのだしと酒を飲み交わしていた。三人がいなければ宿泊客は一組の夫婦のみ。宿主が夜に時間を作ることなど容易であった。


ちなみに当初は伝言を告げるだけ告げてナハスは親愛なるパートナーとの空中散歩に戻ろうとしたのだが、「何だかキャラ濃い人達が居なくなってやけに寂しい俺を置いて行くとか酷すぎる」と宿主によって引き留められて今宵こよいの酒盛りが決定した。


「大体貴族なお客さんいない時の二人が怖ぇんだよマジで。単品で会った時のあの愛想のなさ何なの。獣人なお客さんとか何聞いても〝は？〟ぐらいしか言わないからね。ちゃんと答えてくれるのなんて飯の話題だけな上に、何か作って欲しい時しかまともに話しかけてこないけどその度にちょっと嬉しく思っちゃうあの性根ずっるい!!」


「全く、変なところで愛想の良い奴だな」


「一刀なお客さんとかむしろ単品で対峙したら死を覚悟するんだけど。俺別に殺気も何も分かんねぇけどただひたすら怖い。別に何かされる訳じゃないし基本こっちに無関心だけど怖い。でも常識的なとこ見るとギャップで数倍良い人に見える不思議法則働くんだけど何で!?」


「自分から面倒事は起こさない男だと思うぞ」


愚痴っている割に酷く満更でもなさそうな宿主は、何だかんだと楽しんでいるらしい。


ナハスは酒を飲んで顔を赤くする友人を見ながら、自分も酒を呷る。リゼル達も嫌ならすぐに出て行くタイプだろうし、互いに上手くやっているのだろう。


普通の宿ではなく、この若干思考が特殊な友人の宿を紹介した甲斐があったものだとナハスは力強く頷いた。


「まーこの二人は貴族なお客さんと一緒だと何つーの、壁が薄くなるっつーの？　近寄りがたさが少なくなるっつーか、凶暴な魔物が鎖付けられたから一定距離までは近付いて大丈夫っつーかそんな感じ」


「ああ、それはかなり近い表現かもしれないな」


問題はその鎖を握る人間が、宿主曰く〝凶暴な魔物〟を制御するつもりが全くないという点だろう。魔物自ら差し出した鎖を微笑んで受け取り、引っ張りも躾しつけもせずに握っているだけなのだから。


「貴族なお客さんぐらい他の二人も穏やか優しく接してくれれば俺の胃に優しいのに。流石、最近近所の子供達から〝王子さま〟の称号を貰ってるだけある。普通なら爆笑モノのあだ名の筈なのに納得しちゃっただけあって、凄く高貴だけど意外と親しみやすくてお高くとまってないとか誰得だよ俺得か」


「全く、一番上なんだからもう少ししっかり下の面倒を見てくれないと困るな」


「何それパーティリーダーだからメンバーの面倒見ろって事？　何でお前さっきからちょいちょい母親目線になんの？　何なの？」


本来のナハスは、面倒見は良いもののそれだけだ。


感傷に流される事など決してなく、割り切り上手。そんな彼がよく自分から世話を焼いているものだと、宿主は自分を棚に上げてやれやれと溜息をついた。


その夜は、一晩中とあるパーティのお陰で話題が尽きなかった事は言うまでもない。






〝人魚姫の洞〟の踏破を始めて二日目、リゼル達は初日と変わらず海底遺跡の回廊を進んでいた。


迷宮は一つ一つの個性は強いが、入ってしまえば最深層まで似たような景色が続く事が多い。一階層ごとに構造が変われば攻略困難になるとは分かっているものの、変わり映えしない景色はリゼルにとっては少々つまらなくもある。


朽ちて倒れた石像を眺めながら通り過ぎ、そしてぴたりと足を止めた。


「これ、迷宮から出たら大変そうですね」


「何が」


「絶対、体が重く感じると思います」


「あー、そうかも」


イレヴンが地面を蹴り、前方に浮かぶゼリー状の魔物を斬り捨てた。


水中エレメント、と呼ばれる魔物だ。名の通り、性質はほとんど地上のエレメントと変わらない。普通のエレメントが炎のように核の周りに魔力を揺らしているのに対し、不定形で柔らかいゼリーのような魔力を纏っている。透明ながら薄らと色を持ち、微かに光る彼らは夜に見ると綺麗かもしれない。


「外だと振り過ぎるかもな」


「確かに、感覚ずれっそう！」


水中エレメントを次々と斬り付ける二人の動きに、全く危なげはない。


ただ、リゼルから見てもいつもと戦い方が違う。水中に適した動きへと変えているのだろう。


器用な事をする、そう思いながらリゼルはいつもと同じように魔物を撃ち抜いた。


「じゃあ何日も潜らねぇ方が良いんじゃねぇの？」


「どうでしょう、踏破しようっていうなら逆にこっちの方が良いのかも。水中の感覚に慣れてますし」


潜る度に体を慣らしていたのでは、深層の攻略が進まない。


ジルやイレヴンも、最初の頃は動きにくい動きにくいと言いながら戦っていた。慣れている内にどんどんと進んだ方が良いだろう。ボスを相手取るならば、尚更のこと。


「よっし、ラスト」


現れた魔物の集団を倒し、リゼル達は再び回廊を歩き出した。


然程進まぬ内に、ぽっかりと床に空いた穴を見つける。遺跡が崩れ落ちたような穴。底が薄暗いほどに深いそこへとリゼル達は足を踏み出した。


水の透明度が高い所為で、今にも底まで落下していきそうな感覚を覚える。しかし、ここは水の中。ゆっくりと沈んでいく。


「魚の魔物、出ないッスね」


「あ、でも一匹だけこの中層でも出た筈です」


「一種類じゃなくて？」


「一匹、ですよ」


リゼルの迷宮の知識は、ほとんどが本によるものだ。


ギルドで販売している各迷宮の地図も、よほどの事がなければ買わない。本も、迷宮を選ぶ参考程度だ。迷宮紹介本や魔物図鑑から内部の様子を予想し、楽しんでいるに過ぎない。


それは、どうすれば迷宮を楽しめるかという点を重視しているからだ。そこに関してはジルもイレヴンも似たようなもの。今の所リゼルが買った迷宮地図など、商業国マルケイドの〝水晶の遺跡〟ぐらいだ。


「戦わなくていい魔物らしいですけど」


「面倒なら避けりゃ良いだろ」


「そうですね」


降り立ったのは新しい回廊。


三人がそのまま前へと進んでいけば、通路の突きあたりで泡が立ち上っているのを見つけた。柔らかな光を放つ魔法陣に照らされた泡が幻想的だ。これがこの迷宮の、次の階層へと進むポイントであった。


「次、何階だっけ」


「十八です」


三人が魔法陣の上に立てば、無数の泡が立ち上る。


視界を埋めるほどのそれに、まるで持ち上げられるかのようにフワリと浮かぶ感覚。しかしその後、地に足をつける感覚は訪れず、三人はそのまま再び水底へと落ちていく。


リゼルは仰向けのまま、天井に灯る魔法陣が離れていくのを眺めていた。コポリと口から漏れた泡が上っていくのに目を伏せ、沈んでいく感覚に身を任せる。


「地底竜の時を思い出しますね」


水中で揺蕩たゆたっていると、思考が溶けそうになっていけない。リゼルはぱちりと目を開き、隣できちんと足を下に沈ませているジルを見た。黒の外套がいとうがゆらりと揺れる。


「そうだな」


ちらりと此方を見て、そういえばと頷くジルにとっては、竜のブレスを浴びるという壮絶な経験も大した事ではないのだろう。自分はひたすら熱かった覚えがあるというのに、これが経験の差かとリゼルは一人納得する。


「それ騎士学校の時にリーダーが言ってたヤツ？」


「そうです。隠し部屋にいたので、えっと……裏ボス？　って言うんですっけ」


「竜ねぇ……魔物としちゃ最上位だけど、やっぱ迷宮モンなんスよね」


浮かぼうとするフードを鬱陶しそうに押さえ、逆さで器用に胡坐をかいているイレヴンの言葉にリゼルもジルも頷いた。


種類として竜に分類される魔物は多い。だが、本当の意味での純粋な竜というのは迷宮には存在しない。リゼル達が戦った地底竜も迷宮では破格の強さを誇っていた。しかし、真の存在と比べると弱者にしかなり得ないのだ。


彼らを環境の一つとして扱う者もいる。その力は災害だと畏れられる。住処は危険地域を通り越し、聖域だと称される事もある。圧倒的な力の化身、それが竜だ。


「でもニィサン〝最悪の迷宮〟ででっかい飛竜と戦ってたじゃん。勝った？」


「一応」


その強大な存在を知る者は、苦々しげに舌を打ちながら肯定するジルの言葉を信じようとはしないだろう。


だが、勝利というには相当ギリギリだったようだと苦笑するリゼルは疑わない。ケラケラ笑うイレヴンも同様だ。リゼル達の装備にもかの飛竜の素材は使われているし、そうでなくとも信じただろう。


それにしても、とリゼルが頷く。出会った頃はその価値がよく分からなかったが、希少を通り越して伝説に近い素材を、よくぞポンポンと譲ってくれたものだ。もし飛竜の素材を売り払おうとすれば、値段すらつかずに国宝に等しい扱いを受けるだろうに。


「あの映像って、戦い始めを少しだけでしたよね。そんなに苦戦したんですか？」


「腕と足が何回か千切れかけた」


リゼルとイレヴンは思わず無言でジルを見た。


確かに以前、オークション会場で上級回復薬の効果を聞いた時、そのような事を言っていた。迷宮でしか出ない最高の回復薬、ジルならば何本か持っていても不思議ではない。


それを使いきる勢いだと言うのだから、それはもう激戦だったようだ。イレヴンがスイスイと器用にリゼルへと近付いて顔を寄せる。


「やっぱ竜が本気だしゃ大国潰せるっつうのは本当なんスよ」


「そうですね。だって、昔とはいえジルが重傷を負うんですし」


「ッスよね。ニィサンがギリなんだし」


露骨なヒソヒソ話は、音の響く水中では凄く良く聞こえる。


何故自分が苦戦しただけそれほど大袈裟な話になるのかと、呆れたように溜息をついたジルの頬を泡が伝った。その癖、〝今ならもう少しマシな戦い方が出来る〟などと考えているのだから、リゼル達の内緒話も強あながち的外れではないだろう。


そしてジルは顎を引き、水底へと視線を向けた。


「でも竜って一度会っ」


ふいにリゼルの口をイレヴンが塞ぐ。


視線を微かに鋭くする二人に、リゼルはイレヴンの手が離れたのを確認して体勢を整えた。仰向けから、ジルの腕を勝手に使いながら真っ直ぐに。


「……この階層でした？」


「ぽいッスね。何か居る」


声を潜めながら問いかければ、くるりと体を起こしたイレヴンも足元へと視線を固定したまま同意する。


この〝人魚姫の洞〟の話を聞いた時、必ず耳にする噂が幾つかあった。未踏破であるという事、水中であるという事。そしてもう一つが、中層でのみ姿を現す魚の魔物の事。


中でも、魔物については誰もが厳しい顔をして言う。戦わなくていい、戦おうとするな、見れば分かると。


真下に伸びた通路の終点が近付いてきた。聖堂のように広い空間、その中央には色とりどりの美しい珊瑚さんごや水草がある。そして、その中に佇む一匹の魔物。


「でっか」


「堅そうだな」


大人の頭より大きい牙、いかにも獰猛そうな外見、隣に並べば見上げる程の巨体だろう。更に分厚い鱗は岩が貼りついているかのようで、鎧のように体中を覆う。


〝鎧王鮫オリハルコンシャーク（通称：鎧鮫よろいざめ）〟の名を持つ魔物が今まさに目前で悠然と尾を揺らし、静かに眠りについていた。


「あんなのに追いかけられたら怖いですよね」


「気付かれねぇようにあそこまで行けって事ッスね」


広間へと下りる手前で止まり、三人は広間を見渡した。


イレヴンが指さす広間の隅には、先へと続く通路がある。今いる場所と同じく、鎧王鮫オリハルコンシャークの巨体では侵入出来ないだろう通路だ。起こさないよう、こっそり通り抜けるのが定石か。


「（そのつもりはないみたいだけど）」


リゼルはちらりと、既に好戦的な笑みを浮かべているジル達を窺った。


元より強敵と戦う事を好む二人だ。順調にいけば、ボスと顔を合わせるのも明日以降。たとえ体力を使い果たそうが問題ない、戦いたいのならば止める理由などなかった。


それに、ただ戦いたいだけではないのだろうとも知っている。その理由を、自ら口にするのは少々憚られるが。


「良いか」


「君達の好きなように」


パーティの方針はリーダーが握る。確認をとるジルに微笑み、リゼルは戦闘許可を出した。


剣を抜いた二人に倣ならい、魔銃を取り出して鎧王鮫オリハルコンシャークへと向ける。


「向こうは入れないし、ここからチクチク攻撃したら安全に倒せそうですけど」


「リーダーせこい」


「火力不足だろ。あのＳランクの弓だって致命傷にはなんねぇな」


ヒスイでも駄目なら無理か、とリゼルは素直に諦めた。


三人は広間の底、鎧王鮫オリハルコンシャークから少し離れた地点へと下りる。近付けば相手が更に巨大に見えた。微かに、ゆっくりと体が上下している。エラを通り抜ける水流の音が今にも聞こえてきそうだった。


「……？」


「……」


「！……？」


三人は起こさないようにと視線を合わせ、促しては首を振る仕草を互いに数回繰り返した。そして頷き合う。


まずリゼルが銃を構えた。込める魔力は風、魔力量は常の数倍。それでも鎧のような鱗を砕けるかは分からない。理想は一撃必殺だが、間違いなく無理だろう。


「（音でバッと避けられたらどうしよう）」


寝起きだから大丈夫かと一人完結して、気負いなく戦いの口火を切った。


威力も速度も底上げされた魔力が、開いたままの巨大な目を貫く。鎧王鮫オリハルコンシャークは跳ねるように大きく身を震わせ、巨体に似合わぬ速さで身を躍らせた。旋回するように大きく広間を泳ぎ、離れた場所で此方を見据える。


「浅いですね、一時的に視力を失うだけかも」


「上出来だ」


鎧王鮫オリハルコンシャークが大きく尾を揺らす。直後、加速した。


凶悪な牙の生えそろった口が限界まで開かれ、凄まじい勢いでリゼル達へと迫る。成す術なく食い散らかされる事を知りながら、誰もが呆然と立ち尽くすしか出来ない程の恐怖の具現。


しかし、リゼル達に動揺はない。


「上行け」


「はいよ」


イレヴンがリゼルの腕を掴み、思いきり床を蹴って鎧鮫の真上へと逃れる。ジルは潰れた目の方向へ逸れ、すれ違い様に剣を振り抜いた。


ガキンッという鈍い音が水中に響き、鼓膜を揺さぶる。


「ジルが力負けしてますね、初めて見ました」


「本当の水ん中よかマシだけど、全ッ然踏ん張り利かねぇもん」


押されるように後退したジルに、リゼルが感心したように呟いた。


鎧王鮫オリハルコンシャークはそのまま広間の端へと通り過ぎ、大きく方向転換している。


「つかアレで斬れねぇとか堅ぇなァ」


「上は」


「上からは無理ですね、一番装甲が厚いです」


足の付かない状態で狙われては堪らない。


ジルに引っ張られて早々に床へと降りたリゼル達へ、再び鎧王鮫オリハルコンシャークが照準を合わせる。尾を激しく振り、巨大な口を開き、全てを噛み砕かんとばかりに躍動する姿は、ボスだと言われても納得出来てしまう。


劇団〝Phantasm〟ではないが、戦闘用の激しい曲が似合いそうな状況だ。そう、場違いにも考えてリゼルは口元を緩めた。


「あークッソ、動きづれぇー！」


突進してくる鎧王鮫オリハルコンシャークへ、剣を叩きつけるようにイレヴンが避ける。


この程度では相手の進路さえ変えられない。しかし一歩間違えれば鋭い牙に腕を持っていかれそうな状況も、彼にとっては珍しいものではない。


「ジル」


「ああ」


イレヴンの後ろ、ジルは取り出しておいた一本のブロンズソードを逆手に握った。すれ違う直前、思いきり振り被って口内へと叩き込む。だが気付かれ、噛み砕かれた。


とはいえ、予想はしていた事だ。やはりかと平然と考えながら、彼はリゼルを自身の後ろへと隠すように鎧王鮫オリハルコンシャークを避けて体をずらす。その数瞬後。


「いきます」


リゼルの魔法が発動した。


先程までリゼル達が立っていた場所、その地面から隆起した壁が鎧王鮫オリハルコンシャークの進路を遮る。激突して数秒でも足止め出来れば儲けもの。だがそれも、地を這うような急激な方向転換で避けられてしまった。


「巨体の割に動きが鋭いですね」


「どうする」


遅れて来た水流に掻き回された髪を、癖のように耳にかけながらリゼルは考える。


咄嗟に目の前に現れた壁を避けてはくれたが、恐らく次は正面から破壊されるだろう。剣を握り締めて敵を見据えるジル達と、再び尾を振って突進の準備をする鎧王鮫オリハルコンシャークを見て、リゼルはふむと一つ頷いた。


「ちょっと作戦タイムにしましょうか」


「折角盛り上がってんのに、あっさりそう言えるトコがリーダーッスよね」


すいっと先へ続く通路を指さしたリゼルに、イレヴンがケラケラと笑った。






リゼル達は襲いかかる鎧王鮫オリハルコンシャークを避け、通路へと避難した。


少し狭めの通路は、まさに安全地帯だ。警戒するように時折入口の前を横切る巨体を、悠々と眺める事が出来る。勿論、そんな余裕を持つ者など酷く限られるのだが。


そんな少数派の三人は、緊迫した状況とは裏腹にのんびりと話し合いを始めた。とにかく場違い感が凄い。


「もう片目潰してみる？」


「訳分かんねぇ動きされても鬱陶しいだろ」


「やっぱりお腹側が柔らかいんじゃないでしょうか」


「あー、べったり床くっついて移動してるし」


「まぁ鱗は薄いだろうな」


床を這うように泳いでいるので、岩のような鱗ではない筈だ。


とはいえ当然、堅い鱗に覆われているのは間違いない。生半可なまはんかな攻撃は通用しないだろう。そもそも目の前に壁が現れようと上へ逃げない相手が、容易に腹を見せてくれるのか。


「さっきのリーダーの魔法、あいつの真下から出ないんスか」


「多分避けられるでしょうね。魔力に反応してるのかな」


タイムラグなし、かつ真下にピンポイントで発動出来れば可能性はある。


とはいえ、地面が隆起するスピードには限界があった。あれほどの巨体だ。それだけの規模の魔法を発動しようと思うと、どうしても発動スピードは落ちる。


鎧王鮫オリハルコンシャークのあの突進ならば、力づくで乗り越えられてもおかしくはない。


「魔銃の土属性なら、その辺りも解決するんですけど」


「じゃあそれで良いじゃん」


「お前それランダムだろ」


「そうなんですよね」


魔銃に土属性の魔力を込めた場合。もし成功すれば、地面へ撃ちこんだ瞬間に鋭い土塊が鎧鮫の腹を直撃するだろう。


しかし土属性の魔力の効果は完全にランダムで、地面がどうにかなる事だけは確かだが、具体的にどうなるかは分からない。今までは穴が開いたり盛り上がったり、時には泥状の沼にもなったし時には変な銅像が立ったりもした。


何が起こるかはリゼルにも誰にも分からない。流石は迷宮品だ。


「リーダーそれいつ使うんスか」


「野営の見張りで暇な時とか、法則性がないかと思って試してます」


魔物の気配もないのに時折銃声が聞こえると思ったら、と二人は深く納得した。


ジルもイレヴンも不自然な物音で容易に起きるが、その分すぐに眠りにつける。その程度で眠りに支障が出る訳でもなく放っておいたが、まさか実験だったとは。手入れや調節でもしているのかと思っていた。


「賭けに出るには、ちょっと危ないですし」


「まぁ轢ひき殺されそうではあるな」


ゴゥッと通路に水流が流れ込む。鎧鮫が威嚇するように通路の前を通ったのだろう。


「もうニィサンが滑り込んで持ち上げりゃ良いんじゃねぇの？」


「てめぇがやれ」


ジルにも出来る事と出来ない事がある。


「なるべく一気に片を付けたいですよね」


ジルもイレヴンも、元々一人で来ようとしていたのだ。


ただ勝つだけならば、それなりの手段がある。だが確実に無傷とはいかないし、それなりの時間もかかるだろう。それはリゼルの望む所ではなかった。


二人にしても好きで怪我をしたい訳ではない。そして、リゼルならば最善の方法を齎もたらすだろうと疑いようもなく確信している。


「でも、銃を使ってみるっていうのは良いかもしれません。夕食で使える事は確認したし」


呆れたような、面白そうな、二対の瞳にリゼルはにこりと微笑んでみせた。






再び広間へと姿を現した三人に、鎧鮫はガチガチと大きく歯を鳴らした。耳鳴りを起こしそうな程の破裂音は、周囲の水をビリビリと震わせる。


そして突進の前触れでもある、大きく尾を揺らす姿。しかしリゼル達は構えもせずに立っていた。それを挑発と捉えたかは定かではないが、ガチンッと噛みしめられた歯がむき出しとなり、全てを食い千切らんばかりに口内が晒される。そして急加速。


敵愾心てきがいしんも露わな敵に、ジルとイレヴンも即座に床を蹴った。向かいくる鎧王鮫オリハルコンシャークへと自ら肉薄する。


「一瞬を逃さないように」


ただ一人、動かず立っていたリゼルがふっと軽く手を挙げた。


背後に現れたのは五丁の魔銃。直後、全ての魔銃が一斉に破裂音を上げた。自らの歯音しおんに並ぶ音量に、巨体が一瞬ぐらりと体勢を崩す。更に畳みかけるような爆発、鎧王鮫オリハルコンシャークは完全に勢いを失った。


襲いかかる炎から反射的に逃れようと巨体が浮く。前方を火に囲まれ、後退は出来ず、ただ一つ残された逃げ道である上方へ。


「こんなら通る」


イレヴンが腹の下へと滑り込む。


何よりも鋭さを追求した双剣が、水中とは思えぬスピードで一閃いっせんを描いた。その勢いのままグルリと回転し、更にもう一閃。押し潰そうと圧し掛かる巨体を蹴り上げ、反動のままにその場を譲る。


そして入れ替わるように踏み込んだジルが、十字の刻まれた鱗の中心へと大剣を突き立てた。それは堅い鱗を砕きながら半分ほど埋まり、骨に阻まれ止まる。


「……ッ邪魔くせぇな」


しかしジルは関係はないと柄から手を離し、剣の柄頭を蹴り上げた。バキンッと何かを破壊する音と共に大剣が根元まで埋まる。


「完全に力押しな君も珍しいですね」


「見てて良いもんでもねぇだろ」


持ち手まで埋まらんばかりの大剣は、確実に心臓を貫いたのだろう。


逃れる間もない、一瞬の攻防に鎧王鮫オリハルコンシャークは広間中に響く声を上げた。そして一度だけ大きく体を揺らし、横たわるように息絶える。


数秒数え、完全に相手が動かない事を確認してから、ジルが奥深くまで突き刺さった剣を引き抜いた。


「もうちょい遊びたかった気もすっけど」


「まだまだ迷宮は続きますし、体力温存です」


強敵と競いたいジルや、スリルある戦闘を求めるイレヴンには物足りなかっただろう。


ただ、楽しみたいならばボスもいる。もし鎧王鮫オリハルコンシャークと再び戦いたいのならば、もう一度この迷宮に潜れば良いだけだ。


「ソロでいけっかなァ」


「君は、俺達がいない方が全力で戦えるかもしれませんね」


「は？　あ、あー、それもそっか」


そんな事を話していると、ジルが鎧王鮫オリハルコンシャークへと手を伸ばした。エラを引き摺るように自らのポーチへと近付ければ、その巨体が吸いこまれるように収納される。


「それは持ち帰れるんですね」


「聞いてた話じゃ問題ねぇだろ」


通常、迷宮内で倒した魔物はしばらく経つと消えてしまう。


だが食べられる魔物に関しては、食用として確保すれば消えない。その辺りは普通の素材と一緒だろう、放置すれば消えるが剥ぎ取った素材は手元に残る。


魔物によっては、食べられる種だろうが迷宮を出た途端消えてしまったり、迷宮内に限り食用に出来るものもあるという。原因は不明だが、何かしら迷宮が空気を読んでいるのだろう。


「良かった」


素材は言うまでもなく一級品だろう。倒したこと自体、冒険者としての栄誉でもある。


しかしリゼルはそんな事など考えもせず、少しだけ揶揄う様に微笑んだ。


「どんな味なんでしょうね」


ジルは溜息をつき、イレヴンもわざとらしく笑ってみせた。


港で伝説扱いされている魔物。昔に一度だけ出回ったことがあるというその味は、筆舌ひつぜつに尽くしがたいという。それは今も漁師の間で語り継がれ、鎧王鮫オリハルコンシャークの解体技術も受け継がれてきた。


その噂を聞いたからこそ、ジルもイレヴンもこの迷宮を選んだのだ。とある変わった依頼の、変わった質問で、少しばかり残念そうにしていたリゼルを二人はしっかりと見ている。どうせ食べるのならば、美味い方が良いだろう。


「食べられるようになったら一緒に食べましょう」


礼を告げれば、きっと嫌がられるのだろう。そうリゼルは微笑み、そして歩き出した。


返せる礼はきっと一つだけ。この迷宮のボスとの戦闘だけなのだから。


「美味そうには見えねぇけどな」


「解体ってどんくらいかかるんスかね」


リゼルの判断は正しかったのだろう。愉快気に目を細めたジル達もそれに続く。


三人は、どうやって解体を漁師に頼めば良いのかと話し合いながら、迷宮の攻略を再開させた。






リゼル達が最深層へと辿り着いたのは、鎧王鮫オリハルコンシャークとの戦闘から更に二晩過ごした翌日。迷宮入りから四日目の昼だった。


迷宮へと入ってから丸三日、イレヴンの予想が大当たりだ。このまま順調に踏破出来れば、宿主に心配をかける事なく帰る事が出来るだろう。


誰も倒せない、そう言われ続けるボスを倒す事が出来たのならば、だが。


「ボスを倒せない、というよりボスに辿り着けないって意味ですよね」


三人は巨大な石造りの扉を見上げていた。


周囲と同じく白い石、表面には美しい紋様が刻まれている。部屋には光の粒子が薄らと漂い、いかにも幻想的な雰囲気を醸し出していた。高い天井まで伸びる扉は、押そうが引こうがビクともしない。


「ヒントがなァ」


「つっても扉以外ねぇしな」


数歩離れて全体を眺めれば、扉の表面に刻まれた紋様の全体像が分かる。


文字か記号かも分からない、そんな美しい模様が円を描くように刻まれていた。過去に此処まで辿り着いた冒険者らは、当然これが暗号かと怪しんだ。しかし、これらを書き留め持ち帰り、最終的にはどんな学者の協力を得ても解明はされなかったという。


「噂も色々聞いたけど」


揺らぐ髪を水ごと掻き混ぜて遊びながら、イレヴンが思い出すように視線を彷徨わせる。


「壊そうとしたとかノックしたとか歌ってみたとか踊ってみたとか、呪文を唱えてみたとか訳分かんねぇ事まで試したけど全然開かねぇっぽい」


迷宮が発見された当初は、本当に様々な方法を試みたのだろう。


それでも開かない扉に、挑戦するものは徐々に減っていった。今では踏破出来ない事が当たり前となっている。


「暗号ならお前分かんじゃねぇの」


ジルが横目で窺えば、リゼルはじっと扉の紋様を目でなぞっていた。


円を辿るように、ゆっくりと。それを何度も繰り返す。ふと体の横に下ろされているリゼルの手を見れば、人差し指がトントンと足のベルトを叩いていた。


不規則なそれは、ある種のリズムをとっているように見える。果たしてそんな癖があっただろうかと訝しげなジルの視線の先で、ふいにリゼルが扉から視線を外さないまま唇を開いた。


「イレヴン」


「ん？」


「さっき言った、〝歌ってみた〟の詳細って分かりますか？」


さて、何処で聞いたのだったかとイレヴンの唇が弧を描いた。


大抵は冒険者ギルド。地下酒場でとれる裏はとってある。数々のふざけた情報に裏などある筈もなく、しかしリゼルは未踏破の迷宮に興味を持つだろうと、暇な時に情報を集めていた。


その中に、唯一リゼルが反応しそうな噂があった。それこそが〝歌ってみた〟という手段に出た冒険者の根拠なのだから、流石の一言に尽きる。


「アスタルニアの学者がこれは楽譜かもっつって、歌として解明されたけど開かないから違ったーとか、そんなんだったハズ」


「その学者って誰か分かりますか？」


ビンゴ、と褒め称えんばかりの笑みを浮かべたイレヴンに、リゼルも微笑んだ。


「ここのオーサマの、弟」


聞いた途端、ジルが皮肉そうに唇を歪める。


些細な切っ掛けを逃さず、ピンポイントで当たりを引き当てるリゼルにだ。それを運ならばまだしも、思考によりなし得るのだから恐ろしい。


「じゃあ、この訳分かんねぇのって楽譜なんスか」


「俺達にとっては楽譜です。昔の人にとっては言葉……文字や文章なんでしょうけど」


ジルとイレヴンの脳裏に、とある存在が浮かぶ。


絶世の美女という言葉でさえ彼女達の美しさを言い表す事は出来ず、人が内包し得ない魔力をしなやかな肢体に宿す女性達。決して他者が足を踏み入れられぬ地に暮らし、至高の存在故に他者からの影響を受けず、ただあるがままに美しく生きる。


もはや存在せぬ伝説となった種族。音色で話す古代言語を今も使い続ける彼女達の名は、エルフ。


そんな存在と会話の出来るリゼルが分からない筈がない。


「でも書いてある通りに言えば……歌えば？　開くんじゃねッスか」


「そういう、キーワードか何かで開く仕組みならいけたんでしょうけど」


惜しい、というようにリゼルは扉を指さした。


「これ、質問なんです」


「じゃあ、古代言語って分かっときながら意味は分かんねぇのか」


「みたいですね」


それでも、これを楽譜だと称しただけでも、リゼルはその王族へ心からの尊敬を覚える。そこには答えを知る者の傲慢も優越も、一切ない。


古代言語が歌であると知る者が世界に何人いるだろう。リゼルとて、元の世界で古代言語の存在に気付けたのは既にヒントがあったからだ。楽譜と呼ばれる手紙。それを元に資料を集め、長い年月をかけて解読した。


そんな中、一からここまで解き明かした学者と呼ばれる王族の存在は、同胞が出来たようでリゼルにとって素直に喜ばしかった。


「この国の王宮も、良い書庫がありそうですね」


とはいえ、最も心惹かれるものはまた別だが。


王族本人というよりは、彼が利用した書物の方へとリゼルの関心は向いている。


「リーダーぶれねぇなァ」


「前この国は本が少ねぇとかぼやいてたしな」


好き放題言われている。


リゼルは苦笑しつつ、さてと扉を見上げた。質問をされているのなら、それに答えなければならない。泡に混じって光の粒子が漂う幻想的な水の中、ふっと唇を開き、そしてすぐさま閉じた。


「……見られてるとやりにくいです」


振り返った先には、ニヤニヤと笑うジルとイレヴン。


古代言語を話すと言う事は歌う事に等しい。しかも今回の回答はそれなりに長くなりそうだ。つまり音の反響する水の中、一人で壁に向かって歌うという事。


「エルフとは普通に話してたろ」


「あれは会話ですし」


「良いじゃん、リーダー音痴じゃねぇっしょ」


「そう言われた事はないですけど」


面白がる二人に、リゼルは恥ずかしいなぁと恥ずかしげもなく呟いた。


そしておもむろにポーチへと手を入れる。取り出したのはヴァイオリンだった。


「あ、ずりぃ！　それ良いんスか」


「古代言語の歌詞おとなんて飾りみたいなものです。音色さえあれば意味は通じますし」


ちなみにリゼルの持つヴァイオリンは迷宮品だ。


〝調律がいつまでも必要のないヴァイオリン〟と、深層から出ただけあって高性能ではあるが、冒険者としては確実にいらない。


リゼルはヴァイオリンを肩に載せ、顎を添えた。一呼吸、そしてゆったりと弓を引く。艶のある音色は僅かな余韻を残し、薄れていく。水中の影響を受けない、美しい音色だ。


「──……──（始めます）」


囁くように零された、穏やかな声。扉の紋様がぼんやりと光る。


漂う光の粒子がリゼルを中心に色を変え、優しく波紋のように広がると同時に、ヴァイオリンの音色が響き渡った。







    
  
  




演奏は、ゆっくりと終焉を迎える。


幾年も使われていなかったかのように、軋みながら開いていく扉の向こう側。透き通ったヒレと水晶のように七色に光る鱗が揺蕩うのを、確かに人魚姫の名にふさわしいとリゼルは見惚れるように目元を緩めた。
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その日、港は騒めきに包まれていた。


興奮を孕む歓声、驚愕、果ては感極まるあまり呆然とする人々が集うのは、とある一匹の魔物だった。横たわっても尚見上げる巨体を持ち、分厚い鱗を鎧のように纏い、死してなお恐怖を感じさせる獰猛さの具現。その象徴である牙を露わにする鎧王鮫オリハルコンシャーク。それに、誰もが視線を釘付けた。


「まさか、俺の代でこいつを仕留める奴が出るたぁな……」


老いても屈強な肉体を持つ、熟練の漁師が握った両手を合わせる。


目の前の獲物へ向けて。目の前の獲物を狩った冒険者への感謝を込めて。そして構えるのは特殊な形状の、身の丈ほどもある巨大な解体包丁。


「良く見ておけ若造共ォ！　傑物けつぶつってのはいつか絶対現れるもんだ、そん時にアスタルニアの男が魚一匹捌けねぇなんて事がねぇようになァ！」


突き刺すように鱗の隙間に叩き込まれた包丁は、血管が浮かばんばかりに筋肉を盛り上げた漁師達によって、覇気のある掛け声と共に一枚の分厚い鱗を剥ぎ取った。






通りがかりの漁師を捕まえて、魔物漁に詳しい漁師を教えて貰い、案内された先で一言。


『もし解体して頂けるなら、お願いしたいんですが』


リゼルはほのほのと告げて、鎧王鮫オリハルコンシャークを丸投げした。


驚愕と感動の眼差しを受けながら至って普通にその場を去ったリゼル達は、港で漁師達が魂を燃やす光景を見る事なく帰路へとついている。いつもならば滅多に見る事の出来ない光景に興味を抱くリゼルさえ、もはや宿に帰る事しか考えていなかった。


なにせ迷宮では本を一冊も読めていない。意外とすんなりと眠りにつけたが、ベッドとは違って完全に疲れがとれた気もしない。


「なんでしょう、凄くだるいです」


「だるい」


「だるいッスね」


そして何より、全身がだるい。


身を包む倦怠けんたい感、激しい運動の末の疲労とは全く別物であるそれに、リゼル達はいっそ一歩も動きたくなかった。頭がぼんやりとして、やけに眠い。更には浮力の働く水中に慣れた体が酷く重い。


「あー……」


「煩うるせぇな」


「分かりますよ」


イレヴンが、少しでも軽くならないかと濡れた髪を絞る。


とはいえ、帰りの小舟で乾かせる分は乾かした。毛先から一滴二滴、地面に黒い染みを残しただけで終わる。


三人の歩調は、いつもよりやや緩い。ジルとイレヴンは早く歩こうと思えば歩けるが、リゼルに合わせている。わざわざ疲れてまで早く宿に帰らなければならない用事もない。


「普通に歩けたとはいえ、やっぱり水の中だったんですね」


「リーダーふらっふら」


「足がもつれそうです」


「抱えてやろうか」


「魅力的な申し出ですけど」


からかうように目を細めたジルに、リゼルも可笑しそうに笑って返す。


リゼルに比べ、ジル達が普段と変わらず歩けるのは、ひとえに一流と呼ばれるような剣士だからなのだろう。慣れや変化に流されず、自らの体を思った通りに動かす事に特化している。


とはいえ、二人ともだるいものはだるい。夕刻前とはいえ、今日はもう誰も宿から出ないだろう。


「熱いシャワーが浴びたいです」


「えー、俺もう寝てぇ」


装備は乾かしたとはいえ、肌は湿ったまま。アスタルニアの温暖な気候で、服の中の湿気が凄いことになっている。


早々に上着を脱いで薄着になったジルやイレヴンはまだマシだが、一枚脱いだだけでは大して肌の露出がないリゼルには辛かった。


「リーダー、シャワー浴びたら寝る？」


「どうしましょう、本も読みたいんですけど」


「読んでても寝るだろ」


ジルの言う通りだ。


基本的に読書中は眠気に襲われないリゼルだが、今日ばかりは寝落ちしてしまうだろう。


「寝てぇけど飯は食いてぇし、ニィサン晩メシになったら起こして」


「俺も寝んだよ」


流石に明朝まで寝続けるつもりはないが、夕食時に起きられる自信は誰にもない。


目が覚めた時に何処か外に出て、開いている店にでも足を運べば良いのだが、イレヴンはそれも面倒臭いのだろう。ちょっと起きて、手早く宿で食べてまた寝たいようだ。


二人が迷宮後に疲れているのは珍しいなと考えながら、リゼルは辿りついた宿の扉へと手をかけた。


「先にシャワー使いますね」


「ああ」


話しながら宿へと入れば、ちょうど昼食を終えた宿主が食堂から出てきた所だった。


脱ぎ去ったエプロンで手を拭いていた彼はリゼル達を見てピタリと動きを止める。そして三人を凝視すること数秒。


「今ってお風呂空いてますか？」


「一瞬幻覚かと思ってそんなに俺寂しいのかと思ったけど違った。幻覚だったら素晴らしい微笑みと共に〝ただいま宿主さん〟って言われているに違いない使えますよー」


それは良かったと頷き、宿主から鍵を受け取って各々それぞれの目的地へと向かう。


ジルは階段を上って自身の部屋へ。イレヴンは喉が渇いたと言いながらキッチンへ。そしてリゼルは玄関を横切り、二人の為にもさっさと入ってしまおうと風呂へ。


その途中、リゼルは足を止めた。小さなカウンターで宿帳を覗き込んでいる宿主を振り返る。


「宿主さん。これから寝れるだけ寝るので、全員夕食なしでお願いします」


「はいはい了解です……ってあれ、どっか具合悪いんですか怪我したとか」


「いえ、ひたすらダルくて」


熱か病気か怪我か疲労かと考えた宿主は、ふとリゼルの湿って少しだけ癖のついた髪に気付く。そういえば〝人魚姫の洞〟を攻略してきたのだったか。


いつまでも未踏破という点と、水の中で呼吸が出来るという特異性から、その迷宮はアスタルニアでは冒険者以外の人々でも一度は聞いた事がある。宿主は成程成程と頷いて、要するにと真顔で言いきった。


「泳いだ後に凄すげぇ体重くて眠くなる現象ですよね分かります」


分かってくれて何よりだとリゼルは微笑み、今度こそ風呂へと向かった。


湯船にゆっくりと浸かると寝てしまいそうなのでシャワーだけ。その後に待つベッドへと思いを馳せながら、脱衣所へと足を踏み入れた。






誰も踏破を成し得なかった〝人魚姫の洞〟が、ついに踏破された。


その情報は瞬く間に広がる……とはならず、誰も気付いてはいない。踏破出来ないのが当たり前の迷宮は、鎧王鮫オリハルコンシャークが港に持ち込まれようと踏破とは結び付かなかった。


本来ならばギルドで確認が出来るのだが、迷宮踏破から二日。リゼル達は一度も冒険者ギルドを訪れてはいない。


そもそも、迷宮の踏破など大抵が冒険者からの自己申告があって初めて、ギルド側が確認するのだ。自分が行った功績を誇る為、そしてランクアップへのアピールの為、黙っている者など居はしない。


ちなみにスタッドは何気に依頼の都度、ギルドカードの更新分の情報を確認していた。勿論リゼルに限らない。その手際の良さに、彼の優秀さが窺える。






そんな中、リゼルの迷宮踏破を知る者が三人だけいる。


一人はリゼル達が〝人魚姫の洞〟へ向かうのを見送ったナハス。彼はリゼル達から直接、踏破を目指していると聞いていた。まだ顔を合わせていないが、リゼル達が鎧王鮫オリハルコンシャーク付きで帰ってきたという噂を聞いた瞬間に全てを悟った。


もう一人は宿主。迷宮の攻略に向かったと言付けを貰ったので、普通に攻略してきたんだなと思っている。一度も踏破された事のない迷宮だろうが、それはそれ。疑いもしない。


そして最後の一人が、今まさにリゼルの目の前にいる女性。きつい炭酸で果汁を割った果実水を、麦わらのストローで勢いよく吸い上げている劇団〝Phantasm〟の団長だ。


「鎧鮫だったか、ありゃ凄すげぇなコンニャロ。あんくらい迫力ある魔物を演出出来りゃ文句ねぇんだが」


「魔物、となるとどうしても難しいですからね」


リゼルが最近よく通う喫茶店ではなく、より大衆向けの料理店。そこで二人は向かい合っていた。


いまだ解体が続く鎧王鮫オリハルコンシャークの、まるで鍛冶屋のような加工風景をリゼルが見に行った時だ。同じく何か劇の参考にならないかと見物していた団長と鉢合わせ、お茶に誘って今に至る。


顔を合わせた瞬間、団長に「これ狩ったのお前らだなコンニャロ！」と詰め寄られ、質問攻めにされたからだ。


「にしても、水に沈んだ世界か」


団長は椅子の上で胡坐をかき、頬杖をついている。原稿を机の上にバラ捲まいて、難しい顔をしながらストローを咥えていた。


その真剣な姿を眺めながら、リゼルはグラデーションの美しい果実水を一口飲んだ。切り口の鮮やかな果物と花がグラスに飾り付けられた、アスタルニアの名物だ。


「魅力はあるが、舞台じゃ何処まで表現出来るかだなコンニャロ」


「観客の皆さんは、迷宮に馴染みがありませんからね」


この果物はどうすれば良いんだろう、と果物を見下ろして言葉を続ける。


「〝迷宮だから仕方ない〟の暗黙の了解も分からないでしょう？」


「私も全然知らねぇからな。いちいち息が出来る理由だの何だの説明すんのは趣味じゃねぇしなコンニャロ！」


「物語の世界に、理屈や理由は必要ない気もしますけど」


独特な世界観であればあるほど、必要な説明は増えていく。団長ならば上手く劇中に組み込めそうだとも思うが、本人的に嫌なのだろう。


しかし聞かれるままに答えているが、不思議と踏破が済んでいる事が前提なのは何故なのか。ちなみにこの時点で、リゼルは一度も迷宮を踏破したなどと彼女には話していない。


「そういや人魚姫ってのはボスの事だろ」


ふと、迷宮の様子を書き殴っていた団長が顔を上げる。


「誰もボス見てないっつうのに、〝人魚姫の洞〟なんて名前がついてんのが気になんな」


リゼルが彼女の手元を見れば、人と人魚姫の禁断の愛、というメモがある。


やけに魔物に興味を持っているのは、次の劇の題材にしたいからだろうか。確かに国から国へと移動する劇団とはいえ、彼女達が直接魔物と関わる機会などないだろう。


「迷宮の中に人魚の像があったし、その所為かもしれませんね」


「実はもう攻略済みってのはねぇのかコンニャロ」


「それはないです。ちゃんと踏破報酬があったので」


迷宮の初踏破では、ボス討伐後に迷宮からの報酬が現れる。


小部屋へ繋がる扉が出現したり、魔法陣の光と共に宝箱が現れたりと、報酬の出現方法は様々だ。扉を開けた先の小部屋の床に、点々と金貨がばらまかれていたアイン達の例もあるので、その演出は当たり外れがあるようだが。


その点、リゼル達は比較的盛り上がりのある演出だっただろう。


「ボスを倒したら、部屋の中央にある綺麗で大きな貝殻が開いたんですよ」


「へぇ、良い演出だな！」


惜しむらくは、折角の素晴らしい演出を見た三人が〝もし本当に身が詰まってたら食べ放題〟などと話していた事か。情緒がない。


「真珠でも入ってたかコンニャロ」


「似たようなものでした。貝の大きさに相応しい大きさの魔石が一つ」


こんな、と大きさを表したリゼルの両手の幅は顔より大きい。


手で握るような大きさでさえ特大と称され、破格の値がつくのが魔石だ。リゼルが示したものはまさに規格外。元の世界でも、元教え子が似たような大きさの魔石を何処からか持ってきた事があるが、迷わず国宝指定された。


ちなみに今はジルが持っている。魔石も石に違いなく、重すぎてリゼルでは容易に出し入れ出来なかったからだ。


「登場シーンには良いなコンニャロ！　舞台の真ん中に貝殻置いて、ライトは下から煌めかせて、中から美しい人魚姫が！　ベタこそ最強にウケが良い！」


「団長さんが人魚姫を？」


「胸のねぇ人魚なんざとんだガッカリマーメイドだろうが！」


即座に言い放った団長に、そういうものなのだろうかとリゼルは苦笑した。


そんな事は決してないと思うが、確かに外見的なイメージだけは演技力ではどうにもならない。彼女の求める人魚像は、決して彼女自身と重ならないようだ。


「お前らが戦った人魚はどんなんだった！　美女か！」


「何て言えば良いでしょう……水中エレメントの親玉って感じでした」


「身も蓋もねぇな！」


美女がくるかと思っていた所の不定形の塊。衝撃が大きすぎる。


「つってもエレメントっていうと、もやもやっとした魔力としか聞いた事ねぇけどな」


「大体合ってますよ。高濃度の魔力の集合体が、丸い炎のように見えるのがエレメントです。それが水と同化して何故かゼリー状になったのが水中エレメントで」


ふんふん、と団長は真剣に聞き入っていた。


劇に関係のない知識には疎い彼女だが、逆に劇に関係さえあれば貪欲に吸収しようとする。特に魔物に関係する劇を考えている今、常に魔物に対峙している冒険者からの情報はとても貴重だ。


魔物の普段の歩き方といった些細すぎる、しかし劇で演じるにあたって最も基礎的な情報すら、本には書いていないのだから。


そして、団長のその貪欲さは常にリゼルにも向けられている。髪を耳にかける仕草、グラスを手に取って口元へと運ぶ動き、語り方や聞き方、微笑み方など小さな動き。普通ならば気取っていると思われがちな仕草でも全く嫌味がなく、品が良い。


リゼルの持つ清廉な空気もあるだろう。だが何より、無意識の仕草でさえ洗練されているのだと彼女は判断していた。


「（バレてんだろうけどな、コンニャロ）」


リゼルにより許されているのなら、遠慮など不要だと団長は観察を止めない。


役を演じる上で大層参考になる。実際、彼女は魔王役を演じる上でリゼルをイメージに取り込んだ部分もあった。本当に冒険者か、とは常々思っているが。


「その水中エレメントが人魚を模ってました。色味も完璧で、下半身の鱗も美しかったですよ」


「意思疎通なんざ出来ねぇじゃねぇかコンニャロ！」


「意思疎通できる魔物なんていたら怖いじゃないですか」


だからこそ、アスタルニアの魔鳥騎兵団がどうやって魔鳥を従えているのかがリゼルは気になっているのだが。人に懐く事などない魔物と、何故友好が築けるのか。


彼はいつか知れれば良いけれど、なんて思いながら団長へと微笑む。


「あ、でも凄く凝ってました。瞬きとかしてましたし」


「余裕だな！」


戦闘中に何処を見ているのかと、団長が噛みつくようにストローを咥えた。


「やっぱ魔法ばっか使ってくんのか！」


「そうですね、持っていた三又の槍から魔法が飛んで来ました。あとはその槍を使った物理攻撃と、尾を使った攻撃でしょうか」


「隙がねぇじゃねぇかコンニャロ」


魔法による遠距離攻撃、槍による中距離攻撃、そしてそれらを掻い潜って近付いても尾によって強力な近距離攻撃を浴びせられる。戦いになど縁がない団長でも、かなり手強い相手だろうと容易に予想がついた。


しかも水中を泳ぎ回る機動力も持つ。逆に冒険者側は水中という事で動きが制限されるのだから、難易度は言うまでない。


「そんな強敵相手に勝てるような奴が舞台設営の依頼なんて受けてて良いのかよ！　すっげぇ有難いけどな！」


「それなら良かった」


素直に感謝を示され、リゼルも目元を緩める。


「実力ある方々のお手伝いが出来るなら、喜んで受けますよ。好きでやってるんですし、貴女が気に病む必要はありません」


それはつまり実力がなければ二度目はなかったと、そういう事だ。


リゼルが王都で一度目の依頼を受けたのは、舞台の裏方という立場が珍しかったから。ならば一度目と同じ依頼内容で、二度目を受ける必要はない。


暗にそう告げたリゼルに、団長が好戦的な笑みを浮かべた。劇団員として、他者からの評価は良くも悪くも慣れているのだろう。それでもリゼルからの評価に、全くもって悪い気はしないようだが。


「ならまた魔力補充の指名依頼出すから受けろコンニャロ！」


「まだまだ余裕でしょう？」


補充した魔力は、それなりの量だ。早々なくなりはしまい。


そう告げたリゼルに、団長もふんっと胸を張って笑いながら組んだ胡坐を崩す。そのまま足を下ろし、片足をもう片方の膝の上へ。女性が足を組むというよりは、男らしい足の組み方は腕を組んだ姿と良く似合っていた。


「しっかし魔物と人間の恋っつうなら、人魚よかヴァンパイアの方が良いかもな！　恋愛物も定番だろ！」


「ヴァンパイア……聞いた事はありますけど」


リゼルが名前しか知らないのも無理はない。


ヴァンパイアが現れるのは、アスタルニアにある迷宮の一ヶ所でのみ。余所の国での知名度は皆無に等しく、アスタルニア以外の魔物図鑑にはまず載っていない。


数多くの魔物図鑑を読破しているリゼルだが、今の所アスタルニアで手に入れた一冊にしかその名は載っていなかった。更に、説明も酷く簡潔。情報など名前だけと言っていい。


「そのヴァンパイアと村娘の禁断の恋って本がアスタルニアでは流行ってるからな。劇にすりゃ女性客大喜びだろコンニャロ！」


「ああ、見た事はあります」


アスタルニアの書店は書物が少ない。それは種類が少ないという意味だ。


本を知識を得る手段ではなく、完全な娯楽としている。勿論それも国柄だろうし全く問題ないのだが、リゼルの好みからはやや外れていた。


そんなアスタルニアで、今若い女性を中心に話題に挙がっている本がある。それが、団長の言うヴァンパイアとの禁断の恋物語だ。


「でも、ヴァンパイアって魔物ですよね？　禁断の恋っていうのは……」


「フィクションだフィクション！　あいつが使った設定なんて名前と特性だけで、オリジナルの魔物作ったようなもんだコンニャロ！」


「本物のヴァンパイアもびっくりですね」


「でもそのお陰でヴァンパイアの知名度が爆発的に広がって、中には本当にそんな魔物がいるとか思ってる奴もいるみたいだけどな！」


あいつ、という呼び名に知り合いだろうかと疑問を抱きつつ、リゼルは成程と頷いた。


確か、話題の小説の表紙には美麗な黒髪の男が描かれていた筈だ。そんな魔物と迷宮内で出会ったら二度見する。冒険者ならば絶対にびくっとする。


そんなロマンの欠片もない事を思ってしまうのは、リゼルが冒険者に近づいたからだろうか。


「見ろコンニャロ！」


その時、団長がごそごそと一枚の紙を取り出してバンッと机の上に叩きつけた。


「この国で一年に一回出てる魔物の人気投票の結果だ！」


「そんな事やってるんですね」


「ギルドが親しみやすさを出す為に国民相手にやってるらしいぞ」


それで本当に親しみが生まれているのかは誰にも分からない。


「一位がヴァンパイア、二位がレディマリオネット、三位が人魚姫！」


「一位と三位はイメージが先行してそうですね。これ、ほとんど一般票でしょう？」


「そうだ！」


一位のヴァンパイアは、話に出た小説の影響が確実にある。それ程までに国民に浸透した小説だ、劇に出来ればこの国での成功は約束されたようなものだろう。


子供も楽しめる純粋無垢な人魚姫にするか、女性が楽しめる色気あるヴァンパイアにするか、団長は悩みに悩んでいるようだ。


「ああ、でも致命的な問題が発生すんなコンニャロ。肝心の主役、女達が夢見るヴァンパイア像を壊さねぇような美形がうちの劇団にはいねぇ」


「そうですか？」


リゼルは覚えている限りの劇団員の姿を思い出す。


人目に晒される職業だからだろう。各々自分磨きは怠らず、劇に入ればガラリと雰囲気を変えて別人のようになる者も多かった。役柄と演技で壮絶な人気を博することも可能な面々ばかりだった筈だ。


「本読みゃ分かる！　とにかく美形で色気が有って艶やかな黒髪で血のような赤い瞳で孤高な雰囲気を纏いつつ、何処か危うげで美声で身長高くて足が長くて紳士で品があって退廃的な雰囲気もそこはかとなく漂うとにかく美形な奴だぞコンニャロ！　〝ぼくのかんがえたさいきょうのびけい〟かっつうんだコンニャロ！」


それはハードルが高い。


リゼルは苦笑し、しかしふと何かを思い出したように視線を流した。不思議といえば不思議な組み合わせのリゼル達に、店内の視線がちらちらと寄越されているのが見える。


それを気にせず、思い耽る。聞き覚えがある、というよりイメージにピッタリ過ぎるほど当て嵌まる人物に心当たりがあった。


「……っふ」


「なに噴き出してんだ！」


唐突にすっと顔を背け、耐えきれない笑みを零すリゼルに団長が驚愕の声を上げる。


しかしリゼルは、引かない笑いを耐えるのに必死だ。〝ぼくのかんがえたさいきょうのびけい〟、成程面白い。今度顔を合わせた時に笑ってしまいそうだと思いながら、何とか落ち着けた呼吸を整えるように甘酸っぱい果実水を飲んだ。


「その条件に合いすぎる人を一人知ってるので、つい。外見だけですけど」


「お前から美形認定出ると凄そうなイメージあんなコンニャロ……」


まさか誰からも文句が出ないような超絶美形がいるとは、と団長が目を剥むく。


「一度見てみてぇな、参考にはなるかもしれねぇし」


「どうでしょう、あまり人前に出ない人なので。マルケイドの領主様なんですけど」


そんな相手に〝無理です〟ではなく〝どうでしょう〟とか返せるのは何故なのか。団長は思わず真顔になった。会おうと思えば会えるという事か。


「でも、少し年が上過ぎるかな」


団長の中で、こいつ絶対冒険者じゃないなと疑いを強められた事を知る由もなく、リゼルはのんびりとそんな事を宣っていた。


「まぁ、それは置いといてだ」


団長がぐりぐりとメモ用紙にペンを滑らせながらリゼルを見る。


「お前も充分出来そうだけどな。雰囲気で相手呑むのは得意だろコンニャロ」


決して一目で分かるような、華のある派手な美形ではない。


しかし左右対称に整った顔は清廉で穏やかな微笑みが似合い、アメジストの瞳には時折ふと高貴な色が覗く。視線が離せない、という意味では酷く役者向きだろう。


「前の悪徳貴族も、がらっと雰囲気変えてたしな」


「厳しいご意見を頂きましたが」


「ありゃ役が悪ぃんだコンニャロ」


港で、周囲の視線を掻っ攫さらった存在感。


雰囲気で人を呑み、己を示し、相手を惹き付ける。惜しい、と思いながら彼女は空になったグラスを机に叩きつけるように置いた。


「あ、ジルの方が似合いそうじゃないですか？」


「あのガラの悪ぃの出してどうすんだコンニャロ！　あいつ絶対演技とか出来ねぇぞ！」


「自分に正直ですからね」


可笑しそうに笑い、リゼルもグラスを空にする。


しかし何となく舌が痒い気がする、と不思議に思いながらグラスの底に残る濃いオレンジ色を見下ろした。新鮮かつ濃厚な果汁は、少しばかり刺激的だったようだ。


そして席を立って去って行く二人を、店内にいる人々は〝一体どういう関係なのか〟と最後まで疑問を抱きながら見送っていた。






リゼルは宿に戻ってから、早速とばかりにジルの部屋の扉をノックした。


今日は、水中暮らしで体がなまった気がすると言いながら何処かへ出かけていた筈だ。近場の迷宮ならば、もう帰っている頃だろう。


間を置かず、中から此方へと近付いてくる足音が聞こえた。帰っているようだと安心し、濡れた髪を拭きながら扉を開いたジルを見上げる。冷たいシャワーでも浴びたのだろう。


「どうした」


「ちょっと質問があって」


入れ、と足を引きかけたジルがふと眉を寄せた。


どうかしたのかと目を瞬かせるリゼルへと、その腕が伸ばされる。がしりと顎が掴まれ、頬にあたる指に微かに力を込められれば、リゼルは抵抗する事なく口を開いた。


「お前舌かぶれてんじゃねぇの」


「ほうれふは？」


「赤ぇぞ」


先程から地味に痒い痒いと思っていたが、やはりかぶれていたようだ。


離された手に口を閉じ、舌を上顎に押しつけたくなるようなピリピリとした痒みに耐える。絞りたて濃厚新鮮果汁が駄目だったのか、合わない果物の果汁が入っていたのか。王都のマスターが出す果実水は平気だったというのに。


「知らない味はなかったと思うんですけど」


部屋に入って行くジルに続きながら、心当たりを探る。


「何食ったんだよ」


「飲んだんです。アスタルニア名物の果実水、美味しかったですよ」


「濃いもん飲むからだろうが」


名物というからには、一度は試してみたかったのだから仕方がない。リゼルは部屋に一つしかない椅子へと腰掛け、次からは薄めで頼もうと頷いた。


ジルもどさりとベッドに座りながら、使っていたタオルをベッドサイドへと放る。


「で、質問は」


「そうでした」


水の入ったグラスを呷るジルの髪から、ぽつりと首筋へと水滴が落ちる。


そのまま黒いシャツの中に消えていく雫を、ちゃんと拭かないから、と眺めながらリゼルは問いかけた。


「〝黒き影の館やかた〟、行った事ありますか？」


その迷宮こそ、ヴァンパイアが現れる迷宮だった。


団長から話を聞いて、リゼルは何気に気になっていた。特定の迷宮にしか出ない、という魔物は決して珍しくはない。だが、恋物語の主役にされるような魔物は他にいないだろう。


既に結構な数の迷宮を踏破しているだろうジルだ。出会っている可能性は高い。


「ああ」


「どんな感じでした？」


「あ？　……薄暗くて気味の悪わりぃ館」


それがどうしたのかと訝しげなジルに、リゼルは窓から入る風に目を細めながら問いかけた。


「あそこ、ヴァンパイアが出るんですよね」


だからか、とジルが納得したように溜息をつく。彼もヴァンパイアが迷宮の固有種である事は知っていたのだろう。


「確かに見た事ねぇのがいたな」


「種族的にはゴーストなんですよね」


「だろうな」


「人型なんですか？」


「あー……人型って言われりゃ人型か。全身マントで、中がモヤみてぇな闇」


美形どころか実体すらなかった。


「斬ったらマントが大量の吸血コウモリになった。離れた場所でまたマントに戻って闇が湧くの繰り返しで、コウモリ全滅させりゃ倒せたが」


それどころかマントが本体だった。


「ちょっと残念です」


「あ？」


その後も、よくよくジルから話を聞けば、マントはゴシック調の仕立ての良いものだという。リゼル的にはなかなか格好良いビジュアルじゃないかと思うが、どう考えても村娘との恋愛は成立しそうにない。


本当に小説の作者の創作である存在なのだろう。団長曰く、作者本人もそれを公言しているようなのだが、それでも小説通りのヴァンパイアがいると信じてしまう少女達が多いようだ。


彼女達がヴァンパイア会いたさに冒険者となり、例の迷宮に突撃する日が来ない事を祈るしかない。


「行きてぇの」


「いえ、気になっただけです」


「あっそ」


そしてジルは大剣の手入れを始め、リゼルもその場で本を取り出し読書を始めるのだった。
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海に面する白亜の王宮、その敷地は広大だ。


国の何処からでも目に入る白亜は、アスタルニアの太陽に照らされ美しく輝く。海へと伸びた石造りの軍港は、巨大な帆船が行き来する貿易港でもあった。


その中心たる王宮は、誰もが気軽に足を踏み入れられるものではない。そんな王宮の、奥深くにある一つの部屋。そこに、一人の男がいた。


「…………うふ、ふ」


高いとも低いとも言えぬ不思議な声が笑う。まるで文字を一字ずつ、台本を読み上げたかのように。


しかし艶があり、耳元で囁かれれば男女問わず膝を震わすような、酷く蠱惑的こわくてきな声。重なるように、布を引き摺るような音。


「トビラ、開いたね」


ぽつり、ぽつりと囁くように。その声は、窓一つない部屋へと零された。


魔力のランプにより辛うじて照らされているだけの、薄暗い空間だ。そこかしこに大きさも形も揃わぬ棚が乱立し、その中を無数の本が埋める。


棚だけではない。その上も、床も、膨大な量の本で埋め尽くされていた。


「なら」


その中心に、男は立っていた。


この部屋は、王宮の中でも更に容易に立ち入られる場所にない。こんな場所に我が物顔で居られるのは、王宮に住むアスタルニアの王族のみ。


彼は思考する。弟達の一人が、鎧王鮫オリハルコンシャークが持ち込まれたと教えに来たのは先程のこと。鎧王鮫オリハルコンシャークを討伐出来る力量を持つ事が、イコール最深層の扉を開く事には繋がらない。踏破の噂も流れない。


だが、もし実現していれば。国一番の学者と呼ばれる男は、限りなくゼロに近い可能性を許容する。


「話してみたい、な」


彼は思考を保ち続けた。


その冒険者達がいまだ踏破を告げない理由は何か。顕示欲がないにせよ、ギルドによりいずれは判明するのだ。隠したいというのではないだろう。ただ何となく？


古代言語に通じる人間がそんな事を考えるだろうか。過去の情報から、此方の存在に気付いているだろうか。繋がりを求めるならば動くだろう。いや、鎧王鮫オリハルコンシャークが既にそうなのかもしれない。


鎧王鮫オリハルコンシャークから踏破の可能性に辿り着けるか、試されているのか。気付けないのなら、冒険者如きに己の知識が劣る筈がないと信じる、視野の狭い自己陶酔者。気付けたなら、その逆。


望まれているのは、どちらだろうか。


「でも、思った通りには、動いてあげない、よ」


確実に接触するのなら鎧王鮫オリハルコンシャークの解体が済んだ時、港で。


奇しくも王族が、冒険者の予定に合わせて迎えを出し、直々に招くという形となる。その状況を狙って作りあげているのなら、なんと人を動かし慣れている人間だろうか。


「う、ふふ」


考え過ぎなのだろう。しかし、それを望んでいる。


どちらが優位なのかに拘る気はないが、張り合いがあるのは大歓迎だ。書庫に引きこもろうが、彼も奔放なアスタルニア王族の血を引いているのだから。


そして男は笑みを零し、以降、部屋には紙の擦れる音しか聞こえなかった。






リゼルは一人、冒険者ギルドの椅子で魔物図鑑を読んでいた。


冒険者の話し合い用に置かれている机、その一つを昼過ぎの空いている時間を見計らって占領している。ギルド所有の魔物図鑑は持ち出し不可なので、宿でゆっくり読む事が出来ないからだ。


とはいえ落ち着いて読めないかといわれれば、リゼルにとっては全くそんな事はない。ギルドの片隅に穏やかな午後の喫茶店を彷彿とさせる空間を作り出して、ゆったりと読書に励んでいた。


その姿に、周りの冒険者やギルド職員は困惑を浮かべるしかない。今話題の鎧王鮫オリハルコンシャークを討伐したパーティのリーダー、とてもそうとは思えなかった。


「この迷宮は道が狭せめぇ。隊列を────」


本にはない〝人魚姫の洞〟のボスの情報を提供したら、幾らになるのだろうか。そうのんびりと考えていたリゼルは、ふと隣の机から聞こえてきた会話に顔を上げた。


狭い通路や広がった空間の場合、この魔物相手は、あの魔物相手は。隊列や戦略を話し合うのは、団長扮する魔王の少女に恋焦がれる男だった。


行儀が悪いけど、と思いながらも話に耳を澄ます。魔物図鑑を読み込む目も手も止めないまま、そういえばこういう話し合いをした事がないなと内心首を傾げた。


「（隊列……時々ジルが言う、〝いいから進め〟とかは）」


違うか。リゼルは一人で頷いた。


元の世界で戦争時に必要な指示を出した事はあれど、冒険者としてパーティメンバーに指示を出した事はない。鎧王鮫オリハルコンシャークの時も、ざっくりと〝腹を見せたらよろしくね〟と伝えただけだ。


ジル達の方が、リゼルよりも冒険者歴がずっと長いというのもあるだろう。どちらかといえばリゼルの方が従っている。


「（やってみたい気もするけど）」


リゼルは無意識に本の角をいじりながら、うーん、と声に出さないまま考える。


今までは魔物を確認次第、各々近くの魔物から対処していた。それでどうにかなった。問題ないなら良い気もするが、今はとにかく戦略なんかを話し合いたい。


鎧鮫の時も連携が取れたのだ、出来なくはないだろう。しかし元はソロだった二人、戦闘パターンなど考えた事もなく、リゼルも詳しくない。


ならば先人に教えを請うのが一番早いだろうと、そうリゼルは結論付けて立ち上がった。


「お話し中すみません、ご一緒しても？」


「は？」


カタカタと椅子を引き摺って、隣のテーブルで話し合う冒険者達へと微笑んだ。


話を聞いている限り、どうやら迷宮へ潜るのは明日のようだ。話し合いに特に深刻そうな様子もなく、ギルドで暇を潰しがてらといった所だろう。


ならば遠慮なく話に横入りしようというリゼルに、一切の躊躇はない。


「ちょ、待てお前、何が」


「冒険者として、パーティでの動き方に興味があって。俺はまだ冒険者になって日が浅いし、参考にさせて頂きたいんです」


「はぁ!?」


五人組のパーティなのだろう。


丸い机を囲むように座る男達の隙間へ、リゼルはガコガコと椅子を置いた。呆然とそれを見ていた両隣の冒険者も、ほぼ無意識だろうが隙間を広げて場所を作ってくれる。


そのままストンと腰かけて聞く体勢に入ってしまったリゼルを、机にいる男たちは勿論、周囲の冒険者も固まったように見ていた。


「参考って、お前、一刀いんだろうがよ！」


「ジルってそういうの詳しくなさそうですし」


「もう一人の獣人は！」


「イレヴンは協調性から一番遠い所にいる子なので」


恋焦がれる冒険者が、意味を為さない言葉を怒鳴る様に繰り返しながら助けを求めるように周りを見回す。一瞬にして全力で顔を逸らされたのは人徳か。


「おま、あ、そうだ。タダ聞きしようなんざ厚かましい野郎だなァおい！」


「魔王役の子、飲み物はきつい炭酸が好きみたいです」


勝負は決まった。






有意義な時間だった、とリゼルはほくほくとギルドを出た。


周囲の反応から何かが違うんだろうと思っていた自身らの冒険者活動だが、どうやら大分違っていたようだ。本から得られる知識などたかが知れているなと、しみじみ思ってしまう。


例えば、迷宮内では基本的に食事をしないなど知らなかった。当たり前のように食べていた。


ただこの辺りは、ジルやイレヴンが知ってて黙っていた部分でもある。聞かれたら答えただろうが、まぁ問題ないし確かに腹は減るし良いかと流していた。


「（あと結構、パーティのリーダーって忙しいらしいし）」


魔物が出る場所を歩いている時の注意喚起、戦闘中の指示、迷宮ではマッピングや休憩場所の捜索。罠への警戒なども必要だし、常にパーティの動向に目を配る必要もある。


思えば、自分がリーダーっぽくないのは指示が足りないからかもしれない。リゼルはそう思い当たったが、しかし戦闘中などジルもイレヴンも目で追えない速さで動く事が多々ある。指示が追い付く気がしない。


二人は此方をリーダーとして立ててくれているというのに、リーダーらしさには程遠い。冒険者の奥の深さを感じながら、リゼルは目が合った花弁の砂糖漬けの店主に微笑んだ。


「おい」


「あ、ジル」


ふいに後ろから声をかけられ、振り返る。一瞬歩みを止めれば、ジルが隣に並んだ。


そして共に歩き出す。目的地が同じなのだから、わざわざ別に行く必要はないだろう。元々、向かっている先の港で待ち合わせていた。


「何で装備着てんだよ、外出てねぇだろ」


「ギルドに行ってたんです。流石に私服で行くと浮くと思って」


着ていなくても浮いていると、ジルは思いながらも口には出さない。確かに普段着よりはマシだからだ。


「ジルもですね。迷宮ですか？」


「いや、森ん中ぶらついてた」


「ああ、スポットが近付いてましたね」


魔力溜まりに暮らす魔物は、通常のものと比べて手強い。


ジルも魔力溜まりには入らないが、外に零れた魔物を相手にしていたのだろう。


「どれくらいで来そうですか？」


「一週間ぐらいじゃねぇの」


ギルドの警告ボードでも、魔力溜まりは徐々に国へと近付いている。


国内には来ないので、アスタルニア国民に危機感はない。魔力の多い者は魔力中毒に悩まされるだろうが、どうやらこの国では少ないようだ。お陰で、大した影響はないらしい。


とはいえ外から来た冒険者、その中でも魔法使いはなかなか辛いようだが。つい先程も、恋する冒険者のパーティに所属する魔法使いが一人、〝スポットが近付くと頭が痛くなるから嫌だ〟とブツブツ言っていた。


「そういえば、パーティでの戦い方っていうのを聞いたんですよ」


「誰に」


「ほら、団長さんに突っかかった人がいたでしょう？」


あの団長相手に恋をするという修羅の道を選んだ男は、ジルも記憶に新しい。


「まだ気付いてねぇのか」


「お陰で助かりました」


「賄賂わいろ？」


「あ、バレました？」


可笑しそうに笑うリゼルを見下ろし、ジルも鼻で笑う。


巻き込まれる面倒事は選べるリゼルだ。問題ないと思ったからこそ、余所のパーティに乱入したのだろう。元より相手との距離を見極めるのが異常に上手いのだから、反感を抱かせずに自分の希望を通す手腕など言うまでもない。


「で、戦い方がどうした」


「そういうの、話し合った事ないなと思って」


「必要ねぇだろ」


切り捨てられ、リゼルは露骨に物言いたげな視線を送る。


言われてしまえばそうなのだが、話し合いたくなってしまったのだから仕方ない。じっと見ていれば、ジルが諦めたようにちらりと此方を見た。


「……何が話してぇんだよ」


リゼルは嬉しそうに目元を緩め、さてどうしようかと考える。


戦闘パターンを話し合う上で何が重要か。それは役割分担だ。リゼル達は好き勝手しているが、先の冒険者達はしっかりと己の役割を把握していた。守備、先制、陽動と、思わず感心すると同時に正直ちょっと居づらかった。


「俺の魔銃ってポジション的には何処になるんでしょう」


「あ？」


「魔法使い、よりは弓使いに近いのかな。近いのは魔法使いなんでしょうけど、立ち位置を考えるとしっくり来る気がします」


なにせ、他に銃を使用している者がいない。参考にするものが何もなかった。


「魔力封じられりゃ攻撃手段ねぇだろ、魔法使いじゃねぇの」


「封じられ方にも拠りますけど。ほら、隊列としての扱いで」


「ああ、そっちか」


魔法使いは、魔力の構築中にほぼ身動きがとれない。


もちろん集中力を乱さなければ可能だろうが難度は高く、また威力の高い魔法ほどそちらにかかりきりになる。他に気を向ける余裕などない為、戦闘中はほとんど守られっぱなしとなる。


「主力になれる魔法使いがいるなら、とにかく魔法の発動が第一ですよね」


「それで勝てるからな」


一発出ればでかい、それが魔法使いだ。


とはいえ、冒険者における魔法使いの絶対数は少なかった。リゼルがアスタルニアで純粋に魔法だけで勝負する冒険者と顔を合わせたのは、先程の〝魔力溜まりが近付くと頭痛がする〟と言っていた男を含めて二人のみ。


「相当しっかり守られるんですよね」


「守られてぇの」


「必要な時は」


こういう所が冒険者らしくないのだとジルが喉で笑う。


守られる事に戸惑わず、守らせる事を躊躇わない。勿論、その言葉が貴族の傲慢から来るものではないと知っている。パーティとしてあるべき助け合いという、冒険者の視点から出た冗談交じりの同意なのだろう。


だが、それが似合うと思ってしまう程度には彼は貴族然としていた。


「でも、俺の銃には合いません」


「だろうな」


「君達の背中とか撃ちそうですし」


「おい」


ジルもいくら避けられるとはいえ驚くものは驚く。


「そもそも、君達の戦い方って連携をとるとマイナスになりそうで」


「だから必要ねぇっつったじゃねぇか」


「でも話し合いたいって言ったじゃないですか」


必要な時に連携は取れるんだからと、リゼルは割と真剣に考え始めた。


そもそも何故、普段から各々やりたいように戦っているのか。数人がかりの連携を用いなければ倒せない魔物がいないからだ。話し合いの必要性が消え始めた。


そもそも、自然と最善の位置取りが出来るジル達だ。予め戦闘パターンを決めておくより、状況によって臨機応変に動いた方が良いに決まっている。今、話し合いの必要性が完全に消えた。


「いえ、でも斥候せっこうを……」


前からやってくる荷車に、リゼルは思考に耽りながらも一歩横にずれた。足りないとばかりにもう一歩分、ジルに腕を引かれる。


「何でそんなに隊列だのに拘ってんだよ」


「冒険者っぽくて良い、っていうのもあるんですけど」


すぐ横を通り抜けていく荷車に、ジルの手が離れる。


「〝隊列を乱すな！〟とか言ってみたくて」


「諦めろ」


リーダーらしいじゃないかと不満そうなリゼルの額を軽く叩き、ジルはさっさと港に向かってしまおうと足を速めた。






港での待ち合わせ場所、巨大錨いかりの前でイレヴンと合流した。


「リーダー、こっち」


「先に着いてたんですね」


適当な柵に腰掛けていた彼が、簡単に服を叩いて汚れを払いながら立ち上がる。


軽い足取りで近付いてくるその手には、近くで買ったのだろう軽食の容器が握られていた。それをヒョイヒョイと軽く平らげていくイレヴンが、ふいに最後のポテトをリゼルへと差し出す。


「食べる？」


「有難うございます」


「二人共ちゃっかり装備じゃん。どっか潜ってたんスか」


「こいつはギルド」


摘まんだそれを受け取ろうとした手を避けられ、そのまま唇へと押しつけられた。リゼルは苦笑しながら唇を開き、そのまま食べてしまう。


表面は冷めているが、中はまだ温かい。森の様子はどうだの、手強い魔物は特にいないだの話す二人を眺めながら口を動かし、そして何気なく足元を見下ろした。


柵に盛られるように、あるいは地面に伏せるように倒れている男達が数人。ピクリともせずに捨て置かれている。恐らく冒険者か。


「彼らは？」


「あー、何か絡まれたんスよ」


最初から視界に入っていただろうに、あまりにも自然に進んでいた待ち合わせの風景。それに戸惑っていた周囲は、〝ああ気付いていたのか〟とホッとしていた。


冒険者同士の衝突自体には然して驚いてはいないようだ。珍しいものでもなければ、絡んだ側の自業自得なのだから。


「鎧鮫倒したの嘘だろ寄越せとか訳分かんねぇこと言われてさァ、凄すげぇうぜぇし寝て貰っただけ。リーダーこういうトコでやり過ぎると怒るし」


「別に怒りはしませんけど」


だが確かに、イレヴンの〝やり過ぎ〟は港の人々には刺激が強いだろう。リゼルが褒めるように潮風に乱れた前髪を整えてやれば、満足げに目を細めている。


「そろそろ行きましょうか」


「美味いと良いッスね」


「あれだけ漁師が盛り上がってんなら不味くはねぇだろ」


そう、今日は解体の終わった鎧王鮫オリハルコンシャークを引き取りに来たのだ。


昨晩、上機嫌な漁師が宿を訪れてそう告げたので間違いはない。彼はすでに酔っ払い、更に前祝いだから飲み直すぞと歌いながら港へと帰って行った。果たして今日、きちんと仕上げて貰えるのかと心配になる程の酔い具合だった。


「意外とかかったな」


「あれだけ大きいと大変なんでしょうね」


「そういや魔物の肉って全然傷まねぇッスよね」


「一応、魔物の持つ魔力のお陰って説が有力です」


網を担いだ漁師や、賑やかに言葉を交わしながら貝を剥いている女性達。そんな彼らとすれ違いながら、リゼル達はのんびりと港を歩く。


「実際、体内の魔力が完全に消えるまで腐ったりしないみたいですよ。職人によっては、魔力残滓ざんしを調整しながら捌くんだとか」


「へぇ」


イレヴンが頷く。経験上腐らないとは知っていても、その理屈まで気にした事はなかったのだろう。


鎧王鮫オリハルコンシャークもかなり高位の魔物だ。それに相応しい魔力を持つだろうが、解体がスピード勝負である事は変わらない。漁師達はあの巨体を相手に、よほど頑張ってくれたのだろう。


「おう、冒険者殿こっちだ！」


ふいに前方から声がかかった。数人の漁師が此方を向いて手を振っている。


既に、その場には人だかりが出来ていた。解体中も見物人が途切れなかったが、今日は一層だろう。解体終了日、さらに鎧王鮫オリハルコンシャークを倒したパーティも現れるとなれば、一度見てみたいと思う者もいるようだ。


その中に冒険者の姿もある。彼らの目的は、見物だけではないようだが。


「漁師さん、お疲れ様です」


「このぐれぇで疲れてたら、アスタルニアの漁師の名がすたるってもんよ」


老いても尚、気骨のある声と屈強な肉体は確かに説得力がある。二日酔いの気配も全くなく、羨ましい事だと内心で溢しながらリゼルは巨大な作業台を見た。


台の上には、元の巨体から随分と小さくなった塊が置かれている。被せられた布によって中身は見えない。小さいとはいえ、大人でも抱えきれない大きさなので充分過ぎるのだが。


そして、塊の手前には剥がした鱗や牙が並べられていた。


「これ骨とかは？」


「素材じゃねぇ部位は全部消えちまった。俺ぁ知らねぇが、迷宮の魔物っつうのは倒したら消えんだろ？」


「迷宮の外で見ると凄すげぇ違和感」


「大侵攻の時も魔物の死骸は消えてましたよ」


そうだったか、とイレヴンは記憶を漁る。全く覚えていない。


「シャドウ伯爵、片付けが楽だって呟いてました」


「素材が獲れねぇともぼやいてたがな」


流石は商人の街の領主。損害の補填をすぐに考えていたようだ。


確かにあの量の魔物、しかも上位の魔物もいた。全ての素材を集められれば十分に復興資金の足しになっただろう。とはいえあの状況では、消えてしまう前の回収は難しい。


ふと、リゼルが視線だけでイレヴンを見る。内緒話のように声を潜め、囁いた。


「疑う必要はないでしょう」


「そ？」


イレヴンは悪戯っぽく唇の端を吊り上げ、にこりと笑った。


ようは、鎌をかけてみたのだ。鎧王鮫オリハルコンシャークの素材ともなれば大金に等しい、尤もらしい事を言いながらかすめ取られては堪らないと。


勿論、リゼルが任せた時点でそれはないだろうとも思っているが。いくらだるくても人は選ぶ。一応確認した、というだけの事だ。


「先に素材だけ渡しとくか」


「そうですね。それなら、えーと……ここまでがイレヴンで、ここからがジルです」


三人は基本的に、報酬に限らず素材も出来る限り三等分で分けていた。


出来なければ欲しい者が貰うし、じゃんけんで決めたり、パーティ代表としてリゼルが預かったりもする。どうせ後で必要になれば、互いに分けたり貰ったりするのだ。


しかし、数センチの差で金貨単位の違いが出る素材を、目分量で三等分するのが他の冒険者達には信じられないらしい。えー、という視線が惜しげもなく注がれる。


「地底竜の時も思いましたけど、全身の鱗が素材って訳じゃないんですね」


「そりゃそうだろ」


並べられた鱗は、鎧王鮫オリハルコンシャークの持つ鱗全てには到底及ばない。


当然のようにジルは言うが、リゼルには不思議で仕方がなかった。これも迷宮だから仕方ないの法則が働いているのだろうか。


「これナイフとかに出来ねぇかな」


「鍛冶屋紹介してやろうか」


「あ、してして」


鱗や牙の端が鋭利なので、リゼル達はそれぞれ装備の手袋を身に着けて小さいものからポーチへと放り込んでいく。


「頭の部分の、鎧みたいな鱗もないですね」


「ありゃ、剥がした途端砕けちまった。鱗っつうよか岩みてぇなもんだったしな」


成程、鱗という分類にはならなかったのだろう。


リゼルが大きな鱗をひっくり返してみると、貝の裏側のように淡く虹色に輝いていた。無骨な表に反して美しく、眺めていた周囲からも感嘆の声が上がる。


装備にすれば当然高性能なものが出来るだろうが、装飾品に加工しても良い値がつきそうだ。


「リーダーはこれどうすんの？」


「どうしましょう。イレヴンはナイフですよね」


「そ、良いやつ欲しくてさァ」


「今でも馬鹿みたいに持ってんだろ」


「うっすいのはねぇもん。靴裏に仕込めるやつ」


明らかに魔物を想定しての武器ではない。


しかし楽しそうに話すイレヴンに、まあ良いかとリゼルも相槌を打つ。そして呆れているジルも、リゼル同様ひとまず持っておくだけになるだろう。


売るほど金に困ってなければ、他に使いたい事もない。その考えのお陰で、リゼルもイレヴンも装備を作る時にジルには非常にお世話になっている。


「これで全部、ですね」


リゼルが顔より大きな鱗を持ち上げようとすると、ジルが横から手を出してポーチへと突っ込んでくれた。礼を告げて、そして漁師へと向き直る。


待ちかねたと言わんばかりの笑みに、リゼルは促すようにゆっくりと頷いた。


「じゃあ、お願いします」


「ああ、よく見ろよ！」


目の前の漁師の声と共に、二人の若い漁師達が布に手をかける。


そして、一気に引いた。特別な布なのか、青白い光が煌めきながら尾を引いて、港の青い空に翻ひるがえる。


「これが伝説の、鎧王鮫オリハルコンシャークだ!!」


現れた肉は、魚というより美しい獣の肉を彷彿とさせた。


鮮やかな赤身に霜降り状に脂が乗り、はっきりと区別された赤白が日の光に輝く。目を楽しませる宝石とは全く違い、思わず息を呑むほど人の食欲を刺激する美しさ。


周囲から思わず歓声が上がる。漁師らは己の仕事を誇るかのように胸を張り、そしてリゼル達は美味しそうだなぁと肉を眺めていた。


「これってどうやって食べるのが良いんですか？」


「勿論そのま……脂身多いから網焼きで脂落として食べんのが良いぞ！」


「当然そのまま……いや鍋で軽く湯に通して食べりゃ旨味が溢れんぞ！」


「馬ッ鹿野郎共！」


少しばかり言葉に詰まる若い漁師らに、何故だと思っていた時だ。


老いた漁師から怒号が飛ぶ。薄々思っていたが親子か孫だったりするのだろうかと、似た雰囲気を持つ三人にリゼルは場違いにも考えていた。


老いた漁師は、何やら言い辛そうにしている男二人をもう一度怒鳴りつけ、そして自信に満ちた声と共に勢い良くリゼルに振り向いた。


「こんな良いモンそのまま生で…………か、かるぱっちょとやらにでもした方が良いか？」


「あ、俺が原因だったんですか」


物凄く気を使わせた。


別に切っただけでも気にしないのに、と思いながら横を見ると、顔を逸らして笑いを堪えるジル達がいた。噴き出されるよりはマシか。


「あー、と……どうぞ」


「有難うございます」


早速とばかりに塊から切り出した切り身を、漁師達が皿に乗せて差し出してくれた。


リゼルはそれを受け取り、一切れ食べる。隣からジル達も手を伸ばし、一切れずつ取っていった。無言で食べる三人に注目が集まる。


「……うん」


ひとつ頷いたリゼルに視線が移動した。


同時に、皿に残った刺身を全てかっ浚さらって一口で食べてしまったイレヴンへと更に視線が移る。そんないっぺんに、と勿体なさそうな若い漁師の前で、イレヴンは心なしか目を輝かせながらもぐもぐと口を動かした。


そして飲み込み、リゼルから皿を受け取り、ぐいぐいと目の前の漁師へと突き出す。


「おかわり」


「おま、伝説の魚をそんな一気に！」


「はーやーく！」


促され、若い漁師達は必死に鎧王鮫オリハルコンシャークを捌き始めた。


捌いては数口で食べきるイレヴンに、ひーひー言いながら彼らは手を動かし続けている。彼が満足するまでは、暫くあのままだろう。


「はい、リーダー」


ひとまず一皿、と差し出された皿を持ち、リゼルは更にもう一切れ食べた。ジルもひょいひょいと食べ続ける。


「凄い、こんなの食べた事がないです」


「うめぇな」


「魔物だからでしょうか」


「普通の魔物じゃここまでいかねぇだろ」


リゼルとて、貴族として舌は肥えているつもりだ。


元の世界でなら、高級と称される魔物肉だって食べた事がある。当時は種類など気にした事はなかったが、それでも良いものだった筈だ。


しかし、それと比べても格が違う。味覚どころか全身で歓喜すべきもの。価値などつけられないのではと、そう思わせる程の味だ。


「美味しいですね」


「ああ」


「おかわりー」


とはいえ、それ程に感銘を受けていてもそうは見えないのがリゼル達なのだが。普通にパクパク食べているように見えるのが若干残念だ。


そしてリゼルは手に持った皿が空になった頃、ゆっくりと息を吐いて老いた漁師へと呼びかけた。


「漁師さん、解体お疲れ様でした」


「おう、この歳になって最高の仕事させて貰ったぜ」


ひたすら食べ続けるイレヴンの隣に、リゼルから皿を受け取ったジルが合流する。さらに急かされる羽目になった若い漁師らがせっせと肉を切り分ける光景を背に、漁師は感慨深そうにそう告げた。


「報酬の件なんですが」


「そりゃ話ついてんだろ、冒険者殿。鎧鮫の解体なんて貴重な体験させて貰ったなぁこっちなんだからな」


鎧王鮫オリハルコンシャークを持ち込んだ時は、リゼル達はとにかくだるく、そして漁師たちは狂喜乱舞していてその辺りを話し合えなかった。だが後日、リゼルは見学と共に報酬の話をきちんと終えている。


話し合いの結果は漁師の言う通り。報酬なんて貰う方がおかしいと主張して引かない頑固な漁師に、リゼルはその時は諦めた。しかし必要だろうとずっと考えている。


この味を知った今、余計に。金など渡しても受け取っては貰えないだろうが、ならば別の方法を取るだけだ。


「鎧鮫の肉、半分を差し上げます」


「ッな……」


漁師は絶句した。絶句するしかなかった。


そんな期待など、微塵たりとも持っていなかった。それ程までに希少な代物だ。


ただ一口食べた漁師が、数代にも渡って解体技術を残した程の魚。今や漁師の中では伝説とされ、解体技術を継ぐことは誇りであった。一切れで、それ程までに人の人生を動かせる魚をまさか。漁師は肉の塊を見上げながら、呆然とする。


しかし、彼はすぐに己の心情を吐き出すように口を開いた。


「嬉しい！　最高だ！　そう言える！　だが考えろ、テメェには何の得もねぇ！」


「これを捌ける技術は、それ程までに価値があると思うからです。報酬として、一番相応しいものを差し出すのは当然でしょう」


ジル、と呼びかけたリゼルが切り身の乗った皿を受け取った。


そして差し出された皿を、漁師は険しい顔で見下ろす。食べれば分かるという事だろう。伸ばした彼の指は微かに震えていたが、何とか一切れ口へと入れた。


「……ッ」


直後、漁師はその目に涙を溜めた。


片手で目元を覆い、俯く。この味を得るが為に、この一瞬の為に自身らは技術を磨いてきたのだろうと、全てが納得出来た。


若い頃は、何故自分がと思った事もある。しかし年を経て、受け継ぐ事の大切さを知った。だが今自らが持つ技術を伝える事の真の意味を今、痛い程に思い知った。


この味を後世の子らにも味わわせてやりたいと、ただそれだけの幸福な願いがそこにはあった。


「過去に誰かが抱いた願いが、貴方の願いになる」


さざ波のような、心穏やかになるような声が柔らかく告げる。


「それが受け継ぐという事だと、俺はそう思います」


清廉な空気に、告げられた言葉の意味に、誰よりも自由な筈の海の男が膝を折りそうになったのは何故か。呆然とした顔を上げた漁師に、穏やかな微笑みがふいに悪戯の色を帯びる。


「俺も、また食べたいですし」


そう言いながらパクリとまた一切れ味わうリゼルに、漁師は大声で笑った。


早くこの肉を配らなければ。まずは解体作業を共にした者、そして全ての漁師達へと。そして笑いながら吠えてやろう。冒険者に火ィ付けられるなんざ、アスタルニアの漁師も落ちたもんだと。


そして、それを誇れと。


「てめぇいつまで食べてんだよ」


「新鮮な内に食べなきゃ勿体ねぇじゃん」


「確かに、ここでずっと食べ続けるのも……あ、持って帰って宿主さんに料理して貰いましょうか」


半泣きで包丁を握っていた若い漁師らが、リゼルの言葉にようやく解放されると大喜びだ。直後、老いた漁師に口に切り身を突っ込まれ号泣していたが。


そして鎧王鮫オリハルコンシャークの肉は、巨大な解体包丁に真っ二つにされた。もう長く保存は利かないだろう。今日、明日の内に全て食べきる事になりそうだ。


そんな中、見物していた人々は食い入るように肉の塊を見ている。食べた瞬間、涙を流した漁師達を見て、一体どれほどの味なのかと。


「おら、冒険者殿の取り分だ」


「大きいですよね」


「そのままポーチ突っ込むのも微妙ッスね」


「なら、この布に包んでけ。冷却用だ」


魔力を織り込んだ糸により刺繍が施された布。


魔力や刺繍によって様々な効果のある布は、アスタルニアの特産品だ。布に包まれた肉をジルが持ち、イレヴンのポーチへと押し込む。背中に肉の感触が、と呟いたイレヴンは黙殺された。


「あ、そうだ」


そして、後は宿に帰るだけとなった頃。


リゼルはわざとらしく思い出したようにそう告げ、周りを見渡しながら少しだけ声量を上げた。


「勿論、漁師さん達に配るんでしょうが、もし余裕があれば他の方に配っても構いませんよ。条件として、正当な値段で売る場合に限定させて頂きますが」


「は、そりゃ良いが何で……あッ、てめぇ俺ぁ金受け取らねぇって言ったじゃねぇか！　おい待ッ」


直後、漁師の元へと怒涛の勢いで人々が押し寄せる。


鎧王鮫オリハルコンシャークを求める声、値段を問い質す声に、彼の怒号は掻き消された。その頃には既に、リゼルは可笑しそうに笑いながら悠々とその場を後にしていたのだが。


ジルは呆れきったように、イレヴンはケラケラと笑いながら隣に並ぶ。最初から、報酬は肉だけ、で済ますつもりはなかったのだろう。リゼル相手では、恩であれ要求であれ受け入れないでいるのは至難の業だ。


「鎧鮫、本当に美味しかったですね。早く帰って料理して貰いましょう」


「酒買って帰るぞ」


「賛成ー。美味い内に食べきろ」


イレヴンのみならず、三人とも食べる気満々だ。


肉の塊も今日中になくなるだろう。恐らく料理に追われるだろう宿主には申し訳ないが、お詫びに肉を分けて許して貰うしかない。


そしてリゼル達は、待ち構えていた冒険者達の素材を売ってくれコールを全て流し、楽しみだ楽しみだと宿へと帰って行った。






ふと、リゼルは港を振り返る。


「（早ければ今日だと思ったけど）」


それだけを思い、どうしたのかと呼びかけるジル達に首を振って、魅惑の夕食に思いを馳せるのだった。







閑話：彼の消えた王都での出来事


それはリゼルが初めて商業国を訪れた時のこと。


冒険者の間で〝貴族のような冒険者がいる〟という噂が流れ始めていた所為か、リゼルは自分の偽物を見た。自分の、といっても相手がリゼル本人を知っている訳ではないので、噂を利用し貴族の振りをして横暴の限りを尽くそうという冒険者なだけだが。


噂といえど、人から人へと伝えられる内に尾びれ背びれがつくのが世の常。最終的には、〝本物の貴族が身分を笠に着てヤバイ男を引き連れて冒険者をしている〟とまで言われていた。


だが、根も葉もない噂にしては〝貴族のような冒険者〟を実際に見た事がある者が多い。そして実際に見た事のある者の口から〝あれで貴族じゃない方がビックリなんですけど〟と語られれば、噂の信憑性しんぴょうせいも増す。偽物が、狙い通りに好き放題しようと思えば出来てしまう程度には。






それを目撃したリゼルはといえば、そんな偽物を笑って見ていただけだった。彼は自分に実害がなければ放っておく事が多い。


そんなリゼル本人だが、意外と噂の張本人だと見抜かれる事は少なかった。何故なら、本物の貴族に見え過ぎて全く冒険者と結びつけて貰えないからだ。装備を身につけ、ギルドで依頼用紙を眺め、ようやく周囲は半信半疑で噂を思い出す。






だからこそ、今までは成功していた。偽物たちは何も知らぬ相手に偽の権力を翳し、貴族扱いされて良い気分を味わえた。


味を占しめ、次なる目的地へと足を踏み入れた彼らは知らない。自分達が今まで幸運だったのは、リゼルを、リゼルが冒険者だと、知らない者ばかりに囲まれていたからだという事を。


訪れた王都で、〝一般人は冒険者をあまり知らない〟という常識が覆される事を、彼らはまだ知らなかった。






ジャッジは少しぼうっとしながら店の掃除をしていた。


リゼルが王都を発って、何日経っただろうか。いや忘れようもなく覚えているが。ただの得意客がいなくなるのとは訳が違う寂しさに、自然と普段から猫背気味の背が肩を落として余計に丸まる。


ジャッジ君、と名前を呼ぶ穏やかで甘い声が聞こえれば良いのに。静かに扉を開けて、此方を見つけて、ゆるりと目を緩めながら微笑んで欲しい。こちらを見上げ、手を伸ばしてくれた時の幸福感を噛みしめたい。


行かないで、と言わなかった自分が正しいとは思いつつも、やっぱり言ってしまえば良かったと時々思ってしまう。握りしめた箒に顎を乗せ、彼の人が居なくなってから数えきれなくなる程に溜息をついた。


「失礼する」


「あ、はい！」


ふいに訪れた来客に、ジャッジは急いで箒ほうきを壁へと立てかけた。


見た事のない三人組の客だ。恰好からして冒険者だろうが、一番前に立つ男がやけに変わっている。


基本的に冒険者装備は実用性重視だ。その中で、ギリギリまで己の好みを取り込みたい冒険者と、ならばこの素材を持ってこいと要求する職人の攻防によって個性が出る。


だが目の前の男が身に着けるのは、性能を放棄したようなわざとらしく華美で高貴な服。変わった人だと首を傾げるジャッジの隣、立てかけられた箒がスッと同化するように壁の中へと消えた。


「ここに、中心街にもない空間魔法付きの鞄が売られていると聞いたのだが？」


「はい、今は此方にある三点がそうで……」


「本物だろうな。貴様みたいな若い店主が、そんな希少品を手に入れられるとは思えんが」


「いえ……本物です」


凄く偉そう。ジャッジはそう思いながら、鞄を作業台に並べてみせた。


今あるのはトランク型が一つと、ポーチ型が二つ。全体の流通量を思えば、三つも揃っているのが異常なくらいだ。値段は相応に高いが。


「（リゼルさんにはトランクも似合うかなって思ったけど、あの時は貴族だと思ってたから、荷物なんて持たないと思ったんだよね。何でかは分からないけど、冒険者になったんだし、ポーチの方が良かったんだけど）」


ふにゃふにゃと崩れそうになる笑みを仕事中だと引きしめて、ジャッジはチラリと客を見た。彼らは高揚したような目でそれらを見下ろし、笑みを浮かべて互いに頷き合っている。


何だか嫌な笑みな気がする、と少し不安になりながらも反応を待っていれば、華美な男が一つ咳払いをした。改めて見てみると若い男で、撫でつけられた髪が何とも冒険者らしくない。


「ならばこれを全て貰おう」


「あ、はい、お買い上げ有難うございます。えっと、じゃあお会計が金貨で」


「会計だと？」


不愉快だと言わんばかりの目に、ジャッジはびくりと小さく肩を揺らした。


何か怒らせるような事をしただろうか。どうしよう、と恐る恐る相手の顔を窺う。


「貴様、貴族に対してそのような言い方をするのか！」


「えっと、貴族様に対してはご依頼のあった商品をお持ちして、その時に代金を頂く事が多いかと……」


「お、おぉ……この店に貴族が来るのか……」


「え？　いえ、たまに中心街の店から〝この商品を仕入れられないか〟という問い合わせが入るくらいで……直接いらっしゃる事は、ないんですが」


口元を引き攣らせる相手に、ジャッジは何故ここで貴族という単語が出てくるのだろうと首を傾げた。まるで、自分が貴族だとでも言いたげな口調だ。


そしてふと、以前リゼルから聞いた話を思い出す。確か商業国からの帰り道、リゼルが話のついでとばかりに話してくれた事があった。


『そういえば、貴族っぽい冒険者がいるって噂があるみたいです』


『あ、聞いた事があります。……リゼルさんのこと、ですよね』


『俺は普通に冒険者をしてるので、ちょっと不本意ですけど。そう、その噂を利用して好き放題してる冒険者がいたんですよ』


いたんですよ、で笑って済ませて良いのかと半泣きになった覚えがある。


だって、そうだろう。その冒険者の所為で、噂の元ネタであるリゼルの評判に傷がつくという事ではないのか。リゼルが全く気にしなくても、ジャッジは嫌だった。


少しでもその存在を貶おとしめる者がいる事が嫌だし、誰が流したのか分からないような噂でもリゼルの存在を利用されるのが嫌だし、その程度の人間が想像上とはいえリゼルと立場を等しくしようとしているのも嫌だった。


背中合わせの馬車の中、そう眉を寄せた自分に気付いたリゼルは、優しく背中を叩いてくれた。


「（この人たちが、そうだったら）」


どうしよう、とジャッジは少しだけ後ずさる。


だが、まだそうと決まったわけじゃない。とても鞄が買えるような財力の持ち主には見えないが、人は見かけに依らないし、偉そうなのも生まれつきかもしれないし、貴族とかぽろっと言っちゃったのも偶然かもしれない。


ちなみに、本当に貴族かもという選択肢は端からない。何故、最初からジャッジがその選択肢を除外しているかというと。


「先程から私に対する態度が大きいと思わないのか、無礼者！　貴族の冒険者がいるという噂を聞いた事がないか？」


男が見下すような笑みを浮かべた瞬間、ジャッジの目に絶望と共にじわりと涙が浮かんだ。


「うわぁぁん！　もっと穏やかで品が良くて高貴で茶目っ気があって時々変なことしてでもそれが全然似合ってて仕方ないなぁって思えて、気配り出来て近寄りがたいけど近付いてみたくて仕草が綺麗で声が頭ふわふわさせて優しく微笑んで目で褒めてくれて高価な物でもさり気なく似合って雰囲気が清廉な人なら偽物でもギリギリ許せないでもなかったかもしれないのに！」


仕立てが良いように見えて安い生地。身に付けた煌びやかな装飾品は全て偽物。


見栄っ張りな人だとのんびり思っていたが、リゼルの偽物だと言うのならば心身ともに容赦なくクオリティを上げろと言いたくなる。これは酷い。


その瞬間、誰もいないのにバタンッと店の扉が開いた。そして涙交じりの叫びに唖然あぜんとしていた男達が、どうやってか分からないままに店の外へと弾き出される。


そしてすぐに勢い良く閉められた扉。店内に残されたのは、久々に背筋を伸ばしてぐしぐしと涙を拭っているジャッジのみ。


「……あ、でも、リゼルさんが着れば凄く本物みたいに見えるんだろうなぁ」


着せる訳がないけど、と付け足しながら、ジャッジはふにゃふにゃと幸せそうに笑った。






メディは低い声で唸りながら、机に向かって何やら必死にペンを走らせていた。


机の上に広げた紙に書かれているのは、ある計算式だ。砕いた魔石の粉末量を出す計算、回復薬一本につき必ず一回必要となる為に楽が出来ない。


その机の片隅には、彼女には必要のない筈の眼鏡が一つ。それをちらりと見て、勝ち気な顔の美女はふぅっと憂うれう様に溜息をついた。


「あー……目の前に眼鏡かけたインテリさんがいりゃどんだけでも捗はかどんのに」


「ふむ、なら小生しょうせいがかけてあげよう」


「あんたが男ならそこそこ好みだぜ」


そう言いきるメディに、目の前で計算を手伝っている魔物研究家は可笑しそうに笑いながら、戯たわむれでかけた伊達眼鏡を触った。


長身痩躯そうくの中性的な容姿に、顔の右半分を覆う鳥の獣人特有の羽毛のような髪。研究家の名に相応しく、専門分野に特化しているものの知識量の多い彼女に、友人であるメディは度々計算を手伝って貰う事がある。対価として雑用は押し付けられるが。


二人で机を挟んで向き合い、思い出すのは今はこの国にいない一人の冒険者。久々に顔を合わせた際に話題となった彼に、互いにまさかと驚いたものだ。


「けど、あの清廉さが足りねぇんだよ！　あのアタシの手で汚してやりてぇ空気がまた良い。吸えば寿命が三年伸びる気がする」


「君は本当にどうしようもないな」


「インテリさんの泣き方絶対あざとい。意識してない癖に絶対あざとい泣かせたい」


そう力説するメディに、研究家は気まぐれに考察に入ってみた。


泣くリゼル。イメージとしては、絶対に限界まで泣かない、そして大声を上げて泣くようにも思えない。


ならば耐えきれず涙が零れてから、数拍後にようやく切なげに表情を動かし、酷く悲しいのだと訴えかけるような揺れる瞳で相手から視線を逸らさない。何と言うか、見た人間に罪悪感を抱かせた上、〝自分が何とかしてやらなければ〟と思わせるような、そんな泣き方。


「……ふむ、あざとい」


「だっろ！」


本人がいれば割と必死に否定するだろうが、いないのだから仕方ない。


片や必死に、片や平常通り頭を働かせながら話題を広げていく。もはやリゼル達は絶好の盛り上がりの種でしかなかった。


「小生はどちらかと言えば共にいる黒い冒険者が好みだな。どんな魔物も捕まえられそうだ」


「あんたは本当にそればっかだな」


「体を手に入れる事しか考えない君よりマシだと思うけれどね」


ふいに二人が机へと落としていた顔を上げ、睨み付けるように視線を交差させる。


「そこが一番大事だろうが馬鹿野郎！」


「魔物より優先する事があるとでも言うのか！」


「黙って作業しねぇか小娘共ォ!!」


バンッと机を叩きながら立ち上がった二人に、工房の奥からビリビリと空気を震わせるような太い怒声が響いた。黙って座り直す。


そろそろ魔石砕きの依頼を出すか。そういえば魔物の素材が市場に出たらしい。そう話題を変えた二人が、そこそこ和気藹藹わきあいあいと作業に勤しんでいた時だった。


ふいに工房の扉が前触れもなく開かれる。ちょうど扉方向を向いて作業していたメディは、訝しげに片眉を上げながら予定のない来訪者へと声をかけた。


「冒険者か？　ウチぁ回復薬の販売はしてねぇぜ」


やけに気取った格好をした冒険者が、やけに気取った仕草で肩を竦めた。


見下すような視線を鼻で笑いながら、メディは手に持ってたペンをぽいっと放る。カタンッと机の上で跳ねたそれを眺めた研究家が、興味なさそうにちらりと来訪者を確認し、何事もなかったかのように計算へと戻った。


「この工房の回復薬はそれなりに評判が良いと聞く。私に選ばれた事を光栄に思え」


「だからしてねぇっつってんじゃねぇか耳付いてんのかクソ野郎」


「私を誰だか分かっているのか？」


いかにも自分には逆らうなと言うような口調。いかにも自分は偉いと示すような格好と仕草。その態度にメディは顔を顰め、もしや貴族かお偉いさんかと舌打ちをする。


だとすれば、追い返すのも面倒だ。だが契約外の人物に回復薬を売る気はさらさらない。仕方がない、ジジィを呼んでくるかと彼女は席を立った時だった。


「それで良い、貴族の冒険者がいるという噂は知っているだろう？」


「ァア？」


そんなもの知りはしない。


いや、一応知ってはいる。貴族っぽい冒険者がいるというだけで、貴族ではないという噂を。むしろその噂の本人も知っている。見れば分かる。


それが今、何の関係があるのか。決して頭の回転が速くないメディは、訳が分からんと煤すすのついた頬を拭う。


すると、ふいに計算作業に勤しんでいた研究家が手を止めた。


「成程ね」


「何がだよ」


「後ろの彼らの事だよ」


「アタシは良く分かんねぇけど、ようは貴族なんだから特別扱いしろっつってんだろアイツら」


身も蓋もない言い方は、勿論しっかりと来訪者にも届いている。わざとではないメディは気付かないし、それを注意する必要などないと結論付けた研究家が何を気にする訳でもない。


研究家はクルクルと手の中でペンを回しながら、もう片手を白衣へと突っ込んだ。背で体重をかけた椅子がギシリと軋んだ音を立てる。


「単純に考えると良い。仮定と検証を繰り返す必要もない、くだらない証明さ」


ざわり、と風もないのに彼女の羽のような髪が揺れた。


「あれほど高貴な彼が貴族でないのに、目の前の不作法な客人が貴族だとでも？」


「つまり何だってんだ」


「……彼を騙かたる偽物という事だよ」


あまりハッキリ言うと逆上されそうだから口を濁したというのにと、そう肩を竦める研究家の口から出た真実に、メディは確実に美人に分類される顔を盛大に歪めた。


そして腰にぶら下げた工具を握りしめる。振り上げながら、高らかに叫んだ。


「本当にあんな肌綺麗で清潔感あって細いけど華奢じゃなくて知的だけど腹黒くなくて敬語で特別美形じゃねぇけど穏やかに整ってて露出ゼロの癖にそこにいやらしさを感じるような男だったら回復薬と引き換えにしてもアタシのベッドに連れ込んで×××して×××した上に思わず敬語とれるまで×××してやったってのにアタシのストライクゾーンに入ってから出直してきやがれ!!」


「店先で何叫んでやがる小娘ェ!!」


男達を蹴り出したメディは言い訳する暇もなく鉄拳を喰らい、椅子へと縛られて苦手な計算作業へと強制的に戻されたのだった。






どういう事だ、と男達は苦々しげな顔で呟いた。


どうやらこの国に噂の〝貴族らしい冒険者〟がいたらしい。それは最初の二件で嫌という程に理解した。しかし、ならば冒険者が立ち寄らないような店に行けば良いだけだ。


冒険者以外は、冒険者の内情に然して詳しくはない。Ａランクになれば名前ぐらいは売れるし、Ｓランクになれば顔も売れる。しかし、冒険者に興味がなければそれすら知らない者が多い。


それにも拘らず、噂を知る者は男達をまるで相手にしない。噂を知らない者も、貴族の冒険者の話を出せば「あー」と何かを思い出すように呟き、「えー」と疑心を含んだ目で男達を見る。


何故、ただの冒険者がこれ程までに知れ渡っているのか。


「貴族さま、すっごくやさしいんだよ」


ふいに聞こえた声に、そちらを向いた。


とある宿の前で、三人の子供達が何やら楽しそうに話している。まさか本物の貴族という事はあるまい、噂の冒険者の事かと男たちは近くの路地から耳を澄ました。


一人の少女が、うっとりと夢見がちに言葉を続ける。


「前、べんきょうの時間になる前に貴族さまのこと呼びにいったでしょ？」


「おまえが抱っこされて帰ってきたときだろ」


「うん」


少女は語る。


約束の時間は、二時の鐘が鳴る頃だった。同じ宿に宿泊する少女は待ちきれず、宿の食堂を出てリゼルを探しに行った事がある。約束を忘れてしまったのではと心配になったからだ。


リゼルが勉強を教えてくれる機会は、それほど多くない。宿の女将から出掛けているとは聞いたので、せめてすぐ外で待とうと宿を出た時だ。


『金なら払うっつってんだろうがァ！』


『だから、俺達にはそれが貴重な素材を譲る条件にはならないんです』


鼓膜を叩くような怒声と、ビリビリとした威圧感に、少女は思わず尻もちを付いた。


目の前では怖そうな冒険者達と、見慣れたリゼル達のパーティが向かい合っていた。遠巻きに見守る周囲は、迷惑そうに怒鳴った冒険者を見ている。そして何故かリゼル達には心配が向けられていた。


『？』


尻もちをついたまま、少女が訳も分からず震えていた時だ。


冒険者達と向き合っていたリゼルが、ふいに此方を向いた。ふっと柔かな笑みに変わった顔に、少女は無意識に肩の力を抜く。


リゼルに釣られるように此方を見たジルとイレヴンの視線に少し怯えながらも、ゆっくりと近付いて目の前に膝をついてくれたリゼルを見上げた。


『どうしました？　時間にはもう少しあるでしょう』


『あのね、でも、でもね、貴族さまいっつもちょっと早く来るからね』


『心配してくれたんですね、有難うございます』


いつもと同じように微笑まれ、震える体を落ち着けるように優しく肩を撫でられた。


導かれるように落ち着いた体に、ほうっと小さく息を吐く。差し出された手に嬉しくなって、土を落とすようにお尻を叩きながら手をとって立ち上がった時だった。


『人の話し中に何突っ込んできてんだ！　礼儀のねぇガキだなぁ！』


『ひっ』


叩きつけられた怒声に肩を竦める。


思わず握りしめてしまった掌が、カタカタ震える指を落ち着けるように優しく握り返してくれた。そしてリゼルはもう一度だけにこりと笑って、仕方なさそうに立ち上がりながら冒険者達を振り返る。


ぎゅっと思わず抱きつくように身を寄せてしまった少女に、優しく頭を撫でてくれた。


『俺は用事があるって最初から言っていたじゃないですか。この子達との予定に首を突っ込んだのは貴方達ですよ』


『テメェは俺らの事を舐めてんのか……ッ』


今にも武器に手を伸ばしそうな男たちに、周囲からは悲鳴と非難の声が上がった。


『何で舐められてねぇと思ってんだろ』


『賑やかな奴だよな』


イレヴンがつまらなさそうに欠伸を零し、ジルは呆れたように溜息を零す。


不安そうにそれを眺めていた少女の頭に、ふとぽんっと掌が乗せられた。精一杯首を上に向ければ、いつもと変わらない穏やかさをもってリゼルがこちらを見下ろしている。


『時間までには行きます。中に入っていなさい』


『や、やだ……！』


『ん？』


我儘なんて珍しいと笑われたって、危ないからと言われても、少女は首を振った。


そんな怖い場所にリゼルを残していくのが不安で、自分だけ中に入ってしまうのが何だか嫌で、今から一緒に勉強するのに他の事を優先されたようで悔しくて、友人が待つ食堂までの数歩の距離さえ一人で歩くのが嫌で。


そして何よりも、自分に向けられた怒声が耳から離れない。


『こわい、貴族さま……！』


ぎゅうっと服を掴みながら懸命に見上げれば、知らず涙を溜めていた目元を拭われた。


再び膝を折ったリゼルの顔を、少女は不思議そうに目で追う。直後、少しの浮遊感と温かな体温に、自らが抱き抱えられたのだと気付いた。


思わず掴んだ肩ごしに、何故か呆れたように此方を見るジル達と、唖然とした冒険者達の姿が見える。


『ごめんなさい、巻き込んでしまったのは俺の落ち度です』


耳元で囁く柔らかな声が、今も心臓を震わせていた怒声を掻き消していく。


ふるふると首を振ると、吐息のような笑い声が聞こえた。思わずくすぐったくなり、肩に顔を埋める。


『後は頼みますね』


それはジル達への言葉だったのだろう。


そのまま歩き出したリゼルが、半分開いたままの宿の扉に手をかけた。そのまま気にせず中へ入ろうとする姿に、色々な人を外に置きっぱなしだが良いのだろうかと、少女はきょとりと目を瞬かせる。


その時、咄嗟に視線を向けてしまった先で、再び怒声罵声を浴びせようと大きく口を開いた男達を見てしまった。少女は身構えるように、ぎゅっと目を瞑る。


『ッ何処行──』


『黙らせて』


しかし、怒声は不自然に途切れる。


そろそろと目を開こうとした少女は、しかし大きな手に視界を覆われて何も見る事が出来なかった。


『そのまま穏便に帰って貰うか、向かって来るようならやり過ぎないように』


『ああ』


『うぃっす』


『やり過ぎないように、ですよイレヴン。こんな道の真ん中です』


『俺返事したじゃん！』


耳元で零された可笑しそうな笑い声と、扉が閉まる音。


手を外されて、開けた視界には見慣れた宿屋の扉が映った。外で何やら声が聞こえるが、扉を隔てて温かい体温に包まれた今となっては何も怖くはない。


どうなったのだろうかと気になるが、別に良いかと少女は笑う。リゼルが向かう先は食堂で、これから一緒に勉強してくれるのだ。到着した先で恭しく椅子に下ろされ、少女は恐怖も忘れて酷く幸せそうに破顔した。


「そういうのがあってね、貴族さま、すごく格好よかった」


うっとりする少女に、少年達は好きなのだろうかと子供らしく思った。


少年達から見ても、少女は酷くリゼルに懐いていたし、勉強でもマナーでも何でも熱心に聞いていた。ならば単純に恋をしているのだろうと、そう考えてしまうのも仕方がない。


しかしそれを聞くと、少女はうーんと首を傾げ、予想に反して首を振って否定する。絶対嘘だ、絶対嘘だと囃し立てる少年達に、少女はむっとしながら腰に手を当てた。


「貴族さまは好きだけど、お嫁さんになりたいんじゃなくて、貴族さまみたいになりたいの！」


思いの外高いハードルに、少年たちは囃し立てていた口を閉じてただ感心するしかなかった。






子供達の隣では、彼らの母親が井戸端会議に興じていた。


今日は何処の野菜が安かっただの、最近隣に越して来た誰々はだの、そんな会話は子供達に釣られるようにリゼル達の話題へと移っていく。


時々子供達に勉強を教え、それどころかマナーまで身につけさせ、国を出る時には〝皆さんで〟と話題の高級チョコレート店〝Bouquetブーケ・Chocolatショコラ〟のチョコレート詰め合わせを子供越しに贈ってくれた。そんな存在を忘れるのは難しい。


「貴族様、アスタルニアに行ったのよね。何だか名物がなくなったみたいで寂しいわ」


「この子達の成績が落ちるんじゃないかって心配してたけど、そんな事なかったわね」


「貴族様の勉強の教え方、上手だもの。答えを教えるっていうより、勉強の仕方を教えてたのね」


「冒険者なのにねぇ」


母親達も、最初はリゼルが冒険者だとは知らなかった。


ただ宿で偶然、勉強を教えてくれたお兄さん。子供達の話からそう判断し、そして実際に見かけた際に貴族疑惑を持ちつつも、優しそうな人で安心したわと胸を撫で下ろしていたのだ。しかし彼が冒険者だと知って二度聞きする勢いで驚いた。


冒険者だと知ったからには、子供達を近付けない方が良いのではないかと思った事もある。冒険者による国民への被害が〝冒険者被害〟と名付けられている通り、粗暴な者が多いのだ。


「でも、良い子になっちゃったのよね。勉強もちゃんとするようになったし」


「何度教えても直らなかったスプーンの持ち方が直ったわ。むしろパパより綺麗にナイフとフォークを使うのよ」


「この前なんて買い物に行ったら、うちの子が〝袋いっぱいあるから一つもつよ〟って言ってくれたのよ。いつの間に紳士になっちゃったのかしら」


「うちも、夫のお客様が宿に来た時に完璧な淑女の礼を披露してたわ。相手なんて唖然としちゃって、でも凄く喜んで貰えたから、取引自体は予想以上にスムーズに終わったけど」


そう、悪影響など何一つ受けていない。


ならば引き離す必要などなく、引き離そうとも子供達の純粋な「何で？」の言葉に上手く返す事など出来はしなかった。だが冒険者だしと、やはり煮え切らない思いを抱えていた時だ。


ご近所で有名な、名門の魔法学校に通う生徒を、子供達がリゼルの元へと引っ張っていったのだ。それこそ大人でさえ理解出来ない計算やら理論やらで埋め尽くされたレポートが、宿を出ようとしたリゼルの手に渡ったのを、近くで談笑していた母親達はしっかりと見ていた。


『これは？』


『あ、ああああの、この子達にい、い、いきなり』


『この兄ちゃん、計算があわないーってさいきんうるさいんだ』


『へ!?　ご、ご、ごめ……ッ』


『貴族さまにだまらせてほしくて』


言い方。


その男児の母親がお恥ずかしいと頬に手をあてる中、リゼルは目を瞬かせながら、いきなり渡されたレポートと寝不足で死んだ目をして何かを呟いている青年を見比べた。


そして、訳が分からないままに渡されたレポートを眺めること数分。


『……あ、ここ間違ってますよ。だから最後がズレちゃうんですね』


『え、ど、どどどどこ、どこでしょう』


『ここ、魔力の吸収、放出量の差を求めたいんですよね？　なら、先に魔石の体積比じゃなくて魔力含有量の────……』


何を言っているのかは話し合っている二人以外には分からなかったが、うんうんと熱心に頷きながら聞いていた青年が、死んだ目を輝かせながら狂喜乱舞きょうきらんぶして帰って行ったのだからリゼルの指摘は的を射ていたのだろう。


大人達の中で、リゼルが冒険者だという事実が些細な問題になった瞬間だった。勉強が出来るというのは、いつ何処であっても親受けが良い。


「今、あの子が話してたのもね」


少女の母親が、困ったように笑いながら告げる。


「あの後、貴族様が事情を説明しに来てくれて。巻き込んだからって頭まで下げてくれてたのよ」


「え!?」


「それ、どうしたの？」


「勿論、夫と一緒に大慌てよ。あの子も何も言ってなかったし、寝耳に水でびっくりしちゃって」


すっかり怖かった出来事を忘れて〝今日は貴族さまに勉強をおしえてもらったの〟とだけ嬉しそうに話す少女に、それは良かったねと返した日の夜の事だった。


父親と母親は、丁寧に謝罪するリゼルに逆に平伏へいふくする勢いで礼を繰り返した。何せ、事情からして絡んできた冒険者が悪い。リゼルに悪印象など抱きようもなかった。


「でもやっぱり、パーティでいると近寄りがたいわよね」


「存在感が違うもの。こう、住む世界が違うっていうか、雰囲気があるっていうか」


「でも子供達の勉強を見てくれてる時に、いつもお世話になってるお礼を言ったら〝いいえ〟って微笑んでくれるのよ。あの微笑みが向けられるの、特別感があるわよね」


「あ、分かるー」


そして子供達と大人達、それぞれの間で盛り上がりを見せた話題はそのまましばらく終わる事がなかった。






一体何なんだと、貴族を騙る冒険者達は酒を片手に愚痴を零していた。


噂の冒険者の知名度の高さも意味が分からない。そして貴族でないにも拘らず、周囲から聞こえる評判は貴族と言っても不思議ではないようなものばかり。


噂でしか知らないとはいえ、ここまで実体が知れない人物が果たして他にいるだろうか。まるでバーのような酒場で、彼らは酒を持って来いと叫んだ。すぐに用意される酒とツマミに、気分がやや回復する。


ようやく見つけたこの店のマスターは、彼らが自らを貴族と名乗ろうと全く疑いの態度を見せなかった。黙って言われた通りの料理や酒を用意する姿に、これだこれだと酷く満足感を覚える。


そんな冒険者達は運ばれてくる料理に視線を奪われ、誰も裏口が小さく開閉する音には気付かなかった。






そして散々飲み食いした後、会計をと伝票を見せるマスターにいつもの要領で高圧的に言い放つ。曰く、貴族の冒険者の噂を知らないのか、誰に向かって金を払わせる気でいるのかと。


だが、その直後の事だった。バタンッと勢い良く酒場の扉が開かれる。


男達の視界に入ったのは、パルテダールの憲兵を示す制服。冒険者を裁くのはギルドとはいえ、このパルテダールでは現行犯ならば憲兵もしょっぴく事が出来る。やばい、貴族のふりで時間を稼いで切り抜けようと、彼らが口を開きかけた時だ。


「見損なったぞ貴様ら！」


放たれたのは予想外の一言だった。


扉を開き店内へと入って来たのは、酷く真面目そうな憲兵。腕に巻かれた腕章で、彼が憲兵長だと分かる。


「出ていったと思いきや帰ってきて一番に狼藉ろうぜきを働くとは……色々予想外の事をする連中だとは思っていたが、他者に無体を強いる事はないと信じていたというのに！　子爵を裏切る行為だとは思…………別人じゃないか」


「……確かに〝貴族を装う冒険者〟とは伝えたと思うが」


マスターがちらりと厨房へと繋がる棚の隙間を見た。


その向こうから知らん知らんと振られる手に、完全なる憲兵長の勘違いだと悟った。確かに難しい言い回しをしただろうが、真っ先にリゼル達を思い浮かべる辺り、彼らの印象がそれほど強い証拠だろう。


無言で見つめるマスターに、憲兵長はごほんと一度咳払いした。


「ともかく、よもや無銭飲食をしようなどとは思っていまいな」


鋭い視線を向けられ、男達はぐっと言葉を詰まらせた。


憲兵が、と忌々いまいましそうにカウンターへと金を叩きつけて出て行った彼らを見送り、憲兵長は同行させていた憲兵を一人、冒険者ギルドへの使いに出した。


そして何事もなかったかのようにグラスを拭き始めたマスターを見る。


「ご報告有難うございました。彼らに流され、無償で飲食を許す事態にならず何よりです」


「知っているからな……」


「それは、彼らをという事でしょうか」


「本物を、だ。魔鳥騎兵団を教えなければ良かったと、少しだけ思っている」


教えずとも知っただろうがと、小さく笑みを浮かべて呟いたマスターは、それ以上何も言わずにグラスを拭いている。


「また何かありましたらお知らせ下さい」


「ああ、有難う」


憲兵長は告げられた礼に頷き、そして酒場を出た。


リゼルの関係者に関わった割には、トラウマが増えず何よりだろう。確かに散々気苦労をかけられたが、居なくなればなったで寂しい、とまでは思わないが。少しの物足りなさは感じる。


しかしレイからの無茶ぶりが少なくなった事を密かに安堵している彼には、リゼル達の不在を喜んで良いのか悪いのかは分からなかった。






すっかりと空も暗くなり、男達は泊まる宿を探していた。


宿関係者は、冒険者と密接な関係にある。恐らく貴族のような冒険者の噂も知っているだろうし、場合によっては本人の顔を知っているかもしれない。あまり無茶は出来ないかと思いながらも、王都に来るまでは通用した手段を手放すのは惜しかった。


噂を知っていようと、本人の顔さえ知らなければ問題ない。そう判断し、冒険者ギルドからやや離れた宿を選ぶ。


「すまないね、部屋は個室二つしか空いてないんだよ。以前、ある冒険者が泊まってた部屋なんだけどね。それを知ってる冒険者は泊まりづらいって言うし、今も空いてるから泊まってくれるなら大歓迎だけどね」


宿先での会話に、彼らは嫌な予感のままに顔を引き攣らせた。


もはや先は聞かずとも分かる。ようは、例の冒険者が泊まっていた部屋なのだろう。いい加減にしろと、苛立ちのままに怒鳴りつけて去ってやろうかと思った時だ。


「あ、でも商人なんかは縁起が良いって泊って行くよ！　どうだい？　寝ようと思えばベッドも二つ……おや、あんた」


宿泊の説明をしていた女将が、ふいに視線を横へとやった。


「お久しぶりです」


直後、男達は先程の嫌な予感は予兆に過ぎなかったのだと悟った。


感じたのは背筋を凍らせるような絶対零度の殺気。淡々とした抑揚のない声が徐々に近付いてくる。足音は少しも聞こえないのが、ただただ恐ろしい。


思わず震えそうになる体を抑えるのが精一杯で、彼らは一歩たりとも動けず一言たりとも零せなかった。


「リゼルさんと一緒に泊まった職員さんじゃないか、どうしたんだい？」


「少々そちらの冒険者に用がありますので、彼らの事は忘れて宿へとお入りください」


何も映さない冷たい瞳に、女将はやれやれと肩を竦めて宿の扉の向こうへと消える。


ギルド職員がギルドの外で用事があるなど滅多にない。それを思えば、多少冒険者に詳しい女将は全てを悟る事が出来た。


男達は行かないでくれと言いたかった。今すぐにでも自分達を宿の中に入れて欲しかった。異常な寒気と動かない足に感じる恐怖は、今まで味わった事がない程のもの。


「憲兵からの報告を受けました。貴族であると偽って方々で横暴な行いをしていると聞いたのですが、間違いはないですね」


否定をしたい。しかし出来ない。


バキンッと氷が砕けるような音が聞こえた気がした。あまりの殺気が故の幻聴だったのかもしれない。しかしパキパキと何かが凍りつく音に、視線だけを辛うじて足元に向けてみれば、地面から美しい程に澄んだ氷が徐々に足を這いあがっているのが見えた。


喉の奥で零した悲鳴は、誰もいない夜の街中に少しも響く事はない。


「返事はどうしました」


「お、俺達は……ッ」


「〝はい〟か〝いいえ〟以外は不要です、殺したくなる」


彼らの一番の不幸は、目の前の職員の存在を知らなかった事だ。


知っていれば、王都では大人しくしていただろう。近寄らなかっただろう。噂の帳本人がこの国に居たという以上に、それは彼らの暴虐を止める理由となる。


他国で問題となっている冒険者被害、それが少ないのがこの王都だ。その理由を、男達は今思い知った。


「ただでさえ不愉快な真似だというのに、あの方を騙るなど何より耐えがたい」


絶対零度という秩序、その存在を。


「消えて償つぐなえ」


向けられた数多の氷の刃と感情の灯らない瞳を前に、男達は意識を失った。






無数に地面へと突き刺さった氷の刃と、氷に拘束されて意識を失う男達を、スタッドは無表情のまま眺める。


そしてギルドへの帰路へとついた。隠れていた他の職員が顔を引き攣らせながら出て来て、せっせと彼らを回収している。明日にはしかるべき処罰をギルドで受ける事となるだろう。


違反を犯した冒険者に脅しをかけるのは、ギルドの暗黙の了解でもある。力には力で、それが最も冒険者に効くことを職員達が一番よく知っているのだから。


「…………」


スタッドは一人、暫く歩いた後で足を止める。


そして、じっと掌を見下ろした。殺してしまいたい程の苛立ちに、しかしトドメを刺さなかった事に対して、いつもならば褒めてくれる筈の掌がない事を今になって実感する。


「…………、……」


薄らと開いた唇が、しかし何も言わないままに閉じた。


リゼルを目の前にすれば、どれだけでも寂しいと伝えられるだろう。ただ今は、彼に関する感情の一欠けらさえ零すのが惜しくて呑み込んだ。


そして歩みを再開させる。甘く蕩けるアメジストを夢に見たいと、そんな事を思いながら。







    
  
  




魔鳥騎兵団に入団し、早はや数年。それでも俺が一番の新入りだ。


それだけ騎兵団が狭き門だという事。いつか自分のパートナーと巡り合える事を願い続け、十年近い見習い期間を経てようやく正式に騎兵団を名乗れるようになる。


そんな俺は、今回が初のパルテダール訪問だった。その王都、パルテダはアスタルニアとは違って落ち着いてるイメージがあって、実際に凄く歴史がありそうな感じがした。






俺にとっては初めてのパルテダールの騎士との合同演習。


見物けんぶつしていた国民にも喜んで貰えたし、無事に演習を終えたその後。まさか副隊長のナハスさんが、あんな人らを連れてくるとは想像だにしていなかった。


初めて見た瞬間、どこぞの王族を秘密裏ひみつりに運べって事かと思った。それくらい、あの御客人は浮世離れして見えた。


しかも清廉高貴な一人が引き連れていたのは、一目見て分かるぐらいの強者ら。護衛か、と魔鳥騎兵団一同だれともなく納得したものだ。違ったが。


「ナハスさん、冒険者運ぶって話じゃねぇの？」


「冒険者らしい」


「そういう建前はいいんで。身分隠すとかよっぽどきな臭い……」


「いや、だからな」


俺はこんな会話をした。そして他の先輩らも大体した。


とはいえ、御客人らは本当に冒険者のパーティだったようで。アスタルニアの冒険者共を見ていると、こんな冒険者がいてたまるかとは思うものの、まぁそれなら良いかと歓迎してアスタルニアまで送り届ける事になった。






そして王都を発った後。


あんなに雰囲気のある三人組でも、やはり空の旅は初めてらしい。俺とパートナーは初日が魔鳥車の牽引けんいん担当だったから、魔鳥車の中の会話が時々聞こえた。


パートナーの背に乗り、風を切る音に耳を澄ませる瞬間は何度経験しようと至福の時間で。そこに更に聞こえる御客人らの感嘆の声に、思わず顔がにやけてしまう。


「雲が近いですね」


そうだろ、そうだろ。


普通は見る事が出来ない光景だし、ゆっくり見て欲しい。


「速いのか遅いのか分かんねぇッスね」


分かる分かる。初めて乗るとそうだよな。


高度を上げて飛ぶと、雲も地面もゆっくりと動いているように見えるんだ。けど、それなりのスピードは出てるぞ。


「意外と揺れねぇな」


凄いだろ、俺らの飛行技術の賜物たまものだぞ。


ただ飛ぶだけじゃこうはいかない。俺も魔鳥車を牽ひけるまでには、並々ならぬ努力をした。本当なら魔鳥たちにとっては自然に出来る事だから、俺の技術不足でこいつの評価を下げちゃ悪い。


それから暫く、御客人らはのんびりと空の旅を楽しんでいた。こういう、本当に観光っぽい雰囲気で魔鳥車に乗る奴なんて今までいなかったから、そのリラックスした空気に俺も少し嬉しくなってしまう。


「あの雲、なんかに似てる」


「あ、ジャッジ君でしょうか」


「もう恋しがってんのか」


「違いますよ、本当に。ほら」


ほらもうなんか可愛い会話しだした。


ギャップがさ。あんだよ。ほら。いかにも高貴な人間と、いかにもタチ悪そうなのと、いかにも絶対強者なのが雲の形とか話し合っちゃうのとかさ。


「じゃあアレとか」


「猫ですね」


「狐」


「おれ狼」


その雲に耳っぽいのがあるのは分かった。


ふと横を見ていれば、同じくその会話が聞こえていたらしい先輩がきょろきょろと話題の雲を探していた。気持ちは分かる。


あれかな、と猫か狐か狼が座ってるっぽい雲に当たりをつけながら、俺はぽんぽんとパートナーの首筋を撫でてやった。平和だ……。






「は⁉　一刀⁉」


野営初日、のんびりと焚き火にあたっていると衝撃の噂が回って来た。


御客人の一人、いかにも強者な冒険者が冒険者最強と名高い一刀だという。俺も噂だけは聞いた事があって、そりゃもうやたらめったら強いとか。


「おっし！」


「俺もだ！」


一緒に焚き火を囲ってた二人が、槍を掴んでバッと立ち上がった。


走り去っていく方向を見れば、他にも数人の先輩らに囲まれる一刀の姿。めちゃくちゃ嫌そう。ガラ悪。


「はぁー……あれがね」


「まぁ納得だわな」


噂を持ってきてくれた先輩が、からからと笑いながら焚き火の前に胡坐をかいて座る。


残されていた酒を遠慮なく呷る姿を眺め、そして再び一刀を見た。通りすがりの赤髪の獣人が「暇してんだし良いじゃん」とにやにや笑って歩き去っていく。


「お、やんのか」


溜息をついて剣を抜き、一刀が開けた場所に歩を進めた。


振り返り、自分を囲む面々へと何かを告げる。何だろうと思っていると、手合わせを願っていた先輩らから歓声や口笛の音が上がった。全員、槍を構える。


「はぁ？」


「こりゃあ大サービスだなぁ」


数人がかりで一刀を囲んで、一対多数。


「こっち槍だぞ」


「流石にありゃあなぁ」


「つっても冒険者最強だろ」


何処からか酒を片手に集まって来た野次馬やじうまが口々に言う。


確かに、酒の肴さかなには最高か。俺も地面に置いていた瓶びんを手にとって一口飲んだ。そして、手合わせ開始。


言っておくが先輩らは強い。魔鳥に騎乗していなくても十分に強い。俺だってそこらの冒険者に負けるつもりは更々ないが、それ以上に強い。


「やっっっべ」


だが一刀はそんな次元じゃなかった。


「何だあいつ、やばすぎんだろ」


「間違いなくやべぇ」


「やば過ぎる」


語彙力ごいりょくが死ぬぐらいやばかった。凄いじゃない。やばい。


先輩らも手合わせじゃなく、もはや仕留めにかかっている。しかし酷く洗練されている連携も、一刀にはかすりもしない。


「あの剣も何だアレ」


「迷宮品か」


「冒険者は持ってんだよなぁ」


性能の良い迷宮品は、手に入れた冒険者がそのまま使う事が多く、あまり出回らない。


しかし性能も凄いが、それを簡単に扱える一刀も有り得ない。あれだけの長さの剣を片手持ち、しかも手首だけで支えていて、目に自信のある俺ら騎兵団でもギリギリ目で追えるってぐらいの振りの鋭さ。


そして結局、全員槍を叩き落されて手合わせは終了した。


「ニィサン人外ー！」


「煩うるせぇ」


どこかの焚き火で騎兵に交じって酒を飲んでいる獣人がヤジを投げる。


それに一刀は呆れたように返して、何処かに歩いて行った。手合わせしていた先輩らも興奮したように話し合いながら散り散りに元の場所へと戻っていく。


「あー、ありゃやっべぇやっべぇ」


「全ッ然相手にならん！」


挑みに行った二人が帰って来た。その表情は明るい。


そりゃそうか、と納得する。あれほどの強者なんて滅多にお目にかかれない。己の腕を磨いている人間にとって、たとえ手合わせでも剣を交わせられるだけ幸運だ。


「そういや人外って？」


ふと先程の野次を思い出す。


仲間に人外呼ばわりされるのは一刀的に良いのだろうか。流してたが。


「まぁ納得出来る強さではあったな」


「本当だったらどうする」


「なら何だよ」


近くに一刀がいない事を確認しつつ、面白がった先輩らと酒を交わしながら笑い合う。


「魔王じゃねぇ？」


「御伽噺おとぎばなしは弱ぇな」


「なら〝最強の魔鳥〟はどうだ」


「あー、あのでかくて黒いの」


「黒いし」


「黒いしな」


「でもなぁ、イメージがあんま」


「じゃあ竜だ、竜」


「それだ……！」


最終的に、何故か人型で生まれてきてしまった竜という結論に落ち着いた。






いつの間にか混じっていた蛇の獣人がその結論にケラケラと笑う中、俺は焚き火の前から立ち上がった。


やや酔いが回ったからだ。流石に野営でべろんべろんになる訳には、いや、酔っても問題がないなら誰も気にしないが。俺のパートナーは酒の匂いが好きじゃないので、明日になって背中に乗せて貰えないような事があっては大変だ。


座っていると際限なく飲まされる、あるいは飲んでしまうので、火照った頬を夜風で冷ますように野営地をぶらぶらと歩く。


「お」


野営地の端で、隊長のテントを見つけた。


ちなみに普通なら野営地の真ん中にテントを張るべきだが、隊長曰いわく「うっさい」とのこと。騎兵らがそこらで飲んで騒いでいるんだから当然か。


テントの前には、夕食で使った食材の空箱からばこに座っている二つの人影があった。ナハスさん、そして先程から姿を見なかった御客人の最後の一人。隊長の姿は見えない。


「じゃあ、魔鳥は騎手の魔力を使わず、自分の魔力で飛ぶんですね」


「そうだ。でないと、流石に俺達は乗せられないだろうな」


「見てると、風の魔力を揚力ようりょくとして──」


「意識して使っている訳ではなく──」


「なら体内で変換した魔力を──」


「いや、とにかく変換効率が──」


ナハスさんも大概知識人なんだよな。魔鳥限定で。


そして御客人、あの人は凄く魔鳥に興味を持っている。魔鳥車を降りてからずっと、野営の準備をしている俺らを尻目しりめに魔鳥の傍をうろうろしたり、じっと見たり、手が空いている騎兵に声をかけて触らせて貰ったりしていた。


その際、色々と質問してはナハスさんを紹介されていたので此処にいるのだろう。大抵の騎兵がそうだが、俺も正直、ああいう細かい理論はよく分からない。


「普段は何を食べてるんですか？」


「何でも食べるぞ。肉、魚、野菜、後は好みにもよるが虫や花なんかを好きに食べている時もある」


「俺もあげてみたいです」


「ははっ、そこは魔鳥によるな」


俺のパートナーは木の実が好きだ。硬い殻からをクチバシで器用に割って食べる。


ちなみにパートナー以外から食事を受け取るかはナハスさんの言う通り。完全に自分のパートナーからしか食べない魔鳥はそうそう居ないが、気分によっては嫌がる時もある。


と、その時だ。


「そう、魔鳥によるんだ」


聞き慣れた羽音と共に、凛々りりしいアルトが焚き火に照らされる夜闇に降って来た。


「私の、この子のようにね」


「隊長」


「おかえりなさい、隊長さん」


御客人の優しい声に迎えられ、降り立つ魔鳥から降りたのは我らが隊長だった。


すっかりと妙齢みょうれいを過ぎ、酸すいも甘いも嚙み分けた年でありながら、陰る事のない凛々しい眼差しを持つ女人。軍服のよく似合う、誰が見ようが男装の麗人れいじん。ぶっちゃけ騎兵団でこの人が老若問わず女に一番モテる。


アスタルニアの誇る魔鳥騎兵団、その頂点に立つ人だ。


何故団長でないのかというと、騎兵団が今よりずっと規模が小さく、〝魔鳥騎兵隊〟であった頃の名残だとか。真偽不明。


「夜の散歩ですか？」


「こいつが行きたがってね」


「隊長の魔鳥は夜に飛ぶのが好きだからな」


「あれ、でも」


ふと、御客人が不思議そうに隊長の魔鳥を見た。


どうやら御客人は、既に魔鳥に対してある程度の知識を仕入れ済みのようだ。夕食後から延々えんえんとナハスさんと話しているなら納得だが、その知識欲が凄い。


そう、本来魔鳥は夜目よめが利きかない。魔鳥自身も、夜の飛行は嫌がるのだが。


「勿論、この子も夜目が利く訳じゃない」


羽の裏にクチバシを突っ込み、毛づくろいに余念のない自らのパートナーを隊長は撫でた。


「けど、お気に入りの夜風よかぜの為だ。私がしっかり導いてやるさ」


はっはっ、と笑う隊長が格好良い。


どれだけ魔鳥から信頼されれば夜の飛行が実現するのか、想像もつかない。少なくとも俺と俺のパートナーじゃ無理だ。夜の飛行を嫌がるのは魔鳥の本能、それを覆くつがえすほどの信頼。


いや、俺も信頼関係には自信があるが。というか騎兵団全員があるが。それでも難しい事なのだ。


「理想のパートナーなんですね」


「お互いにね」


微笑む御客人に、隊長はパートナーへと目配せする。そして愛おしげに柔らかな羽毛を撫で、その手で手綱を持った。


「手のかかる子は好きだ。それに比べて、そこの副隊長の手がかからない事」


「隊長……」


「ははっ、褒め言葉だよ」


隊長が声を上げて笑い、御客人へと一つウインク。


「だから、他人に気を割さく余裕もある。御客人も存分にそいつに甘えるといい」


こりゃモテるわ。


「じゃあ、お言葉に甘えて」


「お前は別に、いや、そもそも客人が遠慮する必要は……ッ隊長！」


「はいはい、後よろしくぅー」


凛と背筋を伸ばし、ひらひらと手を振って魔鳥と一緒にテントへと去っていくその背が眩しい。一生ついて行きます、隊長！


その後も何となくそこらの岩に座り、勉強になるなとのんびり御客人とナハスさんの話を聞いていたが、全然終わる気配が見えなかったので先に寝た。御客人の魔鳥への興味が全く尽きなかった。






御客人を途中で降ろし、アスタルニアへと帰ってきて三日。


上空から見た王都もとても美しかったが、やっぱり自分の国が一番落ち着く。パートナーもどこか落ち着いたようにほっこりと厩舎きゅうしゃに収まり、好物の木の実をつついていた。


「水浴びでも行くかぁ」


掌に乗せた木の実を啄ついばむ感触がたまらない。


ぽろぽろと殻を器用に落としながら、嘴を動かしていたパートナーが顔を上げた。く、と少し首を傾げる姿に思わず笑みが零れる。


俺ら王都遠征えんせい組は、帰ってから今日まで任務が入っていない。数日飛びっぱなしだった魔鳥の為の休息期間だ。


「お、良いな。水浴び」


二つ隣の鳥房ちょうぼうで、同じく自身のパートナーである魔鳥を労いたわっていた騎兵がひょいっと顔を出した。同い年だが、俺より何年か早く見習いを卒業した優秀な奴だ。


奴は両手いっぱいにワームを掬すくい、パートナーに食わせてやっている。あれはお高いやつだ。奮発ふんぱつしたな。


「この後行こうぜ」


「海？」


「や、森」


「今日は混んでんじゃねぇの」


絶好の魔鳥水浴びスポットには、同じように考えた先輩らで溢れていそうだ。


魔鳥騎兵団にとって休日とは、思うままに魔鳥と過ごす日でもある。俺らにとっては普通だが、他所よその兵団から〝ただの魔鳥バカの集まり〟と称されるのはこういう所だろうか。


「この前、穴場見つけた」


「お、良いな」


にやりと笑ってみせれば、相手もにやりと返してくる。


水浴びと聞いてそわそわし始めたパートナーの為にも、手早く手入れを終わらせてやらねば。壁にかけてあるヤスリをとって、鋭い爪の光る足元へとしゃがむ。


「ほら、足上げろ。ははっ、今日は素直だ」


いつもは嫌がって足を引くのに、今日は一度もぞりとしただけで抵抗しない。


床につく爪を一本、掌で掬うように浮かせる。伸びて鋭さの増した先端にヤスリを滑らせれば、尖った部分が少しだけ削れるのが分かった。


本来ならば、岩場で暮らす種しゅだ。爪など自然と削けずれるのだろうが、ここではそれも難しい。


「お、こらっ、動くな動くな！」


「お前んとこは嫌いだよなぁ」


「はぶッ」


奴の鳥房から盛大に寝藁ねわらが撒まき散らかされる瞬間を目撃した。


やるやる。寝藁を蹴るんだよ、嫌がると。特に爪とぎが嫌いな魔鳥は多いんだ。頭から藁まみれになっているだろう同僚に同情しつつ、俺は褒めるようにもふもふとパートナーの胸元を撫でてやった。


「そういやさ……あー、口に入った」


「何だよ」


ぎゅ、ぎゅ、と魔鳥の鳴き声。あちらも一応落ち着いたようだ。


「昨日、御客人見たぞ」


「は？」


「ワーム買いに行った時に見た」


「あー……そういやもう来てるよな」


ナハスさんが何やら話を通していたが、その日の内に〝本当に聞いてた通りの奴らが来たぞ！〟と門番だった奴が大興奮しながら報告に来たのは記憶に新しい。


「何してた？」


「すっげぇ観光してた」


「依頼じゃねぇのかよ！　や、でも来たばっかだしな……」


一刀とは一度だけ手合わせ出来た。むやみやたらと強かった。


獣人もいかにも腕が立ちそうだ。飲んでるといつの間にか混じってた。


だがあの品の良い御客人に対しては、いまだに冒険者だと信じきれていない。早く冒険者エピソードが欲しい。


酒の席で獣人が面白おかしく御客人について語っていたが、それもいまいち冒険者っぽくなかった。迷宮の宝箱からぬいぐるみを出すとか、演劇に出たとか、痴女に狙われているとか。流石に冗談半分なんだろうが。


「まぁ、アスタルニアを楽しんで貰えてんなら良いけど」


「俺が見たのは果物の食べ比べだな」


同僚曰く、果物の屋台が並ぶ通りにて。






『味の分からない果物がたくさんありますね』


『お兄さん達、どうだい一口！』


『貰う貰う』


『ジルも、はい』


『ん』


『あ、凄く甘いです』


『ニィサンの顔が凄すげぇ事になってる』


『あっちの果物は何ていうんですか？』


『おう、兄ちゃん食ってみるか』


『食う食う』


『見るからに辛そうです』


『絶対辛いッスね』


『ほれ、食べてのお楽しみだ』


『はい、ジル』


『……』


『甘ッッッ』


『これは、流石に』


『はっはっ、生で食べるもんじゃねぇからな！』


『ニィサン顔こわっ』






との事。


「屋台総出の試食大会みたいになってた」


「何でだよ」


アスタルニア国民のサービス精神と、御客人らの貢みつがせ力がそうさせたのか。


何というか、色々な意味で目立つ三人だ。特に何でもないやり取りなのに、不思議な特別感があるのは何故なのかと思ってしまう。いや、本人達も素でしかないんだろうが。


「俺も見たぞー」


「お、うぃッス」


機嫌が良さそうに厩舎に入ってきたのは、パートナー連れの先輩だった。


どうやら丁度、水浴びを済ませてきた所なのだろう。露わになっている鍛きたえられた上半身も髪も、そしてズボンも満遍まんべんなく湿っていた。魔鳥と一緒に水浴びするとこうなる。


大抵、水場の近くの岩場でのんびり寝転び、魔鳥も人も体を乾かしてから王宮に帰ってくるのが常だ。乾きかけてはいるのだが。


「うおー」


「冷てっ」


「悪い悪い」


湿った体を震わせた魔鳥から飛んでくる水に、俺も同僚もケラケラと笑った。


「それで、見たって？」


「おう、御客人だろ」


先輩がパートナーを鳥房に入れ、肩にかけていた布でその羽を乾かしてやりながら言う。


とはいえ、魔鳥は一番表面の羽が水を弾はじくように出来ている。羽の流れに沿って拭いてやれば、すぐに元通りだ。


「水浴びに行く前、家に寄ったら近所歩いてんの」


「近所にあの人らがいんのか」


「二度見するわ」


ちなみにこの先輩、家庭持ちだ。


魔鳥を優先し過ぎるという理由で振られる事の多い魔鳥騎兵団、その中の数少ない成功者として密かに崇あがめられている。主に俺に。


「で、何かあっちだこっちだ言ってたから声かけたんだよ」


まさかの迷子だ。


「そん時はあの品の良い御客人と、獣人の二人だったな。本屋探してるっつうから案内してやって」


「本屋ぁ？」


同僚が声を上げ、自らのパートナーに集中しろと不機嫌そうに鳴かれていた。


とはいえ、気持ちは分かる。本っていうとあれだ。子供が字を習う為のあれ。最近は女子供の娯楽として、そういう大人向けの物語とかも出ているらしいが。


「そう。どうにも、御客人が想像してる本が俺らとは違ってな」


魔鳥の足先までしっかりと水気を拭い終え、先輩はタオルをパンッと払った。


そしてその先輩曰く、御客人らを本屋に案内した時のこと。






『ほら、此処だ』


『有難うございます。……？』


『リーダー？』


『あの、此処って』


『どうした？』


『子供向けとか、物語専門だったり』


『うん？』


『その、置いてある本の種類があまり』


『あー……まぁ、確かにリーダーが普段覗いてるトコよか、何つうの？　ごちゃごちゃしてねぇっつうか』


『や、普通の本屋だぞ』


そう返した先輩に、御客人は全てを察したかのように悲しそうな顔をしたそうだ。






「あの時の御客人の顔がな……何と言うか、罪悪感が……」


「あー……」


どうやら、他国では本というのは酷くコアな趣味なのだとか。


本屋などもはや店主の趣味の延長のようなもの。置いてある本は研究書や専門書も多く、同好の士のみが足を運ぶような店だという。


これも国柄か。不思議と申し訳なさが募る。その様子を聞く限り、御客人が満足しそうな場所など王宮の書庫ぐらいだろう。御客人の探してるような本が全くない訳じゃないので、アスタルニアを嫌いにならないで欲しいものだ。






「よっし、終わり」


コリコリと削っていた爪を離してやると、パートナーが頭を下げてきた。


礼をするかのように嘴の先でもぞもぞと髪を食はまれ、それに笑って首元を撫でてやる。爪に藁が引っかかる様子がないことを確認し、立ち上がった。


「行けるか？」


「もうちょい……おしっ、行くか」


「散歩か？」


「水浴びさせてやりたくて」


パートナーの飯でも取りに行くのだろう。厩舎を出ようとしている先輩に手を振られながら、自身のパートナーに跨った。


そして、開かれた天井から空へ。


アスタルニアの上空を、一度だけゆっくり大きく旋回せんかいする。地上には俺やパートナーへ手を振る子供や、手を翳しながら見上げる何人もの国民の姿。俺が幼い頃に抱いた羨望せんぼうを彼らも抱いてくれているのなら、これほど嬉しい事はない。


「お、あれ御客人じゃないか？」


「は？」


追いついて来た同僚の声、その指さす先を見下ろす。


道の真ん中で、こちらを見上げる小さな人影。けれど、見間違いようのない存在。そんな彼にひらりと手を振られたような気がして、思わずむずむずと唇が笑みに緩ゆるむ。


「ありゃ、空の旅を楽しんでくれたって事で良いんだよな？」


「そりゃ勿論」


選りすぐりの魔鳥達による最高の旅路だ、楽しめない筈がない。あの人相手にそう胸を張って言えるのが、魔鳥騎兵団である何よりの証拠だろう。


俺の気分が上がったのに気付いてか、パートナーも一度だけ大きく高い鳴き声を上げた。青空に響き渡るそれが国中に届けば良いと、衝動のままに笑いながら俺らは森へと風を切るのだった。








あとがき






魔物に騎乗きじょう、これはどれだけ使い古されようと不変のロマンだと心から断言できます。


基本的に私はモフモフ過激派の人間なので、いえモフモフじゃなくてもツヤツヤでもヌメヌメでも大好きですが、魔物という生物に隙すきあらば愛着が湧わきます。異形も素敵。本来ならば有り得ない造形をしている魔物とか心ときめくこと果てしない。


そんな岬と申します。皆様お世話になっております。






さて、初めに謝罪を。


小説家になろうの休暇本編にて、私にも予想外なほどに宿主を愛して下さる方々、大変申し訳御座いませんでした。気付けばまさかの挿絵ゼロ。


愛しの編集さんが口絵に宿主を入れましょうかと言って下さいましたが、流石さすがに口絵のカラーは奴には贅沢ぜいたくすぎる……と即座に判断してしまった事をここにお詫わび申し上げます。しかし後悔はしておりません。奴には贅沢すぎる。


サブキャラはメインにならないこそサブキャラなのであって、とサブキャラ好きの血が盛大に騒ぎました。そんな中、二巻の挿絵で見事登場した盗賊Ａですが、奴は目隠れなので……仕方ない……。（二巻後書き参照）


そして、読んで下さる皆さまへ感謝を。まさか書籍でリゼルがアスタルニアを訪れることが出来るとは夢にも思っていませんでした！


これまで休暇に構って下さった方々の恩に報むくいられるよう、アスタルニアの空気に釣られて微妙にテンションの上がっている三人を精一杯お届け致しますので、是非お楽しみ頂ければ幸いです。


更にはなんと、ドラマＣＤに続き、ファンブックの発売まで決定致しました！　本当に、本当に有難うございます！　それに伴い、小説家になろう活動報告にてリゼル達への質問を募集していたりもします。気になる事がある方は是非ご参加下さい。その内、人気投票も……？






リゼルの休暇を本にして下さった方々、今巻も大変お世話になりました。


イレヴン母の胸をもっと小さくもっと小さくと注文つけた私に、快こころよく応じて下さったさんど先生。毎度女性キャラの胸部に指定をつけて誠に申し訳御座いません。


そして、いつも私の味方で居て下さる心の広さが菩薩ぼさつ級の編集様。休暇に様々な可能性を齎もたらして下さるＴＯブックス様。


何より、本書を手に取って下さった全ての読者様に、心から有難うございます！






二〇一九年八月　岬



            





電子版特典SS


「ナハスと宿主の飲みトーク」







昼間より涼しいとはいえ、肌寒さは感じないアスタルニアの夜。


そして貴族なお客さん達が何故か思いつきで迷宮〝人魚姫セイレーンの洞ほら〟の攻略へと乗り出した日の深夜。宿にて。


あの人達の隣にいると未いまだに落ち着かない、けど居なければ居ないでクソでか存在感を失った寂しさを覚えてしまう。そんな俺、宿主です。皆様お世話になっております。


「そういえばこの間、おじさん達の店に行ったぞ」


「マジで？」


そして目の前に座るのが、寂しさのあまり酒盛りに付き合わせている友人ナハスです。


親同士が仲良かったので自然とつるんでいますが、こいつが魔鳥騎兵団まちょうきへいだんに入り、俺も宿の方にかかりきりになるや否や、あまり顔を合わせることもなくなりました。別に疎遠そえんになった訳じゃないけど。大人になるって残酷。


「父さん達、元気だった？」


「ああ、相変わらず美味かった」


「まぁ料理好きが高じて食堂開いたし」


俺の両親ですが、港通りで大衆食堂を開いています。


実はこの宿、元々は両親が経営していたもの。夫婦仲良く営んでいた宿ですが、料理にハマりにハマった父さんが宿の食事だけじゃ満足できずに心機一転。大衆食堂を開き、今ではなかなか繁盛しているようです。


「妹も元気そうだったぞ」


「あいつは許さん」


やや年の離れた妹は、宿を俺に受け渡すことにしたと両親から聞いた途端。


『兄貴と二人で宿とか無理だわ（笑）』


そう宣のたまって両親について行きました。


なんだ（笑）って。どうやって発音してんだ。物凄い伝わって来た癖に意味不明すぎた。


「味音痴の癖になぁーにが『看板娘として評判だよぉ』だか」


「彼女も頑張ってるんだ、そう言っては可哀想だろう」


「お前はあいつの壊滅的料理食べたことねぇから分かんねぇんだよ！　小麦砕いて焼いた炭の塊にやけにトロミのついた牛乳かけてケーキって宣う女だぞ、噛んだ感触きっっしょ過ぎて吐いたわ！」


ねっっっ……ちゃ、ってめっちゃ歯にくっついてきました。死ぬかと思った。実際腹も壊した。


「イメージは近いじゃないか」


「イメージで料理できりゃ苦労しねぇー!!」


グラスの底を机に叩き付けつつ、確かにと頷いて酒を呷あおるナハスを盗み見。


実は俺の妹、昔からこいつに淡い恋心を抱いております。こいつに食べて貰う為、と度々料理の味見役になっているのが俺です。あいつは味音痴すぎて、自分が作ったものを美味しく食べられるので。


何故、俺。早々に料理を諦めてくれれば良いのに。別にナハスが料理出来るから良いと思う。そう言ったら『そういうことじゃない！』ってキレられたので女心マジで分からん。


「あ、そういや前、お前んとこの妹と遊んだって言ってた」


「ああ、あそこは仲が良いからな」


「すまんね、いつも構って貰って」


「いや、あいつら放っておくと趣味に没頭するからな。どんどん誘ってやってくれ」


ナハスには三人の妹弟がいます。年の近い妹が二人、だいぶ年の離れた弟が一人。


この妹二人がなかなか曲者です。なにせ年も近いので、俺も子供の頃はよく一緒に遊んでいました。その度、ナハスのいう〝趣味〟が炸裂した訳で。


「全く……好きなものに夢中になるのは良いが、限度があるだろうに」


「おまいう」


「何だ？」


「いや何も」


酒瓶からコルクを抜き、差し出してみせればグラスが向けられました。


自分のグラスを満たしてからそちらにも注いでやれば、丁度瓶が空になります。机の隅に何本も並ぶ空瓶の仲間入り、新しい酒を出してこねば。


「お前んとこの妹も相変わらずっぽいなぁ」


「ああ」


ナハスの家族は色々凄いです。


まず母親、鳥マニア。そこらの小鳥から魔鳥まで、全ての種しゅを網羅もうらして愛し尽くしています。ナハスは確実に彼女に影響を受けているでしょう。こいつは魔鳥特化ですが。


昔、ナハスの家に遊びに行った時に見た剥製はくせいの数々は今でも時々夢に見ます。めちゃくちゃ怖かった。


「上の妹は、そろそろ独り立ちを考えているようだ」


「毛皮屋？」


「いや、鞣なめしの方だな」


そして上の妹さんは毛皮マニア。


東西南北、あらゆる魔物や獣の毛皮を愛し尽くしています。目隠しされても、毛皮に触れば何の毛皮で何処どこに生息していた個体かまで分かると豪語ごうごする女です。たぶん実際分かる。


今はどこぞの毛皮屋で鞣しの技術から手入れの仕方まで学んでいると聞いていましたが、いつの間にかとてつもない職人に成長しつつあるそうな。マニア凄い。


「下の妹さんは？」


「上の妹から流して貰うこともあれば、隙あらば冒険者に依頼を出してるらしいな」


「あー」


下の妹さん、こいつは比類なき角つのマニアです。


とにかく角。獣の角、獣の魔物の角、魚の魔物の角。あまり出回るものでもないので、確かに気になる角があれば冒険者に依頼を出すしか方法はないでしょう。


今は鑑定士見習いをしているそうですが、角に関しては百発百中だとか。多分こいつも目隠しチャレンジ百発百中できる。ちなみに夢は、竜の角を目まの当たりにすることらしいです。


「弟君はほんとにちっさい頃しか会ってねぇなー」


相変わらずで何より、と立ち上がり、キッチンへ。


つまみ、つまみ、と棚から燻製くんせいチーズを取り出して適当に切って、色々なナッツを詰めた大瓶も。一刀なお客さんと獣人なお客さん、結構飲む人なので最近は色々なつまみを常備しています。お駄賃貰えるし。なんかオシャレなつまみ用意したくなるし。


「もう十四、五だっけか」


「ああ、この前十五になった」


若さが眩しい。


「最近は、どうやら魔物の核を集めているみたいでな……」


そして順調にマニア化しとる。


何なのこいつんち。マニアの英才教育なの。それにしてはハマんの微妙にばらばらだし天性の才を感じずにはいられないんだけど。


「核かぁ……何それ、魔物ごとに違いあんの？」


「並べたのを見せて貰ったが、形も性質も微妙にあるみたいだな」


「全然分からん」


「こういうのは御客人が詳しいんじゃないか？」


「あー、貴族なお客さん」


冒険者だからじゃなく、知識人だからですね分かります。


そういえば、前に普通の獣と魔物の違いを教えて貰ったことがありました。依頼ではどっちの討伐も依頼料はそう変わらない、そんな事を話してたお客さん達の会話が気になって聞いてみた時です。


『魔物と獣の違いってあるんですか？』


『そうですね……はっきりとした定義はないんですけど』


『〝諸説あります〟ってコト？』


『そんな感じです。うーん、一番分かりやすいところで、〝生命維持に必要な量以上の魔力を意図的に取り込もうとする生物〟でしょうか』


『嗜好品っつうことか』


『出来ましたら私めにも分かるように説明して頂ければと……』


『俺達は生きるのに魔力が必要ですけど、普通に暮らしながら〝あ、魔力欲しい〟とはなりませんよね。敢えて欲しがらなくとも呼吸で食事で、自然と摂れてるので』


『魔力量増えたら良いのに、とは別？』


『別です。個人の魔力量って外的要因で増えないでしょう？』


『あー、何となく分かるかも』


『分かんねぇ』


『ニィサンはなァ』


『それを増やせるし欲しいのが魔物ってことですかね』


『その通りです』


この時の〝よく出来ました〟的な笑み、半端なかったです。閑話休題。


『自分を強化する為だったり、本当に嗜好品として好んでいたり、色々違いはあるそうですけど』


『だから襲い掛かって来んのか』


『そう、人は生物の中でも魔力量が多めでなので』


『あー、成程』


『魔物の核も、取り込んだ魔力の余剰分が結晶化したんじゃって言われてるんですよ』


とのこと。凄く分かりやすかった。


確かにそんな貴族のお客さんなら核のことも詳しく教えてくれそうです。でも核に対しての興味が微塵も湧かない。弟君には大変申し訳ない。


いや、毛皮や角とかにも興味ないですが。だから正直、あの一家に会うと始まるマニアックトーク凄く困る。あ、父親は違うけど。


「親父さんどう？」


「最近腰をやったな」


「またかぁ」


マニア一家の良心、ナハスの親父さんは樵きこりをやってます。


職人気質なので何かしらのこだわりは持ってるんでしょうが、こいつらみたいなこう……偏執的へんしつてきな愛は持ち合わせていない様子。どちらかといえば寡黙かもくな親父さんです。


「あそこの角の薪まき屋は最近、魔石が出回ってどうのこうのってブツブツ言ってるけど」


「うちは鍛冶屋なんかに売ってるからな。あんまり影響はないんだ」


「何で？」


「魔石じゃ火力は出んだろう」


あ、成程。


魔石も便利なんですけどね。パッと火つけてパッと消せるし。けど魔石の個数ぐらいでしか火力調整できないし、幾ら集めても一個の魔石の最大火力以上は出ないし、そもそもそれもあんま強くないし。


「魔石も金かかるもんな、魔力なくなったら補充して貰わなきゃならんし」


「自力で補充できるなら便利だろうにな」


「俺にも貴族なお客さんぐらい魔力あればなぁ」


「そんなに多いのか」


「いや知らんけど」


他人の魔力とか全く分からん。


でも貴族なお客さんいかにも多そう。そんな雰囲気してる。


「まぁ、魔法使いだし多いんだろうな」


「だっろ」


口にナッツを放り込み、噛み潰せば鼻に抜ける独特な香り。


珍しい豆が入ったからって聞いて買ってみたけど、なかなか癖がありました。お客さん達から文句が出たことはないし、相変わらず獣人なお客さんはおかわりを求めてきたので、きっと気に入ってくれたはず。


「……魔法使いか」


「ん、どした」


「いや、それが……」


ふいにナハスが渋い顔をしながらポツリと呟きました。


何だ何だ、貴族なお客さんに文句でもあるのか。喧嘩なら買うぞ。まあこいつ相手だとめっちゃ負けますけどね！


「弟が、冒険者になりたいと言っていてな」


おっとまさかの弟君の話題リターン。


まぁ、核なんてもんのマニアしてれば当然そうなりますよね。毛皮や角と違って魔物オンリーの代物ですからね。しかも入手手段が完全に依頼オンリーですからね。ですよね。


ただ俺も俺の妹に冒険者になりたいって言われたら全力で止める。


「でもまぁ弟君も男だし好きにやらせてみれば……」


「冒険者だぞ！　危険しかない、荒くれ者しかいない、申し訳ないがまともな職じゃないじゃないか！」


「うちのお客さんディスんじゃねぇよ！」


「あいつらは関係ないだろう！」


ないか⁉


「いやだって貴族なお客さんとか一応」


「あいつは別の意味でまともじゃない！」


まぁそうだけど。


「ほら、一刀なお客さんとかめっちゃ成功して」


「あれが何の参考になる！」


まぁそうだけど。


「でも獣人なお客さんとか余裕あって」


「あれは余裕じゃなくて癖があると言うんだ！」


まぁそうだけど。


あれ、うちに泊まってんの冒険者じゃないんだっけ。滅茶苦茶否定されたしそんな気がして来た。お客さん達が帰って来て顔見ればはっきりする気が……いや今まさに迷宮に潜ってんだから冒険者じゃねぇか危ねぇー!!


「俺としても夢は応援してやりたいんだ……けどあんな、のんびりした奴が……」


親か。


グラスの中身を飲み干したナハスに、新しい酒瓶を差し出してやりました。固いコルクを捻ひねるように引き抜き、トクトクと流し込んでいる量には遠慮がない間違いなくやけ酒です。


というかのんびりっていうと貴族なお客さんも大概なので、そこはどうにでもなる気が。いやあの人が特殊な例っていうのは流石に分かってますが。


「あ、お客さん達に預けて鍛えて貰えば？」


本人たち嫌がりそうなので冗談だけど。


「あいつらは人の面倒を見れる人間じゃない」


「何でそこだけ冷静だよ！」


こいつお客さん達に凄ぇ面倒見良いのに、こういうのはしっかり言う。


甘い訳じゃないんですよ。面倒見良いだけで。だから説教出来るんでしょうけど。最初、貴族なお客さんから「ナハスさんに叱られちゃって」って聞いた時は思わず二度見しました。ナハス凄ぇ。


「いや例えばだって例えば。ほら指名依頼とかで引き受けてくれれば、意外としっかり先生してくれるかもしれない気がしないでもなくなってきた」


「そうなるだろう」


いやだってお客さん達って悪気なく変なこと教えそうだし……本人達の常識がずれてる的な意味で……いや獣人なお客さんはやや悪気を滲ませそうだけど……。


はっ、気付いた。


「駆け出し冒険者があの人達の常識を身に付けたら待つのは死では??」


「そう、そうなるんだ!!」


色んな意味で上級者向けの人達なんですよね分かります。






その後は何故か「ちゃんと飯を食ってるのか」だの「変な魔物に手を出してないだろうな」だの「睡眠はしっかりとれてるのか」だの、お客さん達への愚痴なのか心配なのかよく分からない話に移行しました。迷宮に潜ってる冒険者への心配としてはどうなんだろうっていうのが出るあたり、流石はうちにお客さん。


そして互いにぐだぐだと話し、散々魔鳥自慢を聞かされたりしていると、すっかりと月も傾く時間になるというもので。


「酒臭いとうちの奴に嫌がられるんだ……」


「魔鳥のこと嫁っぽく言うの止めろよぉー」


「じゃあな、戸締りはしっかりしろよ」


「うぇいうぇい」


人通りの一切ない深夜過ぎのアスタルニアを、ナハスは流石に酔いながら帰って行きました。いやね、この年になると徹夜できんのよ。疲れとれんくて。同じくべろんべろんな俺ももう寝ますおやすみなさーい。


そうして俺は、宿の扉を閉めるのでした。あ、やべ、戸締り戸締り。
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